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は し が き 
 

我が国の畜産は、近年、飼料価格が高止まりする中、生産物価格は堅調に推移

しているものの、担い手の高齢化、後継者不足により経営戸数の減少に歯止め

がかからない状況であり、生産基盤の脆弱性が深く懸念されているところであ

る。土地利用条件に大きく制約を受ける等、限られた資源を有効に活用する必

要がある我が国の畜産においては、個々の畜産経営体の努力だけでは解決でき

ない課題が多くある。 
そこで、農林水産省では「畜産経営を核に、行政、畜産関連組織・産業、地域

住民等が結集し、地域ぐるみで畜産の収益力向上を図る体制（畜産クラスター）」

の構築により、地域の畜産生産基盤の強化を推進するための諸施策を平成 26 年

度から推進している。本施策では、個人では対応の難しい課題であっても、関連

する人々・産業が連携し合うことで個々の資源・ノウハウを結集させ地域が一

丸となることで、解決策への道が開けるという考え方（畜産クラスター計画）の

基本方針が掲げられている。 
本会では、平成 28 年度より家畜生産性向上対策事業の一環として、家畜生産

性向上対策検討委員会を設置し、家畜の改良増殖目標の達成等に向けて、家畜

の遺伝的能力を最大限に発揮させるための技術指導等を、道府県畜産協会の協

力のもと、全国の畜産経営体を対象に実施している。 
本資料は、平成 30 年と令和元年の家畜の生産性に係るデータを収集し、技術

成績の結果及び畜産経営体における技術成績の課題点を解決するための技術指

導内容を取りまとめたものである。 
畜産クラスター事業等を通じて、今後ますます畜産経営体の収益力強化が進

められていく中で、畜産経営体の技術成績向上に資する経営指導等の実施のた

め、本資料をご活用いただきたい。 
末筆ながら調査・技術指導に協力いただいた道府県畜産協会並びに調査結果

の集計・分析に協力いただいた家畜生産性向上対策検討委員会の委員の皆さま

に厚くお礼申し上げる。 
 
令和３年２月            

公益社団法人 中 央 畜 産 会 
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Ⅰ．利用にあたって 
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１．はじめに 
 本報告書は、酪農経営ならびに肉用牛経営における家畜の生産性に関する飼

養状況と技術成績の状況を示し、また、技術成績を階層化し、その特徴を明らか

にした。また、実際に指導現場で行われた指導内容についての課題と解決のた

めの助言・指導を整理した。  

２．本書の利用者 
    経営指導や経営診断を実施する畜産経営支援者の方々に利用してもらうため

に、指導内容の課題と解決のための助言・指導と技術改善ポイントを示した。よ

り専門的な知識や詳細な情報が必要な場合には、各道府県にある畜産協会等の

畜産コンサルテーションの専門組織に相談いただきたい。  

３．調査対象 
 酪農経営：対象品種はホルスタイン種（84 戸） 

 肉用牛経営：対象品種は黒毛和種（繁殖経営 117 戸、肥育経営 26 戸） 

４．特徴 
家畜の生産性に関する各種技術成績については、階層間比較（上位 25％階層、

中位 50％階層、下位 25％階層）を行い、特に技術改善が必要と考えられる成績

下位 25％階層は２か年（平成 30 年と令和元年）の成績の変化を捉えられるよ

う、平成 30 年の下位 25%階層が令和元年にどのような成績となったか（令和元

年に成績が改善したのか悪化したのか等）を記している。 

課題と解決のための助言・指導では、指導内容のカテゴリー分けを行い、現場

で多く指導された内容をグラフ化し、全体的な指導内容の傾向を把握できるよ

うにしている。併せて、それぞれの指導内容のカテゴリーについて、家畜の生産

技術改善のためのポイントを実際に現場で指導された内容を交えながらとりま

とめている。 

指導用情報では、酪農・肉用牛経営を対象とした現場での技術指導時に参考

となる情報として、令和２年に改正された牛の「飼養衛生管理基準」と「労働負

担を軽減するための機械装置」リストを紹介している。   

- 3 -





 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ⅱ．酪農経営 
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１．技術成績の階層間比較 
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数

頭
2
5

3
9
.9

2
5

4
1
.7

6
2
3
.7

6
2
7
.5

1
2
4
.0

4
2
3
.5

2
3
5
.5

6
6
1
.2

6
6
1
.8

分
娩

間
隔

　
（
平

均
値

）
ヵ
月

2
5

1
4
.7

2
5

1
4
.8

6
1
5
.0

6
1
4
.5

1
1
3
.7

4
1
4
.3

2
1
5
.0

6
1
4
.2

6
1
4
.3

供
用

年
数

　
（
平

均
値

）
年

2
5

4
.3

2
5

4
.4

6
4
.2

6
4
.5

1
4
.3

4
4
.9

2
3
.7

6
3
.4

6
3
.9

産
次

　
（
平

均
値

）
　
※
期
中
分
娩
牛

産
2
5

2
.8

2
5

2
.7

6
2
.8

6
2
.6

1
2
.5

4
2
.6

2
2
.6

6
2
.6

6
2
.6

初
産

月
齢

　
（
平

均
値

）
ヵ
月

齢
2
5

2
5
.2

2
5

2
5
.1

6
2
4
.5

6
2
4
.6

1
2
4
.5

4
2
3
.5

2
2
6
.7

6
2
4
.7

6
2
4
.4

分
娩

時
の

子
牛

事
故

率
　
※
流
産
・
奇
形
、
死
産

％
2
5

5
.5

2
5

4
.5

6
3
.5

6
3
.1

1
4
.2

4
3
.9

2
1
.5

6
4
.5

6
3
.1

２
．
結

果
の

比
較

検
討

・
考

察

R
1
年
成
績

R
1
年
に
成
績
が

悪
化

し
た
も
の

繁 殖 成 績 １
）

全
体

の
年

比
較

　
　

H
3
0
年

は
3
9
.
9
頭

、
R
1
年

が
4
1
.
7
頭

に
な

り
、

1
.
8
頭

増
加

し
た

。

２
）

H
3
0
年

下
位

2
5
％

階
層

（
6
戸

）
の

R
1
年

状
況

　
　

6
戸

の
う

ち
、

2
戸

は
中

位
5
0
％

階
層

に
な

り
、

平
均

3
5
.
5
頭

に
増

加
し

た
。

残
り

4戸
は

下
位

2
5
％

階
層

、
平

均
2
3
.
5
頭

に
な

り
、

R
1
年

下
位

2
5
％

階
層

の
平

均
2
7
.
5
頭

よ
り

も
少

な
く

 
 
　

な
っ

た
。

ま
た

、
分

娩
頭

数
が

増
加

し
た

経
営

は
、

1
頭

当
た

り
年

間
乳

量
（

平
均

値
）

が
増

加
し

て
お

り
、

分
娩

頭
数

の
増

加
と

1
頭

当
た

り
年

間
乳

量
の
増

加
に

関
係

が
み

ら
れ

た
。

３
）

R
1
年

の
下

位
2
5
％

階
層

と
上

位
2
5
％

階
層

の
比

較
　

　
R
1
年

上
位

2
5
％

階
層

は
6
1
.
8
頭

に
な

り
、

下
位

2
5
％

階
層

の
2
7
.
5
頭

よ
り

3
4
.
3
頭

多
く

な
っ

た
。

４
）

特
記

事
項

　
　

R
1
年

に
中

位
5
0
％

階
層

に
な

っ
た

2
戸

に
対

し
て

は
、

多
忙

な
作

業
の

見
直

し
と

、
発

情
の

観
察

強
化

に
つ

い
て

の
助

言
・

指
導

が
行

わ
れ

て
い

た
。

R
1
年
も
成
績
が
下

位
2
5
%
の

階
層

R
1
年
成
績
が
中
位

5
0
%
の

階
層

R
1
年
成
績
が
上
位

2
5
%
の

階
層

Ｈ
３
０
年

成
績

R
1
年

成
績

飼 養 状 況

項
目

単
位

北
海

道
全

体
平

成
3
0
年

の
分

娩
頭

数
が

下
位

2
5
%
の

階
層

平
成

3
0
年

の
分

娩
頭

数
が

上
位

2
5
%
の

階
層

H
3
0
年
成
績

R
1
年
成
績

H
3
0
年
成
績
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１
．
分

娩
間

隔
の

階
層

間
比

較
（
北

海
道

）

対
象

デ
ー
タ

数
平

均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平

均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平

均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平

均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平

均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平

均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平

均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平

均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平

均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平

均
値

期
首

飼
養

頭
数

　
（
ア
）

頭
2
5

4
5
.6

2
5

4
4
.4

6
4
6
.5

6
4
3
.7

1
6
4
.0

3
5
6
.3

3
3
1
.0

7
5
0
.3

7
4
8
.3

未
経

産
牛

か
ら
の

繰
入

頭
2
5

1
1
.2

2
5

1
1
.4

6
1
0
.2

6
1
0
.5

1
1
1
.0

3
1
2
.7

3
8
.3

7
1
4
.9

7
1
5
.1

外
部

導
入

頭
数

頭
2
5

0
.8

2
5

2
.2

6
0
.0

6
4
.3

1
2
6
.0

3
8
.7

3
0
.0

7
0
.0

7
0
.0

事
故

廃
用

頭
数

頭
2
5

1
3
.3

2
5

1
3
.2

6
1
3
.0

6
1
3
.0

1
3
2
.0

3
1
8
.0

3
8
.0

7
1
6
.9

7
1
5
.4

期
末

飼
養

頭
数

　
（
イ
）

頭
2
5

4
4
.4

2
5

4
4
.8

6
4
3
.7

6
4
5
.5

1
6
9
.0

3
5
9
.7

3
3
1
.3

7
4
8
.3

7
4
8
.0

前
年

比
　
（
期

末
÷

期
首

）
％

2
5

9
8
.3

2
5

1
0
1
.1

6
9
3
.1

6
1
0
4
.0

1
1
0
7
.8

3
1
0
5
.8

3
1
0
2
.2

7
9
6
.7

7
9
8
.1

常
時

平
均

飼
養

頭
数

　
（
ア
＋
イ
）
/
２

頭
2
5

4
5
.0

2
5

4
4
.6

6
4
5
.1

6
4
4
.6

1
6
6
.5

3
5
8
.0

3
3
1
.2

7
4
9
.3

7
4
8
.1

1
頭

当
り
年

間
乳

量
（
平

均
値

）
kg

2
5

8
,9
5
1
.5

2
5

8
,9
8
2
.6

6
9
,3
1
6
.6

6
9
,4
4
1
.3

1
7
,1
9
8
.0

3
7
,7
9
7
.6

3
1
1
,0
8
5
.0

7
9
,2
7
3
.5

7
9
,2
4
3
.8

受
胎

に
要

し
た
種

付
回

数
（
平

均
値

）
回

2
5

2
.3

2
5

2
.2

6
2
.1

6
1
.9

1
2
.0

3
2
.0

3
1
.9

7
2
.2

7
2
.2

分
娩

頭
数

頭
2
5

3
9
.9

2
5

4
1
.7

6
3
7
.8

6
4
2
.0

1
7
1
.0

3
5
4
.0

3
3
0
.0

7
4
7
.1

7
4
5
.6

分
娩

間
隔

　
（
平

均
値

）
ヵ
月

2
5

1
4
.7

2
5

1
4
.8

6
1
6
.2

6
1
5
.5

1
1
5
.9

3
1
6
.2

3
1
4
.8

7
1
3
.4

7
1
4
.0

供
用

年
数

　
（
平

均
値

）
年

2
5

4
.3

2
5

4
.4

6
4
.8

6
4
.8

1
4
.9

3
5
.3

3
4
.3

7
3
.8

7
3
.9

産
次

　
（
平

均
値

）
　
※
期
中
分
娩
牛

産
2
5

2
.8

2
5

2
.7

6
2
.8

6
2
.8

1
2
.7

3
2
.8

3
2
.7

7
2
.6

7
2
.7

初
産

月
齢

　
（
平

均
値

）
ヵ
月

齢
2
5

2
5
.2

2
5

2
5
.1

6
2
4
.8

6
2
5
.4

1
2
7
.3

3
2
5
.3

3
2
5
.5

7
2
4
.6

7
2
4
.0

分
娩

時
の

子
牛

事
故

率
　
※
流
産
・
奇
形
、
死
産

％
2
5

5
.5

2
5

4
.5

6
5
.0

6
4
.1

1
4
.1

3
4
.7

3
3
.5

7
5
.0

7
4
.5

２
．
結

果
の

比
較

検
討

・
考

察

R
1
年
成
績

R
1
年
に
成
績
が

悪
化

し
た
も
の

繁 殖 成 績 １
）

全
体

の
年

比
較

　
　

H
3
0
年

は
1
4
.
7
か

月
、

R
1
年

が
1
4
.
8
か

月
に

な
り

、
0
.
1
か

月
長

く
な

っ
た

。

２
）

H
3
0
年

下
位

2
5
％

階
層

（
6
戸

）
の

R
1
年

状
況

　
　

6
戸

の
う

ち
、

3
戸

（
5
0
％

）
が

平
均

1
4
.
8
か

月
、

R
1
年

の
中

位
5
0
％

階
層

に
な

っ
た

。
こ

の
3
戸

の
H
3
0
 
年

の
平

均
は

1
5
.
9
か

月
で

あ
り

、
R
1
年

に
平

均
1
.
1
か

月
改

善
さ

れ
た

。
ま

た
、

　
　

分
娩

間
隔

が
短

縮
し

た
経

営
は

1
頭

当
た

り
乳

量
（

平
均

値
）

が
増

加
し

て
お

り
、

分
娩

間
隔

の
短

縮
が

1
頭

当
た

り
乳

量
の

増
加

に
関

係
し

て
い

た
。

３
）

R
1
年

の
下

位
2
5
％

階
層

と
上

位
2
5
％

階
層

の
比

較
　

　
R
1
年

上
位

2
5
％

階
層

は
1
4
.
0
か

月
に

な
り

、
下

位
2
5
％

階
層

の
1
5
.
5
か

月
よ

り
1
.
5
か

月
短

く
な

っ
た

。

４
）

特
記

事
項

　
　

R
1
年

に
中

位
5
0
％

階
層

に
な

っ
た

３
戸

に
対

し
て

は
、

多
忙

な
作

業
の

見
直

し
と

、
発

情
の

観
察

強
化

に
つ

い
て

の
助

言
・

指
導

が
行

わ
れ

て
い

た
。

R
1
年
も
成
績
が
下

位
2
5
%
の

階
層

R
1
年
成
績
が
中
位

5
0
%
の

階
層

R
1
年
成
績
が
上
位

2
5
%
の

階
層

Ｈ
３
０
年

成
績

R
1
年

成
績

飼 養 状 況

項
目

単
位

北
海

道
全

体
平

成
3
0
年

の
分

娩
間

隔
が

下
位

2
5
%
の

階
層

平
成

3
0
年

の
分

娩
間

隔
が

上
位

2
5
%
の

階
層

H
3
0
年
成
績

R
1
年
成
績

H
3
0
年
成
績
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１
．
供

用
年

数
の

階
層

間
比

較
（
北

海
道

）

対
象

デ
ー
タ

数
平

均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平

均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平

均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平

均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平

均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平

均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平

均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平

均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平

均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平

均
値

期
首

飼
養

頭
数

　
（
ア
）

頭
2
5

4
5
.6

2
5

4
4
.4

7
5
0
.3

7
5
0
.0

1
6
4
.0

3
5
2
.0

3
5
2
.7

1
3
6
.0

6
4
5
.2

6
4
0
.3

未
経

産
牛

か
ら
の

繰
入

頭
2
5

1
1
.2

2
5

1
1
.4

7
1
5
.4

7
1
5
.4

1
3
0
.0

3
1
9
.3

3
1
2
.0

1
1
4
.0

6
7
.0

6
8
.0

外
部

導
入

頭
数

頭
2
5

0
.8

2
5

2
.2

7
0
.0

7
0
.0

1
0
.0

3
0
.0

3
0
.0

1
0
.0

6
0
.0

6
4
.3

事
故

廃
用

頭
数

頭
2
5

1
3
.3

2
5

1
3
.2

7
1
5
.7

7
1
5
.7

1
3
1
.0

3
1
9
.3

3
1
3
.3

1
1
2
.0

6
1
2
.5

6
1
1
.8

期
末

飼
養

頭
数

　
（
イ
）

頭
2
5

4
4
.4

2
5

4
4
.8

7
5
0
.0

7
4
9
.7

1
6
3
.0

3
5
2
.0

3
5
1
.3

1
3
8
.0

6
4
0
.3

6
4
0
.8

前
年

比
　
（
期

末
÷

期
首

）
％

2
5

9
8
.3

2
5

1
0
1
.1

7
1
0
2
.3

7
9
9
.6

1
9
8
.4

3
1
0
0
.0

3
9
7
.2

1
1
0
5
.6

6
8
9
.5

6
1
0
1
.5

常
時

平
均

飼
養

頭
数

　
（
ア
＋
イ
）
/
２

頭
2
5

4
5
.0

2
5

4
4
.6

7
5
0
.1

7
4
9
.9

1
6
3
.5

3
5
2
.0

3
5
2
.0

1
3
7
.0

6
4
2
.8

6
4
0
.6

1
頭

当
り
年

間
乳

量
（
平

均
値

）
kg

2
5

8
,9
5
1
.5

2
5

8
,9
8
2
.6

7
9
,2
6
5
.8

7
9
,3
0
7
.6

1
1
0
,6
4
7
.0

3
1
0
,1
2
9
.0

3
9
,0
0
1
.2

1
7
,7
6
2
.9

6
8
,1
0
9
.0

6
8
,0
6
1
.3

受
胎

に
要

し
た
種

付
回

数
（
平

均
値

）
回

2
5

2
.3

2
5

2
.2

7
2
.1

7
2
.1

1
1
.8

3
2
.0

3
2
.1

1
2
.3

6
2
.2

6
2
.0

分
娩

頭
数

頭
2
5

3
9
.9

2
5

4
1
.7

7
4
5
.4

7
4
7
.6

1
6
9
.0

3
5
5
.7

3
4
5
.3

1
3
0
.0

6
3
7
.0

6
4
0
.8

分
娩

間
隔

　
（
平

均
値

）
ヵ
月

2
5

1
4
.7

2
5

1
4
.8

7
1
4
.2

7
1
4
.6

1
1
3
.1

3
1
3
.9

3
1
4
.9

1
1
5
.7

6
1
5
.3

6
1
5
.2

供
用

年
数

　
（
平

均
値

）
年

2
5

4
.3

2
5

4
.4

7
2
.7

7
3
.9

1
2
.4

3
3
.1

3
4
.3

1
4
.8

6
5
.8

6
5
.2

産
次

　
（
平

均
値

）
　
※
期
中
分
娩
牛

産
2
5

2
.8

2
5

2
.7

7
2
.5

7
2
.4

1
2
.0

3
2
.3

3
2
.5

1
2
.1

6
3
.2

6
3
.2

初
産

月
齢

　
（
平

均
値

）
ヵ
月

齢
2
5

2
5
.2

2
5

2
5
.1

7
2
4
.5

7
2
4
.4

1
2
4
.2

3
2
4
.1

3
2
5
.2

1
2
3
.2

6
2
5
.5

6
2
5
.7

分
娩

時
の

子
牛

事
故

率
　
※
流
産
・
奇
形
、
死
産

％
2
5

5
.5

2
5

4
.5

7
5
.8

7
6
.5

1
1
.0

3
6
.9

3
6
.2

1
6
.7

6
6
.0

6
2
.4

２
．
結

果
の

比
較

検
討

・
考

察

R
1
年
成
績

R
1
年
に
成
績
が

悪
化

し
た
も
の

繁 殖 成 績 １
）

全
体

の
年

比
較

　
　

H
3
0
年

は
4
.
3
年

、
R
1
年

が
4
.
4
年

に
な

り
、

0
.
1
年

長
く

な
っ

た
。

２
）

H
3
0
年

下
位

2
5
％

階
層

（
7
戸

）
の

R
1
年

状
況

　
　

7
戸

の
う

ち
、

4
戸

（
5
7
％

）
が

平
均

4
.
5
年

、
そ

の
う

ち
R
1
年

中
位

5
0
％

階
層

に
3
戸

お
よ

び
上

位
2
5
％

階
層

に
1
戸

と
な

っ
た

。
こ

の
4
戸

の
H
3
0
の

平
均

は
2
.
6
年

で
あ

り
、

R
1
年

は
0
.
9
年

　
　

長
く

な
っ

た
。

３
）

R
1
年

の
下

位
2
5
％

階
層

と
上

位
2
5
％

階
層

の
比

較
　

 
 
R
1
年

の
上

位
2
5
％

階
層

は
5
.
2
年

に
な

り
、

下
位

2
5
％

階
層

の
3
.
9
年

よ
り

1
.
3
年

長
く

な
っ

た
。

４
）

特
記

事
項

　
　

R
1
年

に
中

位
5
0
％

階
層

に
な

っ
た

３
戸

お
よ

び
上

位
2
5
％

階
層

に
な

っ
た

1
戸

に
対

し
て

は
、

育
成

牛
の

繁
殖

管
理

徹
底

と
、

淘
汰

更
新

に
つ

い
て

の
助
言

・
指

導
が

行
わ

れ
て

い
た

。

R
1
年
も
成
績
が
下

位
2
5
%
の

階
層

R
1
年
成
績
が
中
位

5
0
%
の

階
層

R
1
年
成
績
が
上
位

2
5
%
の

階
層

Ｈ
３
０
年

成
績

R
1
年

成
績

飼 養 状 況

項
目

単
位

北
海

道
全

体
平

成
3
0
年

の
供

用
年

数
が

下
位

2
5
%
の

階
層

平
成

3
0
年

の
供

用
年

数
が

上
位

2
5
%
の

階
層

H
3
0
年
成
績

R
1
年
成
績

H
3
0
年
成
績
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１
．
産

次
の

階
層

間
比

較
（
北

海
道

）

対
象

デ
ー
タ

数
平

均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平

均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平

均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平

均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平

均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平

均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平

均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平

均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平

均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平

均
値

期
首

飼
養

頭
数

　
（
ア
）

頭
2
5

4
5
.6

2
5

4
4
.4

7
4
3
.7

7
4
1
.9

2
4
0
.5

4
4
3
.8

3
3
9
.3

8
4
4
.0

8
4
2
.5

未
経

産
牛

か
ら
の

繰
入

頭
2
5

1
1
.2

2
5

1
1
.4

7
1
5
.9

7
1
4
.4

2
1
1
.0

4
1
4
.5

3
1
4
.3

8
7
.3

8
6
.8

外
部

導
入

頭
数

頭
2
5

0
.8

2
5

2
.2

7
0
.6

7
2
.1

2
7
.5

4
3
.8

3
0
.0

8
1
.5

8
4
.9

事
故

廃
用

頭
数

頭
2
5

1
3
.3

2
5

1
3
.2

7
1
8
.3

7
1
5
.4

2
1
4
.5

4
1
6
.5

3
1
4
.0

8
1
0
.8

8
1
2
.6

期
末

飼
養

頭
数

　
（
イ
）

頭
2
5

4
4
.4

2
5

4
4
.8

7
4
1
.9

7
4
3
.0

2
4
4
.5

4
4
5
.5

3
3
9
.7

8
4
2
.5

8
4
1
.5

前
年

比
　
（
期

末
÷

期
首

）
％

2
5

9
8
.3

2
5

1
0
1
.1

7
9
5
.4

7
1
0
4
.7

2
1
1
0
.1

4
1
0
4
.7

3
1
0
4
.7

8
9
9
.4

8
9
6
.8

常
時

平
均

飼
養

頭
数

　
（
ア
＋
イ
）
/
２

頭
2
5

4
5
.0

2
5

4
4
.6

7
4
2
.8

7
4
2
.4

2
4
2
.5

4
4
4
.6

3
3
9
.5

8
4
3
.3

8
4
2
.0

1
頭

当
り
年

間
乳

量
（
平

均
値

）
kg

2
5

8
,9
5
1
.5

2
5

8
,9
8
2
.6

7
9
,3
2
7
.3

7
9
,3
1
0
.6

2
7
,7
9
3
.0

4
9
,2
0
5
.8

3
9
,4
5
0
.3

8
8
,4
1
3
.2

8
8
,3
3
1
.2

受
胎

に
要

し
た
種

付
回

数
（
平

均
値

）
回

2
5

2
.3

2
5

2
.2

7
2
.1

7
2
.3

2
2
.4

4
2
.3

3
2
.2

8
2
.2

8
2
.1

分
娩

頭
数

頭
2
5

3
9
.9

2
5

4
1
.7

7
4
3
.4

7
4
3
.3

2
4
0
.0

4
4
4
.8

3
4
1
.3

8
3
6
.0

8
3
7
.5

分
娩

間
隔

　
（
平

均
値

）
ヵ
月

2
5

1
4
.7

2
5

1
4
.8

7
1
4
.5

7
1
4
.4

2
1
4
.5

4
1
4
.3

3
1
4
.5

8
1
4
.8

8
1
5
.1

供
用

年
数

　
（
平

均
値

）
年

2
5

4
.3

2
5

4
.4

7
4
.0

7
3
.6

2
4
.4

4
3
.6

3
3
.5

8
5
.2

8
5
.0

産
次

　
（
平

均
値

）
　
※
期
中
分
娩
牛

産
2
5

2
.8

2
5

2
.7

7
2
.2

7
2
.3

2
2
.1

4
2
.1

3
2
.6

8
3
.3

8
3
.2

初
産

月
齢

　
（
平

均
値

）
ヵ
月

齢
2
5

2
5
.2

2
5

2
5
.1

7
2
5
.6

7
2
5
.6

2
2
7
.5

4
2
5
.6

3
2
5
.6

8
2
5
.4

8
2
5
.6

分
娩

時
の

子
牛

事
故

率
　
※
流
産
・
奇
形
、
死
産

％
2
5

5
.5

2
5

4
.5

7
6
.3

7
5
.9

2
9
.3

4
9
.1

3
1
.7

8
6
.8

8
3
.6

２
．
結

果
の

比
較

検
討

・
考

察

R
1
年
成
績

H
3
0
年
成
績

R
1
年
成
績

R
1
年
に
成
績
が

悪
化

し
た
も
の

繁 殖 成 績 １
）

全
体

の
年

比
較

 
 
 
 
H
3
0
年

は
2
.
8
産

、
R
1
年

が
2
.
7
産

に
な

り
、

0
.
1
産

低
く

な
っ

た
。

２
）

H
3
0
年

下
位

2
5
％

階
層

（
7
戸

）
の

R
1
年

状
況

 
 
　

7
戸

の
う

ち
、

3
戸

（
4
3
％

）
が

平
均

2
.
6
産

、
R
1
年

中
位

5
0
％

階
層

に
な

っ
た

。
こ

の
3
戸

の
H
3
0
年

の
平

均
は

2
.
4
産

で
あ

り
、

R
1
年

は
0
.
2
産

高
く

な
っ

た
。

３
）

R
1
年

の
下

位
2
5
％

階
層

と
上

位
2
5
％

階
層

の
比

較
 
 
 
 
R
1
の

上
位

2
5
％

階
層

は
3
.
2
産

に
な

り
、

下
位

2
5
％

階
層

の
2
.
3
産

よ
り

も
0
.
9
産

高
く

な
っ

た
。

４
）

特
記

事
項

　
　

R
1
年

に
中

位
5
0
％

階
層

に
な

っ
た

３
戸

に
対

し
て

は
、

発
情

の
観

察
と

、
適

期
の

人
工

授
精

に
つ

い
て

の
助

言
・

指
導

が
行

わ
れ

て
い

た
。

R
1
年
も
成
績
が
下

位
2
5
%
の

階
層

R
1
年
成
績
が
中
位

5
0
%
の

階
層

R
1
年
成
績
が
上
位

2
5
%
の

階
層

Ｈ
３
０
年

成
績

R
1
年

成
績

飼 養 状 況

項
目

単
位

北
海

道
全

体
平

成
3
0
年

の
産

次
が

下
位

2
5
%
の

階
層

平
成

3
0
年

の
産

次
が

上
位

2
5
%
の

階
層

H
3
0
年

成
績
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１
．
初

産
月

齢
の

階
層

間
比

較
（
北

海
道

）

対
象

デ
ー
タ

数
平

均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平

均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平

均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平

均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平

均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平

均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平

均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平

均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平

均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平

均
値

期
首

飼
養

頭
数

　
（
ア
）

頭
2
5

4
5
.6

2
5

4
4
.4

6
4
6
.5

6
4
5
.8

1
4
2
.0

3
4
8
.7

2
4
8
.0

1
3
3
.0

6
4
6
.8

6
4
6
.5

未
経

産
牛

か
ら
の

繰
入

頭
2
5

1
1
.2

2
5

1
1
.4

6
1
0
.3

6
9
.7

1
3
.0

3
9
.7

2
9
.0

1
1
1
.0

6
1
2
.8

6
1
4
.5

外
部

導
入

頭
数

頭
2
5

0
.8

2
5

2
.2

6
1
.2

6
6
.8

1
0
.0

3
1
2
.3

2
2
.0

1
0
.0

6
0
.0

6
0
.0

事
故

廃
用

頭
数

頭
2
5

1
3
.3

2
5

1
3
.2

6
1
2
.8

6
1
5
.0

1
7
.0

3
1
8
.0

2
1
4
.0

1
8
.0

6
1
3
.2

6
1
2
.2

期
末

飼
養

頭
数

　
（
イ
）

頭
2
5

4
4
.4

2
5

4
4
.8

6
4
5
.8

6
4
7
.3

1
3
8
.0

3
5
2
.7

2
4
5
.0

1
3
6
.0

6
4
6
.5

6
4
8
.8

前
年

比
　
（
期

末
÷

期
首

）
％

2
5

9
8
.3

2
5

1
0
1
.1

6
1
0
0
.0

6
1
0
3
.7

1
9
0
.5

3
1
0
8
.6

2
9
3
.6

1
1
0
9
.1

6
9
8
.7

6
1
0
4
.7

常
時

平
均

飼
養

頭
数

　
（
ア
＋
イ
）
/
２

頭
2
5

4
5
.0

2
5

4
4
.6

6
4
6
.2

6
4
6
.6

1
4
0
.0

3
5
0
.7

2
4
6
.5

1
3
4
.5

6
4
6
.7

6
4
7
.7

1
頭

当
り
年

間
乳

量
（
平

均
値

）
kg

2
5

8
,9
5
1
.5

2
5

8
,9
8
2
.6

6
8
,0
7
3
.8

6
8
,0
9
0
.2

1
7
,9
3
0
.0

3
7
,7
2
6
.7

2
8
,3
7
2
.5

1
8
,6
1
6
.0

6
9
,3
0
3
.9

6
9
,3
8
9
.7

受
胎

に
要

し
た
種

付
回

数
（
平

均
値

）
回

2
5

2
.3

2
5

2
.2

6
2
.7

6
2
.3

1
2
.2

3
2
.2

2
2
.6

1
2
.1

6
2
.3

6
2
.3

分
娩

頭
数

頭
2
5

3
9
.9

2
5

4
1
.7

6
4
2
.8

6
4
4
.8

1
3
8
.0

3
5
1
.7

2
4
0
.0

1
3
4
.0

6
4
2
.0

6
4
3
.5

分
娩

間
隔

　
（
平

均
値

）
ヵ
月

2
5

1
4
.7

2
5

1
4
.8

6
1
4
.9

6
1
4
.7

1
1
4
.3

3
1
4
.7

2
1
4
.8

1
1
4
.5

6
1
4
.4

6
1
4
.8

供
用

年
数

　
（
平

均
値

）
年

2
5

4
.3

2
5

4
.4

6
4
.9

6
4
.9

1
6
.4

3
5
.2

2
4
.6

1
4
.3

6
3
.3

6
4
.1

産
次

　
（
平

均
値

）
　
※
期
中
分
娩
牛

産
2
5

2
.8

2
5

2
.7

6
2
.8

6
2
.8

1
4
.2

3
3
.0

2
2
.4

1
2
.8

6
2
.6

6
2
.5

初
産

月
齢

　
（
平

均
値

）
ヵ
月

齢
2
5

2
5
.2

2
5

2
5
.1

6
2
7
.5

6
2
6
.4

1
2
6
.5

3
2
7
.7

2
2
6
.1

1
2
3
.3

6
2
3
.4

6
2
3
.5

分
娩

時
の

子
牛

事
故

率
　
※
流
産
・
奇
形
、
死
産

％
2
5

5
.5

2
5

4
.5

6
6
.5

6
5
.9

1
2
.4

3
3
.6

2
1
2
.2

1
0
.0

6
3
.7

6
5
.7

２
．
結

果
の

比
較

検
討

・
考

察

R
1
年
成
績

R
1
年
に
成
績
が

悪
化

し
た
も
の

繁 殖 成 績 １
）

全
体

の
年

比
較

 
 
　

H
3
0
年

は
2
5
.
2
か

月
、

R
1
年

が
2
5
.
1
か

月
に

な
り

、
0
.
1
か

月
短

く
な

っ
た

。

２
）

H
3
0
年

下
位

2
5
％

階
層

（
6
戸

）
の

R
1
年

状
況

　
 
 
6
戸

の
う

ち
、

3
戸

（
5
0
％

）
が

平
均

2
5
.
1
か

月
、

R
1
年

中
位

5
0
％

階
層

に
2
戸

お
よ

び
上

位
2
5
％

階
層

に
1
戸

と
な

っ
た

。
こ

の
3
戸

の
H3

0
年

の
平

均
は

2
6
.
4
か

月
で

あ
り

、
1
.
3
か

月
短

く
　

　
な

っ
た

。

３
）

R
1
年

の
下

位
2
5
％

階
層

と
上

位
2
5
％

階
層

の
比

較
 
 
 
 
R
1
の

上
位

2
5
％

階
層

は
2
3
.
5
か

月
に

な
り

、
下

位
2
5
％

階
層

の
2
6
.
4
か

月
よ

り
も

2
.
9
か

月
早

く
な

っ
た

。

４
）

特
記

事
項

　
　

R
1
年

に
中

位
5
0
％

階
層

に
な

っ
た

2
戸

お
よ

び
上

位
2
5
％

階
層

に
1
戸

に
対

し
て

は
、

管
理

作
業

の
見

直
し

、
発

情
の

観
察

、
発

情
の

発
見

率
を

上
げ

る
カ

レ
ン

ダ
ー

や
パ

ド
ッ

ク
・

放
牧

　
　

の
利

用
に

つ
い

て
の

助
言

・
指

導
が

行
わ

れ
て

い
た

。

R
1
年
も
成
績
が
下

位
2
5
%
の

階
層

R
1
年
成
績
が
中
位

5
0
%
の

階
層

R
1
年
成
績
が
上
位

2
5
%
の

階
層

Ｈ
３
０
年

成
績

R
1
年

成
績

飼 養 状 況

項
目

単
位

北
海

道
全

体
平

成
3
0
年

の
初

産
月

齢
が

下
位

2
5
%
の

階
層

平
成

3
0
年

の
初

産
月

齢
が

上
位

2
5
%
の

階
層

H
3
0
年
成
績

R
1
年
成
績

H
3
0
年
成
績
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１
．
事

故
率

の
階

層
間

比
較

（
北

海
道

）

対
象

デ
ー
タ

数
平

均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平

均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平

均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平

均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平

均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平

均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平

均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平

均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平

均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平

均
値

期
首

飼
養

頭
数

　
（
ア
）

頭
2
5

4
5
.6

2
5

4
4
.4

6
4
0
.3

6
4
0
.5

5
4
0
.2

1
4
2
.0

6
4
3
.2

6
4
3
.3

未
経

産
牛

か
ら
の

繰
入

頭
2
5

1
1
.2

2
5

1
1
.4

6
9
.0

6
8
.2

5
7
.6

1
1
1
.0

6
1
0
.8

6
1
3
.0

外
部

導
入

頭
数

頭
2
5

0
.8

2
5

2
.2

6
2
.0

6
4
.0

5
4
.8

1
0
.0

6
0
.5

6
0
.0

事
故

廃
用

頭
数

頭
2
5

1
3
.3

2
5

1
3
.2

6
1
1
.5

6
1
1
.0

5
1
1
.4

1
9
.0

6
1
1
.2

6
1
2
.0

期
末

飼
養

頭
数

　
（
イ
）

頭
2
5

4
4
.4

2
5

4
4
.8

6
4
0
.5

6
4
1
.7

5
4
1
.2

1
4
4
.0

6
4
3
.3

6
4
4
.3

前
年

比
　
（
期

末
÷

期
首

）
％

2
5

9
8
.3

2
5

1
0
1
.1

6
1
0
2
.6

6
1
0
2
.9

5
1
0
2
.5

1
1
0
4
.8

6
1
0
0
.1

6
1
0
1
.7

常
時

平
均

飼
養

頭
数

　
（
ア
＋
イ
）
/
２

頭
2
5

4
5
.0

2
5

4
4
.6

6
4
0
.4

6
4
1
.1

5
4
0
.7

1
4
3
.0

6
4
3
.3

6
4
3
.8

1
頭

当
り
年

間
乳

量
（
平

均
値

）
kg

2
5

8
,9
5
1
.5

2
5

8
,9
8
2
.6

6
9
,5
4
6
.8

6
9
,5
3
5
.0

5
9
,8
8
9
.6

1
7
,7
6
2
.0

6
9
,1
6
1
.8

6
9
,5
5
4
.1

受
胎

に
要

し
た
種

付
回

数
（
平

均
値

）
回

2
5

2
.3

2
5

2
.2

6
2
.2

6
2
.3

5
2
.2

1
2
.9

6
2
.5

6
2
.2

分
娩

頭
数

頭
2
5

3
9
.9

2
5

4
1
.7

6
3
5
.2

6
3
6
.8

5
3
6
.2

1
4
0
.0

6
3
9
.7

6
4
0
.8

分
娩

間
隔

　
（
平

均
値

）
ヵ
月

2
5

1
4
.7

2
5

1
4
.8

6
1
4
.8

6
1
4
.7

5
1
4
.6

1
1
5
.3

6
1
4
.5

6
1
4
.4

供
用

年
数

　
（
平

均
値

）
年

2
5

4
.3

2
5

4
.4

6
4
.5

6
4
.5

5
4
.8

1
3
.1

6
4
.2

6
4
.4

産
次

　
（
平

均
値

）
　
※
期
中
分
娩
牛

産
2
5

2
.8

2
5

2
.7

6
2
.9

6
2
.9

5
2
.9

1
2
.6

6
2
.7

6
2
.8

初
産

月
齢

　
（
平

均
値

）
ヵ
月

齢
2
5

2
5
.2

2
5

2
5
.1

6
2
6
.0

6
2
6
.4

5
2
6
.6

1
2
5
.2

6
2
4
.6

6
2
3
.8

分
娩

時
の

子
牛

事
故

率
　
※
流
産
・
奇
形
、
死
産

％
2
5

5
.5

2
5

4
.5

6
9
.2

6
3
.2

5
3
.8

1
0
.0

6
1
.9

6
3
.1

２
．
結

果
の

比
較

検
討

・
考

察

R
1
年
成
績

R
1
年
に
成
績
が

悪
化

し
た
も
の

繁 殖 成 績 １
）

全
体

の
年

比
較

　
 
 
H
3
0
年

は
5
.
5
％

、
R
1
年

が
4
.
5
％

に
な

り
、

1
.
0
％

低
く

な
っ

た
。

２
）

H
3
0
年

下
位

2
5
％

階
層

（
6
戸

）
の

R
1
年

状
況

 
 
　

6
戸

す
べ

て
が

中
位

・
上

位
階

層
に

な
り

、
6
戸

の
う

ち
、

5
戸

が
中

位
5
0
％

階
層

お
よ

び
１

戸
が

上
位

2
5
％

階
層

に
な

っ
た

。
6
戸

の
R
1
の

平
均

は
3
.
2
％

、
H
3
0
年

の
平

均
は

9
.
2
％

で
あ

　
　

り
、

6
.
0
％

の
改

善
が

み
ら

れ
た

。

３
）

R
1
年

の
下

位
2
5
％

階
層

と
上

位
2
5
％

階
層

の
比

較
 
 
　

R
1
年

の
上

位
2
5
％

階
層

は
3
.
1
％

に
な

り
、

下
位

2
5
％

階
層

の
3
.
2
％

よ
り

も
0
.
1
％

低
く

な
っ

た
が

、
H
3
0
年

と
比

べ
る

と
そ

の
差

は
小

さ
く

な
っ

て
い

た
。

４
）

特
記

事
項

　
　

R
1
年

に
中

位
5
0
％

階
層

に
な

っ
た

５
戸

お
よ

び
上

位
2
5
％

階
層

に
な

っ
た

1
戸

に
対

し
て

は
、

飼
育

環
境

の
改

善
、

畜
舎

の
増

設
に

つ
い

て
の

助
言

・
指
導

が
行

わ
れ

て
い

た
。

R
1
年
も
成
績
が
下

位
2
5
%
の

階
層

R
1
年
成
績
が
中
位

5
0
%
の

階
層

R
1
年
成
績
が
上
位

2
5
%
の

階
層

Ｈ
３
０
年

成
績

R
1
年

成
績

飼 養 状 況

項
目

単
位

北
海

道
全

体
平

成
3
0
年

の
事

故
率

が
下

位
2
5
%
の

階
層

平
成

3
0
年

の
事

故
率

が
上

位
2
5
%
の

階
層

H
3
0
年
成
績

R
1
年
成
績

H
3
0
年
成
績
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１
．
種

付
回

数
の

階
層

間
比

較
（
都

府
県

）

対
象

デ
ー
タ

数
平

均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平

均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平

均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平

均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平

均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平

均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平

均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平

均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平

均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平

均
値

期
首

飼
養

頭
数

　
（
ア
）

頭
5
9

3
9
.4

5
9

3
9
.8

1
7

3
4
.1

1
7

3
3
.5

5
4
1
.4

1
0

3
8
.8

6
2
7
.8

1
1
4
.0

1
6

4
1
.8

1
6

4
4
.0

未
経

産
牛

か
ら
の

繰
入

頭
5
9

8
.8

5
9

8
.4

1
7

5
.3

1
7

5
.9

5
5
.0

1
0

7
.1

6
4
.7

1
2
.0

1
6

1
0
.7

1
6

1
0
.7

外
部

導
入

頭
数

頭
5
9

1
.5

5
9

0
.8

1
7

2
.1

1
7

1
.2

5
0
.6

1
0

1
.3

6
1
.3

1
0
.0

1
6

1
.2

1
6

1
.1

事
故

廃
用

頭
数

頭
5
9

1
0
.2

5
9

9
.1

1
7

8
.0

1
7

7
.6

5
9
.0

1
0

8
.6

6
6
.3

1
5
.0

1
6

1
1
.1

1
6

1
0
.2

期
末

飼
養

頭
数

　
（
イ
）

頭
5
9

3
9
.4

5
9

4
0
.0

1
7

3
3
.4

1
7

3
3
.1

5
3
8
.0

1
0

3
8
.6

6
2
7
.5

1
1
1
.0

1
6

4
2
.8

1
6

4
5
.6

前
年

比
　
（
期

末
÷

期
首

）
％

5
9

1
0
0
.9

5
9

1
0
0
.6

1
7

9
7
.8

1
7

9
8
.7

5
9
2
.8

1
0

9
9
.2

6
1
0
1
.2

1
7
8
.6

1
6

1
0
3
.7

1
6

1
0
2
.6

常
時

平
均

飼
養

頭
数

　
（
ア
＋
イ
）
/
２

頭
5
9

3
9
.4

5
9

3
9
.9

1
7

3
3
.8

1
7

3
3
.3

5
3
9
.7

1
0

3
8
.7

6
2
7
.7

1
1
2
.5

1
6

4
2
.2

1
6

4
4
.8

1
頭

当
り
年

間
乳

量
（
平

均
値

）
kg

5
9

8
,7
3
5
.5

5
9

8
,5
8
8
.0

1
7

8
,4
0
2
.5

1
7

8
,2
1
2
.3

5
8
,4
0
2
.0

1
0

8
,6
3
8
.7

6
7
,7
5
5
.0

1
6
,6
9
2
.6

1
6

8
,6
7
8
.9

1
6

8
,6
7
1
.4

受
胎

に
要

し
た
種

付
回

数
（
平

均
値

）
回

5
8

2
.5

5
8

2
.5

1
7

3
.2

1
7

3
.1

5
4
.1

1
0

3
.6

6
2
.5

1
1
.8

1
6

2
.0

1
6

2
.0

分
娩

頭
数

頭
5
9

3
1
.8

5
9

3
0
.8

1
7

2
3
.5

1
7

2
5
.1

5
2
7
.2

1
0

3
0
.1

6
1
9
.2

1
1
0
.0

1
6

3
6
.8

1
6

3
4
.8

分
娩

間
隔

　
（
平

均
値

）
ヵ
月

5
9

1
6
.0

5
9

1
5
.6

1
7

1
6
.5

1
7

1
6
.0

5
1
5
.8

1
0

1
6
.1

6
1
6
.0

1
1
5
.4

1
6

1
5
.9

1
6

1
5
.2

供
用

年
数

　
（
平

均
値

）
年

5
9

4
.4

5
9

4
.3

1
7

3
.9

1
7

4
.3

5
4
.6

1
0

4
.6

6
4
.0

1
3
.0

1
6

4
.3

1
6

3
.7

産
次

　
（
平

均
値

）
　
※
期
中
分
娩
牛

産
5
9

2
.7

5
9

2
.9

1
7

2
.6

1
7

3
.0

5
3
.6

1
0

3
.1

6
2
.8

1
2
.7

1
6

2
.4

1
6

2
.6

初
産

月
齢

　
（
平

均
値

）
ヵ
月

齢
5
9

2
5
.9

5
7

2
5
.6

1
7

2
5
.5

1
6

2
4
.9

5
2
4
.3

1
0

2
4
.8

5
2
5
.1

1
2
3
.9

1
6

2
5
.4

1
6

2
5
.6

分
娩

時
の

子
牛

事
故

率
　
※
流
産
・
奇
形
、
死
産

％
5
9

6
.8

5
9

4
.3

1
7

4
.4

1
7

3
.3

5
7
.6

1
0

4
.9

6
1
.3

1
0
.0

1
6

7
.1

1
6

3
.6

２
．
結

果
の

比
較

検
討

・
考

察

R
1
年
成
績

H
3
0
年
成
績

R
1
年
成
績

R
1
年
に
成
績
が

悪
化

し
た
も
の

繁 殖 成 績 １
）

全
体

の
年

比
較

　
 
 
H
3
0
年

は
2
.
5
回

、
R
1
 
年

も
2
.
5
回

に
な

り
変

化
は

な
か

っ
た

。

２
）

H
3
0
年

下
位

2
5
％

階
層

（
1
7
戸

）
の

R
1
年

状
況

　
 
 
1
7
戸

の
う

ち
、

7
戸

が
中

位
・

上
位

階
層

に
な

っ
た

。
7
戸

の
う

ち
6
戸

が
中

位
5
0
％

階
層

と
な

っ
た

が
、

こ
の

6
戸

の
H
3
0
年

の
平

均
種

付
回

数
は
3
.
3
回

、
R
1
年

は
2
.
5
回

に
な

り
0
.
8
回

 
 
 
 
の

改
善

が
み

ら
れ

た
。

7
戸

の
う

ち
1
戸

は
上

位
2
5
％

階
層

に
な

り
、

種
付

け
回

数
1
.
8
回

で
改

善
が

み
ら

れ
た

。

３
）

R
1
年

の
下

位
2
5
％

階
層

と
上

位
2
5
％

階
層

の
比

較
　

 
 
R
1
年

の
上

位
2
5
％

階
層

は
2
.
0
回

に
な

り
、

下
位

2
5
％

階
層

の
3
.
1
回

よ
り

も
1
.
1
回

少
な

く
な

っ
た

。

４
）

特
記

事
項

　
　

R
1
年

に
中

位
5
0
％

階
層

に
な

っ
た

6
戸

お
よ

び
上

位
2
5
％

階
層

に
な

っ
た

1
戸

に
対

し
て

は
、

獣
医

師
の

検
診

、
繁

殖
カ

レ
ン

ダ
ー

の
活

用
に

つ
い

て
の
助

言
・

指
導

が
行

わ
れ

て
い

た
。

R
1
年
も
成
績
が
下

位
2
5
%
の

階
層

R
1
年
成
績
が
中
位

5
0
%
の

階
層

R
1
年
成
績
が
上
位

2
5
%
の

階
層

Ｈ
３
０
年

成
績

R
1
年

成
績

飼 養 状 況

項
目

単
位

都
府

県
全

体
平

成
3
0
年

の
種

付
回

数
が

下
位

2
5
%
の

階
層

平
成

3
0
年

の
種

付
回

数
が

上
位

2
5
%
の

階
層

H
3
0
年

成
績
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１
．
分

娩
頭

数
の

階
層

間
比

較
（
都

府
県

）

対
象

デ
ー
タ

数
平

均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平

均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平

均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平

均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平

均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平

均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平

均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平

均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平

均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平

均
値

期
首

飼
養

頭
数

　
（
ア
）

頭
5
9

3
9
.4

5
9

3
9
.8

1
5

1
9
.7

1
5

2
0
.1

9
1
8
.8

1
2

1
8
.2

3
2
7
.7

1
5

6
5
.3

1
5

6
7
.7

未
経

産
牛

か
ら
の

繰
入

頭
5
9

8
.8

5
9

8
.4

1
5

3
.7

1
5

3
.1

9
2
.2

1
2

2
.7

3
5
.0

1
5

1
6
.6

1
5

1
6
.1

外
部

導
入

頭
数

頭
5
9

1
.5

5
9

0
.8

1
5

0
.9

1
5

0
.5

9
0
.3

1
2

0
.3

3
1
.7

1
5

1
.3

1
5

0
.5

事
故

廃
用

頭
数

頭
5
9

1
0
.2

5
9

9
.1

1
5

4
.3

1
5

4
.3

9
3
.7

1
2

4
.0

3
5
.3

1
5

1
7
.1

1
5

1
5
.8

期
末

飼
養

頭
数

　
（
イ
）

頭
5
9

3
9
.4

5
9

4
0
.0

1
5

2
0
.0

1
5

1
9
.5

9
1
7
.7

1
2

1
7
.1

3
2
9
.0

1
5

6
6
.3

1
5

6
8
.5

前
年

比
　
（
期

末
÷

期
首

）
％

5
9

1
0
0
.9

5
9

1
0
0
.6

1
5

1
0
1
.1

1
5

9
6
.2

9
9
4
.0

1
2

9
4
.1

3
1
0
4
.8

1
5

1
0
3
.6

1
5

1
0
2
.1

常
時

平
均

飼
養

頭
数

　
（
ア
＋
イ
）
/
２

頭
5
9

3
9
.4

5
9

3
9
.9

1
5

1
9
.9

1
5

1
9
.8

9
1
8
.2

1
2

1
7
.6

3
2
8
.3

1
5

6
5
.7

1
5

6
8
.1

1
頭

当
り
年

間
乳

量
（
平

均
値

）
kg

5
9

8
,7
3
5
.5

5
9

8
,5
8
8
.0

1
5

8
,6
1
9
.5

1
5

8
,1
0
4
.4

9
7
,9
5
5
.9

1
2

8
,0
3
7
.3

3
8
,3
7
2
.7

1
5

9
,3
8
0
.1

1
5

9
,4
4
8
.4

受
胎

に
要

し
た
種

付
回

数
（
平

均
値

）
回

5
8

2
.5

5
8

2
.5

1
4

2
.6

1
4

2
.5

9
2
.4

1
2

2
.4

2
2
.8

1
5

2
.5

1
5

2
.5

分
娩

頭
数

頭
5
9

3
1
.8

5
9

3
0
.8

1
5

1
2
.8

1
5

1
1
.0

9
9
.4

1
2

9
.5

3
1
7
.0

1
5

5
7
.9

1
5

5
7
.5

分
娩

間
隔

　
（
平

均
値

）
ヵ
月

5
9

1
6
.0

5
9

1
5
.6

1
5

1
6
.9

1
5

1
5
.6

9
1
5
.6

1
2

1
5
.6

3
1
6
.0

1
5

1
5
.2

1
5

1
5
.4

供
用

年
数

　
（
平

均
値

）
年

5
9

4
.4

5
9

4
.3

1
5

4
.1

1
5

4
.1

9
3
.5

1
2

3
.9

3
4
.8

1
5

4
.6

1
5

4
.2

産
次

　
（
平

均
値

）
　
※
期
中
分
娩
牛

産
5
9

2
.7

5
9

2
.9

1
5

2
.6

1
5

3
.0

9
3
.1

1
2

3
.1

3
2
.6

1
5

2
.6

1
5

2
.8

初
産

月
齢

　
（
平

均
値

）
ヵ
月

齢
5
9

2
5
.9

5
7

2
5
.6

1
5

2
5
.7

1
3

2
6
.0

7
2
4
.9

1
0

2
5
.2

3
2
8
.3

1
5

2
5
.9

1
5

2
5
.6

分
娩

時
の

子
牛

事
故

率
　
※
流
産
・
奇
形
、
死
産

％
5
9

6
.8

5
9

4
.3

1
5

9
.4

1
5

3
.7

9
1
.6

1
2

2
.3

3
9
.2

1
5

4
.7

1
5

4
.2

２
．
結

果
の

比
較

検
討

・
考

察

R
1
年
成
績

H
3
0
年
成
績

R
1
年
成
績

R
1
年
に
成
績
が

悪
化

し
た
も
の

繁 殖 成 績 １
）

全
体

の
年

比
較

　
 
 
H
3
0
年

は
3
1
.
8
頭

、
R
1
 
年

が
3
0
.
8
頭

に
な

り
、

1
.
0
頭

少
な

く
な

っ
た

。

２
）

H
3
0
年

下
位

2
5
％

階
層

（
1
5
戸

）
の

R
1
年

状
況

　
 
 
1
5
戸

の
う

ち
、

3
戸

（
2
0
％

）
が

平
均

1
7
.
0
頭

、
中

位
5
0
％

階
層

に
な

っ
た

。
3
戸

の
H
3
0
年

の
平

均
は

1
4
.
3
頭

で
あ

り
2
.
7
頭

の
改

善
が

み
ら

れ
た

。

３
）

R
1
年

の
下

位
2
5
％

階
層

と
上

位
2
5
％

階
層

の
比

較
　

 
 
R
1
年

の
上

位
2
5
％

階
層

は
5
7
.
5
頭

に
な

り
、

下
位

2
5
％

階
層

の
1
1
.
0
頭

よ
り

も
4
6
.
5
頭

多
く

な
っ

た
。

４
）

特
記

事
項

　
　

R
1
年

に
中

位
5
0
％

階
層

に
な

っ
た

３
戸

に
対

し
て

は
、

発
情

発
見

装
置

の
導

入
、

獣
医

師
に

よ
る

不
受

胎
牛

の
治

療
に

つ
い

て
の

助
言

・
指

導
が

行
わ

れ
て
い

た
。

R
1
年
も
成
績
が
下

位
2
5
%
の

階
層

R
1
年
成
績
が
中
位

5
0
%
の

階
層

R
1
年
成
績
が
上
位

2
5
%
の

階
層

Ｈ
３
０
年

成
績

R
1
年

成
績

飼 養 状 況

項
目

単
位

都
府

県
全

体
平

成
3
0
年

の
分

娩
頭

数
が

下
位

2
5
%
の

階
層

平
成

3
0
年

の
分

娩
頭

数
が

上
位

2
5
%
の

階
層

H
3
0
年

成
績
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１
．
分

娩
間

隔
の

階
層

間
比

較
（
都

府
県

）

対
象

デ
ー
タ

数
平

均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平

均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平

均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平

均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平

均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平

均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平

均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平

均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平

均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平

均
値

期
首

飼
養

頭
数

　
（
ア
）

頭
5
9

3
9
.4

5
9

3
9
.8

1
4

3
5
.3

1
4

3
5
.1

2
2
9
.5

8
3
2
.4

5
4
0
.2

1
3
2
.0

1
4

4
2
.9

1
4

4
4
.9

未
経

産
牛

か
ら
の

繰
入

頭
5
9

8
.8

5
9

8
.4

1
4

7
.5

1
4

5
.1

2
2
.0

8
3
.5

5
8
.2

1
3
.0

1
4

1
2
.4

1
4

1
1
.3

外
部

導
入

頭
数

頭
5
9

1
.5

5
9

0
.8

1
4

2
.7

1
4

1
.6

2
0
.5

8
1
.5

5
0
.0

1
1
0
.0

1
4

0
.6

1
4

0
.1

事
故

廃
用

頭
数

頭
5
9

1
0
.2

5
9

9
.1

1
4

1
0
.4

1
4

8
.4

2
4
.5

8
6
.1

5
1
1
.4

1
1
1
.0

1
4

1
1
.1

1
4

9
.7

期
末

飼
養

頭
数

　
（
イ
）

頭
5
9

3
9
.4

5
9

4
0
.0

1
4

3
5
.1

1
4

3
3
.5

2
2
7
.5

8
3
1
.3

5
3
7
.0

1
3
4
.0

1
4

4
4
.9

1
4

4
6
.6

前
年

比
　
（
期

末
÷

期
首

）
％

5
9

1
0
0
.9

5
9

1
0
0
.6

1
4

1
0
0
.1

1
4

9
7
.9

2
9
2
.3

8
9
8
.2

5
9
5
.6

1
1
0
6
.3

1
4

1
0
3
.2

1
4

1
0
3
.8

常
時

平
均

飼
養

頭
数

　
（
ア
＋
イ
）
/
２

頭
5
9

3
9
.4

5
9

3
9
.9

1
4

3
5
.2

1
4

3
4
.3

2
2
8
.5

8
3
1
.8

5
3
8
.6

1
3
3
.0

1
4

4
3
.9

1
4

4
5
.7

1
頭

当
り
年

間
乳

量
（
平

均
値

）
kg

5
9

8
,7
3
5
.5

5
9

8
,5
8
8
.0

1
4

8
,3
5
7
.2

1
4

8
,1
8
6
.0

2
8
,2
8
6
.0

8
7
,8
6
2
.3

5
8
,4
6
1
.2

1
9
,4
0
0
.0

1
4

9
,1
2
9
.8

1
4

9
,1
4
0
.3

受
胎

に
要

し
た
種

付
回

数
（
平

均
値

）
回

5
8

2
.5

5
8

2
.5

1
3

2
.4

1
3

2
.4

2
2
.7

7
2
.5

5
2
.1

1
3
.0

1
4

2
.5

1
4

2
.5

分
娩

頭
数

頭
5
9

3
1
.8

5
9

3
0
.8

1
4

2
6
.1

1
4

2
2
.9

2
1
6
.0

8
1
9
.0

5
2
7
.0

1
3
3
.0

1
4

3
8
.7

1
4

3
7
.9

分
娩

間
隔

　
（
平

均
値

）
ヵ
月

5
9

1
6
.0

5
9

1
5
.6

1
4

1
8
.6

1
4

1
7
.0

2
2
1
.4

8
1
8
.6

5
1
5
.1

1
1
4
.2

1
4

1
4
.2

1
4

1
4
.3

供
用

年
数

　
（
平

均
値

）
年

5
9

4
.4

5
9

4
.3

1
4

4
.2

1
4

4
.1

2
5
.1

8
4
.6

5
3
.3

1
4
.3

1
4

4
.0

1
4

3
.8

産
次

　
（
平

均
値

）
　
※
期
中
分
娩
牛

産
5
9

2
.7

5
9

2
.9

1
4

2
.4

1
4

2
.9

2
3
.2

8
3
.0

5
2
.6

1
2
.8

1
4

2
.6

1
4

2
.9

初
産

月
齢

　
（
平

均
値

）
ヵ
月

齢
5
9

2
5
.9

5
7

2
5
.6

1
4

2
7
.3

1
4

2
6
.6

2
2
6
.8

8
2
6
.2

5
2
7
.3

1
2
6
.1

1
4

2
5
.3

1
4

2
4
.8

分
娩

時
の

子
牛

事
故

率
　
※
流
産
・
奇
形
、
死
産

％
5
9

6
.8

5
9

4
.3

1
4

6
.4

1
4

4
.7

2
0
.0

8
6
.7

5
2
.4

1
0
.0

1
4

5
.6

1
4

3
.8

２
．
結

果
の

比
較

検
討

・
考

察

R
1
年
成
績

H
3
0
年
成
績

R
1
年
成
績

R
1
年
に
成
績
が

悪
化

し
た
も
の

繁 殖 成 績 １
）

全
体

の
年

比
較

 
 
　

H
3
0
年

は
1
6
.
0
か

月
、

R
1
年

が
1
5
.
6
か

月
に

な
り

、
0
.
4
か

月
短

く
な

っ
た

。

２
）

H
3
0
年

下
位

2
5
％

階
層

（
1
4
戸

）
の

R
1
年

状
況

　
 
 
1
4
戸

の
う

ち
、

5
戸

が
平

均
1
5
.
1
か

月
、

中
位

5
0
％

階
層

に
、

ま
た

1
戸

が
1
4
.
2
か

月
、

上
位

2
5
％

階
層

に
な

っ
た

。
こ

れ
ら

6
戸

（
4
3
％

）
の

H
3
0
年

の
平

均
は

1
8
.
1
か

月
、

R
1
 
年

の
平

均
　

　
は

1
4
.
9
か

月
に

な
り

3
.
2
か

月
の

改
善

が
み

ら
れ

た
。

３
）

R
1
年

の
下

位
2
5
％

階
層

と
上

位
2
5
％

階
層

の
比

較
　

 
 
R
1
年

の
上

位
2
5
％

階
層

は
1
4
.
3
か

月
に

な
り

、
下

位
2
5
％

階
層

の
1
7
.
0
か

月
よ

り
も

2
.
7
か

月
短

く
な

っ
た

。

４
）

特
記

事
項

　
　

R
1
年

に
中

位
5
0
％

階
層

に
な

っ
た

５
戸

お
よ

び
上

位
2
5
％

階
層

に
な

っ
た

1
戸

に
対

し
て

は
、

繁
殖

計
画

シ
ス

テ
ム

の
活

用
、

個
体

観
察

の
徹

底
に

つ
い
て

の
助

言
・

指
導

が
行

わ
れ

て
い

た
。

R
1
年
も
成
績
が
下

位
2
5
%
の

階
層

R
1
年
成
績
が
中
位

5
0
%
の

階
層

R
1
年
成
績
が
上
位

2
5
%
の

階
層

Ｈ
３
０
年

成
績

R
1
年

成
績

飼 養 状 況

項
目

単
位

都
府

県
全

体
平

成
3
0
年

の
分

娩
間

隔
が

下
位

2
5
%
の

階
層

平
成

3
0
年

の
分

娩
間

隔
が

上
位

2
5
%
の

階
層

H
3
0
年

成
績
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１
．
供

用
年

数
の

階
層

間
比

較
（
都

府
県

）

対
象

デ
ー
タ

数
平

均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平

均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平

均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平

均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平

均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平

均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平

均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平

均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平

均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平

均
値

期
首

飼
養

頭
数

　
（
ア
）

頭
5
9

3
9
.4

5
9

3
9
.8

1
4

2
9
.7

1
4

2
9
.9

6
4
1
.7

8
3
5
.0

5
2
1
.0

1
3
4
.0

1
5

4
0
.5

1
5

3
9
.9

未
経

産
牛

か
ら
の

繰
入

頭
5
9

8
.8

5
9

8
.4

1
4

6
.9

1
4

6
.9

6
1
1
.7

8
9
.3

5
3
.8

1
3
.0

1
5

7
.2

1
5

8
.6

外
部

導
入

頭
数

頭
5
9

1
.5

5
9

0
.8

1
4

0
.4

1
4

0
.4

6
0
.0

8
0
.0

5
1
.2

1
0
.0

1
5

1
.9

1
5

0
.2

事
故

廃
用

頭
数

頭
5
9

1
0
.2

5
9

9
.1

1
4

8
.5

1
4

7
.9

6
1
2
.7

8
1
0
.4

5
4
.6

1
5
.0

1
5

9
.9

1
5

8
.5

期
末

飼
養

頭
数

　
（
イ
）

頭
5
9

3
9
.4

5
9

4
0
.0

1
4

2
8
.5

1
4

2
9
.3

6
4
0
.7

8
3
3
.9

5
2
1
.4

1
3
2
.0

1
5

3
9
.8

1
5

4
0
.1

前
年

比
　
（
期

末
÷

期
首

）
％

5
9

1
0
0
.9

5
9

1
0
0
.6

1
4

9
8
.7

1
4

9
8
.2

6
9
9
.0

8
9
6
.6

5
1
0
1
.7

1
9
4
.1

1
5

1
0
0
.0

1
5

1
0
0
.2

常
時

平
均

飼
養

頭
数

　
（
ア
＋
イ
）
/
２

頭
5
9

3
9
.4

5
9

3
9
.9

1
4

2
9
.1

1
4

2
9
.6

6
4
1
.2

8
3
4
.4

5
2
1
.2

1
3
3
.0

1
5

4
0
.0

1
5

4
0
.0

1
頭

当
り
年

間
乳

量
（
平

均
値

）
kg

5
9

8
,7
3
5
.5

5
9

8
,5
8
8
.0

1
4

8
,7
7
6
.8

1
4

8
,3
5
4
.5

6
9
,1
9
5
.5

8
8
,7
2
0
.7

5
7
,8
3
1
.7

1
8
,0
3
8
.8

1
5

8
,7
9
5
.9

1
5

8
,4
3
7
.2

受
胎

に
要

し
た
種

付
回

数
（
平

均
値

）
回

5
8

2
.5

5
8

2
.5

1
4

2
.5

1
4

2
.5

6
2
.0

8
2
.1

5
2
.8

1
3
.8

1
5

2
.5

1
5

2
.5

分
娩

頭
数

頭
5
9

3
1
.8

5
9

3
0
.8

1
4

2
2
.0

1
4

1
9
.4

6
2
7
.5

8
2
3
.1

5
1
2
.4

1
2
4
.0

1
5

3
2
.2

1
5

3
2
.0

分
娩

間
隔

　
（
平

均
値

）
ヵ
月

5
9

1
6
.0

5
9

1
5
.6

1
4

1
6
.5

1
4

1
5
.9

6
1
5
.9

8
1
5
.5

5
1
6
.0

1
1
8
.0

1
5

1
5
.9

1
5

1
5
.7

供
用

年
数

　
（
平

均
値

）
年

5
9

4
.4

5
9

4
.3

1
4

2
.9

1
4

3
.2

6
2
.5

8
2
.6

5
3
.7

1
6
.1

1
5

6
.2

1
5

5
.0

産
次

　
（
平

均
値

）
　
※
期
中
分
娩
牛

産
5
9

2
.7

5
9

2
.9

1
4

2
.6

1
4

3
.1

6
2
.5

8
2
.7

5
3
.5

1
4
.5

1
5

2
.8

1
5

2
.8

初
産

月
齢

　
（
平

均
値

）
ヵ
月

齢
5
9

2
5
.9

5
7

2
5
.6

1
4

2
4
.8

1
3

2
5
.3

6
2
5
.2

8
2
4
.7

4
2
5
.9

1
2
6
.8

1
5

2
7
.2

1
4

2
6
.3

分
娩

時
の

子
牛

事
故

率
　
※
流
産
・
奇
形
、
死
産

％
5
9

6
.8

5
9

4
.3

1
4

8
.0

1
4

4
.4

6
3
.5

8
2
.6

5
6
.6

1
7
.7

1
5

6
.2

1
5

4
.5

２
．
結

果
の

比
較

検
討

・
考

察

R
1
年
成
績

H
3
0
年
成
績

R
1
年
成
績

R
1
年
に
成
績
が

悪
化

し
た
も
の

繁 殖 成 績 １
）

全
体

の
年

比
較

　
 
 
H
3
0
年

は
4
.
4
年

、
R
1
 
年

が
4
.
3
年

に
な

り
、

0
.
1
年

短
く

な
っ

た
。

２
）

H
3
0
年

下
位

2
5
％

階
層

（
1
4
戸

）
の

R
1
年

状
況

　
 
 
1
4
戸

の
う

ち
、

5
戸

が
平

均
3
.
7
年

、
中

位
5
0
％

階
層

に
、

ま
た

1
戸

が
6
.
1
年

で
上

位
2
5
％

階
層

に
な

っ
た

。
こ

れ
ら

6
戸

（
4
3
％

）
の

H
3
0
年

の
平

均
は

2
.
8
年

、
R
1
年

の
平

均
は

4
.
1
年

に
　

　
な

り
1
.
3
年

の
改

善
が

み
ら

れ
た

。

３
）

R
1
年

の
下

位
2
5
％

階
層

と
上

位
2
5
％

階
層

の
比

較
　

 
 
R
1
年

の
上

位
2
5
％

階
層

は
5
.
0
年

に
な

り
、

下
位

2
5
％

階
層

の
3
.
2
年

よ
り

も
1
.
8
年

長
く

な
っ

た
。

４
）

特
記

事
項

　
　

R
1
年

に
中

位
5
0
％

階
層

に
な

っ
た

５
戸

お
よ

び
上

位
2
5
％

階
層

に
な

っ
た

1
戸

に
対

し
て

は
、

栄
養

状
態

の
改

善
に

つ
い

て
の

助
言

・
指

導
が

行
わ

れ
て
い

た
。

R
1
年
も
成
績
が
下

位
2
5
%
の

階
層

R
1
年
成
績
が
中
位

5
0
%
の

階
層

R
1
年
成
績
が
上
位

2
5
%
の

階
層

Ｈ
３
０
年

成
績

R
1
年

成
績

飼 養 状 況

項
目

単
位

都
府

県
全

体
平

成
3
0
年

の
供

用
年

数
が

下
位

2
5
%
の

階
層

平
成

3
0
年

の
供

用
年

数
が

上
位

2
5
%
の

階
層

H
3
0
年

成
績
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１
．
産

次
の

階
層

間
比

較
（
都

府
県

）

対
象

デ
ー
タ

数
平

均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平

均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平

均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平

均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平

均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平

均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平

均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平

均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平

均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平

均
値

期
首

飼
養

頭
数

　
（
ア
）

頭
5
9

3
9
.4

5
9

3
9
.8

1
4

4
2
.4

1
4

4
3
.9

1
8
5
.0

9
5
0
.2

4
3
5
.5

1
2
1
.0

1
6

3
8
.1

1
6

3
8
.4

未
経

産
牛

か
ら
の

繰
入

頭
5
9

8
.8

5
9

8
.4

1
4

1
1
.6

1
4

1
1
.4

1
2
9
.0

9
1
3
.9

4
8
.0

1
2
.0

1
6

6
.3

1
6

7
.5

外
部

導
入

頭
数

頭
5
9

1
.5

5
9

0
.8

1
4

0
.5

1
4

0
.4

1
0
.0

9
0
.0

4
1
.3

1
0
.0

1
6

1
.3

1
6

0
.7

事
故

廃
用

頭
数

頭
5
9

1
0
.2

5
9

9
.1

1
4

1
2
.0

1
4

1
2
.3

1
4
1
.0

9
1
5
.3

4
7
.8

1
3
.0

1
6

7
.4

1
6

5
.9

期
末

飼
養

頭
数

　
（
イ
）

頭
5
9

3
9
.4

5
9

4
0
.0

1
4

4
2
.5

1
4

4
3
.4

1
7
3
.0

9
4
8
.8

4
3
7
.0

1
2
0
.0

1
6

3
8
.4

1
6

4
0
.6

前
年

比
　
（
期

末
÷

期
首

）
％

5
9

1
0
0
.9

5
9

1
0
0
.6

1
4

1
0
1
.4

1
4

9
9
.7

1
8
5
.9

9
9
7
.7

4
1
0
5
.5

1
9
5
.2

1
6

1
0
2
.9

1
6

1
0
4
.7

常
時

平
均

飼
養

頭
数

　
（
ア
＋
イ
）
/
２

頭
5
9

3
9
.4

5
9

3
9
.9

1
4

4
2
.5

1
4

4
3
.6

1
7
9
.0

9
4
9
.5

4
3
6
.3

1
2
0
.5

1
6

3
8
.1

1
6

3
9
.5

1
頭

当
り
年

間
乳

量
（
平

均
値

）
kg

5
9

8
,7
3
5
.5

5
9

8
,5
8
8
.0

1
4

8
,7
3
2
.5

1
4

8
,4
6
7
.6

1
1
0
,3
0
8
.7

9
8
,8
4
5
.1

4
7
,5
5
2
.5

1
8
,7
3
1
.1

1
6

8
,6
8
7
.6

1
6

8
,5
5
2
.8

受
胎

に
要

し
た
種

付
回

数
（
平

均
値

）
回

5
8

2
.5

5
8

2
.5

1
3

2
.2

1
3

2
.1

1
1
.6

9
2
.0

3
2
.1

1
2
.6

1
6

2
.5

1
6

2
.4

分
娩

頭
数

頭
5
9

3
1
.8

5
9

3
0
.8

1
4

3
3
.9

1
4

3
2
.3

1
5
9
.0

9
3
8
.3

4
2
4
.3

1
1
0
.0

1
6

3
3
.5

1
6

3
0
.6

分
娩

間
隔

　
（
平

均
値

）
ヵ
月

5
9

1
6
.0

5
9

1
5
.6

1
4

1
6
.4

1
4

1
5
.3

1
1
9
.2

9
1
4
.8

4
1
6
.5

1
1
5
.9

1
6

1
5
.8

1
6

1
5
.8

供
用

年
数

　
（
平

均
値

）
年

5
9

4
.4

5
9

4
.3

1
4

3
.7

1
4

3
.0

1
2
.1

9
2
.9

4
3
.5

1
2
.4

1
6

4
.7

1
6

4
.8

産
次

　
（
平

均
値

）
　
※
期
中
分
娩
牛

産
5
9

2
.7

5
9

2
.9

1
4

2
.0

1
4

2
.4

1
1
.8

9
2
.1

4
2
.8

1
3
.4

1
6

3
.5

1
6

3
.5

初
産

月
齢

　
（
平

均
値

）
ヵ
月

齢
5
9

2
5
.9

5
7

2
5
.6

1
4

2
5
.5

1
3

2
5
.6

1
2
5
.2

9
2
5
.9

4
2
4
.9

1
6

2
5
.9

1
5

2
5
.8

分
娩

時
の

子
牛

事
故

率
　
※
流
産
・
奇
形
、
死
産

％
5
9

6
.8

5
9

4
.3

1
4

8
.2

1
4

4
.8

1
3
.4

9
4
.4

4
7
.1

1
0
.0

1
6

5
.9

1
6

3
.5

２
．
結

果
の

比
較

検
討

・
考

察

R
1
年
成
績

H
3
0
年
成
績

R
1
年
成
績

R
1
年
に
成
績
が

悪
化

し
た
も
の

繁 殖 成 績 １
）

全
体

の
年

比
較

 
 
　

H
3
0
年

は
2
.
7
産

、
R
1
 
年

が
2
.
9
産

に
な

り
、

0
.
2
年

長
く

な
っ

た
。

２
）

H
3
0
年

下
位

2
5
％

階
層

（
1
4
戸

）
の

R
1
年

状
況

　
 
 
1
4
戸

の
う

ち
、

4
戸

が
平

均
2
.
8
産

、
中

位
5
0
％

階
層

に
、

ま
た

1
戸

が
3
.
4
産

で
上

位
2
5
％

階
層

に
な

っ
た

。
こ

れ
ら

5
戸

（
3
6
％

）
の

H
3
0
年

の
平

均
は

2
.
1
産

、
R
1
年

の
平

均
は

2
.
9
産

に
 
 
 
 
な

り
0
.
8
産

高
く

な
っ

た
。

３
）

R
1
年

の
下

位
2
5
％

階
層

と
上

位
2
5
％

階
層

の
比

較
 
　

 
R
1
年

の
上

位
2
5
％

階
層

は
3
.
5
産

に
な

り
、

下
位

2
5
％

階
層

の
2
.
4
産

よ
り

も
1
.
1
産

高
く

な
っ

た
。

４
）

特
記

事
項

　
　

R
1
年

に
中

位
5
0
％

階
層

に
な

っ
た

４
戸

お
よ

び
上

位
2
5
％

階
層

に
な

っ
た

1
戸

に
対

し
て

は
、

分
娩

後
種

付
け

の
遅

延
に

つ
い

て
の

助
言

・
指

導
が

行
わ
れ

て
い

た
。

R
1
年
も
成
績
が
下

位
2
5
%
の

階
層

R
1
年
成
績
が
中
位

5
0
%
の

階
層

R
1
年
成
績
が
上
位

2
5
%
の

階
層

Ｈ
３
０
年

成
績

R
1
年

成
績

飼 養 状 況

項
目

単
位

都
府

県
全

体
平

成
3
0
年

の
産

次
が

下
位

2
5
%
の

階
層

平
成

3
0
年

の
産

次
が

上
位

2
5
%
の

階
層

H
3
0
年

成
績
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１
．
初

産
月

齢
の

階
層

間
比

較
（
都

府
県

）

対
象

デ
ー
タ

数
平

均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平

均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平

均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平

均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平

均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平

均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平

均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平

均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平

均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平

均
値

期
首

飼
養

頭
数

　
（
ア
）

頭
5
9

3
9
.4

5
9

3
9
.8

1
4

3
8
.2

1
4

3
8
.7

4
4
9
.8

1
0

3
7
.5

3
3
4
.0

1
6
5
.0

1
5

3
6
.9

1
5

3
7
.5

未
経

産
牛

か
ら
の

繰
入

頭
5
9

8
.8

5
9

8
.4

1
4

8
.3

1
4

7
.1

4
7
.8

1
0

5
.6

3
9
.0

1
1
7
.0

1
5

8
.0

1
5

7
.6

外
部

導
入

頭
数

頭
5
9

1
.5

5
9

0
.8

1
4

2
.2

1
4

0
.5

4
0
.3

1
0

0
.7

3
0
.0

1
0
.0

1
5

1
.5

1
5

1
.1

事
故

廃
用

頭
数

頭
5
9

1
0
.2

5
9

9
.1

1
4

1
0
.0

1
4

8
.0

4
9
.3

1
0

7
.6

3
8
.3

1
1
1
.0

1
5

8
.9

1
5

8
.9

期
末

飼
養

頭
数

　
（
イ
）

頭
5
9

3
9
.4

5
9

4
0
.0

1
4

3
8
.6

1
4

3
8
.4

4
4
8
.5

1
0

3
6
.2

3
3
4
.7

1
7
1
.0

1
5

3
7
.5

1
5

3
7
.3

前
年

比
　
（
期

末
÷

期
首

）
％

5
9

1
0
0
.9

5
9

1
0
0
.6

1
4

1
0
2
.6

1
4

1
0
0
.3

4
1
0
1
.1

1
0

9
9
.7

3
9
9
.6

1
1
0
9
.2

1
5

1
0
1
.4

1
5

9
7
.2

常
時

平
均

飼
養

頭
数

　
（
ア
＋
イ
）
/
２

頭
5
9

3
9
.4

5
9

3
9
.9

1
4

3
8
.4

1
4

3
8
.5

4
4
9
.1

1
0

3
6
.9

3
3
4
.3

1
6
8
.0

1
5

3
7
.2

1
5

3
7
.4

1
頭

当
り
年

間
乳

量
（
平

均
値

）
kg

5
9

8
,7
3
5
.5

5
9

8
,5
8
8
.0

1
4

8
,4
9
1
.4

1
4

8
,2
6
9
.5

4
8
,1
4
4
.2

1
0

7
,8
5
3
.3

3
9
,4
2
7
.7

1
8
,9
5
7
.0

1
5

8
,8
8
5
.5

1
5

8
,8
5
1
.0

受
胎

に
要

し
た
種

付
回

数
（
平

均
値

）
回

5
8

2
.5

5
8

2
.5

1
4

2
.5

1
4

2
.3

4
2
.2

1
0

2
.4

3
2
.0

1
3
.1

1
5

2
.7

1
5

2
.7

分
娩

頭
数

頭
5
9

3
1
.8

5
9

3
0
.8

1
4

2
9
.9

1
4

2
8
.4

4
3
2
.0

1
0

2
4
.7

3
3
0
.3

1
6
0
.0

1
5

2
9
.9

1
5

2
9
.9

分
娩

間
隔

　
（
平

均
値

）
ヵ
月

5
9

1
6
.0

5
9

1
5
.6

1
4

1
6
.9

1
4

1
6
.5

4
1
7
.2

1
0

1
6
.9

3
1
5
.3

1
1
6
.7

1
5

1
5
.4

1
5

1
4
.8

供
用

年
数

　
（
平

均
値

）
年

5
9

4
.4

5
9

4
.3

1
4

5
.1

1
4

4
.9

4
4
.6

1
0

5
.0

3
4
.9

1
4
.7

1
5

4
.0

1
5

4
.0

産
次

　
（
平

均
値

）
　
※
期
中
分
娩
牛

産
5
9

2
.7

5
9

2
.9

1
4

2
.8

1
4

2
.8

4
3
.0

1
0

2
.9

3
2
.7

1
3
.1

1
5

2
.8

1
5

3
.0

初
産

月
齢

　
（
平

均
値

）
ヵ
月

齢
5
9

2
5
.9

5
7

2
5
.6

1
4

2
9
.3

1
4

2
7
.7

4
3
1
.6

1
0

2
9
.0

3
2
4
.9

1
2
3
.0

1
5

2
3
.2

1
4

2
4
.0

分
娩

時
の

子
牛

事
故

率
　
※
流
産
・
奇
形
、
死
産

％
5
9

6
.8

5
9

4
.3

1
4

6
.2

1
4

5
.7

4
5
.7

1
0

7
.1

3
0
.6

1
6
.3

1
5

6
.5

1
5

2
.1

２
．
結

果
の

比
較

検
討

・
考

察

R
1
年
成
績

H
3
0
年
成
績

R
1
年
成
績

R
1
年
に
成
績
が

悪
化

し
た
も
の

繁 殖 成 績 １
）

全
体

の
年

比
較

　
 
 
H
3
0
年

は
2
5
.
9
か

月
、

R
1
 
年

が
2
5
.
6
か

月
に

な
り

、
0
.
3
か

月
短

く
な

っ
た

。

２
）

H
3
0
年

下
位

2
5
％

階
層

（
1
4
戸

）
の

R
1
年

状
況

　
 
 
1
4
戸

の
う

ち
、

3
戸

が
平

均
2
4
.
9
か

月
、

中
位

5
0
％

階
層

に
、

ま
た

1
戸

が
2
3
.
0
か

月
で

上
位

2
5
％

階
層

に
な

っ
た

。
こ

れ
ら

4
戸

（
2
9
％

）
の

H
3
0
 
年

の
平

均
は

2
8
.
1
か

月
、

R
1
年

の
平

均
 
 
 
 
は

2
4
.
9
か

月
に

な
り

3
.
2
か

月
短

く
な

っ
た

。

３
）

R
1
年

の
下

位
2
5
％

階
層

と
上

位
2
5
％

階
層

の
比

較
　

 
 
R
1
年

の
上

位
2
5
％

階
層

は
2
4
.
0
か

月
に

な
り

、
下

位
2
5
％

階
層

の
2
7
.
7
か

月
よ

り
も

3
.
7
か

月
短

く
な

っ
た

。

４
）

特
記

事
項

　
　

R
1
年

に
中

位
5
0
％

階
層

に
な

っ
た

３
戸

お
よ

び
上

位
2
5
％

階
層

に
な

っ
た

1
戸

に
対

し
て

は
、

育
成

中
の

飼
料

設
計

の
見

直
し

に
つ

い
て

の
助

言
・

指
導
が

行
わ

れ
て

い
た

。

R
1
年
も
成
績
が
下

位
2
5
%
の

階
層

R
1
年
成
績
が
中
位

5
0
%
の

階
層

R
1
年
成
績
が
上
位

2
5
%
の

階
層

Ｈ
３
０
年

成
績

R
1
年

成
績

飼 養 状 況

項
目

単
位

都
府

県
全

体
平

成
3
0
年

の
初

産
月

齢
が

下
位

2
5
%
の

階
層

平
成

3
0
年

の
初

産
月

齢
が

上
位

2
5
%
の

階
層

H
3
0
年

成
績
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１
．
事

故
率

の
階

層
間

比
較

（
都

府
県

）

対
象

デ
ー
タ

数
平

均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平

均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平

均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平

均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平

均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平

均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平

均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平

均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平

均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平

均
値

期
首

飼
養

頭
数

　
（
ア
）

頭
5
9

3
9
.4

5
9

3
9
.8

1
4

3
2
.4

1
4

3
3
.3

2
3
8
.5

7
3
0
.9

4
4
5
.3

3
2
3
.0

1
4

3
2
.3

1
4

3
1
.5

未
経

産
牛

か
ら
の

繰
入

頭
5
9

8
.8

5
9

8
.4

1
4

7
.6

1
4

6
.0

2
1
1
.0

7
6
.6

4
7
.0

3
3
.3

1
4

5
.1

1
4

7
.4

外
部

導
入

頭
数

頭
5
9

1
.5

5
9

0
.8

1
4

1
.4

1
4

0
.6

2
1
.5

7
1
.1

4
0
.0

3
0
.0

1
4

0
.5

1
4

0
.9

事
故

廃
用

頭
数

頭
5
9

1
0
.2

5
9

9
.1

1
4

8
.1

1
4

5
.8

2
5
.5

7
4
.4

4
9
.3

3
4
.3

1
4

6
.4

1
4

7
.4

期
末

飼
養

頭
数

　
（
イ
）

頭
5
9

3
9
.4

5
9

4
0
.0

1
4

3
3
.3

1
4

3
4
.1

2
4
5
.5

7
3
4
.1

4
4
3
.0

3
2
2
.0

1
4

3
1
.4

1
4

3
2
.4

前
年

比
　
（
期

末
÷

期
首

）
％

5
9

1
0
0
.9

5
9

1
0
0
.6

1
4

1
0
4
.6

1
4

1
0
1
.2

2
1
1
0
.3

7
1
0
6
.3

4
9
6
.2

3
9
6
.0

1
4

9
6
.9

1
4

1
0
2
.8

常
時

平
均

飼
養

頭
数

　
（
ア
＋
イ
）
/
２

頭
5
9

3
9
.4

5
9

3
9
.9

1
4

3
2
.8

1
4

3
3
.7

2
4
2
.0

7
3
2
.5

4
4
4
.1

3
2
2
.5

1
4

3
1
.9

1
4

3
2
.0

1
頭

当
り
年

間
乳

量
（
平

均
値

）
kg

5
9

8
,7
3
5
.5

5
9

8
,5
8
8
.0

1
4

9
,0
1
1
.9

1
4

8
,3
0
9
.6

2
8
,9
9
4
.6

7
8
,2
8
5
.1

4
8
,9
5
5
.0

3
7
,5
0
6
.2

1
4

8
,3
6
8
.8

1
4

8
,6
4
4
.2

受
胎

に
要

し
た
種

付
回

数
（
平

均
値

）
回

5
8

2
.5

5
8

2
.5

1
3

2
.5

1
3

2
.6

2
3
.5

6
2
.7

4
2
.7

3
2
.3

1
4

2
.7

1
4

2
.6

分
娩

頭
数

頭
5
9

3
1
.8

5
9

3
0
.8

1
4

2
5
.4

1
4

2
1
.7

2
2
9
.0

7
2
1
.7

4
3
0
.3

3
1
0
.3

1
4

2
3
.0

1
4

2
5
.1

分
娩

間
隔

　
（
平

均
値

）
ヵ
月

5
9

1
6
.0

5
9

1
5
.6

1
4

1
6
.2

1
4

1
5
.5

2
1
4
.9

7
1
5
.8

4
1
5
.7

3
1
4
.8

1
4

1
6
.3

1
4

1
5
.9

供
用

年
数

　
（
平

均
値

）
年

5
9

4
.4

5
9

4
.3

1
4

4
.3

1
4

4
.5

2
3
.5

7
4
.9

4
4
.9

3
3
.2

1
4

4
.2

1
4

4
.2

産
次

　
（
平

均
値

）
　
※
期
中
分
娩
牛

産
5
9

2
.7

5
9

2
.9

1
4

2
.7

1
4

3
.0

2
2
.7

7
2
.8

4
3
.2

3
2
.9

1
4

2
.8

1
4

2
.9

初
産

月
齢

　
（
平

均
値

）
ヵ
月

齢
5
9

2
5
.9

5
7

2
5
.6

1
4

2
5
.7

1
3

2
6
.0

2
2
6
.3

7
2
6
.9

4
2
4
.9

2
2
5
.1

1
4

2
5
.7

1
4

2
5
.0

分
娩

時
の

子
牛

事
故

率
　
※
流
産
・
奇
形
、
死
産

％
5
9

6
.8

5
9

4
.3

1
4

1
5
.9

1
4

8
.0

2
1
5
.3

7
1
2
.7

4
5
.7

3
0
.0

1
4

0
.0

1
4

1
.9

２
．
結

果
の

比
較

検
討

・
考

察

R
1
年
成
績

H
3
0
年
成
績

R
1
年
成
績

R
1
年
に
成
績
が

悪
化

し
た
も
の

繁 殖 成 績 １
）

全
体

の
年

比
較

 
 
　

H
3
0
年

は
6
.
8
％

、
R
1
年

が
4
.
3
％

に
な

り
、

2
.
5
％

改
善

さ
れ

た
。

２
）

H
3
0
年

下
位

2
5
％

階
層

（
1
4
戸

）
の

R
1
年

状
況

　
 
 
1
4
戸

の
う

ち
、

7
戸

（
5
0
％

）
が

中
位

・
上

位
階

層
に

な
り

、
そ

の
う

ち
4
戸

が
平

均
5
.
7
％

、
中

位
5
0
％

階
層

に
、

ま
た

3
戸

が
0
％

、
上

位
2
5
％

階
層

に
な

っ
た

。
こ

れ
ら

7
戸

の
H
3
0
年

 
 
 
 
の

平
均

は
1
7
.
3
％

、
R
1
年

の
平

均
は

3
.
3
％

に
な

り
、

1
4
％

低
く

な
っ

た
。

３
）

R
1
年

の
下

位
2
5
％

階
層

と
上

位
2
5
％

階
層

の
比

較
　

 
 
R
1
年

の
上

位
2
5
％

階
層

は
1
.
9
％

に
な

り
、

下
位

2
5
％

階
層

の
8
.
0
％

よ
り

も
6
.
1
％

低
く

な
っ

た
。

４
）

特
記

事
項

　
　

R
1
年

に
中

位
5
0
％

階
層

に
な

っ
た

４
戸

お
よ

び
上

位
2
5
％

階
層

に
な

っ
た

３
戸

に
対

し
て

は
、

難
産

予
防

、
ボ

デ
ィ

コ
ン

デ
ィ

シ
ョ

ン
調

整
に

つ
い

て
の
助

言
・

指
導

が
行

わ
れ

て
い

た
。

R
1
年
も
成
績
が
下

位
2
5
%
の

階
層

R
1
年
成
績
が
中
位

5
0
%
の

階
層

R
1
年
成
績
が
上
位

2
5
%
の

階
層

Ｈ
３
０
年

成
績

R
1
年

成
績

飼 養 状 況

項
目

単
位

都
府

県
全

体
平

成
3
0
年

の
事

故
率

が
下

位
2
5
%
の

階
層

平
成

3
0
年

の
事

故
率

が
上

位
2
5
%
の

階
層

H
3
0
年

成
績
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２．課題と解決のための助言・指導 
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１．酪農の指導内容と割合

２．考察

　今回の調査では、北海道および都府県での指導内容の割合は同程度であったため、上記
のグラフは北海道と都府県を合わせたものとした。指導内容から円グラフにある9項目につ
いて内容を検討した。指導内容として最も多かったのは「繁殖記録・発情発見方法の見直
し」の23%であり、繁殖に関連した指導内容は全体で8割以上であった。背景として、発情
発見や分娩監視等での人員不足が大きく関係しており、この点をいかにクリアにするかが
課題である。近年、普及しつつあるICT技術を用いた装置の活用も有用であるが、導入する
際にはコストがかかるため費用対効果をよく考慮する必要がある。
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１）技術改善のポイント

２）指導現場での具体的な指導内容
　分娩後の初回授精開始日数を短縮するため、繁殖検診による子宮や卵巣状態の確認、個
体観察の徹底による発情見逃しの予防に努める。繁殖カレンダーやホワイトボードの活用
などで、注意情報の可視化を励行する。

　飼養頭数を増やしたことで、観察時間が少なくなり、発情を見逃す機会があった。作業
の効率化を図り、一頭ずつ十分な観察時間を確保できるようする。

　牛検データの活用、発情予定日の把握や繁殖カレンダーの掲示等により、見える化で関
係者間での情報共有を図る。

　牛は見ているが発情の見落としがあるので、毎日時間を決めて発情観察を徹底する。

　発情が弱いのと、見逃しがあるのと両方だと考えられる。栄養管理や飼養管理の見直し
を行う事で牛の快適性を充足させていく。また、パドック放牧なども検討し、より発情発
見率を高められるような対策も行っていく。

指導内容１．繁殖記録・発情発見方法の見直し

　発情の見逃しや記録についての指導内容が多かった。フリーストール牛舎ではスタン
ディング行動や活動計による発情発見が主流であるが、繋ぎ飼い牛舎では外陰部の変化や
落ち着きがなくなる等の行動変化、乳量の低下等から発情発見をするため、よく観察しな
ければ見逃す可能性が高い。牛の発情の43%は、深夜から午前6時の時間帯に見られること
から、22時過ぎや搾乳前の早朝などの時間帯にも発情の観察を行うことが必要である。発
情発見率は観察回数が多く、観察時間が長いほど高くなることから、農場の作業性を考慮
しながら発情観察の回数、時間、タイミングを検討する必要がある。

〇発情発見率を高める
　発情発見率を高めるために、記録に残すことは非常に重要であり、繁殖データを活用し
た対象牛の絞り込みと発情予測が可能である。繁殖データは、「記録に残す」、「予定牛
と問題牛の明確化」、「誰が見ても分かる」ように記録し、データの見える化により家族
や従業員、獣医師、授精師と情報を共有することで、受胎率を向上させることができる。

〇夜間や農繁期等に発情観察時間を十分確保できない場合や発情が微弱な場合
　ヒートマウントディテクターやテールペイント等の発情発見補助器具の利用や歩数計等
のICTを利用した技術を使用することにより、発情の見逃しや長期不受胎牛・リピートブ
リーダー牛の摘発が可能である。ICTを使用した発情発見装置の十分な活用が見込めるの
は、現状では中規模以上の農家であり、各経営において導入の必要性を十分に検討する必
要がある。
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１）技術改善のポイント

２）指導現場での具体的な指導内容
　種付け回数が6回、多回授精の個体もいることから、分娩後早期の子宮回復を図るための
対応を進めること。

　繁殖検診を行い、妊娠確認と不受胎牛の早期把握により、空胎期間の短縮を図ること。

　供用年数については，産次数を基準とせずに個体ごとの生乳生産量を考慮した，長期的
な更新計画を検討すること。

　高齢牛（3産以上10頭）が繁殖成績の足を引っ張っているので、更新計画をきちんと立
て、適正な飼養頭数、産次構成とする。

指導内容２．繁殖障害牛への対応

　分娩間隔の延長と牛の更新の検討についての指導内容が多かった。繁殖成績を改善する
には、「繁殖記録・発情発見方法の見直し」の項目にも記載したが発情発見を確実に行
い、記録をつけることが重要である。発情および発情徴候を基に適期に授精を行うように
し、発情微弱やリピートブリーダー等の牛については獣医師に相談しホルモン剤を使用し
た定時授精を行う。

〇チェックポイント
　ボディ・コンディション・スコア（BCS）が平均3.5であり、左腹部の膁部が凹み部分が
膨らむ程度（ルーメンフィルスコアが4～5）になるようにする。分娩後のエネルギー不足
は、乾乳期のエネルギー不足や過肥（BCSが4以上）が原因であり、卵巣静止の牛が多い場
合には乾乳期の粗飼料の食い込み不足が予想される。分娩前後のBCS、ルーメンフィルスコ
アを確認し、牛が分娩後に十分に食い込める環境にする必要がある。

〇フレッシュチェック
　分娩後の子宮回復状態を確認するフレッシュチェックを分娩後20～40日頃に実施し、早
期に子宮や卵巣の状態を確認することにより、早期治療が可能でありその後の繁殖成績を
改善することが可能である。

〇牛群の更新
　乳用牛の供用期間は短縮傾向にあり、平均除籍産次数は3.2産である。この背景には、周
産期疾病が増加し、繁殖効率の低下または意図しない淘汰牛が増加することによる更新の
増加が考えられる。酪農経営を安定化させる一つの考え方に、生産寿命の延長がある。各
農家において適切な淘汰基準を定め、優先順位をつけて計画的に更新を行う。
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１）技術改善のポイント
　繁殖成績の改善や飼料設計等について問題がある場合には、人工授精師や獣医師、飼料
設計者等のサポートを受け、問題点を改善させるための取り組みを行うことが必要であ
る。

〇繁殖成績の改善
　繁殖成績を改善するためには、繁殖記録を人工授精師や獣医師と共有し、治療や対策が
必要な牛の早期発見ができるように連携を強化する。

〇改善方法
　具体的には、分娩後にフレッシュチェックを行い、繁殖検診を2～3週間に1回実施し、検
診結果に応じて定時人工授精を実施することで繁殖障害がある牛への対応を行う。また、
授精後30日頃にエコーを使用した妊娠鑑定を依頼し、授精後2周期（42日）以内に不受胎牛
を早期発見することで、空胎日数の短縮等の繁殖成績を改善することができる。

２）指導現場での具体的な指導内容
　分娩後、早期の回復のため、逐次獣医師や授精師からの指導を受け、空胎日数の削減に
努める。(飼料給与内容の確認も含めて指導を受けること)

　獣医師や家保と連携を取りながら子牛の事故を低減していく。

　分娩間隔の短縮のため、県農林事務所の繁殖検診を積極的に受ける。

　開業獣医師による「定時授精プログラム」（指定した日に注射して発情させる）を利用
し、適期授精に努める。

指導内容３．獣医師等との連携の強化
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１）技術改善のポイント
今回の指導内容において、性選別精液の使用と定時人工授精の利用について多く挙げられ
ていた。

〇性選別精液の使用による後継牛の効率的な生産
　性の的中率が90%の性選別精液が販売されているが、以下に使用の際の注意点を記載す
る。通常精液の受胎率は未経産牛が約58％、経産牛が約40%であるのに対し、性選別精液の
受胎率は未経産牛が約50%、経産牛が約30%と通常精液に比べて低くなっている。性選別精
液の受胎率は、経産牛より未経産牛が高いことから、未経産牛への利用が推奨されてい
る。また、性選別精液の1ストロー当たりの封入精子数は200～400万であり、通常精液の封
入精子数の1,000～3,000万に比べて少なく、性選別精液は排卵側子宮角へ適期に人工授精
を実施する必要がある。

〇定時人工授精の利用
　定時人工授精は牛群の規模拡大や高泌乳牛での発情徴候の微弱化による発情発見が困難
な場合などの繁殖管理において欠かせない技術となっている。定時人工授精プログラム
は、現在十数種類が報告されており、腟内プロジェステロン徐放剤（CIDR）を用いたプロ
グラムが広く利用されている。発情発見率の向上のために人員を増やしたり、見回りの回
数を増やすことは多くのコストや労力を要するが、定時人工授精プログラムは牛ごとに実
施し継続的なコストの増加は必要ない。個々の農場によって適切なプログラムは異なるた
め、定時人工授精については獣医師や授精師等との連携が必要である。

２）指導現場での具体的な指導内容

　性選別精液を利用し計画的に後継牛を確保する。

　牛房充足率を上げるため、性選別精液を利用した計画的な育成牛確保を行いましょう。
ゲノミック評価を活用することで短期間で、より効果が出ると考えられるので実践しま
しょう。

　開業授精師による「定時授精プログラム」（指定した日に注射して発情させる）を利用
し、適期授精に努める。

　CIDRで空胎日数を短縮するとともに計画的に人工授精を行える定時授精を行う。

指導内容４．人工授精・妊娠鑑定方法の改善
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１）技術改善のポイント

２）指導現場での具体的な指導内容

　適切なBCSの管理等、飼養管理において留意する。

　繁殖成績の向上を図るため、直接的な繁殖管理の徹底だけでは限界がある。牛のボ
ディーコンディションへ直結する飼料給与の飼料供給もと、NOSAIや畜産協会と抜本的改善
を検討している。

　飼料設計の見直しを実施することで経産牛の事故率を減らすこと。事故による経産牛の
供用年数の短縮が考えられる。

　育成期間中の飼料設計を再検討し、適切な期間で成熟するように意識する。育成前期の
発育は受胎を早め、育成後期の発育は初産乳量の増加にもつながる。特に哺育期から離乳
後3か月齢の期間は、あとの発育に与える影響も大きいことから、その期間を重点的に意識
し、初乳をきちんと十分に飲ませること、下痢や肺炎をさせないこと、離乳のタイミング
とその後の飼料設計を検討。

指導内容５．栄養管理の改善

分娩前後の移行期と育成牛についての栄養管理の指導が多く挙げられた。

〇分娩前後の移行期の栄養管理
　粗飼料が多い乾乳期から配合飼料の多い泌乳期への変化は、乳牛の消化管に大きな負荷
をかけている。配合飼料の増加はルーメン内の飼料通過速度が速くなり、微生物構成や発
酵産物、ルーメンpH、ルーメン壁のバリア機能に影響している。移行期の管理が適切でな
い場合、代謝病や乳量の低下、ボディ・コンディション・スコア（BCS）の低下が見られ、
乳牛の健康や生産性、生産寿命に影響が見られる。乳牛の栄養状態を客観的に評価する方
法として、BCSが広く利用されている。分娩時と最低値のBCSの差が約0.5ポイント程度が理
想的であり、1ポイント以上差がある場合には初回発情の遅れおよび空胎日数が長くなる可
能性が高くなる。また、左腹部の膁部の凹み具合により、採食状況を評価することがで
き、分娩前に凹みが大きい場合は、分娩後の正常な卵巣周期再開や受胎の遅れにつながる
（ルーメンフィルスコア）。

〇育成期の栄養管理
　育成牛において、授精までの時期は乳腺発達と骨および軟骨の成長が著しい時期であ
る。3か月齢以降は日増体重が0.8～0.9kgの設定を目標発育とする。交配は月齢ではなく、
周期的な発情の確認と体格が授精開始基準である体高が127cm、体重374㎏に達してから行
う。農場での体重の測定が難しい場合が多いが、体重推定尺の使用や体高が127cm以上に
なっていて、BCSが3.0程度であれば体重もおおむね標準（374㎏以上）に達していると判断
することができる。
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１）技術改善のポイント
育成牛の飼養管理についての指導内容が多かった。

〇育成期の郡編成
　育成期は長く、体重の変化や生理的変化が大きい時期である。本格的な社会的順位確立
が育成期に見られることから、育成期における牛群編成は特に重要である。各成長段階で
頭数が揃わなくとも、月齢の離れた牛を同居させることは、社会行動的にも施設・設備の
利用の面からも避けた方が良い。ある牛群への新規牛の導入は、社会的に安定していた牛
群を不安定化させる。成長が活発な育成牛では成長に伴い牛群が変更されるが、飼養場所
が互いに見える環境にすることで群移動時の馴致をスムーズにすることができる。

〇初産の飼養管理
　初産の飼養管理が生産性に影響を与え、初産時に泌乳量が多い個体はそれ以降の除籍リ
スクが高くなると報告されている。農場の飼養形態によっては、未経産牛を初回分娩前に
経産の乾乳牛と同居させるため、動物を含めた環境の変化がストレス要因となることがあ
る。初産分娩月齢が生産性に影響を与える因子であり、最適な時期での初産分娩が乳生産
や生涯生産効率を最も高めると言われている。初産分娩月齢は育成期での発育および受胎
時期によって変動するため、育成期での飼養管理が初産分娩月齢を決定する因子である。
育成期から初産時までの飼養管理は乳牛のその後の生産性に大きな影響を与えることか
ら、初産の飼養管理は重要である。

２）指導現場での具体的な指導内容
　育成牛の適正な栄養管理・繁殖管理の実施。初回種付け時期の把握等。（獣医師、指導
機関への相談）

　育成の発育が悪く、初回授精が遅れている。育成牛舎の改造をして月齢別に群分けを検
討する。

　一般の農場よりも早めに初回授精を行なっているとのことだが、早すぎる傾向にある。
初産月齢も非常に早く、牛に負担がかかることもあるため、授精適期での授精に努める。

　飼養衛生管理基準に沿った衛生管理の徹底。

指導内容６．群管理方法の改善
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１）技術改善のポイント
　牛の発情を十分に得るためには、栄養価の高い良質で新鮮な飼料を与えることが重要で
あるとともに、アニマルウェルフェアに則した飼養環境の維持も大切である。例えば、飼
槽や給水器のこまめな清掃、餌の掃き寄せ、残飼の片付け、適切な削蹄、牛床環境、清潔
な敷料、十分な広さおよび材質のベッド、暑熱・寒冷対策、野生動物や鳥類の侵入対策、
衛生害虫対策などの衛生対策を行う必要がある。

〇温湿度指数
　特に猛暑による死廃事故の増加、繁殖性の低下、飼料摂取量低下に伴う乳生産量の減少
等の生産性の低下が問題となることが多い。暑熱ストレスの評価の指標として、温度や湿
度単独よりも温湿度指数（THI）の方がより効率的である。

〇クーリングの強化
　泌乳牛の体温は、夕方から夜中まで最高体温で推移した後、翌朝にかけて低下する。上
昇した体温を翌朝までにスムーズに正常値に戻す必要があり、日中よりも夜間のTHIが乳量
に大きく影響する。そのため、夜間における牛体への送風や散水等のクーリング強化は効
果的な暑熱対策になる。特に、断熱性を高めた材質の屋根の牛舎の場合、日中のTHIは低く
抑えられるものの、夜間のTHIは高く推移するため夜間の換気を強化する必要がある。ヒー
トストレスメーター等を活用して、牛舎内THI（日最低、日最高）を把握するとともに、暑
熱対策開始の目安を認識することができる。

２）指導現場での具体的な指導内容

　増頭で牛舎のキャパを超え、飼養環境が悪くなっている。

　給水や換気等、牛舎内の環境改善の実施。

　牛舎内をこまめに清掃し衛生対策を行う。

　つなぎ牛舎ですが、牛床マットの下に糞等が入り込み、水平がとれず、乳牛の姿勢がう
まく保てない場所があります。

　暑熱期分娩の経産牛の分娩間隔に長期化傾向が見られる。暑熱期におけるのストレス低
減対策の実施(換気改善・給水量の確保等)

　暑熱対策や牛舎内の清掃をこまめに行い、牛が過ごしやすい環境を作り、日々の観察に
時間をかけ、改善を図っていく。

指導内容７．施設・設備等の環境改善
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１）技術改善のポイント

２）指導現場での具体的な指導内容

　難産予防のために乾乳牛の運動場を設ける。

　乾乳後期（クロースアップ期）から母牛のルーメン馴致，栄養状態に意識を向けて，次
産に向けての母牛の健康維持に努める。また，哺育牛の栄養不足による免疫不全の可能性
も考えられるため，日本飼養標準に基づく代用乳給与量を再確認し，必要に合わせて増給
も検討する。

　分娩時の子牛の事故については、寒暖差の激しい時期に発生する傾向があるので、事故
がないよう個体管理に努めた。

　分娩・発情監視通報システムを活用し発情見落とし、分娩事故を低減する。

指導内容８．分娩管理の改善

　分娩事故を回避するためには、妊娠牛の管理と子牛の管理が適切に行われているかを確
認する必要がある。妊娠牛では、乾乳期のボディ・コンディション・スコア（BCS）の管
理、良質な粗飼料の給餌、乾乳期用濃厚飼料の給餌、カルシウムの給与制限等の管理があ
る。また、分娩スペースの確保、分娩間際の妊娠牛の観察、分娩監視、子牛の牽引事故を
回避するための適切な助産が挙げられる。

〇胎子死が起こりやすいのは「夜」と「冬」である。

〇「夜」
　分娩監視が最も無防備になる時間帯であり、監視が行き届かない状態で胎子が娩出され
ることが多いためである。1農場当たりの飼養頭数が増加しており、多頭飼育に対応した分
娩の監視には限界がある。分娩監視する人員が不足している場合には、分娩房を設置し母

牛が最も楽な体勢で分娩できるようにする必要がある（理想的な分娩房のサイズは3.6m
2
と

されている。）また、体温センサーを用いた分娩監視システム等を利用して分娩予測を行
うことにより、牛舎の見回り等の労力を大幅に軽減することができる。

〇「冬」
　出生直後の新生子牛は体表面積が大きく、体表から羊水の気化と呼吸による蒸散等によ
り多量の熱が奪われやすく、低体温になりやすいことが関係している。羊水で濡れたまま
冬の夜間に野外に娩出された場合に新生子牛が死亡するリスクが大きくなる。分娩には分
娩房の設置が必須であるが、分娩房を準備できない農場では外気をシャットアウトできる
密閉された環境（最低限の屋根と壁）で分娩させる必要がある。また、搾乳牛群のルーメ
ン発酵熱によって空間が暖まるため、分娩場所は搾乳牛群と同じ空間とするのが良い。
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１）技術改善のポイント
　本調査において、家族内での役割分担がうまくいかずに慢性的な労働力不足になってい
るという問題が多かった。

〇労働力不足
　酪農業は牛への飼料給与、哺乳、除糞、繁殖管理等の日常的に行っている作業の他に、
他の農業種にはない搾乳を1日2～3回行う必要があり時間的な拘束がある。また、畑作など
兼業をしている場合にはさらに作業内容が多くなる。すべての作業を1人で行うのは管理不
十分となる恐れがあるため、作業者が複数人いる場合には、役割を明確に分けることで1人
の負担が減少し効率良く作業を遂行できる。

〇役割分担
　作業者が複数人いる場合には以下のような分担のポイントが考えられる。経営者は搾
乳、えさ寄せ、飼料給餌、経産牛舎の見回り等の経産牛に係る作業になるべく多くの時間
を充て、経産牛の観察機会を確保するとともに、飼養状態、繁殖管理、疾病の有無の状態
を把握することが重要である。経営者が直接経産牛に係る作業を担当するために、牛舎掃
除の分担化や糞尿排出の機械化、手間のかかる哺育・育成牛の預託による農場内作業の省
力化等の機械化や省力化を検討する。経営者が経産牛を直接確認し、他の作業者がその他
の部分をサポートすることで、疾病や発情の早期発見が可能となり、個体乳量や生産効率
が上がると考えられる。

２）指導現場での具体的な指導内容

　家族で作業分担や作業体系をきちんと決める

　現状、１人で牧場をまわしているため、ヘルパー利用や機械導入による省力化を図る。

　慢性的な労働力不足（経営者の高山病）から飼養・繁殖管理が不十分なため、死廃が多
くなり、結果として年間乳量が落ちている。不足部分は雇用労働に頼っているが、根本的
にスタイルを見直さなければ酪農経営の継続は難しい。

　現飼養形態ではこれまで以上の個体管理は難しく、目標であった50頭規模に到達したこ
とから、安定的な飼養管理と高乳量を維持するため、雇用１名を検討する。

指導内容９．作業体系の見直し
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1
.1
1

1
2

1
.1
3

2
2

1
.1
2

7
1
.0
9

3
0

1
.0
6

3
0

1
.0
6

出
荷
頭
数

頭
1
0
7

9
.9

1
1
0

1
0
.2

2
5

4
.0

2
7

4
.2

1
1

4
.9

2
1

4
.0

6
5
.0

3
0

1
8
.6

3
0

1
8
.5

出
荷
日
齢

　
（
平

均
値

）
日

1
0
7

2
8
5
.6

1
1
0

2
8
6
.0

2
5

2
8
4
.9

2
7

2
8
6
.4

1
1

2
8
2
.4

2
1

2
8
8
.0

6
2
8
0
.9

3
0

2
8
8
.1

3
0

2
9
0
.7

出
荷
体
重

　
（
平

均
値

）
kg

1
0
7

2
7
5
.7

1
1
0

2
7
9
.5

2
5

2
8
1
.3

2
7

2
8
5
.2

1
1

2
7
7
.0

2
1

2
8
2
.7

6
2
9
3
.9

3
0

2
7
3
.1

3
0

2
7
6
.2

出
荷
日
齢

体
重

　
（
平

均
値

）
kg
/
日

1
0
7

0
.9
7

1
1
0

0
.9
8

2
5

0
.9
9

2
7

1
.0
0

1
1

0
.9
9

2
1

0
.9
8

6
1
.0
5

3
0

0
.9
5

3
0

0
.9
5

２
．
結
果
の
比
較
検
討
・
考
察

子 牛 出 荷 成 績

去
勢 雌

1
）

全
体

の
年

比
較

　
 
H
3
0
年

は
2
7
.
6
頭

、
R
1
年

が
2
9
.
1
頭

に
な

り
、

1
.
5
頭

多
く

な
っ

た
。

2
）

H
3
0
年

下
位

2
5
％

階
層

（
3
0
戸

、
9
.
8
頭

）
の

R
1
年

状
況

　
 
3
0
戸

の
う

ち
、

7
戸

は
中

位
2
5
％

階
層

、
平

均
1
8
.
7
頭

と
多

く
な

っ
た

。
残

り
2
3
戸

は
下

位
2
5
％

階
層

、
平

均
8
.
8
頭

に
な

り
、

R
1
年

下
位

2
5
％

階
層

の
平

均
1
1
.
1
頭

よ
り

少
な

く
な

っ
た

。

3
）

R
1
年

の
下

位
2
5
％

階
層

と
上

位
2
5
％

階
層

の
比

較
　

 
R
1
年

上
位

2
5
％

階
層

は
5
3
.
1
頭

に
な

り
、

下
位

2
5
％

階
層

の
1
1
.
1
頭

よ
り

4
2
.
0
頭

多
く

な
っ

た
。

4
）

特
記

事
項

　
 
分

娩
頭

数
が

減
少

す
る

要
因

に
は

、
母

牛
の

高
齢

化
や

長
期

不
受

胎
牛

の
存

在
、

ま
た

、
初

回
発

情
の

遅
延

や
発

情
発

見
率

の
低

下
に

よ
る

分
娩

間
隔

の
延

長
に

伴
う

分
娩

率
の

低
下

が
み

ら
れ

 
 
 
た

。
　

 
逆

に
増

加
す

る
要

因
に

は
、

母
牛

の
増

頭
に

よ
る

影
響

な
ど

が
考

え
ら

れ
る

。

繁 殖 成 績

受
胎
に
要
し
た
種
付
回

数
（
平

均
値

）

初
産
月
齢
　
（
平
均
値

）

供
用
年
数
　
（
平
均
値

）
産
次
　
（
平
均
値
）
　
※

期
中

分
娩

牛

単
位

全
体

平
成

3
0
年

の
分

娩
頭

数
が

下
位

2
5
%
の

階
層

期
末
飼
養
頭
数
　
（
イ
）

分
娩
時
の
子
牛
事
故
率
　
※
流
産
・
奇
形
、
死
産

前
年
比
　
（
期
末
÷
期

首
）

常
時
平
均
飼
養
頭
数
　
（
ア
＋

イ
）
/
２

項
目

分
娩
頭
数

分
娩
間
隔
　
（
平
均
値

）

飼 養 状 況

期
首
飼
養
頭
数
　
（
ア
）

育
成
牛
か
ら
の
繰
入

外
部
導
入
頭
数

事
故
廃
用
頭
数

平
成

3
0
年

の
分

娩
頭

数
が

上
位

2
5
%
の

階
層

H
3
0
年

成
績

R
1
年

成
績

H
3
0
年

成
績

R
1
年

成
績

R
1
年

に
成

績
が

悪
化
し
た
も
の

R
1
年

成
績

が
中

位
5
0
%
の

階
層

R
1
年

成
績

が
上

位
2
5
%
の

階
層

Ｈ
３
０
年

成
績

R
1
年

成
績

R
1
年

も
成

績
が

下
位

2
5
%
の

階
層
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１
．
分
娩
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隔
の
階
層
間
比
較
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ー
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出
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荷
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）
日

1
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2
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2
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2
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2
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1
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出
荷
日
齢

体
重

　
（
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均
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）
kg
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1
0
7
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1
1
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0
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2
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0
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2
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1
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1
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２
．
結
果
の
比
較
検
討
・
考
察

子 牛 出 荷 成 績

去
勢 雌

1
）

全
体

の
年

比
較

　
 
H
3
0
年

は
1
3
.
6
か

月
、

R
1
年

が
1
3
.
9
か

月
に

な
り

、
0
.
3
か

月
長

く
な

っ
た

。

2
）

H
3
0
年

下
位

2
5
％

階
層

（
2
9
戸

、
1
5
.
5
か

月
）

の
R
1
年

状
況

　
 
2
9
戸

の
う

ち
、

1
0
戸

は
上

位
・

中
位

階
層

、
そ

れ
ぞ

れ
平

均
が

1
2
.
4
か

月
・

1
3
.
5
か

月
に

な
り

改
善

が
み

ら
れ

た
。

　
残

り
1
9
戸

は
下

位
2
5
％

階
層

、
平

均
1
7
.
5
か

月
に

な
り

、
R
1
年

　
 
下

位
2
5
％

階
層

の
平

均
1
6
.
0
か

月
よ

り
長

く
な

っ
た

。

3
）

R
1
年

の
下

位
2
5
％

階
層

と
上

位
2
5
％

階
層

の
比

較
　

 
R
1
年

上
位

2
5
％

階
層

は
1
2
.
5
か

月
に

な
り

、
下

位
2
5
％

階
層

の
1
6
.
0
か

月
よ

り
3
.
5
か

月
短

く
な

っ
た

。

4
）

特
記

事
項

　
 
全

て
の

階
層

で
延

長
傾

向
が

み
ら

れ
た

。
指

導
内

容
は

、
母

牛
の

栄
養

不
良

（
痩

せ
す

ぎ
）

の
改

善
、

分
娩

前
後

の
増

給
の

必
要

性
、

子
牛

の
早

期
離

乳
の

促
進

に
よ

る
発

情
回

帰
日

　
 
数

の
短

縮
な

ど
が

あ
げ

ら
れ

て
い

た
。

E
T
に

こ
だ

わ
り

す
ぎ

A
I
の

頻
度

の
減

少
、

計
画

的
な

更
新

が
行

わ
れ

ず
高

齢
牛

や
長

期
不

受
胎

牛
の

増
加

に
よ

る
影

響
な

ど
が

み
ら

れ
た

。

繁 殖 成 績

受
胎
に
要
し
た
種
付
回

数
（
平

均
値

）

初
産
月
齢
　
（
平
均
値

）

供
用
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数
　
（
平
均
値

）
産
次
　
（
平
均
値
）
　
※

期
中

分
娩

牛

単
位

全
体

平
成

3
0
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の
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間

隔
が

下
位

2
5
%
の

階
層

期
末
飼
養
頭
数
　
（
イ
）

分
娩
時
の
子
牛
事
故
率
　
※
流
産
・
奇
形
、
死
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前
年
比
　
（
期
末
÷
期

首
）

常
時
平
均
飼
養
頭
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（
ア
＋

イ
）
/
２

項
目
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数

分
娩
間
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（
平
均
値
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期
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飼
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頭
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（
ア
）

育
成
牛
か
ら
の
繰
入

外
部
導
入
頭
数

事
故
廃
用
頭
数

平
成

3
0
年

の
分

娩
間

隔
が

上
位

2
5
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の

階
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H
3
0
年

成
績

R
1
年

成
績

H
3
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年

成
績

R
1
年

成
績

R
1
年

に
成

績
が

悪
化
し
た
も
の

R
1
年

成
績

が
中

位
5
0
%
の

階
層

R
1
年

成
績

が
上

位
2
5
%
の

階
層

Ｈ
３
０
年

成
績

R
1
年

成
績

R
1
年

も
成

績
が

下
位

2
5
%
の

階
層
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１
．
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結
果
の
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較
検
討
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考
察

子 牛 出 荷 成 績

去
勢 雌

1
）

全
体

の
年

比
較

　
 
H
3
0
年

は
6
.
9
年

、
R
1
年

が
7
.
6
年

に
な

り
、

0
.
7
年

長
く

な
っ

た
。

2
）

H
3
0
年

下
位

2
5
％

階
層

（
1
8
戸

、
2
.
6
年

）
の

R
1
年

状
況

　
 
1
8
戸

の
う

ち
、

7
戸

は
上

位
・

中
位

階
層

、
そ

れ
ぞ

れ
平

均
が

1
4
.
4
年

・
7
.
8
年

と
長

く
な

っ
た

。
残

り
6
戸

は
下

位
2
5
％

階
層

、
平

均
2
.
7
年

に
な

り
、

R
1
年

下
位

2
5
％

階
層

の
平

均
5
.
9

　
 
年

よ
り

短
く

、
5
戸

に
つ

い
て

は
R
1
年

に
廃

用
が

な
か

っ
た

。

3
）

R
1
年

の
下

位
2
5
％

階
層

と
上

位
2
5
％

階
層

の
比

較
　

 
R
1
年

上
位

2
5
％

階
層

は
1
0
.
7
年

に
な

り
、

下
位

2
5
％

階
層

の
5
.
9
年

よ
り

4
.
8
年

長
く

な
っ

た
。

4
）

特
記

事
項

　
 
供

用
年

数
の

長
い

農
家

で
は

、
分

娩
時

の
子

牛
事

故
率

が
高

い
傾

向
が

み
ら

れ
た

。
供

用
年

数
の

短
い

農
家

で
は

、
2
～

3
年

程
度

の
早

い
出

荷
が

影
響

し
て

い
る

も
の

と
考

え
ら

れ
　

 
る

。
指

導
内

容
を

み
て

も
事

故
に

よ
る

廃
用

や
長

期
不

受
胎

牛
を

作
ら

ず
、

若
い

牛
を

出
荷

し
な

い
こ

と
が

重
要

で
あ

る
。

長
け

れ
ば

良
い

と
い

う
わ

け
で

は
な

く
、

そ
の

牛
の

特
性

　
（

受
胎

が
悪

い
、

遺
伝

的
能

力
が

低
い

な
ど

）
を

見
極

め
積

極
的

に
淘

汰
、

更
新

す
る

こ
と

が
重

要
で

あ
る

。

繁 殖 成 績

受
胎
に
要
し
た
種
付
回

数
（
平

均
値

）

初
産
月
齢
　
（
平
均
値

）
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年
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（
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均
値

）
産
次
　
（
平
均
値
）
　
※

期
中

分
娩

牛

単
位

全
体
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成

3
0
年

の
供

用
年

数
が

下
位

2
5
%
の

階
層

期
末
飼
養
頭
数
　
（
イ
）

分
娩
時
の
子
牛
事
故
率
　
※
流
産
・
奇
形
、
死
産

前
年
比
　
（
期
末
÷
期

首
）

常
時
平
均
飼
養
頭
数
　
（
ア
＋

イ
）
/
２

項
目

分
娩
頭
数

分
娩
間
隔
　
（
平
均
値

）

飼 養 状 況

期
首
飼
養
頭
数
　
（
ア
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育
成
牛
か
ら
の
繰
入

外
部
導
入
頭
数

事
故
廃
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頭
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3
0
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の
供

用
年

数
が

上
位

2
5
%
の

階
層

H
3
0
年

成
績

R
1
年

成
績

H
3
0
年

成
績

R
1
年

成
績

R
1
年

に
成

績
が

悪
化
し
た
も
の

R
1
年

成
績

が
中

位
5
0
%
の

階
層

R
1
年

成
績

が
上

位
2
5
%
の

階
層

Ｈ
３
０
年

成
績

R
1
年

成
績

R
1
年

も
成

績
が

下
位

2
5
%
の

階
層
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察

子 牛 出 荷 成 績

去
勢 雌

1
）

全
体

の
年

比
較

　
 
H
3
0
年

は
4
.
4
産

、
R
1
年

が
4
.
5
産

と
ほ

と
ん

ど
変

化
が

な
か

っ
た

。

2
）

H
3
0
年

下
位

2
5
％

階
層

（
2
8
戸

、
2
.
0
産

）
の

R
1
年

状
況

　
 
2
8
戸

の
う

ち
、

6
戸

は
中

位
5
0
％

階
層

、
平

均
が

4
.
2
産

と
多

く
な

っ
た

。
残

り
2
2
戸

は
下

位
2
5
％

階
層

、
平

均
2
.
3
産

に
な

り
、

R
1
年

下
位

2
5
％

階
層

の
平

均
2
.
7
産

よ
り

少
な

く
な

っ
た

。

3
）

R
1
年

の
下

位
2
5
％

階
層

と
上

位
2
5
％

階
層

の
比

較
　

 
R
1
年

上
位

2
5
％

階
層

は
6
.
4
産

に
な

り
、

下
位

2
5
％

階
層

の
2
.
7
産

よ
り

3
.
7
産

多
く

な
っ

た
。

4
）

特
記

事
項

　
 
上

位
2
5
％

階
層

で
は

、
供

用
年

数
が

長
く

、
分

娩
間

隔
が

延
長

す
る

傾
向

が
み

ら
れ

た
。

産
次

が
減

少
す

る
要

因
は

、
急

な
増

頭
に

よ
る

影
響

や
高

齢
牛

の
淘

汰
、

更
新

が
重

な
っ

た
　

 
こ

と
な

ど
が

考
え

ら
れ

る
。

逆
に

増
加

す
る

要
因

は
、

疾
病

に
よ

る
廃

用
や

繁
殖

障
害

な
ど

に
と

も
な

う
若

い
牛

の
入

れ
替

え
な

ど
が

考
え

ら
れ

る
。

繁 殖 成 績

受
胎
に
要
し
た
種
付
回

数
（
平

均
値

）

初
産
月
齢
　
（
平
均
値

）

供
用
年
数
　
（
平
均
値

）
産
次
　
（
平
均
値
）
　
※

期
中

分
娩

牛

単
位

全
体

平
成

3
0
年

の
産

次
が

下
位

2
5
%
の

階
層

期
末
飼
養
頭
数
　
（
イ
）

分
娩
時
の
子
牛
事
故
率
　
※
流
産
・
奇
形
、
死
産

前
年
比
　
（
期
末
÷
期

首
）

常
時
平
均
飼
養
頭
数
　
（
ア
＋

イ
）
/
２

項
目

分
娩
頭
数

分
娩
間
隔
　
（
平
均
値

）

飼 養 状 況

期
首
飼
養
頭
数
　
（
ア
）

育
成
牛
か
ら
の
繰
入

外
部
導
入
頭
数

事
故
廃
用
頭
数

平
成

3
0
年

の
産

次
が

上
位

2
5
%
の

階
層

H
3
0
年

成
績

R
1
年

成
績

H
3
0
年

成
績

R
1
年

成
績

R
1
年

に
成

績
が

悪
化
し
た
も
の

R
1
年

成
績

が
中

位
5
0
%
の

階
層

R
1
年

成
績

が
上

位
2
5
%
の

階
層

Ｈ
３
０
年

成
績

R
1
年

成
績

R
1
年

も
成

績
が

下
位

2
5
%
の

階
層
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１
．
初
産
月
齢
の
階
層
間
比
較

対
象

デ
ー
タ

数
平

均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平

均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平

均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平

均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平

均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平

均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平

均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平

均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平

均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平

均
値
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回
1
0
2

1
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1
0
3

1
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2
2

1
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2
2

1
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ヵ
月

1
1
2

1
3
.6

1
1
2

1
3
.9

2
6

1
4
.1

2
6

1
4
.9

8
1
5
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1
0

1
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1
0

1
4
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4
1
3
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2
6

1
3
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2
6

1
3
.4

年
7
2

6
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8
3

7
.6

2
1

7
.0

1
7

8
.6

6
9
.1

8
9
.7

7
8
.0

2
6
.5

1
0

6
.7

1
8

8
.3

産
1
1
3

4
.4

1
1
3

4
.5

2
6

4
.7

2
6

4
.6

8
4
.9

1
0

5
.4

1
0

3
.7

4
4
.8

2
6

4
.1

2
6

4
.4

ヵ
月
齢

1
0
6

2
4
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1
0
5

2
5
.1

2
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2
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2
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％
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6

3
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3
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8
6
.8

1
0

5
.7

1
0

2
.7

4
0
.0

2
6

2
.3

2
6

4
.6

出
荷
頭
数

頭
1
0
9

1
3
.2

1
1
2

1
3
.8

2
6

1
1
.3

2
6

1
1
.7

8
1
6
.6

1
0

1
4
.9

1
0

1
0
.9

4
6
.8

2
4

1
5
.3

2
6

1
5
.3

出
荷
日
齢

　
（
平

均
値

）
日

1
0
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2
7
2
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2

2
7
1
.6

2
6

2
7
8
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2
6

2
7
8
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8
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8
1
.3

1
0

2
7
7
.4

1
0

2
7
4
.3

4
2
8
0
.3

2
4

2
7
1
.8

2
6

2
7
1
.8

出
荷
体
重

　
（
平

均
値

）
kg

1
0
9

2
9
4
.7

1
1
2

2
9
5
.6

2
6

2
9
3
.4

2
6

2
9
8
.7

8
2
8
2
.7

1
0

2
8
8
.3

1
0

2
9
8
.6

4
3
2
0
.2

2
4

2
9
8
.5

2
6

2
9
8
.4

出
荷
日
齢

体
重

　
（
平

均
値

）
kg
/
日

1
0
9

1
.0
9

1
1
2

1
.0
9

2
6

1
.0
6

2
6

1
.0
7

8
1
.0
0

1
0

1
.0
4

1
0

1
.0
9

4
1
.1
4

2
4

1
.1
0

2
6

1
.1
0

出
荷
頭
数

頭
1
0
7

9
.9

1
1
0

1
0
.2

2
6

8
.3

2
6

9
.0

8
1
2
.0

1
0

1
1
.3

1
0

9
.1

4
5
.3

2
5

8
.8

2
5

1
0
.7

出
荷
日
齢

　
（
平

均
値

）
日

1
0
7

2
8
5
.6

1
1
0

2
8
6
.0

2
6

2
8
9
.1

2
6

2
8
9
.0

8
2
9
1
.9

1
0

2
8
8
.0

1
0

2
9
1
.0

4
2
8
0
.4

2
5

2
8
9
.5

2
5

2
9
0
.1

出
荷
体
重

　
（
平

均
値

）
kg

1
0
7

2
7
5
.7

1
1
0

2
7
9
.5

2
6

2
7
3
.3

2
6

2
7
9
.4

8
2
7
0
.6

1
0

2
7
3
.3

1
0

2
8
4
.8

4
2
8
5
.1

2
5

2
7
8
.9

2
5

2
8
8
.1

出
荷
日
齢

体
重

　
（
平

均
値

）
kg
/
日

1
0
7

0
.9
7

1
1
0

0
.9
8

2
6

0
.9
5

2
6

0
.9
7

8
0
.9
3

1
0

0
.9
5

1
0

0
.9
8

4
1
.0
2

2
5

0
.9
6

2
5

0
.9
9

２
．
結
果
の
比
較
検
討
・
考
察

子 牛 出 荷 成 績

去
勢 雌

1
）

全
体

の
年

比
較

　
 
H
3
0
年

は
2
4
.
7
か

月
齢

、
R
1
年

が
2
5
.
1
か

月
齢

に
な

り
、

0
.
4
か

月
長

く
な

っ
た

。

2
）

H
3
0
年

下
位

2
5
％

階
層

（
2
6
戸

、
2
7
.
5
か

月
齢

）
の

R
1
年

状
況

　
 
2
6
戸

の
う

ち
、

1
4
戸

は
上

位
・

中
位

階
層

、
そ

れ
ぞ

れ
平

均
が

2
2
.
8
か

月
齢

・
2
4
.
9
か

月
齢

と
短

く
な

っ
た

。
残

り
1
0
戸

は
下

位
2
5
％

階
層

、
平

均
2
9
.
8
か

月
齢

に
な

り
、

R
1
年

下
位

　
 
2
5
％

階
層

の
平

均
2
6
.
6
か

月
齢

よ
り

長
く

、
2
戸

に
つ

い
て

は
R
1
年

に
初

産
分

娩
が

な
か

っ
た

。

3
）

R
1
年

の
下

位
2
5
％

階
層

と
上

位
2
5
％

階
層

の
比

較
　

 
R
1
年

上
位

2
5
％

階
層

は
2
4
.
0
か

月
齢

に
な

り
、

下
位

2
5
％

階
層

の
2
6
.
6
か

月
齢

よ
り

2
.
6
か

月
短

く
な

っ
た

。

4
）

特
記

事
項

　
 
上

位
2
5
％

階
層

で
は

、
分

娩
間

隔
が

短
く

、
平

均
産

次
数

が
少

な
い

傾
向

が
み

ら
れ

た
。

指
導

内
容

を
み

て
も

初
産

月
齢

の
高

い
農

家
で

は
、

分
娩

間
隔

の
短

縮
に

向
け

た
栄

養
管

理
　

 
や

行
動

観
察

の
改

善
が

強
く

求
め

ら
れ

て
い

た
。

繁 殖 成 績

受
胎
に
要
し
た
種
付
回

数
（
平

均
値

）

初
産
月
齢
　
（
平
均
値

）

供
用
年
数
　
（
平
均
値

）
産
次
　
（
平
均
値
）
　
※

期
中

分
娩

牛

単
位

全
体

平
成

3
0
年

の
初

産
月

齢
が

下
位

2
5
%
の

階
層

期
末
飼
養
頭
数
　
（
イ
）

分
娩
時
の
子
牛
事
故
率
　
※
流
産
・
奇
形
、
死
産

前
年
比
　
（
期
末
÷
期

首
）

常
時
平
均
飼
養
頭
数
　
（
ア
＋

イ
）
/
２

項
目

分
娩
頭
数

分
娩
間
隔
　
（
平
均
値

）

飼 養 状 況

期
首
飼
養
頭
数
　
（
ア
）

育
成
牛
か
ら
の
繰
入

外
部
導
入
頭
数

事
故
廃
用
頭
数

平
成

3
0
年

の
初

産
月

齢
が

上
位

2
5
%
の

階
層

H
3
0
年

成
績

R
1
年

成
績

H
3
0
年

成
績

R
1
年

成
績

R
1
年

に
成

績
が

悪
化
し
た
も
の

R
1
年

成
績

が
中

位
5
0
%
の

階
層

R
1
年

成
績

が
上

位
2
5
%
の

階
層

Ｈ
３
０
年

成
績

R
1
年

成
績

R
1
年

も
成

績
が

下
位

2
5
%
の

階
層
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１
．
分
娩
時
の
子
牛
事
故
率
の
階
層
間
比
較
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デ
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結
果
の
比
較
検
討
・
考
察

子 牛 出 荷 成 績

去
勢 雌

1
）

全
体

の
年

比
較

　
 
H
3
0
年

は
2
.
7
％

、
R
1
年

が
3
.
2
％

に
な

り
、

0
.
5
％

高
く

な
っ

た
。

2
）

H
3
0
年

下
位

2
5
％

階
層

（
2
8
戸

、
1
0
.
4
％

）
の

R
1
年

状
況

　
 
2
8
戸

の
う

ち
、

1
0
戸

の
上

位
2
5
％

階
層

は
R
1
年

に
子

牛
事

故
は

な
く

、
6
戸

の
中

位
5
0
％

階
層

は
平

均
が

3
.
8
％

に
な

り
改

善
が

み
ら

れ
た

。
残

り
1
2
戸

は
下

位
2
5
％

階
層

、
平

均
　

 
1
1
.
2
％

に
な

り
、

R
1
年

下
位

2
5
％

階
層

の
平

均
5
.
6
％

よ
り

高
く

な
っ

た
。

3
）

R
1
年

の
下

位
2
5
％

階
層

と
上

位
2
5
％

階
層

の
比

較
　

 
R
1
年

上
位

2
5
％

階
層

は
2
.
3
％

に
な

り
、

下
位

2
5
％

階
層

の
5
.
6
％

よ
り

3
.
3
％

低
く

な
っ

た
。

4
）

特
記

事
項

　
 
子

牛
事

故
率

が
高

い
農

家
で

は
、

母
牛

の
供

用
年

数
が

長
い

傾
向

が
み

ら
れ

た
。

高
齢

牛
の

分
娩

は
、

一
般

的
に

分
娩

時
の

子
牛

事
故

率
が

上
が

る
と

言
わ

れ
お

り
、

今
回

も
そ

の
傾

　
 
向

が
み

ら
れ

た
。

指
導

内
容

を
み

て
も

増
頭

や
農

繁
期

の
労

働
力

不
足

よ
る

分
娩

時
の

管
理

不
足

な
ど

が
多

く
あ

げ
ら

れ
て

い
た

。

繁 殖 成 績

受
胎
に
要
し
た
種
付
回

数
（
平

均
値

）

初
産
月
齢
　
（
平
均
値

）

供
用
年
数
　
（
平
均
値

）
産
次
　
（
平
均
値
）
　
※

期
中

分
娩

牛

単
位

全
体

平
成

3
0
年

の
事

故
率

が
下

位
2
5
%
の

階
層

期
末
飼
養
頭
数
　
（
イ
）

分
娩
時
の
子
牛
事
故
率
　
※
流
産
・
奇
形
、
死
産

前
年
比
　
（
期
末
÷
期

首
）

常
時
平
均
飼
養
頭
数
　
（
ア
＋

イ
）
/
２

項
目

分
娩
頭
数

分
娩
間
隔
　
（
平
均
値

）

飼 養 状 況

期
首
飼
養
頭
数
　
（
ア
）

育
成
牛
か
ら
の
繰
入

外
部
導
入
頭
数

事
故
廃
用
頭
数

平
成

3
0
年

の
事

故
率

が
上

位
2
5
%
の

階
層

H
3
0
年

成
績

R
1
年

成
績

H
3
0
年

成
績

R
1
年

成
績

R
1
年

に
成

績
が

悪
化
し
た
も
の

R
1
年

成
績

が
中

位
5
0
%
の

階
層

R
1
年

成
績

が
上

位
2
5
%
の

階
層

Ｈ
３
０
年

成
績

R
1
年

成
績

R
1
年

も
成

績
が

下
位

2
5
%
の

階
層
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２
．
結
果
の
比
較
検
討
・
考
察

子 牛 出 荷 成 績

去
勢 雌

1
）

全
体

の
年

比
較

　
 
H
3
0
年

は
1
3
.
2
頭

、
R
1
年

が
1
3
.
8
頭

で
0
.
6
頭

多
く

な
っ

た
。

2
）

H
3
0
年

下
位

2
5
％

階
層

（
3
1
戸

、
3
.
9
頭

）
の

R
1
年

状
況

　
 
3
1
戸

の
う

ち
、

1
2
戸

は
中

位
5
0
％

階
層

、
平

均
が

1
0
.
5
頭

と
多

く
な

っ
た

。
残

り
1
8
戸

は
下

位
2
5
％

階
層

、
平

均
4
.
1
頭

に
な

り
、

R
1
年

下
位

2
5
％

階
層

の
平

均
6
.
7
頭

よ
り

少
な

く
な

っ
た

。

3
）

R
1
年

の
下

位
2
5
％

階
層

と
上

位
2
5
％

階
層

の
比

較
　

 
R
1
年

上
位

2
5
％

階
層

は
2
7
.
5
頭

に
な

り
、

下
位

2
5
％

階
層

の
6
.
7
頭

よ
り

2
0
.
8
頭

多
く

な
っ

た
。

繁 殖 成 績

受
胎
に
要
し
た
種
付
回

数
（
平

均
値

）

初
産
月
齢
　
（
平
均
値

）

供
用
年
数
　
（
平
均
値

）
産
次
　
（
平
均
値
）
　
※

期
中

分
娩

牛

単
位

全
体

平
成

3
0
年

の
去

勢
出

荷
頭

数
が

下
位

2
5
%
の

階
層

期
末
飼
養
頭
数
　
（
イ
）

分
娩
時
の
子
牛
事
故
率
　
※
流
産
・
奇
形
、
死
産

前
年
比
　
（
期
末
÷
期

首
）

常
時
平
均
飼
養
頭
数
　
（
ア
＋

イ
）
/
２

項
目

分
娩
頭
数

分
娩
間
隔
　
（
平
均
値

）

飼 養 状 況

期
首
飼
養
頭
数
　
（
ア
）

育
成
牛
か
ら
の
繰
入

外
部
導
入
頭
数

事
故
廃
用
頭
数

平
成

3
0
年

の
去

勢
出

荷
頭

数
が

上
位

2
5
%
の

階
層

H
3
0
年

成
績

R
1
年

成
績

H
3
0
年

成
績

R
1
年

成
績

R
1
年

に
成

績
が

悪
化
し
た
も
の

R
1
年

成
績

が
中

位
5
0
%
の

階
層

R
1
年

成
績

が
上

位
2
5
%
の

階
層

Ｈ
３
０
年

成
績

R
1
年

成
績

R
1
年

も
成

績
が

下
位

2
5
%
の

階
層
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１
．
子
牛
（
去
勢
）
出
荷
日
齢
の
階
層
間
比
較

対
象

デ
ー
タ

数
平

均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平

均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平

均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平

均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平

均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平

均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平

均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平

均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平

均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平

均
値

頭
1
1
2

3
3
.3

1
1
3

3
8
.0

2
7

3
3
.7

2
7

3
6
.0

6
2
5
.3

1
6

3
6
.1

1
0

3
8
.5

2
8

2
6
.5

2
8

2
9
.4

頭
1
1
3

5
.8

1
1
3

4
.9

2
7

2
.4

2
7

2
.5

6
2
.0

1
6

2
.4

1
0

2
.9

2
8

3
.6

2
8

3
.9

頭
1
1
3

2
.2

1
1
3

1
.0

2
7

1
.9

2
7

1
.1

6
0
.8

1
6

1
.4

1
0

0
.6

2
8

1
.3

2
8

0
.4

頭
1
1
3

3
.0

1
1
3

4
.2

2
7

2
.1

2
7

2
.8

6
1
.0

1
6

3
.1

1
0

2
.2

2
8

2
.1

2
8

3
.1

頭
1
1
3

3
8
.0

1
1
3

3
9
.8

2
7

3
6
.0

2
7

3
6
.9

6
2
7
.2

1
6

3
6
.8

1
0

3
9
.8

2
8

2
9
.4

2
8

3
0
.6

％
1
1
2

1
1
3
.7

1
1
3

1
0
4
.8

2
7

1
1
2
.8

2
7

1
0
3
.2

6
1
0
9
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1
6

1
0
2
.7

1
0

1
0
6
.2

2
8

1
1
8
.1

2
8

1
0
4
.3

頭
1
1
3

3
5
.5

1
1
3

3
8
.9

2
7

3
4
.9

2
7

3
6
.4

6
2
6
.3

1
6

3
6
.4

1
0

3
9
.2

2
8

2
8
.0

2
8

3
0
.0

回
1
0
2

1
.8

1
0
3

1
.8

2
2

1
.8

2
2

1
.8

4
1
.5

1
1

1
.7

1
0

2
.0

2
7

1
.9

2
7

1
.8

頭
1
1
2

2
7
.6

1
1
3

2
9
.1

2
7

2
6
.6

2
7

2
6
.4

6
1
8
.0

1
6

2
8
.9

1
0

2
4
.2

2
8

2
2
.8

2
8

2
4
.4

ヵ
月

1
1
2

1
3
.6

1
1
2

1
3
.9

2
7

1
3
.5

2
7

1
4
.7

6
1
5
.5

1
6

1
4
.4

1
0

1
4
.8

2
8

1
3
.6

2
8

1
3
.5

年
7
2

6
.9

8
3

7
.6

1
6

8
.7

2
2

9
.7

4
1
1
.6

1
3

8
.7

9
1
1
.2

1
6

7
.3

1
9

7
.2

産
1
1
3

4
.4

1
1
3

4
.5

2
7

4
.6

2
7

4
.8

6
5
.5

1
6

4
.5

1
0

5
.4

2
8

4
.9

2
8

4
.9

ヵ
月
齢

1
0
6

2
4
.7

1
0
5

2
5
.1

2
4

2
4
.5

2
3

2
4
.8

5
2
4
.1

1
5

2
4
.6

8
2
5
.2

2
6

2
4
.5

2
5

2
5
.0

％
1
1
3

2
.7

1
1
3

3
.2

2
7

3
.3

2
7

3
.5

6
1
.9

1
6

2
.1

1
0

6
.1

2
8

3
.0

2
8

2
.7

出
荷
頭
数

頭
1
0
9

1
3
.2

1
1
2

1
3
.8

2
7

1
4
.1

2
6

1
5
.2

6
5
.0

1
6

1
5
.2

1
0

1
5
.3

2
8

1
1
.5

2
8

1
1
.6

出
荷
日
齢

　
（
平

均
値

）
日

1
0
9

2
7
2
.0

1
1
2

2
7
1
.6

2
7

2
9
4
.6

2
6

2
8
8
.4

6
3
0
2
.6

1
6

2
9
4
.4

1
0

2
7
8
.8

2
8

2
3
8
.9

2
8

2
4
5
.2

出
荷
体
重

　
（
平

均
値

）
kg

1
0
9

2
9
4
.7

1
1
2

2
9
5
.6

2
7

3
1
6
.3

2
6

3
1
3
.6

6
3
1
2
.4

1
6

3
1
7
.8

1
0

3
0
7
.0

2
8

2
7
0
.3

2
8

2
7
2
.7

出
荷
日
齢

体
重

　
（
平

均
値

）
kg
/
日

1
0
9

1
.0
9

1
1
2

1
.0
9

2
7

1
.0
8

2
6

1
.0
9

6
1
.0
3

1
6

1
.0
8

1
0

1
.1
0

2
8

1
.1
3

2
8

1
.1
1

出
荷
頭
数

頭
1
0
7

9
.9

1
1
0

1
0
.2

2
7

8
.9

2
7

9
.5

6
9
.3

1
6

9
.4

1
0

1
0
.4

2
4

8
.1

2
5

8
.9

出
荷
日
齢

　
（
平

均
値

）
日

1
0
7

2
8
5
.6

1
1
0

2
8
6
.0

2
7

2
9
7
.1

2
7

2
9
4
.9

6
3
0
0
.8

1
6

2
9
6
.1

1
0

2
9
1
.0

2
4

2
6
3
.2

2
5

2
6
7
.2

出
荷
体
重

　
（
平

均
値

）
kg

1
0
7

2
7
5
.7

1
1
0

2
7
9
.5

2
7

2
8
7
.5

2
7

2
9
1
.0

6
2
9
6
.1

1
6

2
9
3
.0

1
0

2
8
6
.0

2
4

2
6
4
.9

2
5

2
6
8
.5

出
荷
日
齢

体
重

　
（
平

均
値

）
kg
/
日

1
0
7

0
.9
7

1
1
0

0
.9
8

2
7

0
.9
7

2
7

0
.9
9

6
0
.9
9

1
6

0
.9
9

1
0

0
.9
9

2
4

1
.0
1

2
5

1
.0
1

２
．
結
果
の
比
較
検
討
・
考
察

子 牛 出 荷 成 績

去
勢 雌

1
）

全
体

の
年

比
較

　
 
H
3
0
年

は
2
7
2
.
0
日

、
R
1
年

が
2
7
1
.
6
日

と
ほ

と
ん

ど
変

化
が

な
か

っ
た

。

2
）

H
3
0
年

下
位

2
5
％

階
層

（
2
7
戸

、
2
9
4
.
6
日

）
の

R
1
年

状
況

　
 
2
7
戸

の
う

ち
、

1
0
戸

は
中

位
5
0
％

階
層

、
平

均
が

2
7
8
.
8
日

と
短

く
な

っ
た

。
残

り
1
6
戸

は
下

位
2
5
％

階
層

、
平

均
2
9
4
.
4
日

に
な

り
、

R
1
年

下
位

2
5
％

階
層

の
平

均
2
8
8
.
4
日

よ
り

長
　

 
く

、
1
戸

に
つ

い
て

は
R
1
年

に
子

牛
出

荷
が

な
か

っ
た

。

3
）

R
1
年

の
下

位
2
5
％

階
層

と
上

位
2
5
％

階
層

の
比

較
　

 
R
1
年

上
位

2
5
％

階
層

は
2
4
5
.
2
日

に
な

り
、

下
位

2
5
％

階
層

の
2
8
8
.
4
日

よ
り

4
3
.
2
日

短
く

な
っ

た
。

4
）

特
記

事
項

　
 
去

勢
の

出
荷

日
齢

体
重

を
み

る
と

、
全

体
で

は
H
3
0
年

・
R
1
年

と
も

に
1
.
0
9
k
g
/
日

で
あ

っ
た

が
、

上
位

2
5
％

階
層

で
は

、
H
3
0
年

は
1
.
1
3
k
g
/
日

、
R
1
年

は
1
.
1
1
k
g
/
日

と
重

い
傾

向
が

み
ら

れ
た

。

繁 殖 成 績

受
胎
に
要
し
た
種
付
回

数
（
平

均
値

）

初
産
月
齢
　
（
平
均
値

）

供
用
年
数
　
（
平
均
値

）
産
次
　
（
平
均
値
）
　
※

期
中

分
娩

牛

単
位

全
体

平
成

3
0
年

の
去

勢
出

荷
日

齢
が

下
位

2
5
%
の

階
層

期
末
飼
養
頭
数
　
（
イ
）

分
娩
時
の
子
牛
事
故
率
　
※
流
産
・
奇
形
、
死
産

前
年
比
　
（
期
末
÷
期

首
）

常
時
平
均
飼
養
頭
数
　
（
ア
＋

イ
）
/
２

項
目

分
娩
頭
数

分
娩
間
隔
　
（
平
均
値

）

飼 養 状 況

期
首
飼
養
頭
数
　
（
ア
）

育
成
牛
か
ら
の
繰
入

外
部
導
入
頭
数

事
故
廃
用
頭
数

平
成

3
0
年

の
去

勢
出

荷
日

齢
が

上
位

2
5
%
の

階
層

H
3
0
年

成
績

R
1
年

成
績

H
3
0
年

成
績

R
1
年

成
績

R
1
年

に
成

績
が

悪
化
し
た
も
の

R
1
年

成
績

が
中

位
5
0
%
の

階
層

R
1
年

成
績

が
上

位
2
5
%
の

階
層

Ｈ
３
０
年

成
績

R
1
年

成
績

R
1
年

も
成

績
が

下
位

2
5
%
の

階
層

- 46 -



１
．
子
牛
（
去
勢
）
出
荷
体
重
の
階
層
間
比
較

対
象

デ
ー
タ

数
平

均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平

均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平

均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平

均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平

均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平

均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平

均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平

均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平

均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平

均
値

頭
1
1
2

3
3
.3

1
1
3

3
8
.0

2
7

3
7
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2
7

4
2
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5
5
5
.0

1
7

3
7
.5

8
5
6
.0

2
2
9
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2
7

3
2
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2
7

3
3
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1
1
3

5
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1
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4
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2
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4
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2
7

3
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5
3
.8

1
7

2
.8

8
5
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2
0
.0

2
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2
.0

2
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2
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頭
1
1
3

2
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1
1
3

1
.0

2
7

4
.1

2
7

1
.3

5
2
.4

1
7

1
.0

8
2
.1

2
0
.5

2
7

1
.6

2
7

1
.4

頭
1
1
3

3
.0

1
1
3

4
.2

2
7

3
.9

2
7

4
.4

5
8
.2

1
7

5
.1

8
4
.1

2
0
.0

2
7

2
.0

2
7

1
.9

頭
1
1
3

3
8
.0

1
1
3

3
9
.8

2
7

4
2
.4

2
7

4
2
.6

5
5
3
.0

1
7

3
6
.2

8
5
9
.5

2
3
0
.0

2
7

3
3
.7

2
7

3
6
.1

％
1
1
2

1
1
3
.7

1
1
3

1
0
4
.8

2
7

1
1
3
.5

2
7

1
0
0
.5

5
9
8
.6

1
7

9
7
.7

8
1
0
6
.1

2
1
0
2
.0

2
7

1
1
0
.2

2
7

1
0
7
.8

頭
1
1
3

3
5
.5

1
1
3

3
8
.9

2
7

4
0
.0

2
7

4
2
.5

5
5
4
.0

1
7

3
6
.8

8
5
7
.8

2
2
9
.8

2
7

3
2
.9

2
7

3
4
.8

回
1
0
2

1
.8

1
0
3

1
.8

2
7

1
.8

2
7

1
.7

5
1
.7

1
7

1
.8

8
1
.5

2
1
.9

2
0

1
.7

2
0

1
.7

頭
1
1
2

2
7
.6

1
1
3

2
9
.1

2
7

2
9
.4

2
7

2
8
.8

5
3
2
.0

1
7

2
2
.5

8
4
3
.5

2
2
3
.5

2
7

2
7
.1

2
7

2
8
.0

ヵ
月

1
1
2

1
3
.6

1
1
2

1
3
.9

2
7

1
4
.1

2
7

1
4
.6

5
1
3
.2

1
7

1
4
.9

8
1
4
.1

2
1
3
.2

2
7

1
3
.4

2
7

1
4
.0

年
7
2

6
.9

8
3

7
.6

1
9

6
.1

1
9

5
.6

5
7
.8

1
4

6
.1

5
4
.3

1
4

8
.0

1
9

1
0
.2

産
1
1
3

4
.4

1
1
3

4
.5

2
7

4
.0

2
7

4
.3

5
5
.3

1
7

4
.3

8
4
.2

2
5
.0

2
7

4
.9

2
7

4
.8

ヵ
月
齢

1
0
6

2
4
.7

1
0
5

2
5
.1

2
6

2
4
.7

2
6

2
6
.1

5
2
7
.4

1
6

2
6
.8

8
2
5
.4

2
2
3
.9

2
7

2
4
.6

2
6

2
4
.8

％
1
1
3

2
.7

1
1
3

3
.2

2
7

3
.2

2
7

3
.8

5
9
.5

1
7

4
.9

8
2
.6

2
0
.0

2
7

3
.0

2
7

3
.8

出
荷
頭
数

頭
1
0
9

1
3
.2

1
1
2

1
3
.8

2
7

1
3
.5

2
7

1
3
.7

5
1
5
.8

1
7

1
0
.9

8
1
9
.3

2
1
4
.5

2
7

1
3
.5

2
7

1
4
.4

出
荷
日
齢

　
（
平

均
値

）
日

1
0
9

2
7
2
.0

1
1
2

2
7
1
.6

2
7

2
5
4
.6

2
7

2
5
5
.7

5
2
2
9
.1

1
7

2
4
5
.5

8
2
7
4
.8

2
2
6
6
.2

2
7

2
8
7
.5

2
7

2
8
6
.2

出
荷
体
重

　
（
平

均
値

）
kg

1
0
9

2
9
4
.7

1
1
2

2
9
5
.6

2
7

2
4
3
.5

2
7

2
6
3
.1

5
2
2
1
.6

1
7

2
4
1
.1

8
2
9
2
.6

2
3
3
1
.9

2
7

3
4
0
.8

2
7

3
3
0
.8

出
荷
日
齢

体
重

　
（
平

均
値

）
kg
/
日

1
0
9

1
.0
9

1
1
2

1
.0
9

2
7

0
.9
7

2
7

1
.0
4

5
0
.9
8

1
7

1
.0
0

8
1
.0
7

2
1
.2
5

2
7

1
.1
9

2
7

1
.1
6

出
荷
頭
数

頭
1
0
7

9
.9

1
1
0

1
0
.2

2
3

1
2
.0

2
4

1
1
.2

5
1
1
.0

1
5

9
.3

7
1
6
.1

2
8
.0

2
7

9
.9

2
7

9
.0

出
荷
日
齢

　
（
平

均
値

）
日

1
0
7

2
8
5
.6

1
1
0

2
8
6
.0

2
3

2
7
3
.9

2
4

2
7
6
.1

5
2
3
7
.7

1
5

2
7
4
.3

7
2
7
9
.9

2
2
7
5
.7

2
7

2
9
3
.9

2
7

2
9
5
.0

出
荷
体
重

　
（
平

均
値

）
kg

1
0
7

2
7
5
.7

1
1
0

2
7
9
.5

2
3

2
3
9
.1

2
4

2
5
4
.4

5
2
1
5
.9

1
5

2
4
5
.3

7
2
5
9
.7

2
3
0
4
.1

2
7

3
0
5
.1

2
7

3
0
9
.0

出
荷
日
齢

体
重

　
（
平

均
値

）
kg
/
日

1
0
7

0
.9
7

1
1
0

0
.9
8

2
3

0
.8
9

2
4

0
.9
3

5
0
.9
3

1
5

0
.9
1

7
0
.9
3

2
1
.1
1

2
7

1
.0
4

2
7

1
.0
5

２
．
結
果
の
比
較
検
討
・
考
察

1
）

全
体

の
年

比
較

　
 
H
3
0
年

は
2
9
4
.
7
k
g
、

R
1
年

が
2
9
5
.
6
k
g
と

ほ
と

ん
ど

変
化

が
な

か
っ

た
。

2
）

H
3
0
年

下
位

2
5
％

階
層

（
2
7
戸

、
2
4
3
.
5
k
g
）

の
R
1
年

状
況

　
 
2
7
戸

の
う

ち
、

1
0
戸

は
上

位
・

中
位

階
層

、
そ

れ
ぞ

れ
平

均
が

3
3
1
.
9
k
g
・

2
9
2
.
6
k
g
と

重
く

な
っ

た
。

残
り

1
7
戸

は
下

位
2
5
％

階
層

、
平

均
2
4
1
.
1
k
g
に

な
り

、
R
1
年

下
位

2
5
％

階
層

の
　

 
平

均
2
6
3
.
1
k
g
よ

り
軽

く
な

っ
た

。

3
）

R
1
年

の
下

位
2
5
％

階
層

と
上

位
2
5
％

階
層

の
比

較
　

 
R
1
年

上
位

2
5
％

階
層

は
3
3
0
.
8
k
g
に

な
り

、
下

位
2
5
％

階
層

の
2
6
3
.
1
k
g
よ

り
6
7
.
7
k
g
重

く
な

っ
た

。

4
）

特
記

事
項

　
 
常

時
平

均
飼

養
頭

数
を

み
る

と
、

上
位

2
5
％

階
層

で
は

、
H
3
0
年

は
3
2
.
9
頭

、
R
1
年

は
3
4
.
8
頭

、
下

位
2
5
％

階
層

で
は

、
H
3
0
年

は
4
0
.
0
頭

、
R
1
年

は
4
2
.
5
頭

と
下

位
群

の
飼

養
規

模
が

大
き

か
っ

 
 
 
た

。
　

 
指

導
内

容
は

、
早

期
離

乳
に

関
す

る
事

や
哺

乳
方

法
（

初
乳

給
与

な
ど

）
、

育
成

期
の

飼
養

管
理

の
徹

底
と

環
境

改
善

、
妊

娠
後

期
の

母
牛

の
増

給
な

ど
が

多
く

み
ら

れ
た

。

子 牛 出 荷 成 績

去
勢 雌

繁 殖 成 績

受
胎
に
要
し
た
種
付
回

数
（
平

均
値

）

初
産
月
齢
　
（
平
均
値

）

供
用
年
数
　
（
平
均
値

）
産
次
　
（
平
均
値
）
　
※

期
中

分
娩

牛

単
位

全
体

平
成

3
0
年

の
去

勢
出

荷
体

重
が

下
位

2
5
%
の

階
層

期
末
飼
養
頭
数
　
（
イ
）

分
娩
時
の
子
牛
事
故
率
　
※
流
産
・
奇
形
、
死
産

前
年
比
　
（
期
末
÷
期

首
）

常
時
平
均
飼
養
頭
数
　
（
ア
＋

イ
）
/
２

項
目

分
娩
頭
数

分
娩
間
隔
　
（
平
均
値

）

飼 養 状 況

期
首
飼
養
頭
数
　
（
ア
）

育
成
牛
か
ら
の
繰
入

外
部
導
入
頭
数

事
故
廃
用
頭
数

平
成

3
0
年

の
去

勢
出

荷
体

重
が

上
位

2
5
%
の

階
層

H
3
0
年

成
績

R
1
年

成
績

H
3
0
年

成
績

R
1
年

成
績

R
1
年

に
成

績
が

悪
化
し
た
も
の

R
1
年

成
績

が
中

位
5
0
%
の

階
層

R
1
年

成
績

が
上

位
2
5
%
の

階
層

Ｈ
３
０
年

成
績

R
1
年

成
績

R
1
年

も
成

績
が

下
位

2
5
%
の

階
層
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１
．
子
牛
（
雌
）
出
荷
日
齢
体
重
の
階
層
間
比
較

対
象

デ
ー
タ

数
平

均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平

均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平

均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平

均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平

均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平

均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平

均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平

均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平

均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平

均
値

頭
1
1
2

3
3
.3

1
1
3

3
8
.0

2
9

3
9
.5

2
9

4
4
.5

6
5
2
.2

1
8

4
4
.3

1
1

4
4
.8

2
7

2
3
.3

2
7

2
5
.3

頭
1
1
3

5
.8

1
1
3

4
.9

2
9

4
.6

2
9

3
.9

6
2
.8

1
8

2
.4

1
1

6
.2

2
7

2
.0

2
7

2
.0

頭
1
1
3

2
.2

1
1
3

1
.0

2
9

4
.4

2
9

1
.3

6
2
.3

1
8

1
.7

1
1

0
.6

2
7

1
.5

2
7

1
.1

頭
1
1
3

3
.0

1
1
3

4
.2

2
9

4
.0

2
9

4
.7

6
7
.5

1
8

5
.2

1
1

3
.9

2
7

1
.6

2
7

1
.7

頭
1
1
3

3
8
.0

1
1
3

3
9
.8

2
9

4
4
.5

2
9

4
5
.0

6
4
9
.8

1
8

4
3
.3

1
1

4
7
.7

2
7

2
5
.3

2
7

2
6
.7

％
1
1
2

1
1
3
.7

1
1
3

1
0
4
.8

2
9

1
1
1
.8

2
9

1
0
2
.0

6
9
6
.6

1
8

9
6
.9

1
1

1
1
0
.4

2
7

1
1
3
.4

2
7

1
0
5
.7

頭
1
1
3

3
5
.5

1
1
3

3
8
.9

2
9

4
2
.0

2
9

4
4
.7

6
5
1
.0

1
8

4
3
.8

1
1

4
6
.3

2
7

2
4
.3

2
7

2
5
.9

回
1
0
2

1
.8

1
0
3

1
.8

2
8

1
.8

2
8

1
.8

5
1
.8

1
7

1
.9

1
1

1
.7

2
0

1
.7

2
0

1
.7

頭
1
1
2

2
7
.6

1
1
3

2
9
.1

2
9

3
0
.8

2
9

2
9
.5

6
2
9
.7

1
8

2
7
.5

1
1

3
2
.8

2
7

1
9
.7

2
7

2
0
.2

ヵ
月

1
1
2

1
3
.6

1
1
2

1
3
.9

2
9

1
4
.1

2
9

1
4
.7

6
1
3
.9

1
8

1
5
.0

1
1

1
4
.3

2
7

1
3
.7

2
7

1
3
.9

年
7
2

6
.9

8
3

7
.6

2
2

6
.4

2
3

6
.0

5
6
.9

1
5

6
.1

8
5
.9

1
5

7
.4

1
6

8
.3

産
1
1
3

4
.4

1
1
3

4
.5

2
9

4
.0

2
9

4
.4

6
5
.1

1
8

4
.5

1
1

4
.2

2
7

5
.1

2
7

5
.1

ヵ
月
齢

1
0
6

2
4
.7

1
0
5

2
5
.1

2
7

2
5
.0

2
7

2
6
.0

5
2
7
.1

1
7

2
6
.5

1
0

2
5
.1

2
5

2
5
.4

2
4

2
5
.2

％
1
1
3

2
.7

1
1
3

3
.2

2
9

3
.0

2
9

4
.2

6
9
.7

1
8

5
.1

1
1

2
.8

2
7

2
.2

2
7

3
.3

出
荷
頭
数

頭
1
0
9

1
3
.2

1
1
2

1
3
.8

2
9

1
3
.7

2
9

1
4
.5

6
1
4
.5

1
8

1
3
.2

1
1

1
6
.6

2
7

7
.7

2
7

9
.0

出
荷
日
齢

　
（
平

均
値

）
日

1
0
9

2
7
2
.0

1
1
2

2
7
1
.6

2
9

2
8
2
.5

2
9

2
7
9
.2

6
2
8
2
.6

1
8

2
8
0
.6

1
1

2
7
6
.9

2
7

2
6
3
.9

2
7

2
6
6
.2

出
荷
体
重

　
（
平

均
値

）
kg

1
0
9

2
9
4
.7

1
1
2

2
9
5
.6

2
9

2
6
6
.9

2
9

2
8
1
.0

6
2
6
3
.4

1
8

2
7
0
.5

1
1

2
9
8
.2

2
7

3
2
2
.3

2
7

3
1
4
.1

出
荷
日
齢

体
重

　
（
平

均
値

）
kg
/
日

1
0
9

1
.0
9

1
1
2

1
.0
9

2
9

0
.9
5

2
9

1
.0
1

6
0
.9
3

1
8

0
.9
7

1
1

1
.0
8

2
7

1
.2
2

2
7

1
.1
8

出
荷
頭
数

頭
1
0
7

9
.9

1
1
0

1
0
.2

2
7

1
1
.2

2
8

1
1
.1

6
1
0
.5

1
8

1
1
.1

1
0

1
1
.2

2
7

8
.1

2
7

7
.3

出
荷
日
齢

　
（
平

均
値

）
日

1
0
7

2
8
5
.6

1
1
0

2
8
6
.0

2
7

2
9
0
.1

2
8

2
8
8
.6

6
2
8
9
.4

1
8

2
9
1
.6

1
0

2
8
3
.3

2
7

2
7
4
.3

2
7

2
7
5
.7

出
荷
体
重

　
（
平

均
値

）
kg

1
0
7

2
7
5
.7

1
1
0

2
7
9
.5

2
7

2
4
9
.1

2
8

2
5
9
.9

6
2
4
7
.8

1
8

2
5
3
.8

1
0

2
7
0
.8

2
7

2
8
8
.8

2
7

2
9
3
.3

出
荷
日
齢

体
重

　
（
平

均
値

）
kg
/
日

1
0
7

0
.9
7

1
1
0

0
.9
8

2
7

0
.8
6

2
8

0
.9
0

6
0
.8
6

1
8

0
.8
7

1
0

0
.9
6

2
7

1
.0
6

2
7

1
.0
6

２
．
結
果
の
比
較
検
討
・
考
察

1
）

全
体

の
年

比
較

　
 
H
3
0
年

は
1
.
0
9
k
g
/
日

、
R
1
年

が
1
.
0
9
k
g
/
日

と
変

化
が

な
か

っ
た

。

2
）

H
3
0
年

下
位

2
5
％

階
層

（
2
9
戸

、
0
.
9
5
k
g
/
日

）
の

R
1
年

状
況

　
 
2
9
戸

の
う

ち
、

1
1
戸

は
中

位
5
0
％

階
層

、
平

均
が

1
.
0
8
k
g
/
日

と
重

く
な

っ
た

。
残

り
1
8
戸

は
下

位
2
5
％

階
層

、
平

均
0
.
9
7
k
g
/
日

に
な

り
、

R
1
年

下
位

2
5
％

階
層

の
平

均
1
.
0
1
k
g
/
日

よ
　

 
り

軽
く

な
っ

た
。

3
）

R
1
年

の
下

位
2
5
％

階
層

と
上

位
2
5
％

階
層

の
比

較
　

 
R
1
年

上
位

2
5
％

階
層

は
1
.
1
8
k
g
/
日

に
な

り
、

下
位

2
5
％

階
層

の
1
.
0
1
k
g
/
日

よ
り

0
.
1
7
k
g
/
日

重
く

な
っ

た
。

4
）

特
記

事
項

　
 
常

時
平

均
飼

養
頭

数
を

み
る

と
、

上
位

2
5
％

階
層

で
は

、
H
3
0
年

は
2
4
.
3
頭

、
R
1
年

は
2
5
.
9
頭

、
下

位
2
5
％

階
層

で
は

、
H
3
0
年

は
4
2
.
0
頭

、
R
1
年

は
4
4
.
7
頭

と
下

位
群

の
飼

養
規

模
が

大
き

か
っ

 
 
 
た

。
　

 
指

導
内

容
は

、
早

期
離

乳
に

関
す

る
事

、
哺

乳
・

育
成

期
の

飼
養

管
理

の
徹

底
と

環
境

改
善

、
妊

娠
後

期
の

母
牛

の
増

給
な

ど
が

多
く

み
ら

れ
た

。

子 牛 出 荷 成 績

去
勢 雌

繁 殖 成 績

受
胎
に
要
し
た
種
付
回

数
（
平

均
値

）

初
産
月
齢
　
（
平
均
値

）

供
用
年
数
　
（
平
均
値

）
産
次
　
（
平
均
値
）
　
※

期
中

分
娩

牛

単
位

全
体

平
成

3
0
年

の
去

勢
出

荷
日

齢
体

重
が

下
位

2
5
%
の

階
層

期
末
飼
養
頭
数
　
（
イ
）

分
娩
時
の
子
牛
事
故
率
　
※
流
産
・
奇
形
、
死
産

前
年
比
　
（
期
末
÷
期

首
）

常
時
平
均
飼
養
頭
数
　
（
ア
＋

イ
）
/
２

項
目

分
娩
頭
数

分
娩
間
隔
　
（
平
均
値

）

飼 養 状 況

期
首
飼
養
頭
数
　
（
ア
）

育
成
牛
か
ら
の
繰
入

外
部
導
入
頭
数

事
故
廃
用
頭
数

平
成

3
0
年

の
去

勢
出

荷
日

齢
体

重
が

上
位

2
5
%
の

階
層

H
3
0
年

成
績

R
1
年

成
績

H
3
0
年

成
績

R
1
年

成
績

R
1
年

に
成

績
が

悪
化
し
た
も
の

R
1
年

成
績

が
中

位
5
0
%
の

階
層

R
1
年

成
績

が
上

位
2
5
%
の

階
層

Ｈ
３
０
年

成
績

R
1
年

成
績

R
1
年

も
成

績
が

下
位

2
5
%
の

階
層
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１
．
子
牛
（
雌
）
出
荷
頭
数
の
階
層
間
比
較

対
象

デ
ー
タ

数
平

均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平

均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平

均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平

均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平

均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平

均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平

均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平

均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平

均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平

均
値

頭
1
1
2

3
3
.3

1
1
3

3
8
.0

3
0

1
6
.0

3
0

1
8
.7

7
1
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２
．
結
果
の
比
較
検
討
・
考
察

子 牛 出 荷 成 績

去
勢 雌

1
）

全
体

の
年

比
較

　
 
H
3
0
年

は
9
.
9
頭

、
R
1
年

が
1
0
.
2
頭

と
ほ

と
ん

ど
変

化
が

な
か

っ
た

。

2
）

H
3
0
年

下
位

2
5
％

階
層

（
3
0
戸

、
2
.
8
頭

）
の

R
1
年

状
況

　
 
3
0
戸

の
う

ち
、

1
1
戸

は
上

位
・

中
位

階
層

、
そ

れ
ぞ

れ
平

均
が

1
3
.
0
頭

・
7
.
7
頭

と
多

く
な

っ
た

。
　

 
残

り
1
9
戸

は
下

位
2
5
％

階
層

、
平

均
3
.
1
頭

に
な

り
、

R
1
年

下
位

2
5
％

階
層

の
平

均
5
.
1
頭

よ
り

少
な

く
な

っ
た

。

3
）

R
1
年

の
下

位
2
5
％

階
層

と
上

位
2
5
％

階
層

の
比

較
　

 
R
1
年

上
位

2
5
％

階
層

は
1
7
.
1
頭

に
な

り
、

下
位

2
5
％

階
層

の
5
.
1
頭

よ
り

1
2
.
0
頭

多
く

な
っ

た
。

繁 殖 成 績

受
胎
に
要
し
た
種
付
回

数
（
平

均
値

）

初
産
月
齢
　
（
平
均
値

）

供
用
年
数
　
（
平
均
値

）
産
次
　
（
平
均
値
）
　
※

期
中

分
娩

牛

単
位

全
体

平
成

3
0
年

の
雌

出
荷

頭
数

が
下

位
2
5
%
の

階
層

期
末
飼
養
頭
数
　
（
イ
）

分
娩
時
の
子
牛
事
故
率
　
※
流
産
・
奇
形
、
死
産

前
年
比
　
（
期
末
÷
期

首
）

常
時
平
均
飼
養
頭
数
　
（
ア
＋

イ
）
/
２

項
目

分
娩
頭
数

分
娩
間
隔
　
（
平
均
値

）

飼 養 状 況

期
首
飼
養
頭
数
　
（
ア
）

育
成
牛
か
ら
の
繰
入

外
部
導
入
頭
数

事
故
廃
用
頭
数

平
成

3
0
年

の
雌

出
荷

頭
数

が
上

位
2
5
%
の

階
層

H
3
0
年

成
績

R
1
年

成
績

H
3
0
年

成
績

R
1
年

成
績

R
1
年

に
成

績
が

悪
化
し
た
も
の

R
1
年

成
績

が
中

位
5
0
%
の

階
層

R
1
年

成
績

が
上

位
2
5
%
の

階
層

Ｈ
３
０
年

成
績

R
1
年

成
績

R
1
年

も
成

績
が

下
位

2
5
%
の

階
層
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２
．
結
果
の
比
較
検
討
・
考
察

子 牛 出 荷 成 績

去
勢 雌

1
）

全
体

の
年

比
較

　
 
H
3
0
年

は
2
8
5
.
6
日

、
R
1
年

が
2
8
6
.
0
日

と
ほ

と
ん

ど
変

化
が

な
か

っ
た

。

2
）

H
3
0
年

下
位

2
5
％

階
層

（
2
6
戸

、
3
0
3
.
9
日

）
の

R
1
年

状
況

　
 
2
6
戸

の
う

ち
、

1
5
戸

は
中

位
5
0
％

階
層

、
平

均
が

2
8
8
.
9
日

と
短

く
な

っ
た

。
残

り
1
1
戸

は
下

位
2
5
％

階
層

、
平

均
3
0
6
.
0
日

に
な

り
、

R
1
年

下
位

2
5
％

階
層

の
平

均
2
9
6
.
1
日

よ
り

長
く

な
っ

た
。

3
）

R
1
年

の
下

位
2
5
％

階
層

と
上

位
2
5
％

階
層

の
比

較
　

 
R
1
年

上
位

2
5
％

階
層

は
2
6
4
.
6
日

に
な

り
、

下
位

2
5
％

階
層

の
2
9
6
.
1
日

よ
り

3
1
.
5
日

短
く

な
っ

た
。

4
）

特
記

事
項

　
 
雌

の
出

荷
日

齢
体

重
を

み
る

と
、

全
体

で
は

H
3
0
年

は
0
.
9
7
k
g
/
日

、
R
1
年

は
0
.
9
8
k
g
/
日

で
あ

っ
た

が
、

上
位

2
5
％

階
層

で
は

、
H
3
0
年

は
1
.
0
1
k
g
/
日

、
R
1
年

は
1
.
0
0
k
g
/
日

と
重

い
傾

　
 
向

が
み

ら
れ

た
。

繁 殖 成 績

受
胎
に
要
し
た
種
付
回

数
（
平

均
値

）

初
産
月
齢
　
（
平
均
値

）

供
用
年
数
　
（
平
均
値

）
産
次
　
（
平
均
値
）
　
※

期
中

分
娩

牛

単
位

全
体

平
成

3
0
年

の
雌

出
荷

日
齢

が
下

位
2
5
%
の

階
層

期
末
飼
養
頭
数
　
（
イ
）

分
娩
時
の
子
牛
事
故
率
　
※
流
産
・
奇
形
、
死
産

前
年
比
　
（
期
末
÷
期

首
）

常
時
平
均
飼
養
頭
数
　
（
ア
＋

イ
）
/
２

項
目

分
娩
頭
数

分
娩
間
隔
　
（
平
均
値

）

飼 養 状 況

期
首
飼
養
頭
数
　
（
ア
）

育
成
牛
か
ら
の
繰
入

外
部
導
入
頭
数

事
故
廃
用
頭
数

平
成

3
0
年

の
雌

出
荷

日
齢

が
上

位
2
5
%
の

階
層

H
3
0
年

成
績

R
1
年

成
績

H
3
0
年

成
績

R
1
年

成
績

R
1
年

に
成

績
が

悪
化
し
た
も
の

R
1
年

成
績

が
中

位
5
0
%
の

階
層

R
1
年

成
績

が
上

位
2
5
%
の

階
層

Ｈ
３
０
年

成
績

R
1
年

成
績

R
1
年

も
成

績
が

下
位

2
5
%
の

階
層
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１
．
子
牛
（
雌
）
出
荷
体
重
の
階
層
間
比
較

対
象

デ
ー
タ

数
平

均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平

均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平

均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平

均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平

均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平

均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平

均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平

均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平

均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平

均
値

頭
1
1
2

3
3
.3

1
1
3

3
8
.0

2
6

4
0
.4

2
6

4
6
.5

3
2
9
.7

1
7

4
4
.7

9
5
0
.0

2
6

3
1
.5

2
6

3
2
.6

頭
1
1
3

5
.8

1
1
3

4
.9

2
6

4
.3

2
6

4
.1

3
1
.3

1
7

3
.9

9
4
.3

2
6

2
.3

2
6

3
.2

頭
1
1
3

2
.2

1
1
3

1
.0

2
6

5
.9

2
6

1
.3

3
0
.0

1
7

0
.8

9
2
.3

2
6

0
.7

2
6

1
.1

頭
1
1
3

3
.0

1
1
3

4
.2

2
6

4
.2

2
6

5
.4

3
8
.7

1
7

6
.2

9
3
.8

2
6

2
.0

2
6

2
.0

頭
1
1
3

3
8
.0

1
1
3

3
9
.8

2
6

4
6
.5

2
6

4
6
.5

3
2
2
.3

1
7

4
3
.2

9
5
2
.9

2
6

3
2
.6

2
6

3
4
.9

％
1
1
2

1
1
3
.7

1
1
3

1
0
4
.8

2
6

1
1
6
.1

2
6

1
0
0
.0

3
7
5
.0

1
7

9
7
.5

9
1
0
4
.8

2
6

1
0
6
.5

2
6

1
0
7
.5

頭
1
1
3

3
5
.5

1
1
3

3
8
.9

2
6

4
3
.5

2
6

4
6
.5

3
2
6
.0

1
7

4
3
.9

9
5
1
.4

2
6

3
2
.1

2
6

3
3
.7

回
1
0
2

1
.8

1
0
3

1
.8

2
5

1
.9

2
5

1
.9

3
1
.9

1
7

2
.0

8
1
.5

2
3

1
.8

2
3

1
.8

頭
1
1
2

2
7
.6

1
1
3

2
9
.1

2
6

3
4
.3

2
6

3
4
.3

3
2
5
.7

1
7

2
9
.9

9
4
2
.8

2
6

2
5
.7

2
6

2
6
.6

ヵ
月

1
1
2

1
3
.6

1
1
2

1
3
.9

2
6

1
4
.1

2
6

1
4
.0

3
1
2
.9

1
7

1
4
.4

9
1
3
.4

2
6

1
3
.8

2
6

1
4
.0

年
7
2

6
.9

8
3

7
.6

1
9

5
.8

2
1

6
.7

3
5
.8

1
4

7
.5

7
5
.3

1
5

8
.2

1
9

1
0
.1

産
1
1
3

4
.4

1
1
3

4
.5

2
6

4
.5

2
6

4
.5

3
4
.7

1
7

5
.3

9
3
.1

2
6

5
.2

2
6

5
.1

ヵ
月
齢

1
0
6

2
4
.7

1
0
5

2
5
.1

2
5

2
4
.8

2
5

2
6
.1

3
2
4
.7

1
6

2
6
.0

9
2
6
.3

2
5

2
4
.6

2
5

2
4
.5

％
1
1
3

2
.7

1
1
3

3
.2

2
6

3
.8

2
6

4
.2

3
3
.9

1
7

5
.8

9
1
.2

2
6

2
.4

2
6

3
.9

出
荷
頭
数

頭
1
0
9

1
3
.2

1
1
2

1
3
.8

2
6

1
4
.8

2
6

1
5
.7

3
1
0
.0

1
7

1
4
.5

9
1
8
.1

2
4

1
3
.1

2
6

1
2
.9

出
荷
日
齢

　
（
平

均
値

）
日

1
0
9

2
7
2
.0

1
1
2

2
7
1
.6

2
6

2
6
7
.0

2
6

2
6
5
.4

3
2
0
6
.9

1
7

2
5
8
.8

9
2
7
7
.8

2
4

2
8
2
.7

2
6

2
8
0
.9

出
荷
体
重

　
（
平

均
値

）
kg

1
0
9

2
9
4
.7

1
1
2

2
9
5
.6

2
6

2
6
3
.1

2
6

2
7
0
.5

3
2
0
3
.1

1
7

2
6
0
.6

9
2
8
9
.3

2
4

3
3
3
.0

2
6

3
2
5
.6

出
荷
日
齢

体
重

　
（
平

均
値

）
kg
/
日

1
0
9

1
.0
9

1
1
2

1
.0
9

2
6

0
.9
9

2
6

1
.0
2

3
1
.0
0

1
7

1
.0
1

9
1
.0
4

2
4

1
.1
8

2
6

1
.1
6

出
荷
頭
数

頭
1
0
7

9
.9

1
1
0

1
0
.2

2
6

1
1
.5

2
6

1
1
.4

3
7
.7

1
7

1
0
.0

9
1
4
.1

2
6

1
0
.2

2
6

9
.2

出
荷
日
齢

　
（
平

均
値

）
日

1
0
7

2
8
5
.6

1
1
0

2
8
6
.0

2
6

2
7
2
.4

2
6

2
7
3
.4

3
2
0
6
.3

1
7

2
6
6
.1

9
2
8
7
.1

2
6

2
9
4
.5

2
6

2
9
4
.8

出
荷
体
重

　
（
平

均
値

）
kg

1
0
7

2
7
5
.7

1
1
0

2
7
9
.5

2
6

2
3
6
.3

2
6

2
4
8
.4

3
1
8
8
.0

1
7

2
3
6
.2

9
2
7
1
.5

2
6

3
1
3
.8

2
6

3
0
9
.9

出
荷
日
齢

体
重

　
（
平

均
値

）
kg
/
日

1
0
7

0
.9
7

1
1
0

0
.9
8

2
6

0
.8
8

2
6

0
.9
1

3
0
.9
5

1
7

0
.9
0

9
0
.9
5

2
6

1
.0
7

2
6

1
.0
5

２
．
結
果
の
比
較
検
討
・
考
察

1
）

全
体

の
年

比
較

　
 
H
3
0
年

は
2
7
5
.
7
k
g
、

R
1
年

が
2
7
9
.
5
k
g
で

3
.
8
k
g
重

く
な

っ
た

。

2
）

H
3
0
年

下
位

2
5
％

階
層

（
2
6
戸

、
2
3
6
.
3
k
g
）

の
R
1
年

状
況

　
 
2
6
戸

の
う

ち
、

9
戸

は
中

位
5
0
％

階
層

、
平

均
が

2
7
1
.
5
k
g
と

重
く

な
っ

た
。

残
り

1
7
戸

は
下

位
2
5
％

階
層

、
平

均
2
3
6
.
2
k
g
に

な
り

、
R
1
年

下
位

2
5
％

階
層

の
平

均
2
4
8
.
4
k
g
よ

り
軽

く
な

っ
た

。

3
）

R
1
年

の
下

位
2
5
％

階
層

と
上

位
2
5
％

階
層

の
比

較
　

 
R
1
年

上
位

2
5
％

階
層

は
3
0
9
.
9
k
g
に

な
り

、
下

位
2
5
％

階
層

の
2
4
8
.
4
k
g
よ

り
6
1
.
5
k
g
重

く
な

っ
た

。

4
）

特
記

事
項

　
 
常

時
平

均
飼

養
頭

数
を

み
る

と
、

上
位

2
5
％

階
層

で
は

、
H
3
0
年

は
3
2
.
1
頭

、
R
1
年

は
3
3
.
7
頭

、
下

位
2
5
％

階
層

で
は

、
H
3
0
年

は
4
3
.
5
頭

、
R
1
年

は
4
6
.
5
頭

と
下

位
群

の
飼

養
規

模
が

大
き

か
っ

　
 
た

。
　

 
指

導
内

容
は

去
勢

同
様

で
、

早
期

離
乳

に
関

す
る

事
や

哺
乳

方
法

（
初

乳
給

与
な

ど
）

、
育

成
期

の
飼

養
管

理
の

徹
底

と
環

境
改

善
、

妊
娠

後
期

の
母

牛
の

増
給

な
ど

が
多

く
み

ら
れ

た
。

子 牛 出 荷 成 績

去
勢 雌

繁 殖 成 績

受
胎
に
要
し
た
種
付
回

数
（
平

均
値

）

初
産
月
齢
　
（
平
均
値

）

供
用
年
数
　
（
平
均
値

）
産
次
　
（
平
均
値
）
　
※

期
中

分
娩

牛

分
娩
時
の
子
牛
事
故
率
　
※
流
産
・
奇
形
、
死
産

前
年
比
　
（
期
末
÷
期

首
）

常
時
平
均
飼
養
頭
数
　
（
ア
＋

イ
）
/
２

項
目

分
娩
頭
数

分
娩
間
隔
　
（
平
均
値

）

飼 養 状 況

期
首
飼
養
頭
数
　
（
ア
）

育
成
牛
か
ら
の
繰
入

外
部
導
入
頭
数

事
故
廃
用
頭
数

単
位

全
体

平
成

3
0
年

の
雌

出
荷

体
重

が
下

位
2
5
%
の

階
層

期
末
飼
養
頭
数
　
（
イ
）

平
成

3
0
年

の
雌

出
荷

体
重

が
上

位
2
5
%
の

階
層

H
3
0
年

成
績

R
1
年

成
績

H
3
0
年

成
績

R
1
年

成
績

R
1
年

に
成

績
が

悪
化
し
た
も
の

R
1
年

成
績

が
中

位
5
0
%
の

階
層

R
1
年

成
績

が
上

位
2
5
%
の

階
層

Ｈ
３
０
年

成
績

R
1
年

成
績

R
1
年

も
成

績
が

下
位

2
5
%
の

階
層
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１
．
子
牛
（
雌
）
出
荷
日
齢
体
重
の
階
層
間
比
較

対
象

デ
ー
タ

数
平

均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平

均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平

均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平

均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平

均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平

均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平

均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平

均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平

均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平

均
値

頭
1
1
2

3
3
.3

1
1
3

3
8
.0

2
7

4
0
.6

2
7

4
6
.3

4
6
1
.5

1
6

5
5
.7

1
1

3
2
.7

2
9

2
6
.8

2
9

2
7
.9

頭
1
1
3

5
.8

1
1
3

4
.9

2
7

4
.7

2
7

3
.9

4
4
.5

1
6

4
.4

1
1

3
.1

2
9

1
.9

2
9

2
.9

頭
1
1
3

2
.2

1
1
3

1
.0

2
7

5
.3

2
7

1
.4

4
3
.5

1
6

2
.1

1
1

0
.5

2
9

0
.9

2
9

1
.2

頭
1
1
3

3
.0

1
1
3

4
.2

2
7

4
.3

2
7

4
.1

4
1
0
.5

1
6

6
.2

1
1

1
.2

2
9

1
.6

2
9

1
.9

頭
1
1
3

3
8
.0

1
1
3

3
9
.8

2
7

4
6
.3

2
7

4
7
.5

4
5
9
.0

1
6

5
6
.0

1
1

3
5
.1

2
9

2
7
.9

2
9

3
0
.1

％
1
1
2

1
1
3
.7

1
1
3

1
0
4
.8

2
7

1
1
5
.0

2
7

1
0
4
.0

4
9
5
.6

1
6

1
0
2
.2

1
1

1
0
6
.6

2
9

1
1
0
.1

2
9

1
0
7
.4

頭
1
1
3

3
5
.5

1
1
3

3
8
.9

2
7

4
3
.5

2
7

4
6
.9

4
6
0
.3

1
6

5
5
.8

1
1

3
3
.9

2
9

2
7
.4

2
9

2
8
.9

回
1
0
2

1
.8

1
0
3

1
.8

2
5

1
.7

2
5

1
.8

3
2
.1

1
5

1
.8

1
0

1
.7

2
4

1
.8

2
4

1
.8

頭
1
1
2

2
7
.6

1
1
3

2
9
.1

2
7

3
3
.7

2
7

3
4
.2

4
3
2
.3

1
6

3
8
.6

1
1

2
7
.8

2
9

2
2
.3

2
9

2
3
.6

ヵ
月

1
1
2

1
3
.6

1
1
2

1
3
.9

2
7

1
3
.9

2
7

1
4
.2

4
1
3
.9

1
6

1
4
.6

1
1

1
3
.7

2
9

1
3
.9

2
9

1
3
.9

年
7
2

6
.9

8
3

7
.6

2
1

6
.4

2
2

6
.5

3
8
.1

1
3

6
.1

9
7
.1

1
4

8
.1

2
1

9
.2

産
1
1
3

4
.4

1
1
3

4
.5

2
7

4
.0

2
7

4
.3

4
5
.1

1
6

4
.6

1
1

3
.8

2
9

5
.4

2
9

5
.3

ヵ
月
齢

1
0
6

2
4
.7

1
0
5

2
5
.1

2
6

2
4
.9

2
5

2
5
.8

3
2
6
.6

1
4

2
6
.3

1
1

2
5
.3

2
6

2
5
.1

2
7
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２．課題と解決のための助言・指導 
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１．肉用牛繁殖の指導内容と割合

２．考察

　今回の調査では、分娩間隔の延長、子牛の発育不良や疾病などに多くの問題があるた
め、いかに母牛の繁殖成績を向上させて効率良く子牛を生産し、また、その後の子牛の発
育不良や疾病などの負の要因をできるだけ排除することが必要である。
　このため、子牛生産に直接かかわる母牛と子牛の栄養管理や行動観察方法の改善が多く
指導されており、また、これらと相互に関わり合いのある環境改善や分娩管理、群管理方
法、記録等による管理方法の改善などの項目が広範囲に指導されていることがわかる。
　当然のことながら和牛繁殖経営における唯一の生産物は子牛であり、そのことを忘れず
に日々の管理に努めることが求められている。
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１）技術改善のポイント

　粗飼料については、100%自給飼料でまかなえる経営から100%購入飼料に依存している経
営まで幅広く存在しているが、肝心なことはその品質と特性である。最近は、稲発酵粗飼
料（WCS）など自給飼料の普及が進んでいるが、刈り取り時期や不十分な梱包、誤った保管
管理によりカビが生えるなど劣化したものも多く、品質の悪いものは廃棄して牛に与えな
いことが肝要である。また、一種類の粗飼料では栄養が偏ることが多いので、メインの粗
飼料とは別に最低もう一種類用意して補完したほうが良い。

　群管理の場合、群れの中に負け牛を作らないようにし、できれば群分けするかスタン
チョンで一頭ごと管理し、痩せ牛には増餌するなどしてBCSを整える必要がある。また、初
産牛はいまだ成長過程にあり（牛によっては2～3産まで）、他の牛に比べ栄養要求量が大
きいため育成用飼料を増餌するなどして調整することが、その後の成長や繁殖成績、長命
連産性に大きく影響する。

　分娩前後の2～3か月は、母牛に濃厚飼料2～3㎏を増餌し妊娠末期の胎児の良好な発育と
分娩後の十分で良質な母乳が供給できる栄養状態に導く必要がある。また、栄養バランス
も重要で給与飼料がエネルギーに対してタンパク質の給与割合が高いとルーメン内に過剰
なアンモニアが産生され、肝臓に大きな負担がかかり、繁殖面でも子宮内のpHが高くなり
受胎率が低下するとの報告もあることから、給与飼料の特性やバランスを整えることが肝
要である。

　飼料給与の状況はBCSに反映されるので、定期的にBCSを確認することが必要である。

２）指導現場での具体的な指導内容
　分娩前後の増し飼いを実施していないので、JAの指導のもと増し飼いを指導した。

　繁殖牛の飼料計算を実施し、充足率が高いステージがあるので、見直しを提案。

　給与中のTMR及びWCSについて、飼料分析を実施し、給与量等を適正にする。

　母牛の腹囲やBCS（ボディコンディションスコア）を観察しながら給与量を増減する。

指導内容１．栄養管理の改善（母牛）
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１）技術改善のポイント

　哺乳・育成牛の餌管理
　出生時～1か月齢：出生後6時間以内に初乳を飲ませる。しかし、出生直後に強制的に投
与するなどしても四胃内で羊水と混ざり、効果が減弱するので2時間ほど経過した後が良
い。また、分娩時に立ち会えなかった時は、母牛の乳房のしぼみ具合や子牛の口角に授乳
の形跡がないかなどで確認する。その後20日ほど経過したら人工乳（固形飼料）に慣らす
ために少量から給与を始める。

　2～3か月齢：母子同居の場合、制限哺乳を実施して人工乳の給与量を増やし第一胃絨毛
の発達を促すとともに、人工乳や育成用飼料の摂取量を見ながら3か月齢までに離乳する。
離乳後は、飼料摂取量が急激に増加するので十分に観察を行い給与量を調整する。

　4～5か月齢：濃厚飼料の最大給与時期にあたり、徐々に粗飼料比率を高める。

　6か月齢～出荷：粗飼料を多給し腹づくりする時期、子牛の状態をよく観察しながら濃厚
飼料の給与量を調整する。

○5か月齢まで
　第一胃、骨格、筋肉をつくる時期であり、ミルク（代用乳）を十分に摂取させるととも
に、徐々に人工乳や育成用飼料の摂取量を増やしていく。粗飼料より濃厚飼料を多く給与
し第一胃絨毛をしっかり発達させることが重要である。

○6か月齢～出荷まで
　第一胃の容積を大きくし筋肉の発達を促す時期であり、過肥にせず良質な粗飼料を十分
に食い込ませることを心掛ける。

２）指導現場での具体的な指導内容
　子牛事故防止のため、初乳をしっかり与えるなど、飼養管理を徹底する。

　子牛は、出荷時に過肥にしないよう粗飼料の給与による腹づくりを継続するよう指導。

　哺乳期間（人工哺乳）中の早い時期からのスターター飼料への馴致に努める。

　出荷時平均より小さいため、分娩1か月までの管理とその後の濃厚飼料の量等を指導。

指導内容１．栄養管理の改善（子牛、育成牛）
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１）技術改善のポイント

　繁殖和牛の行動観察は、発情の発見や疾病の早期発見をするだけでなく、妊娠末期、分
娩期、授乳期、維持期におけるそれぞれの独特な行動やBCSを確認するなど、ステージごと
の注意点を十分に理解し、毎日の仕事の中に組み込み自然と行動観察ができる習慣をつく
ることが大切である。特に発情を発見し受精をすませると安心し、その後の観察がおろそ
かになり次回の発情を見逃したり、妊娠を確認するとその後の観察時間が短くなり、流産
に気付かない事例も多くみられる。また、労働力不足による観察力を補う機器として、分
娩監視装置や歩数計、牛群管理システムなどを導入することで観察力の向上を図ることが
できる。

○分娩兆候
　分娩が近いのであれば分娩兆候を見逃さないことが重要である。分娩後、哺乳中は母牛
の食欲はもとより乳房の張り具合などを確認するとともに、子牛の哺乳状況、活力、呼吸
や便性状を十分に注意して観察することを怠ってはならない。

○群管理の場合の発情発見
スタンディングやマウンティングの確認や様々な行動量の増加が最もわかりやすい兆候で
あるが、それ以外では、咆哮であったり摂食量の減少などに行動の変化がみられる。ま
た、外陰部の腫脹や陰唇粘膜の充血、発情粘液の漏出などがみられるので、それらを組み
合わせて判断する。発情粘液は、発情前期では太く短い糊上から水飴状を呈し、最盛期に
は水様の細い糸状の粘液となる。通常は透明であるが、膿で汚れているようなら治療が必
要となる。

○妊娠維持期
　維持期はBCSを整える時期にあたる。適正なBCSになるように給与飼料の調整を行い、定
期的な観察を怠らないようにして、次のお産に備える。

２）指導現場での具体的な指導内容
　授精後、次回発情日（21日前後）の発情確認の徹底（繁殖カレンダー等の活用）。

　繁殖管理は牛舎にメモを貼ってあるが、忘れてしまったり、分かりづらいので、繁殖台
帳を整備して家族で共有できるようにする。

　効率的に発情確認できるよう牛群管理ソフトの導入検討

　生れた子牛の事故をなくすために、今まで使っていた監視カメラを更新した。

　現場での発情観察の徹底。牛舎（運動場）の有効活用。

指導内容２．行動観察方法の改善
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１）技術改善のポイント

　牛にとっての理想的な環境は、広い平原に川が流れ、適度に樹木などの日よけがあり外
敵から隠れることができる状態だと思われる。言い換えれば、乾燥していて滑らない牛
床、十分に飲水ができる給水システムや必要な量の餌が楽に摂取できるスペースのある飼
槽などを設置し、防暑・防寒対策にも配慮され、牛にとって快適な環境が維持できる牛舎
等施設及び機械設備の整備が基本である。特に牛舎を新築したり、増改築する場合にはこ
れらのことに留意し、その上で人の作業効率を高めるための動線を確保することが大切で
ある。作業効率・動線ばかりに目がいって、牛のことが二の次にならないようにできる限
り牛目線で設計することが大事である。

○群管理の場合
　牛のステージや年齢で群分けすることが基本となるが、難しい場合には個別管理ができ
るように最低でもスタンチョンを設置し、負け牛を作らないようにする。

○放牧ができる環境
　足腰の強化や発情発見に効果が高いので、ぬかるみがない餌場や給水システムを整えて
積極的に活用する。また、牛の健康管理の上からダニや寄生虫予防のための薬の投与や感
染症予防のため予防接種（妊娠牛による胎児の奇形や流死産など）を忘れないようにす
る。

○哺乳ロボット
　子牛では、規模拡大に伴い哺乳ロボットの導入が進んでいるが、群分けができず負け牛
が発生したり、換気や牛床の管理がおろそかとなり、下痢や肺炎が多発する傾向がみられ
る。また、哺乳ロボットの利用にあたっても代用乳の量や濃度、温度、添加物の量などの
設定を間違え大量死につながるケースもみられることから、誤った認識での利用や人任
せ・機械任せでは良い結果を生むことはできない。最近、哺乳ロボットを導入したにもか
かわらず事故が多発し成績が悪化したため、その使用を中止し、従来の哺乳方法に戻して
しまった農家も散見される。高額な機器でもあることから導入と運用には細心の注意を払
わなければならない。

２）指導現場での具体的な指導内容
　子牛の冬場の事故対策についてはカーボンヒーター、子牛ジャケットを設置する。

　古い牛舎は分娩牛舎として活用し、繁殖成績の向上を図る。

　新牛舎で飼養管理が集約でき、分娩管理がスムースになり、子牛の発育も改善されてき
た。

　食べやすく、飲みやすい環境の改善
　飼槽の高さ、深さ、ません棒の高さ、水槽の高さ等の検討。

　アブなど害虫よけの網などを設置し、BLV感染を防ぐ対策を図る。

指導内容３．施設・設備等の環境改善
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１）技術改善のポイント

　 繁殖和牛の供用年数は概ね10歳程度とされているが、これは6～7産以降、徐々に繁殖能
力の低下や泌乳量が減少し、子牛の生時体重やその後の発育に影響がみられるのではとの
懸念から、高齢牛の産子は市場で敬遠されやすいためである。しかしながら、高齢牛の繁
殖能力の善し悪しを正しく見極めず年齢だけで更新を行うと、世代交代を促進し改良速度
を速める一方、気付かぬうちに高能力牛を早期に淘汰している可能性がある。確実に一年
一産し、正常に発育する子牛を生産する母牛からは一定の収益があり、血統が良くても受
胎が遅れ分娩間隔が長い母牛や子牛の発育に問題を抱える母牛では収益性が悪い。要は、
産歴や生産した子牛の市場価格だけを基準にせず、牛群の構成や子牛の発育状況、繁殖成
績などを踏まえて、母牛としての経済効果を十分に検討して更新を図ることが肝要であ
る。

○自家保留と更新
　近年は、もと牛価格の高騰や牛伝染性リンパ腫の感染不安から思うように外部導入がで
きない状況であるため、自家保留中心の計画的な更新が必要である。上述したことを念頭
に置いて、育種価情報、血統なども十分に考慮し、資質の高い牛を自家保留して適切な時
期に更新することで、高能力牛群の整備と収益性の向上を図る。

○更新計画
　最近、開発されてきている和牛繁殖用の牛群管理システムで確認できる保留候補リスト
や淘汰リストを参考にして更新計画を立てる。

２）指導現場での具体的な指導内容
　長期未受胎牛の淘汰と常時飼養頭数の見直しを含めて検討する（労働力や設備などか
ら）。

　現在は、良い血統を残したいことから受胎するまで何度も授精しており、繁殖成績が落
ちてきても手放ずに残している。今後は、生産性も考慮しながら淘汰牛を選別していく。

　新規経営者では、一度に繁殖雌牛を導入することから、更新時期が偏る。
　現状と過去の繁殖成績を参考に、成績の悪い牛から徐々に計画的な更新を図る。

　繁殖牛群の適正な産歴を保つため、今後とも高齢牛の計画的な更新を進める。

　繁殖牛の平均年齢が高いため、更新の検討が必要。
　繁殖台帳や育種価等の資料をもっと有効に活用し、残す牛の選抜を行う。

指導内容４．淘汰・更新の促進
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１）技術改善のポイント

　和牛繁殖経営において、畜主と都道府県や畜産協会、ＪＡ、家畜保健衛生所、臨床獣医
師などとの繋がりは深く、都道府県や畜産協会、ＪＡは経営指導（コンサルティング）や
補助事業の推進指導などを通じて、日頃から様々な経営を見ており、また、国や中央団体
とのつながりから多方面の情報にも長けている。情報交換の機会を増やし、それぞれの得
意分野と上手く連携することで有益な情報を得ることができる。

○連携強化
　家畜保健衛生所や臨床獣医師は疾病の治療はもとより、ワクチン接種や衛生管理指導、
繁殖障害の診断治療や妊娠診断などの実務を得意としている。最近では、定期的な繁殖障
害の定期巡回も行われ、経営の助けとなっている。情報交換を密にして意思疎通を図り、
難産などの緊急時にも対応してもらえる信頼関係を構築することが大切である。

○体調観察
　畜主の疾病の発見が遅れれば、獣医師としても手の打ちようがないことを念頭に置き、
全てを獣医師任せにするのではなく、診療の必要性の有無やタイミングを見極められるよ
うに自身の観察力を高める。また、診療の依頼前に体温を測ったり、観察した様子などを
伝えることも獣医師の正確な診断に欠かせず、強いては治療効果を上げる大きな要因とな
る。

２）指導現場での具体的な指導内容
　地域的に分娩間隔がみな14か月台で危機感がないので、JA等の指導も含めて意識改革を。

　３年程度で０頭から増頭したので、当初は発情発見や妊娠鑑定等がうまくいってなかっ
た部分もあったが、昨年より獣医師の指導を受け、改善傾向にある。
　増頭する計画があるとのことで、繁殖雌牛の導入事業等を活用するよう補助事業の紹介
を行った。

　高齢な牛が多く、繁殖管理をしっかりしないと生産性が落ちてしまうので、特に畑作の
繁忙期には獣医の協力を仰ぎながら適期授精に努める。

　従業員の経験年数が浅く繁殖管理技術が未熟なので、獣医の協力を仰ぎながら発情の見
方等をレクチャーしてもらう。また、獣医師の診療が必要な時は早めの治療を行う。

　この生産性向上対策事業でとりまとめた結果を検討することにより、我が家の経営を客
観的に分析できるのでありがたい。非農家出身の奥様も、畜産技術が良くわかるので、次
年度も継続していただきたいと要望。

指導内容５．獣医師等との連携強化
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１）技術改善のポイント

○分娩前の管理
　分娩予定日2か月前頃から徐々に分娩兆候が表れるので、この時期に濃厚飼料の増餌を行
い、下痢やアカバネ病などのワクチン接種や線虫などの駆虫薬を投与するなどの準備を始
める。分娩予定日20日前頃には、十分な敷きわらを用意した清潔な分娩室に移動し、安心
してお産ができる準備を整えることが分娩時の事故防止につながる。

○分娩に立ち会う
　乳房に張りが生じ、乳頭のしわが無くなり尾切れが進んでくるなどの分娩兆候を見逃さ
ず分娩に立ち会う。分娩時の事故は、分娩兆候の見逃しや夜間分娩によるものが大半であ
るため、分時には必ず立ち会う必要がある。分娩予定日10日前頃から十分に観察を行い、
分娩兆候を見逃さないことが重要である。多頭飼育や労働力不足、自宅と牛舎が離れてい
る場合は、分娩監視装置を導入すると非常に効果が高い。また、昼間分娩誘起法（飼料給
与を夕方1回、昼間は水だけ）を行い、人が活動する時間帯にお産させることも有効な方法
である。

○難産判断のポイント
　お産になったら、正常か異常かの判断を早く見極める。母牛が腹を蹴る、一度張った乳
房が縮む、第一破水後1時間経過しても胎児が出ないといった症状が見られたら、すぐに獣
医師に連絡する。

○分娩後のポイント
　後産は分娩後3～4時間で排泄されるので、母牛が食べないように始末し、出生子牛が初
乳を飲んだことを確認する。飲んでいないければ人の手で凍結初乳や人工初乳を与える。

２）指導現場での具体的な指導内容
　分娩予定日を把握して、分娩への立会、看護、初乳授乳を徹底する。

　分娩事故対策として、2年前から分娩監視装置と監視カメラを設置しており、設置後の分
娩事故もないとのことであった。

　分娩予定日（285日計算）の２週間前ごろから観察し、朝と夕方に体温を記録する。体温
は分娩間近になると39～40℃まで上昇するが、分娩日には平熱（38.5℃）にまで降下す
る。朝と夕方も体温が下がっていれば、ほぼ夜明けまでに分娩するので、分娩に立ち会
い、初乳を子牛に生後２時間以内には与えるようにする。

　分娩時の異常産の早期対応（獣医）

　出産予定日を10日過ぎたら、注射を打ち出産を促進し、事故を減らす。

指導内容６．分娩管理の改善
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１）技術改善のポイント

　母牛の場合、妊娠末期（分娩予定日2か月前から分娩まで）授乳期（分娩から子牛が離乳
するまで）維持期（離乳から次の分娩予定日2か月前まで）のようにステージごとに群分け
する。維持期はBCSを整える時期にあたり、牧乾草やサイレージなどの粗飼料を主体に少量
の濃厚飼料給与とし、妊娠末期や授乳期には、維持期の餌をベースに胎児の発育や泌乳分
の栄養を補給するため濃厚飼料の給与量を増やす。また、種付け前の牛と受胎を確認した
牛を分けることで発情発見の作業が集約できる。

○群管理
　群分けすると必ず弱い牛ができるので、スタンチョンを設置し個体管理することで密を
避け、盗食を防止し負け牛ができないようにする。また、スタンチョンの利用により発情
発見や種付け､妊娠鑑定､予防注射や治療などの作業が容易になる。

○子牛や育成牛を群管理する場合
　月齢や育ち具合により群分けすることで蜜を避け、負け牛を作らないことが大切であ
る。哺乳ロボットを使用する場合、生時体重や日齢による体格差が大きいと過度なストレ
スがかかるので、体格の小さな弱い牛は別飼いするなどの配慮が必要になる。

２）指導現場での具体的な指導内容
　母牛を群飼する場合、序列の低い母牛は強い個体からのいじめなどで大きなストレスを
抱えることもある。母体および胎児の免疫低下を防ぐため、別飼いするなどして序列の低
い個体を護る。ただし、最低序列の母牛を群れから外すと次に序列の低い個体狙われる
ケースがあるため、観察を欠かさないようにする。

　子牛の発育向上（群編成ストレス）　群編成ストレスの軽減による免疫低下を抑制
　子牛は群編成の度に免疫が低下（群編成ストレス）。風邪や下痢、肺炎の原因となる。
　母牛と一緒にいるときに群編成し、部屋を移動する場合も、群のメンバーは変更しない
ことが理想。

　弱い牛（足を引っ張る牛）の対策
　乗駕痕（尾根部が禿げたり、腰角に傷）のある牛は、群の中で地位が低い（弱い）牛の
サイン。
　このような牛を贔屓（この牛だけ背中を掻いてやる、一掴み多くエサをやる等）するこ
とで、群内の地位を上げることができる。

指導内容７．群管理方法の改善
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１）技術改善のポイント

　疾病対策の基本は、栄養管理による体力維持、踏み込み消毒槽の設置や牛舎の消毒の徹
底、野生動物の侵入防止措置など外部から病原体が侵入できない衛生環境を整えることが
重要である。また、毎日の個体観察を怠らないようにし、仮に感染症が発生した場合に
は、すぐに隔離して獣医師の診断を受けるなどし、それ以上の感染拡大を防がなければな
らない。

　子牛は和牛繁殖経営にとって唯一の生産物であるが病気にかかりやすく、特に新生子死
や肺炎、下痢などの感染症が多く発生し死亡率も高い。外部からの病原体の侵入を抑える
ことは無論であるが、子牛の免疫力を高め病気の発生を抑制することが重要である。出生
後6時間以内の確実な初乳給与と充実した胸腺を持つことで、高い免疫力を獲得することが
できる。充実した胸腺の獲得には、母牛の栄養状態、特に妊娠後期のタンパク質の充足に
よって左右されため、この時期の母牛の栄養管理が非常に重要である。

　ワクチン接種は感染症の発生を阻止する極めて有効な手段であり、市販されているワク
チン利用についてはその地域に適した（推奨する）衛生プログラムに従い計画的に行う。
また、ワクチンは衛生的に飼育管理されている健康な牛に正しく使用しなければ十分な効
果は期待できないため、日頃から衛生対策や飼養管理を徹底する。

　感染症対策は重要であるが、発情期などに牛床で滑って足を痛めたり、股開きとなり廃
用になるケースをよく見かける。衛生面からもまた不慮の事故から守るためにも牛床の管
理を怠ってはならない。

〇飼養衛生管理基準の改正（一部の取組は猶予期間が設定）
　家畜の飼養に係る衛生管理の方法として、家畜の所有者が守るべき基準を飼養衛生管理
基準といい、家畜の種類ごとに定められている。平成30年9月以降の国内での豚熱（CSF）
発生及びアジア地域におけるアフリカ豚熱（ASF）の発生拡大を受け、令和2年6月30日付け
で飼養衛生管理基準の改正が公布され、牛の基準は令和2年10月1日に施行された。
　改正された基準では、取り組みの目的ごとに4つに体系化され、また、それぞれの体系で
防除対象とする感染源の種類（人、物品、野生動物、飼養環境、家畜）ごとに項目を分類
している。
　主な改正内容は、➀家畜の所有者の責務、②飼養衛生管理マニュアルの作成、従業員へ
の周知徹底、③愛玩動物の飼育禁止、④衛生管理区域入口での更衣および車両乗降時にお
ける交差汚染の防止措置、⑤衛生管理区域から搬出する物品や退出する車両の消毒等、⑥
放牧制限の準備などであるが、これらの他にも変更があるので確認し取り組む必要があ
る。

２）指導現場での具体的な指導内容
　アブなど害虫よけの網などを設置し、BLV感染を防ぐ対策を図る。

　衛生対策の徹底と子牛の免疫強化による下痢対策
　分娩室の消毒の徹底。（洗浄、乾燥、石灰乳塗布等）
　初乳の確実な給与（分娩後4時間以内）
　生理的貧血予防のための鉄剤投与等

　子牛は群編成の度に免疫が低下（群編成ストレス）。風邪や下痢、肺炎の原因となる。

　現在進めているBLV対策を継続し、清浄化を進める。

指導内容８．疾病対策
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１）技術改善のポイント

　和牛繁殖経営において、日々記録を取り、その情報を活用することは極めて重要であ
る。不確かな記憶やメモ程度では思い込みやメモの紛失が起こり、結果的に重要な情報を
無駄にすることになる。

○繁殖管理
　記憶やメモだけでは発情の発見や受胎の確認がおろそかになり、結果として分娩間隔の
延長につながるため、繁殖台帳を整備することは必須である。近年では繁殖管理ソフトも
進歩し、低価格なものも販売され、一部の小規模農家や年配者には向かない（難しい）面
もあるが、若い経営者や大規模経営の繁殖管理には不可欠なアイテムになりつつある。

○その他の記録
　母牛のBCSや子牛の発育状況、餌管理、ワクチン接種など飼養管理全般の記録を取り、そ
の情報を上手く活用することが大切である。

　せっかく記録した情報や導入した管理ソフトが上手く使いこなされず、繁殖成績が上が
らないケースも多い。記録した情報を十分に活用することが、経営改善と所得向上への一
歩となる。

２）指導現場での具体的な指導内容
　繁殖管理は牛舎にメモを貼ってあるが、忘れてしまったり、分かりづらいので、繁殖台
帳を整備して家族で共有できるようにする。

　効率的に発情確認できるよう牛群管理ソフトの導入検討

　授精日の記録・記帳の徹底
　授精後、次回発情日（21日前後）の発情確認の徹底。（繁殖カレンダー等の活用）
　発情発見効率80％以上目標。
　発情発見効率＝授精回数÷（（空胎日数－初回授精日数）÷21日＋1回）で算出。

　牛舎に行く回数と時間を記録させ、牛の観察日記をつけさせることも検討する。

指導内容９．記録等による管理方法の改善
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１）技術改善のポイント

　労働力不足による諸問題は経営ごとに大きな差があり、その解決は極めて難しい。兼業
農家や家族経営など経営規模が比較的小さいため農繁期が起こり、観察時間の減少や記録
の不備などから飼養管理不足となり、発情の見逃しや分娩時の事故、子牛の発育不良など
が発生しやすい。また、大規模経営においても人手不足や人件費の高騰などにより、必要
な人員配置が行えず、上述した同様の問題を抱えることが多い。このような状況ではむし
ろ、労働力に見合った規模になるように繁殖成績や子牛の発育状況などをみて、規模縮小
して効率化を図ることによって収益性が向上することがある。

　近年では、働き方改革に向けた取り組みもあいまって機械化が進み、哺乳ロボットや歩
数計、牛群管理システムなどの導入により、労働力不足を補い好成績を収めている農家も
多い。しかしながら、小規模経営や規模拡大中の経営においては費用面から機器導入が困
難なことも多く、また、導入した農家でもその活用方法を正確に理解しておらず、成績が
悪化するケースも多くみられる。導入機器の利点や欠点を十分に理解したうえで導入の可
否を判断する必要がある。

　規模拡大や縮小する場合や高額機器の購入に際しては、都道府県や畜産協会、ＪＡ、家
畜保健衛生所など指導機関からの客観的な意見を参考にしたうえで慎重に行う。

２）指導現場での具体的な指導内容
　野菜の繁忙期（６月末の防除～10月の収穫まで）に牛に手間をかけられない。

　従業員が多忙で牛に目配りできていない現状。分娩監視カメラを導入し、分娩時事故の
減少対策を行う。

　飼養頭数に見合った労働力の確保
　適正な労働力の確保。作業の外部委託等、分業化の検討。労働力が確保できない場合
は、繁殖成績の悪い牛から積極的に淘汰し、頭数を減らすことを検討する。

　繁殖担当は経営主だが、畑作の繁忙期には牛を見ることができていない。妻や父にも繁
殖管理を覚えてもらい、農繁期には分担してできるような体制にする。

　繁殖管理は牛舎にメモを貼ってあるが、忘れてしまったり、分かりづらいので、繁殖台
帳を整備して家族で共有できるようにする。

指導内容１０．労働力不足への対応
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１）技術改善のポイント

　和牛繁殖経営において、経営を最も左右する事項は繁殖成績であるが、近年は発情持続
時間の短縮、発情兆候の微弱化がみられ、規模が大きくなるほどその傾向が顕著となって
いる。

○観察強化による発情発見率の向上
　発情発見率を向上させるためには、観察時間を確保し発情を見逃さないことが重要であ
るが、注意すべきは労働力不足や牛舎環境に伴う観察不足である。また、種付け後の次回
発情を見逃さないことも肝要である。これを補う方法として、繁殖記録の活用やヒートマ
ウントディテクターなどの補助器具の使用、体温変化からの発情発見装置や歩数計、活動
量のモニタリング機器や繁殖管理システムなどの導入がある。

○定時人工授精（オブシンク、シダーシンクなど）
　人工授精実施率を高める方法として、排卵同期化処置による定時受精がある。定時受精
を用いることにより発情発見率100%となる効果が高い方法であり、排卵のタイミングのず
れをなくすことができ、発情のサイクルを人為的に決めることができる。特に大規模経営
では発情発見が困難なことも多く、決まった日時に受精できるメリットは省力化にも有用
である。色々な同期化法があるので利用場面別に応じて選択することができる。

○ 受精卵移植
　後継牛を確保する手段としての活用や低能力牛に受精卵移植を行うことで牛群の更新を
図ることができる。また、夏場の不受胎の大きな原因として、卵子の質の低下が起きるこ
とが知られており、影響が残る夏から秋にかけて受精卵移植を行うことで受胎率が向上す
る。

２）指導現場での具体的な指導内容
　自己所有牛内でETを行うよりも、優先的に受胎率の高いAIを実施することで分娩間隔の
短縮と分娩頭数を増やすことが重要。

　流産、死産の原因として、血統の偏りによる近交係数の高まりやBLV感染も考えられるの
で、今後は系統の偏らない種雄牛を種付けする。

　温暖化のせいか今年（令和元年）になってから、発情が弱いし、種付け状況が悪い。

　５年前に導入した発情発見装置をもっと活用する。受胎するまで何度も授精せず、何回
までと決めて見切りをつけるようにする。

指導内容１１．種付け方法の改善
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１．技術成績の階層間比較 
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1
9
.0

1
9
.1

6
8
.1

5
8
.0

肥
育

開
始

体
重

（
平

均
値

）
kg

2
6

2
7
7
.7

2
6

2
8
3
.3

6
3
0
8
.5

6
3
0
2
.2

2
3
2
0
.2

4
3
1
5
.2

1
3
0
0
.0

1
2
5
2
.5

6
2
2
6
.5

5
2
4
3
.9

出
荷

月
齢

　
（
平

均
値

）
ヵ
月

齢
2
6

2
8
.9

2
6

2
9
.2

6
2
9
.1

6
2
9
.1

2
2
9
.9

4
2
9
.3

1
2
9
.0

1
2
8
.6

6
2
9
.0

5
2
9
.0

出
荷

生
体

重
　
（
平

均
値

）
kg

2
6

7
6
6
.8

2
6

7
8
0
.4

6
8
1
3
.0

6
8
1
8
.2

2
8
9
3
.6

4
8
5
7
.6

1
6
9
8
.4

1
7
8
0
.0

6
7
4
6
.8

5
7
5
6
.4

肥
育

日
数

　
（
平

均
値

）
日

2
6

6
1
2
.0

2
6

6
1
8
.9

6
5
8
8
.6

6
6
0
7
.0

2
6
1
8
.5

4
6
0
9
.8

1
6
0
8
.0

1
5
9
5
.0

6
6
4
3
.8

5
6
3
7
.9

１
日

当
た
り
増

体
重

　
（
平

均
値

）
※
肥
育
期
間
中
に
お
け
る

kg
/
日

2
6

0
.8
0

2
6

0
.8
0

6
0
.8
4

6
0
.8
5

2
0
.9
3

4
0
.8
9

1
0
.6
6

1
0
.8
9

6
0
.8
1

5
0
.8
0

枝
肉

重
量

　
（
平

均
値

）
kg

2
5

4
9
2
.8

2
6

4
9
9
.8

6
5
1
6
.2

6
5
1
8
.3

2
5
6
2
.1

4
5
4
1
.2

1
4
3
3
.2

1
5
1
1
.7

5
4
8
7
.3

5
4
9
4
.4

歩
留

等
級

A
率

％
2
4

9
2
.6

2
6

9
2
.1

5
9
3
.5

6
8
6
.5

2
9
2
.2

4
9
2
.3

1
9
9
.5

1
5
0
.0

5
9
2
.1

5
8
7
.2

肉
質

等
級

４
・
５
率

％
2
4

8
2
.0

2
6

8
7
.1

5
8
6
.9

6
7
9
.7

2
8
4
.3

4
8
9
.4

1
7
0
.7

1
5
0
.0

5
6
7
.9

5
8
5
.8

肥
育

開
始

月
齢

　
（
平

均
値

）
ヵ
月

齢
1
9

9
.1

2
0

9
.1

1
9
.3

2
9
.2

1
9
.0

1
9
.3

6
8
.7

6
8
.5

肥
育

開
始

体
重

（
平

均
値

）
kg

1
9

2
5
6
.6

2
0

2
6
0
.4

1
2
6
8
.9

2
2
8
3
.3

1
3
0
0
.0

1
2
6
6
.5

6
2
4
2
.2

6
2
4
0
.0

出
荷

月
齢

　
（
平

均
値

）
ヵ
月

齢
1
9

2
9
.5

2
0

2
9
.4

1
2
8
.9

2
2
9
.1

1
2
9
.0

1
2
9
.1

6
3
0
.2

6
2
9
.7

出
荷

生
体

重
　
（
平

均
値

）
kg

1
9

6
9
9
.1

2
0

6
9
8
.1

1
7
2
2
.3

2
6
9
4
.6

1
6
7
0
.1

1
7
1
9
.0

6
7
1
3
.6

6
7
1
0
.2

肥
育

日
数

　
（
平

均
値

）
日

1
9

6
1
5
.4

2
0

6
2
0
.1

1
5
9
7
.0

2
6
0
4
.0

1
6
0
8
.0

1
6
0
0
.0

6
6
5
7
.6

6
6
4
5
.9

１
日

当
た
り
増

体
重

　
（
平

均
値

）
※
肥
育
期
間
中
に
お
け
る

kg
/
日

1
9

0
.7
2

2
0

0
.7
1

1
0
.7
6

2
0
.6
8

1
0
.6
1

1
0
.7
5

6
0
.7
2

6
0
.7
2

枝
肉

重
量

　
（
平

均
値

）
kg

1
9

4
5
0
.3

2
0

4
4
9
.1

1
4
6
7
.3

2
4
4
0
.7

1
4
1
5
.5

1
4
6
5
.9

6
4
6
5
.0

6
4
6
1
.0

歩
留

等
級

A
率

％
1
9

8
5
.4

2
0

8
6
.3

1
8
5
.4

2
8
6
.4

1
9
6
.4

1
7
6
.3

6
8
5
.1

6
7
4
.4

肉
質

等
級

４
・
５
率

％
1
9

7
7
.7

2
0

8
1
.5

1
8
9
.9

2
8
4
.1

1
8
9
.3

1
7
8
.9

6
7
9
.9

6
6
9
.1

％
3
0

1
.3

3
0

1
.5

6
1
.2

6
0
.7

2
0
.4

4
0
.6

1
1
.9

1
0
.0

6
0
.6

6
0
.8

２
．
結
果
の
比
較
検
討
・
考
察

１
）

全
体

の
年

比
較

　
　

H
3
0
年

2
7
7
.
7
k
g
に

対
し

、
R
1
年

2
8
3
.
3
k
g
は

5
.
6
k
g
増

加
傾

向
。

上
位

2
5
%
の

階
層

に
お

い
て

も
、

H
3
0
年

2
2
6
.
5
k
g
に

対
し

、
R
1
年

2
4
3
.
9
k
g
は

1
7
.
4
k
g
増

加
。

２
）

H
3
0
年

成
績

下
位

2
5
％

階
層

の
R
1
年

の
状

況
　

　
H
3
0
年

3
0
8
.
5
k
g
に

対
し

、
R
1
年

3
0
2
.
2
k
g
と

6
.
3
k
g
減

少
傾

向
。

一
方

、
H
3
0
年

と
R
1
年

い
ず

れ
も

成
績

下
位

2
5
%
の

階
層

（
対

象
デ

ー
タ

数
4
）

で
は

3
1
5
.
2
k
g
、

R
1
年

に
成

績
が

悪
化

し
た

も
の

　
 
（

対
象

デ
ー

タ
数

2
）

で
は

3
2
0
.
2
k
g
と

、
H
3
0
年

3
0
8
.
5
k
g
よ

り
増

加
し

て
い

る
。

３
）

R
1
年

の
下

位
2
5
％

階
層

と
上

位
2
5
％

階
層

の
比

較
　

　
上

位
2
5
％

階
層

で
は

2
4
3
.
9
k
g
に

対
し

、
下

位
2
5
％

階
層

で
は

3
0
2
.
2
k
g
と

6
0
k
g
近

く
多

い
。

４
）

特
記

事
項

　
　

平
成

3
0
年

と
R
1
年

い
ず

れ
も

成
績

下
位

2
5
%
の

階
層

の
去

勢
肥

育
開

始
体

重
3
1
5
.
2
k
g
は

、
R
1
年

全
体

平
均

2
8
3
.
3
k
g
よ

り
も

、
2
6
.
9
k
g
多

い
。

こ
の

差
は

、
肥

育
開

始
月

齢
に

0
.
4
か

　
　

月
差

が
あ

る
た

め
で

あ
る

考
え

ら
れ

る
。

い
ず

れ
も

出
荷

月
齢

は
2
9
.
2
～

2
9
.
3
か

月
齢

と
ほ

ぼ
変

わ
ら

な
い

の
に

対
し

、
R
1
年

も
成

績
下

位
2
5
%
の

階
層

の
出

荷
体

重
は

7
7
.
2
k
g
多

　
　

く
、

枝
肉

重
量

は
4
1
.
4
k
g
多

く
、

肥
育

日
数

は
9
.
1
日

短
く

、
１

日
当

た
り

増
体

重
は

0
.
0
9
k
g
/
日

高
い

。
歩

留
等

級
A
率

は
9
2
.
1
～

9
2
.
3
％

と
ほ

ぼ
変

わ
ら

ず
、

肉
質

等
級

４
・

５
　

　
率

は
2
.
3
％

高
い

。

出
荷

頭
数

期
末

飼
養

頭
数

　
（
イ
）

前
年

比
　
（
期

末
÷

期
首

）
常

時
平

均
飼

養
頭

数
　
（
ア
＋
イ
）
/
２

肥 育 出 荷 成 績

去
勢 雌

事
故

率
※
事
故
出
荷
、
事
故
廃
用

飼 養 状 況

期
首

飼
養

頭
数

　
（
ア
）

外
部

導
入

頭
数

自
家

保
留

子
牛

の
繰

入
事

故
頭

数

項
目

単
位

全
体

平
成

3
0
年

の
去

勢
肥

育
開

始
体

重
が

下
位

2
5
%
の

階
層

平
成

3
0
年

の
去

勢
肥

育
開

始
体

重
が

上
位

2
5
%
の

階
層

H
3
0
年

成
績

R
1
年

成
績

H
3
0
年

成
績

R
1
年

成
績

R
1
年

に
成

績
が

悪
化

し
た
も
の

R
1
年
も
成
績
が
下

位
2
5
%
の

階
層

R
1
年
成
績
が
中
位

5
0
%
の

階
層

R
1
年
成
績
が
上
位

2
5
%
の

階
層

Ｈ
３
０
年
成
績

R
1
年
成
績
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１
．
出

荷
月

齢
（
去

勢
肥

育
）
の

階
層

間
比

較

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

頭
3
0

1
4
3
.7

3
0

1
4
8
.2

6
1
0
0
.0

6
1
0
4
.7

2
2
1
.0

2
2
1
.0

3
1
6
0
.3

6
9
9
.8

6
1
0
2
.0

頭
3
0

9
1
.4

3
0

8
7
.0

6
5
3
.0

6
5
4
.0

2
1
4
.5

2
1
4
.5

3
7
9
.0

6
7
0
.7

6
6
6
.7

頭
3
0

0
.0

3
0

0
.4

6
0
.0

6
0
.0

2
0
.0

2
0
.0

3
0
.0

6
0
.0

6
0
.2

頭
3
0

1
.6

3
0

1
.7

6
0
.7

6
0
.7

2
0
.0

2
0
.0

3
1
.3

6
0
.8

6
0
.5

頭
3
0

8
6
.0

3
0

8
4
.8

6
4
7
.7

6
5
1
.8

2
1
4
.5

2
1
4
.5

3
7
3
.3

6
6
7
.7

6
6
4
.0

頭
3
0

1
4
7
.5

3
0

1
4
9
.0

6
1
0
4
.7

6
1
0
6
.2

2
2
1
.0

2
2
1
.0

3
1
6
4
.7

6
1
0
2
.0

6
1
0
4
.3

％
3
0

1
0
0
.5

3
0

9
9
.7

6
9
4
.9

6
9
9
.7

2
1
0
0
.0

2
1
0
0
.0

3
1
0
0
.7

6
1
0
6
.9

6
1
0
7
.7

頭
3
0

1
4
5
.6

3
0

1
4
8
.6

6
1
0
2
.3

6
1
0
5
.4

2
2
1
.0

2
2
1
.0

3
1
6
2
.5

6
1
0
0
.9

6
1
0
3
.2

肥
育

開
始

月
齢

　
（
平

均
値

）
ヵ
月

齢
2
6

9
.0

2
6

8
.8

6
8
.1

5
7
.9

2
9
.1

2
9
.1

3
7
.2

6
9
.1

6
8
.8

肥
育

開
始

体
重

（
平

均
値

）
kg

2
6

2
7
7
.7

2
6

2
8
3
.3

6
2
4
3
.5

5
2
6
5
.0

2
3
0
5
.5

2
3
0
5
.5

3
2
3
7
.9

6
2
8
3
.0

6
2
7
4
.9

出
荷

月
齢

　
（
平

均
値

）
ヵ
月

齢
2
6

2
8
.9

2
6

2
9
.2

6
3
0
.5

5
2
9
.9

2
3
1
.1

2
3
1
.1

3
2
9
.1

6
2
7
.7

6
2
8
.4

出
荷

生
体

重
　
（
平

均
値

）
kg

2
6

7
6
6
.8

2
6

7
8
0
.4

6
7
6
6
.3

5
7
7
9
.7

2
8
2
1
.5

2
8
2
1
.5

3
7
5
1
.8

6
7
5
1
.8

6
7
5
5
.2

肥
育

日
数

　
（
平

均
値

）
日

2
6

6
1
2
.0

2
6

6
1
8
.9

6
6
8
4
.3

5
6
6
6
.1

2
6
6
5
.8

2
6
6
5
.8

3
6
6
6
.3

6
5
7
8
.0

6
5
9
2
.3

１
日

当
た
り
増

体
重

　
（
平

均
値

）
※
肥
育
期
間
中
に
お
け
る

kg
/
日

2
6

0
.8
0

2
6

0
.8
0

6
0
.7
6

5
0
.7
7

2
0
.7
8

2
0
.7
8

3
0
.7
7

6
0
.8
1

6
0
.8
1

枝
肉

重
量

　
（
平

均
値

）
kg

2
5

4
9
2
.8

2
6

4
9
9
.8

5
5
0
0
.1

5
5
0
0
.3

2
5
1
4
.4

2
5
1
4
.4

3
4
9
1
.0

6
4
8
3
.9

6
4
8
6
.2

歩
留

等
級

A
率

％
2
4

9
2
.6

2
6

9
2
.1

5
9
5
.0

5
9
2
.7

2
9
4
.5

2
9
4
.5

3
9
1
.6

6
9
1
.1

6
9
2
.4

肉
質

等
級

４
・
５
率

％
2
4

8
2
.0

2
6

8
7
.1

5
9
2
.0

5
8
8
.0

2
9
4
.5

2
9
4
.5

3
8
3
.7

6
7
2
.9

6
8
9
.4

肥
育

開
始

月
齢

　
（
平

均
値

）
ヵ
月

齢
1
9

9
.1

2
0

9
.1

3
7
.7

3
7
.5

2
6
.6

4
9
.0

4
9
.1

肥
育

開
始

体
重

（
平

均
値

）
kg

1
9

2
5
6
.6

2
0

2
6
0
.4

3
2
1
1
.9

3
2
1
5
.1

2
1
9
8
.1

4
2
5
6
.5

4
2
6
2
.6

出
荷

月
齢

　
（
平

均
値

）
ヵ
月

齢
1
9

2
9
.5

2
0

2
9
.4

3
3
1
.1

3
3
0
.3

2
2
9
.4

4
2
8
.6

4
2
8
.7

出
荷

生
体

重
　
（
平

均
値

）
kg

1
9

6
9
9
.1

2
0

6
9
8
.1

3
6
9
2
.2

3
6
8
5
.2

2
7
1
1
.8

4
7
1
0
.4

4
7
1
3
.9

肥
育

日
数

　
（
平

均
値

）
日

1
9

6
1
5
.4

2
0

6
2
0
.1

3
7
1
0
.7

3
6
9
4
.3

2
6
9
1
.5

4
5
8
4
.9

4
6
0
3
.6

１
日

当
た
り
増

体
重

　
（
平

均
値

）
※
肥
育
期
間
中
に
お
け
る

kg
/
日

1
9

0
.7
2

2
0

0
.7
1

3
0
.6
7

3
0
.6
8

2
0
.7
4

4
0
.7
7

4
0
.7
4

枝
肉

重
量

　
（
平

均
値

）
kg

1
9

4
5
0
.3

2
0

4
4
9
.1

3
4
5
1
.4

3
4
4
3
.8

2
4
6
3
.1

4
4
6
1
.1

4
4
6
4
.0

歩
留

等
級

A
率

％
1
9

8
5
.4

2
0

8
6
.3

3
7
5
.2

3
7
2
.6

2
8
0
.4

4
9
5
.0

4
8
1
.6

肉
質

等
級

４
・
５
率

％
1
9

7
7
.7

2
0

8
1
.5

3
7
6
.1

3
6
9
.6

2
8
1
.3

4
8
4
.6

4
7
8
.0

％
3
0

1
.3

3
0

1
.5

6
0
.4

6
0
.6

2
0
.0

2
0
.0

3
1
.2

6
0
.8

6
0
.6

２
．
集

計
結

果
の

比
較

検
討

・
考

察
１

）
全

体
の

年
比

較
　

　
H
3
0
年

2
8
.
9
か

月
に

対
し

、
R
1
年

2
9
.
2
か

月
は

0
.
3
か

月
晩

期
化

傾
向

。
上

位
2
5
%
の

階
層

に
お

い
て

も
、

H
3
0
年

2
7
.
7
か

月
に

対
し
、

R
1
年

2
8
.
4
は

0
.
7
か

月
晩

期
化

。

２
）

H
3
0
年

成
績

下
位

2
5
％

階
層

の
R
1
年

の
状

況
　

　
H
3
0
年

3
0
.
5
か

月
に

対
し

、
R
1
年

2
9
.
9
か

月
と

0
.
6
か

月
早

期
化

。
一

方
、

H
3
0
年

と
R
1
年

い
ず

れ
も

成
績

下
位

2
5
%
の

階
層

（
対

象
デ

ー
タ

数
2
）

と
、

R
1
年

に
成

績
が

悪
化

し
た

も
の

（
対

象
　

　
デ

ー
タ

数
2
）

で
は

3
1
.
1
か

月
と

、
H
3
0
年

3
0
.
5
か

月
よ
り

も
0
.
6
か

月
遅

い
。

３
）

R
1
年

の
下

位
2
5
％

階
層

と
上

位
2
5
％

階
層

の
比

較
　

　
上

位
2
5
％

階
層

で
は

2
8
.
4
か

月
に

対
し

、
下

位
2
5
％

階
層

で
は

2
9
.
9
か

月
と

1
.
5
か

月
遅

い
。

４
）

特
記

事
項

　
　

上
位

2
5
%
の

階
層

の
R
1
年

に
つ

い
て

、
出

荷
月

齢
2
8
.
4
か

月
は

全
体

平
均

2
9
.
2
か

月
よ

り
0
.
8
か

月
早

期
化

。
出

荷
生

体
重

7
5
5
.
2
k
g
は

全
体

平
均

7
8
0
.
4
k
g
よ

り
2
5
.
2
k
g
少

な
い

。
ま

た
、

枝
　

　
肉

重
量

4
8
6
.
2
k
g
は

全
体

平
均

4
9
9
.
8
k
g
よ

り
1
3
.
6
k
g
少
な

く
な

っ
て

お
り

、
肉

質
等

級
４

・
５

率
8
9
.
4
%
は

全
体

平
均

8
7
.
1
%
よ

り
も

僅
か

に
高

い
。

出
荷

頭
数

期
末

飼
養

頭
数

　
（
イ
）

前
年

比
　
（
期

末
÷

期
首

）
常

時
平

均
飼

養
頭

数
　
（
ア
＋
イ
）
/
２

肥 育 出 荷 成 績

去
勢 雌

事
故

率
※
事
故
出
荷
、
事
故
廃
用

飼 養 状 況

期
首

飼
養

頭
数

　
（
ア
）

外
部

導
入

頭
数

自
家

保
留

子
牛

の
繰

入
事

故
頭

数

項
目

単
位

全
体

平
成
3
0
年
の
去
勢
出
荷
月
齢
が

下
位
2
5
%
の
階
層

平
成
3
0
年
の
去
勢
出
荷
月
齢
が

上
位
2
5
%
の
階
層

H
3
0
年
成
績

R
1
年
成
績

H
3
0
年
成
績

R
1
年
成
績

R
1
年

に
成

績
が

悪
化

し
た
も
の

R
1
年
も
成
績
が
下

位
2
5
%
の
階
層

R
1
年
成
績
が
中
位

5
0
%
の
階
層

R
1
年
成
績
が
上
位

2
5
%
の
階
層

Ｈ
３
０
年
成
績

R
1
年
成
績

- 72 -



１
．
出
荷
生
体
重
（
去
勢
肥
育
）
の
階
層
間
比
較

対
象

デ
ー
タ

数
平

均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平

均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平

均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平

均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平

均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平

均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平

均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平

均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平

均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平

均
値

頭
3
0

1
4
3
.7

3
0

1
4
8
.2

6
1
9
3
.0

6
1
9
8
.0

1
4
5
0
.0

4
2
4
3
.8

1
1
0
8
.0

6
1
1
8
.2

6
1
3
0
.8

頭
3
0

9
1
.4

3
0

8
7
.0

6
1
2
4
.0

6
1
1
8
.2

1
2
6
0
.0

4
1
4
6
.0

1
6
7
.0

6
8
6
.7

6
8
9
.3

頭
3
0

0
.0

3
0

0
.4

6
0
.0

6
0
.0

1
0
.0

4
0
.0

1
0
.0

6
0
.0

6
0
.2

頭
3
0

1
.6

3
0

1
.7

6
1
.5

6
2
.7

1
5
.0

4
3
.0

1
4
.0

6
1
.2

6
1
.0

頭
3
0

8
6
.0

3
0

8
4
.8

6
1
1
7
.5

6
1
1
9
.2

1
2
6
5
.0

4
1
4
6
.0

1
6
9
.0

6
7
6
.5

6
7
5
.8

頭
3
0

1
4
7
.5

3
0

1
4
9
.0

6
1
9
8
.0

6
1
9
4
.3

1
4
4
0
.0

4
2
4
0
.8

1
1
0
2
.0

6
1
2
7
.2

6
1
4
3
.5

％
3
0

1
0
0
.5

3
0

9
9
.7

6
1
0
0
.7

6
1
0
0
.8

1
9
7
.8

4
1
0
3
.5

1
9
4
.4

6
1
0
9
.5

6
1
1
0
.8

頭
3
0

1
4
5
.6

3
0

1
4
8
.6

6
1
9
5
.5

6
1
9
6
.2

1
4
4
5
.0

4
2
4
2
.3

1
1
0
5
.0

6
1
2
2
.7

6
1
3
7
.2

肥
育

開
始

月
齢

　
（
平

均
値

）
ヵ
月

齢
2
6

9
.0

2
6

8
.8

6
9
.3

5
9
.5

1
9
.0

4
9
.4

1
1
0
.0

6
9
.0

6
9
.0

肥
育

開
始

体
重

（
平

均
値

）
kg

2
6

2
7
7
.7

2
6

2
8
3
.3

6
2
6
2
.1

5
2
8
4
.1

1
3
0
0
.0

4
2
8
1
.4

1
2
9
5
.2

6
3
0
2
.6

6
3
0
6
.3

出
荷

月
齢

　
（
平

均
値

）
ヵ
月

齢
2
6

2
8
.9

2
6

2
9
.2

6
2
8
.7

5
2
9
.0

1
2
9
.0

4
2
8
.7

1
3
0
.1

6
2
8
.7

6
2
9
.1

出
荷

生
体

重
　
（
平

均
値

）
kg

2
6

7
6
6
.8

2
6

7
8
0
.4

6
7
0
5
.0

5
7
1
5
.9

1
6
9
8
.4

4
7
0
1
.5

1
7
7
3
.3

6
8
3
3
.1

6
8
4
5
.6

肥
育

日
数

　
（
平

均
値

）
日

2
6

6
1
2
.0

2
6

6
1
8
.9

6
5
9
5
.0

5
5
9
4
.1

1
6
0
8
.0

4
5
8
9
.1

1
6
1
4
.0

6
6
0
5
.1

6
6
0
9
.7

１
日

当
た
り
増

体
重

　
（
平

均
値

）
※
肥
育
期
間
中
に
お
け
る

kg
/
日

2
6

0
.8
0

2
6

0
.8
0

6
0
.7
4

5
0
.7
3

1
0
.6
6

4
0
.7
1

1
0
.7
8

6
0
.8
8

6
0
.8
8

枝
肉

重
量

　
（
平

均
値

）
kg

2
5

4
9
2
.8

2
6

4
9
9
.8

5
4
4
4
.7

5
4
5
3
.8

1
4
3
3
.2

4
4
4
4
.8

1
4
8
9
.5

6
5
3
7
.0

6
5
4
0
.0

歩
留

等
級

A
率

％
2
4

9
2
.6

2
6

9
2
.1

4
9
6
.2

5
9
0
.6

1
9
9
.5

4
8
8
.3

1
1
0
0
.0

6
9
0
.3

6
9
3
.7

肉
質

等
級

４
・
５
率

％
2
4

8
2
.0

2
6

8
7
.1

4
5
6
.0

5
7
9
.7

1
7
0
.7

4
7
4
.6

1
1
0
0
.0

6
8
5
.9

6
9
0
.6

肥
育

開
始

月
齢

　
（
平

均
値

）
ヵ
月

齢
1
9

9
.1

2
0

9
.1

4
9
.6

5
9
.5

1
9
.0

3
9
.5

1
9
.7

1
1
0
.3

1
1
0
.1

肥
育

開
始

体
重

（
平

均
値

）
kg

1
9

2
5
6
.6

2
0

2
6
0
.4

4
2
6
3
.7

5
2
7
3
.6

1
3
0
0
.0

3
2
8
1
.6

1
2
7
4
.1

1
2
9
6
.5

1
2
8
8
.8

出
荷

月
齢

　
（
平

均
値

）
ヵ
月

齢
1
9

2
9
.5

2
0

2
9
.4

4
2
9
.8

5
2
9
.6

1
2
9
.0

3
2
8
.8

1
2
9
.3

1
3
0
.0

1
2
9
.7

出
荷

生
体

重
　
（
平

均
値

）
kg

1
9

6
9
9
.1

2
0

6
9
8
.1

4
6
8
1
.0

5
6
8
3
.5

1
6
7
0
.1

3
6
9
7
.6

1
6
9
2
.8

1
7
9
2
.0

1
7
6
1
.8

肥
育

日
数

　
（
平

均
値

）
日

1
9

6
1
5
.4

2
0

6
2
0
.1

4
6
1
6
.6

5
6
1
4
.2

1
6
0
8
.0

3
5
9
1
.6

1
5
9
6
.0

1
6
2
9
.0

1
5
9
6
.8

１
日

当
た
り
増

体
重

　
（
平

均
値

）
※
肥
育
期
間
中
に
お
け
る

kg
/
日

1
9

0
.7
2

2
0

0
.7
1

4
0
.6
8

5
0
.6
6

1
0
.6
1

3
0
.6
9

1
0
.7
0

1
0
.7
9

1
0
.7
9

枝
肉

重
量

　
（
平

均
値

）
kg

1
9

4
5
0
.3

2
0

4
4
9
.1

4
4
3
6
.8

5
4
3
7
.6

1
4
1
5
.5

3
4
4
6
.9

1
4
4
1
.7

1
5
1
5
.0

1
4
9
8
.1

歩
留

等
級

A
率

％
1
9

8
5
.4

2
0

8
6
.3

4
8
4
.6

5
8
4
.1

1
9
6
.4

3
9
1
.2

1
9
0
.0

1
1
0
0
.0

1
5
0
.0

肉
質

等
級

４
・
５
率

％
1
9

7
7
.7

2
0

8
1
.5

4
6
9
.7

5
7
0
.1

1
8
9
.3

3
7
4
.7

1
8
0
.0

1
1
0
0
.0

1
7
5
.0

％
3
0

1
.3

3
0

1
.5

6
0
.8

6
1
.5

1
1
.9

4
1
.2

1
3
.8

6
0
.8

6
0
.7

２
．
結
果
の
比
較
検
討
・
考
察

１
）

全
体

の
年

比
較

　
　

H
3
0
年

7
6
6
.
8
k
g
に

対
し

、
R
1
年

7
8
0
.
4
k
g
は

1
3
.
6
k
g
増

加
。

上
位

2
5
%
の

階
層

に
お

い
て

も
、

H
3
0
年

8
3
3
.
1
k
g
に

対
し

、
R
1
年

8
4
5
.
6
k
g
は

1
2
.
5
k
g
増

加
。

２
）

H
3
0
年

成
績

下
位

2
5
％

階
層

の
R
1
年

の
状

況
　

　
H
3
0
年

7
0
5
k
g
に

対
し

、
R
1
年

7
1
5
.
9
k
g
と

は
1
0
.
9
k
g
増

加
。

一
方

、
H
3
0
年

と
R
1
年

い
ず

れ
も

成
績

下
位

2
5
%
の

階
層

（
対

象
デ

ー
タ

数
4
）

と
、

R
1
年

に
成

績
が

悪
化

し
た

も
の

（
対

象
デ

ー
タ

　
　

数
1
）

で
は

い
ず

れ
も

7
0
0
k
g
前

後
と

な
っ

て
お

り
、

H
3
0
年

7
0
5
k
g
よ

り
も

約
5
k
g
少

な
い

傾
向

。

３
）

R
1
年

の
下

位
2
5
％

階
層

と
上

位
2
5
％

階
層

の
比

較
　

　
上

位
2
5
％

階
層

で
は

8
4
5
.
6
k
g
に

対
し

、
下

位
2
5
％

階
層

で
は

7
1
5
.
9
k
g
と

1
2
9
.
7
k
g
少

な
い

。

４
）

特
記

事
項

　
・

R
1
年

の
全

体
平

均
で

の
出

荷
生

体
重

が
H
3
0
年

よ
り

増
加

し
た

背
景

に
は

、
肥

育
開

始
月

齢
が

0
.
2
か

月
早

期
化

し
て

い
る

一
方

、
肥

育
開

始
体

重
は

5
.
6
k
g
多

く
、

肥
育

日
数

は
6
.
9
日

長
く

、
　

　
出

荷
月

齢
は

0
.
3
か

月
晩

期
化

し
て

い
る

こ
と

が
考

え
ら

れ
た

。
　

・
R
1
年

の
出

荷
生

体
重

が
8
4
5
.
6
と

最
も

高
い

上
位

2
5
%
の

階
層

で
は

、
R
１

年
の

全
体

平
均

と
比

較
し

、
肥

育
開

始
月

齢
が

0
.
2
か

月
遅

く
、

肥
育

開
始

体
重

は
2
3
.
0
k
g
多

い
。

１
日

当
た

り
増

体
　

　
重

が
0
.
0
8
 
k
g
/
日

高
く

、
出

荷
月

齢
は

0
.
1
か

月
早

く
、

肥
育

日
数

も
9
.
2
日

間
少

な
い

。
歩

留
等

級
A
率

も
肉

質
等

級
４

・
５

率
も

高
い

。

出
荷

頭
数

期
末

飼
養

頭
数

　
（
イ
）

前
年

比
　
（
期

末
÷

期
首

）
常

時
平

均
飼

養
頭

数
　
（
ア
＋
イ
）
/
２

肥 育 出 荷 成 績

去
勢 雌

事
故

率
※
事
故
出
荷
、
事
故
廃
用

飼 養 状 況

期
首

飼
養

頭
数

　
（
ア
）

外
部

導
入

頭
数

自
家

保
留

子
牛

の
繰

入
事

故
頭

数

項
目

単
位

全
体

平
成

3
0
年

の
去

勢
出

荷
生

体
重

が
下

位
2
5
%
の

階
層

平
成

3
0
年

の
去

勢
出

荷
生

体
重

が
上

位
2
5
%
の

階
層

H
3
0
年

成
績

R
1
年

成
績

H
3
0
年

成
績

R
1
年

成
績

R
1
年

に
成

績
が

悪
化

し
た
も
の

R
1
年
も
成
績
が
下

位
2
5
%
の

階
層

R
1
年
成
績
が
中
位

5
0
%
の

階
層

R
1
年
成
績
が
上
位

2
5
%
の

階
層

Ｈ
３
０
年
成
績

R
1
年
成
績
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１
．
肥
育
日
数
（
去
勢
肥
育
）
の
階
層
間
比
較

対
象

デ
ー
タ

数
平

均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平

均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平

均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平

均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平

均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平

均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平

均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平

均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平

均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平

均
値

頭
3
0

1
4
3
.7

3
0

1
4
8
.2

6
1
1
6
.3

6
1
2
1
.5

3
1
3
5
.7

2
1
0
8
.5

6
1
4
5
.2

6
1
4
3
.8

頭
3
0

9
1
.4

3
0

8
7
.0

6
6
3
.7

6
6
2
.0

3
5
9
.7

2
6
7
.5

6
9
6
.7

6
9
3
.3

頭
3
0

0
.0

3
0

0
.4

6
0
.0

6
1
.7

3
3
.3

2
0
.0

6
0
.0

6
0
.0

頭
3
0

1
.6

3
0

1
.7

6
0
.8

6
1
.0

3
0
.7

2
2
.0

6
0
.8

6
1
.3

頭
3
0

8
6
.0

3
0

8
4
.8

6
5
7
.7

6
6
1
.5

3
5
7
.0

2
6
8
.0

6
9
7
.2

6
9
1
.2

頭
3
0

1
4
7
.5

3
0

1
4
9
.0

6
1
2
1
.5

6
1
2
2
.7

3
1
4
1
.0

2
1
0
6
.0

6
1
4
3
.8

6
1
4
4
.7

％
3
0

1
0
0
.5

3
0

9
9
.7

6
9
6
.0

6
9
9
.5

3
1
0
1
.8

2
9
7
.6

6
1
0
0
.6

6
1
0
3
.2

頭
3
0

1
4
5
.6

3
0

1
4
8
.6

6
1
1
8
.9

6
1
2
2
.1

3
1
3
8
.3

2
1
0
7
.3

6
1
4
4
.5

6
1
4
4
.3

肥
育

開
始

月
齢

　
（
平

均
値

）
ヵ
月

齢
2
6

9
.0

2
6

8
.8

6
7
.9

5
7
.7

3
6
.9

2
9
.0

6
9
.9

6
9
.1

肥
育

開
始

体
重

（
平

均
値

）
kg

2
6

2
7
7
.7

2
6

2
8
3
.3

6
2
3
7
.5

5
2
5
4
.3

3
2
3
4
.3

2
2
8
4
.3

6
2
8
7
.4

6
2
7
1
.5

出
荷

月
齢

　
（
平

均
値

）
ヵ
月

齢
2
6

2
8
.9

2
6

2
9
.2

6
3
0
.2

5
2
9
.6

3
3
0
.0

2
2
9
.1

6
2
8
.0

6
2
8
.4

出
荷

生
体

重
　
（
平

均
値

）
kg

2
6

7
6
6
.8

2
6

7
8
0
.4

6
7
6
3
.4

5
7
6
7
.5

3
7
7
9
.8

2
7
4
9
.1

6
7
4
0
.2

6
7
3
9
.7

肥
育

日
数

　
（
平

均
値

）
日

2
6

6
1
2
.0

2
6

6
1
8
.9

6
6
8
5
.4

5
6
6
3
.6

3
6
9
8
.1

2
6
1
2
.0

6
5
5
4
.5

6
5
8
7
.3

１
日

当
た
り
増

体
重

　
（
平

均
値

）
※
肥
育
期
間
中
に
お
け
る

kg
/
日

2
6

0
.8
0

2
6

0
.8
0

6
0
.7
7

5
0
.7
7

3
0
.7
8

2
0
.7
6

6
0
.8
0

6
0
.8
0

枝
肉

重
量

　
（
平

均
値

）
kg

2
5

4
9
2
.8

2
6

4
9
9
.8

5
4
9
8
.8

5
4
9
9
.1

3
5
0
9
.6

2
4
8
3
.3

6
4
7
1
.8

6
4
7
4
.0

歩
留

等
級

A
率

％
2
4

9
2
.6

2
6

9
2
.1

5
9
4
.0

5
9
4
.0

3
9
5
.4

2
9
2
.0

6
9
3
.5

6
8
3
.1

肉
質

等
級

４
・
５
率

％
2
4

8
2
.0

2
6

8
7
.1

5
9
0
.2

5
8
9
.3

3
9
0
.5

2
8
7
.5

6
7
4
.0

6
7
9
.0

肥
育

開
始

月
齢

　
（
平

均
値

）
ヵ
月

齢
1
9

9
.1

2
0

9
.1

3
7
.7

3
7
.5

1
3
.7

1
9
.5

4
9
.6

4
9
.5

肥
育

開
始

体
重

（
平

均
値

）
kg

1
9

2
5
6
.6

2
0

2
6
0
.4

3
2
1
1
.9

3
2
1
5
.1

1
1
4
2
.4

1
2
5
3
.7

4
2
6
9
.6

4
2
7
2
.8

出
荷

月
齢

　
（
平

均
値

）
ヵ
月

齢
1
9

2
9
.5

2
0

2
9
.4

3
3
1
.1

3
3
0
.3

1
2
8
.9

1
2
9
.8

4
2
8
.4

4
2
8
.6

出
荷

生
体

重
　
（
平

均
値

）
kg

1
9

6
9
9
.1

2
0

6
9
8
.1

3
6
9
2
.2

3
6
8
5
.2

1
7
1
6
.8

1
7
0
6
.7

4
6
8
8
.3

4
7
0
7
.7

肥
育

日
数

　
（
平

均
値

）
日

1
9

6
1
5
.4

2
0

6
2
0
.1

3
7
1
0
.7

3
6
9
4
.3

1
7
6
6
.0

1
6
1
7
.0

4
5
7
4
.1

4
5
8
3
.2

１
日

当
た
り
増

体
重

　
（
平

均
値

）
※
肥
育
期
間
中
に
お
け
る

kg
/
日

1
9

0
.7
2

2
0

0
.7
1

3
0
.6
7

3
0
.6
8

1
0
.7
5

1
0
.7
4

4
0
.7
3

4
0
.7
3

枝
肉

重
量

　
（
平

均
値

）
kg

1
9

4
5
0
.3

2
0

4
4
9
.1

3
4
5
1
.4

3
4
4
3
.8

1
4
6
7
.9

1
4
5
8
.3

4
4
4
5
.6

4
4
5
8
.8

歩
留

等
級

A
率

％
1
9

8
5
.4

2
0

8
6
.3

3
7
5
.2

3
7
2
.6

1
7
5
.0

1
8
5
.7

4
8
8
.5

4
8
7
.5

肉
質

等
級

４
・
５
率

％
1
9

7
7
.7

2
0

8
1
.5

3
7
6
.1

3
6
9
.6

1
6
2
.5

1
1
0
0
.0

4
7
8
.8

4
7
6
.7

％
3
0

1
.3

3
0

1
.5

6
0
.6

6
1
.0

3
0
.7

2
1
.9

6
0
.6

6
0
.7

２
．
結
果
の
比
較
検
討
・
考
察

１
）

全
体

の
年

比
較

　
　

H
3
0
年

6
1
2
.
0
日

に
対

し
、

R
1
年

6
1
8
.
9
日

は
6
.
9
日

間
増

加
。

上
位

2
5
%
の

階
層

に
お

い
て

も
、

H
3
0
年

5
5
4
.
5
日

に
対

し
、

R
1
年

5
8
7
.
3
日

は
3
2
.
8
日

間
増

加
。

２
）

H
3
0
年

成
績

下
位

2
5
％

階
層

の
R
1
年

の
状

況
　

　
H
3
0
年

6
8
5
.
4
日

に
対

し
、

R
1
年

6
6
3
.
6
日

と
2
1
.
8
日

間
短

い
。

一
方

、
H
3
0
年

と
R
1
年

い
ず

れ
も

成
績

下
位

2
5
%
の

階
層

（
対

象
デ

ー
タ

数
3
）

6
9
8
.
1
日

は
、

H
3
0
年

6
8
5
.
4
日

よ
り

も
1
2
.
7
日

間
増

　
　

加
。

３
）

R
1
年

の
下

位
2
5
％

階
層

と
上

位
2
5
％

階
層

の
比

較
　

　
上

位
2
5
％

階
層

で
は

5
8
7
.
3
日

に
対

し
、

下
位

2
5
％

階
層

で
は

6
6
3
.
6
日

と
7
6
.
3
日

間
長

い
。

４
）

特
記

事
項

　
・

R
1
年

の
肥

育
日

数
が

5
8
7
.
3
日

と
最

も
短

い
上

位
2
5
%
の

階
層

で
は

、
R
1
年

の
全

体
平

均
と

比
較

し
て

、
肥

育
開

始
月

齢
で

0
.
3
か

月
遅

く
、

肥
育

開
始

体
重

は
1
1
.
8
k
g
少

な
い

。
１

日
当

た
り

増
　

　
体

重
は

同
じ

だ
が

、
出

荷
月

齢
で

0
.
8
か

月
早

い
。

出
荷

生
体

重
で

4
0
.
7
k
g
、

枝
肉

重
量

で
2
5
.
8
k
g
、

歩
留

等
級

A
率

で
9
％

、
肉

質
等

級
４

・
５

率
で

8
.
1
％

低
い

。
　

・
R
1
年

の
肥

育
日

数
が

6
9
8
.
1
日

と
最

も
長

い
R
1
年

も
成

績
下

位
2
5
%
の

階
層

で
は

、
R
1
年

の
全

体
平

均
と

比
較

し
て

、
肥

育
開

始
月

齢
で

1
.
9
か

月
早

く
、

肥
育

開
始

体
重

は
4
9
.
0
k
g
少

な
い

。
１

　
　

日
当

た
り

増
体

重
は

0
.
0
2
k
g
/
日

低
く

、
出

荷
月

齢
で

0
.
8
か

月
遅

い
。

し
か

し
出

荷
生

体
重

は
7
8
0
k
g
前

後
と

ほ
ぼ

変
わ

ら
ず

、
枝

肉
重

量
で

1
0
k
g
多

く
、

歩
留

等
級

A
率

で
3
.
3
％

、
肉

質
等

級
　

　
４

・
５

率
で

3
.
4
％

高
い

。

出
荷

頭
数

期
末

飼
養

頭
数

　
（
イ
）

前
年

比
　
（
期

末
÷

期
首

）
常

時
平

均
飼

養
頭

数
　
（
ア
＋
イ
）
/
２

肥 育 出 荷 成 績

去
勢 雌

事
故

率
※
事
故
出
荷
、
事
故
廃
用

飼 養 状 況

期
首

飼
養

頭
数

　
（
ア
）

外
部

導
入

頭
数

自
家

保
留

子
牛

の
繰

入
事

故
頭

数

項
目

単
位

全
体

平
成

3
0
年

の
去

勢
肥

育
日

数
が

下
位

2
5
%
の

階
層

平
成

3
0
年

の
去

勢
肥

育
日

数
が

上
位

2
5
%
の

階
層

H
3
0
年

成
績

R
1
年

成
績

H
3
0
年

成
績

R
1
年

成
績

R
1
年

に
成

績
が

悪
化

し
た
も
の

R
1
年
も
成
績
が
下

位
2
5
%
の

階
層

R
1
年
成
績
が
中
位

5
0
%
の

階
層

R
1
年
成
績
が
上
位

2
5
%
の

階
層

Ｈ
３
０
年
成
績

R
1
年
成
績
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１
．
１
日
当
た
り
増
体
重
（
去
勢
肥
育
）
の
階
層
間
比
較

対
象

デ
ー
タ

数
平

均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平

均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平

均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平

均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平

均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平

均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平

均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平

均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平

均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平

均
値

頭
3
0

1
4
3
.7

3
0

1
4
8
.2

6
2
0
8
.0

6
2
1
6
.3

1
4
5
0
.0

4
1
9
5
.8

2
2
5
7
.5

6
1
3
1
.2

6
1
4
1
.8

頭
3
0

9
1
.4

3
0

8
7
.0

6
1
3
7
.8

6
1
2
4
.3

1
2
6
0
.0

4
1
1
6
.5

2
1
4
0
.0

6
9
1
.5

6
9
8
.0

頭
3
0

0
.0

3
0

0
.4

6
0
.0

6
0
.0

1
0
.0

4
0
.0

2
0
.0

6
0
.0

6
0
.2

頭
3
0

1
.6

3
0

1
.7

6
2
.5

6
3
.0

1
5
.0

4
2
.0

2
5
.0

6
1
.0

6
1
.2

頭
3
0

8
6
.0

3
0

8
4
.8

6
1
2
7
.0

6
1
2
6
.3

1
2
6
5
.0

4
1
1
8
.3

2
1
4
2
.5

6
8
3
.5

6
8
2
.3

頭
3
0

1
4
7
.5

3
0

1
4
9
.0

6
2
1
6
.3

6
2
1
1
.3

1
4
4
0
.0

4
1
9
2
.0

2
2
5
0
.0

6
1
3
8
.2

6
1
5
6
.5

％
3
0

1
0
0
.5

3
0

9
9
.7

6
9
6
.8

6
9
8
.2

1
9
7
.8

4
9
9
.0

2
9
6
.6

6
1
0
8
.9

6
1
1
2
.4

頭
3
0

1
4
5
.6

3
0

1
4
8
.6

6
2
1
2
.2

6
2
1
3
.8

1
4
4
5
.0

4
1
9
3
.9

2
2
5
3
.8

6
1
3
4
.7

6
1
4
9
.2

肥
育

開
始

月
齢

　
（
平

均
値

）
ヵ
月

齢
2
6

9
.0

2
6

8
.8

6
9
.0

6
8
.9

1
9
.0

4
8
.9

2
9
.0

6
9
.4

6
8
.9

肥
育

開
始

体
重

（
平

均
値

）
kg

2
6

2
7
7
.7

2
6

2
8
3
.3

6
2
9
0
.2

6
2
9
3
.5

1
3
0
0
.0

4
2
9
2
.1

2
2
9
6
.3

6
2
9
7
.7

6
2
9
4
.8

出
荷

月
齢

　
（
平

均
値

）
ヵ
月

齢
2
6

2
8
.9

2
6

2
9
.2

6
2
9
.5

6
2
9
.3

1
2
9
.0

4
2
9
.5

2
2
9
.0

6
2
8
.6

6
2
8
.7

出
荷

生
体

重
　
（
平

均
値

）
kg

2
6

7
6
6
.8

2
6

7
8
0
.4

6
7
3
6
.7

6
7
3
9
.8

1
6
9
8
.4

4
7
3
6
.8

2
7
4
5
.7

6
8
3
1
.5

6
8
3
1
.5

肥
育

日
数

　
（
平

均
値

）
日

2
6

6
1
2
.0

2
6

6
1
8
.9

6
6
2
6
.0

6
6
2
0
.1

1
6
0
8
.0

4
6
2
5
.9

2
6
0
8
.5

6
5
8
7
.4

6
5
9
9
.8

１
日

当
た
り
増

体
重

　
（
平

均
値

）
※
肥
育
期
間
中
に
お
け
る

kg
/
日

2
6

0
.8
0

2
6

0
.8
0

6
0
.7
1

6
0
.7
2

1
0
.6
6

4
0
.7
1

2
0
.7
4

6
0
.8
9

6
0
.8
9

枝
肉

重
量

　
（
平

均
値

）
kg

2
5

4
9
2
.8

2
6

4
9
9
.8

6
4
6
8
.3

6
4
6
9
.6

1
4
3
3
.2

4
4
6
5
.2

2
4
7
8
.4

6
5
3
8
.2

6
5
3
8
.4

歩
留

等
級

A
率

％
2
4

9
2
.6

2
6

9
2
.1

5
9
5
.3

6
9
6
.7

1
9
9
.5

4
9
6
.6

2
9
6
.8

6
9
2
.1

6
8
7
.2

肉
質

等
級

４
・
５
率

％
2
4

8
2
.0

2
6

8
7
.1

5
8
4
.5

6
8
4
.5

1
7
0
.7

4
8
0
.2

2
9
3
.1

6
9
0
.1

6
8
3
.4

肥
育

開
始

月
齢

　
（
平

均
値

）
ヵ
月

齢
1
9

9
.1

2
0

9
.1

2
9
.6

3
9
.2

1
9
.0

1
9
.0

2
9
.3

3
9
.7

3
9
.7

肥
育

開
始

体
重

（
平

均
値

）
kg

1
9

2
5
6
.6

2
0

2
6
0
.4

2
2
6
3
.4

3
2
7
6
.2

1
3
0
0
.0

1
3
0
0
.0

2
2
6
4
.4

3
2
8
0
.6

3
2
7
4
.8

出
荷

月
齢

　
（
平

均
値

）
ヵ
月

齢
1
9

2
9
.5

2
0

2
9
.4

2
2
9
.7

3
2
8
.9

1
2
9
.0

1
2
9
.0

2
2
8
.9

3
2
9
.4

3
2
9
.5

出
荷

生
体

重
　
（
平

均
値

）
kg

1
9

6
9
9
.1

2
0

6
9
8
.1

2
6
6
0
.7

3
6
6
1
.2

1
6
7
0
.1

1
6
7
0
.1

2
6
5
6
.8

3
7
5
4
.2

3
7
1
0
.7

肥
育

日
数

　
（
平

均
値

）
日

1
9

6
1
5
.4

2
0

6
2
0
.1

2
6
1
1
.5

3
6
0
0
.0

1
6
0
8
.0

1
6
0
8
.0

2
5
9
6
.0

3
6
0
8
.7

3
6
0
0
.6

１
日

当
た
り
増

体
重

　
（
平

均
値

）
※
肥
育
期
間
中
に
お
け
る

kg
/
日

1
9

0
.7
2

2
0

0
.7
1

2
0
.6
5

3
0
.6
4

1
0
.6
1

1
0
.6
1

2
0
.6
6

3
0
.7
8

3
0
.7
3

枝
肉

重
量

　
（
平

均
値

）
kg

1
9

4
5
0
.3

2
0

4
4
9
.1

2
4
2
4
.7

3
4
1
7
.7

1
4
1
5
.5

1
4
1
5
.5

2
4
1
8
.9

3
4
9
0
.8

3
4
6
5
.9

歩
留

等
級

A
率

％
1
9

8
5
.4

2
0

8
6
.3

2
8
9
.7

3
9
0
.1

1
9
6
.4

1
9
6
.4

2
8
7
.0

3
8
6
.8

3
7
5
.4

肉
質

等
級

４
・
５
率

％
1
9

7
7
.7

2
0

8
1
.5

2
8
1
.3

3
8
5
.4

1
8
9
.3

1
8
9
.3

2
8
3
.5

3
7
1
.6

3
8
4
.6

％
3
0

1
.3

3
0

1
.5

6
1
.1

6
1
.3

1
1
.9

4
1
.1

2
1
.8

6
0
.7

6
0
.9

２
．
結
果
の
比
較
検
討
・
考
察

１
）

全
体

の
年

比
較

　
　

H
3
0
年

お
よ

び
R
1
年

い
ず

れ
も

0
.
8
k
g
/
日

で
変

化
な

し
。

上
位

2
5
%
の

階
層

で
の

年
度

比
較

で
も

0
.
8
9
k
g
/
日

で
変

化
な

し
。

２
）

H
3
0
年

成
績

下
位

2
5
％

階
層

の
R
1
年

の
状

況
　

　
H
3
0
年

0
.
7
1
k
g
/
日

に
対

し
、

R
1
年

0
.
7
2
k
g
/
日

と
僅

か
に

(
0
.
0
1
 
k
g
/
日

)
増

加
。

一
方

、
H
3
0
年

と
R
1
年

い
ず

れ
も

成
績

下
位

2
5
%
の

階
層

（
対

象
デ

ー
タ

数
4
）

0
.
7
1
k
g
/
日

は
、

H
3
0
年

と
変

化
　

　
な

し
。

R
1
年

に
成

績
が

悪
化

し
た

も
の

（
対

象
デ

ー
タ

数
1
）

0
.
6
6
k
g
/
日

は
、

H
3
0
年

0
.
7
1
よ

り
も

0
.
0
5
k
g
/
日

低
い

。

３
）

R
1
年

の
下

位
2
5
％

階
層

と
上

位
2
5
％

階
層

の
比

較
　

　
上

位
2
5
％

階
層

で
は

0
.
8
9
k
g
/
日

に
対

し
、

下
位

2
5
％

階
層

で
は

0
.
7
2
k
g
/
日

、
R
1
年

に
成

績
が

悪
化

し
た

も
の

（
対

象
デ

ー
タ

数
1
）

で
は

0
.
6
6
k
g
/
日

と
、

0
.
1
7
0
k
g
/
日

以
上

低
い

。

４
）

特
記

事
項

　
・

R
1
年

の
増

体
量

が
0
.
8
9
k
g
/
日

と
最

も
高

い
上

位
2
5
%
の

階
層

で
は

、
全

体
平

均
や

他
層

と
比

較
し

、
肥

育
開

始
月

齢
は

ほ
ぼ

変
わ

ら
な

い
が

、
肥

育
開

始
体

重
が

や
や

大
き

く
、

出
荷

生
体

　
　

重
、

枝
肉

重
量

は
最

も
大

き
く

、
出

荷
月

齢
や

肥
育

日
数

は
最

も
少

な
い

。
　

・
R
1
年

も
成

績
下

位
2
5
%
の

階
層

で
は

、
R
1
年

の
全

体
平

均
と

比
較

し
、

肥
育

開
始

月
齢

は
ほ

ぼ
変

わ
ら

な
い

が
、

出
荷

月
齢

が
0
.
3
か

月
遅

く
、

肥
育

日
数

は
7
日

間
多

い
。

出
荷

生
体

重
で

　
　

4
3
.
6
k
g
、

枝
肉

重
量

で
3
4
.
6
k
g
少

な
く

、
肉

質
等

級
４

・
５

率
は

6
.
9
％

低
い

。

出
荷

頭
数

期
末

飼
養

頭
数

　
（
イ
）

前
年

比
　
（
期

末
÷

期
首

）
常

時
平

均
飼

養
頭

数
　
（
ア
＋
イ
）
/
２

肥 育 出 荷 成 績

去
勢 雌

事
故

率
※
事
故
出
荷
、
事
故
廃
用

飼 養 状 況

期
首

飼
養

頭
数

　
（
ア
）

外
部

導
入

頭
数

自
家

保
留

子
牛

の
繰

入
事

故
頭

数

項
目

単
位

全
体

平
成

3
0
年

の
去

勢
増

体
重

が
下

位
2
5
%
の

階
層

平
成

3
0
年

の
去

勢
増

体
重

が
上

位
2
5
%
の

階
層

H
3
0
年

成
績

R
1
年

成
績

H
3
0
年

成
績

R
1
年

成
績

R
1
年

に
成

績
が

悪
化

し
た
も
の

R
1
年
も
成
績
が
下

位
2
5
%
の

階
層

R
1
年
成
績
が
中
位

5
0
%
の

階
層

R
1
年
成
績
が
上
位

2
5
%
の

階
層

Ｈ
３
０
年
成
績

R
1
年
成
績
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１
．
枝
肉
重
量
（
去
勢
肥
育
）
の
階
層
間
比
較

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

頭
3
0

1
4
3
.7

3
0

1
4
8
.2

6
2
3
8
.7

6
2
4
4
.3

1
4
5
0
.0

4
2
4
3
.8

2
2
4
5
.5

6
1
1
5
.3

6
1
2
7
.7

頭
3
0

9
1
.4

3
0

8
7
.0

6
1
5
1
.8

6
1
4
7
.2

1
2
6
0
.0

4
1
4
6
.0

2
1
4
9
.5

6
8
1
.7

6
8
8
.0

頭
3
0

0
.0

3
0

0
.4

6
0
.0

6
0
.0

1
0
.0

4
0
.0

2
0
.0

6
0
.0

6
0
.2

頭
3
0

1
.6

3
0

1
.7

6
2
.5

6
3
.3

1
5
.0

4
3
.0

2
4
.0

6
0
.8

6
1
.2

頭
3
0

8
6
.0

3
0

8
4
.8

6
1
4
3
.7

6
1
4
5
.8

1
2
6
5
.0

4
1
4
6
.0

2
1
4
5
.5

6
7
2
.2

6
7
3
.8

頭
3
0

1
4
7
.5

3
0

1
4
9
.0

6
2
4
4
.3

6
2
4
2
.3

1
4
4
0
.0

4
2
4
0
.8

2
2
4
5
.5

6
1
2
4
.0

6
1
4
0
.8

％
3
0

1
0
0
.5

3
0

9
9
.7

6
1
0
1
.3

6
1
0
1
.7

1
9
7
.8

4
1
0
3
.5

2
9
8
.0

6
1
0
9
.3

6
1
1
1
.2

頭
3
0

1
4
5
.6

3
0

1
4
8
.6

6
2
4
1
.5

6
2
4
3
.3

1
4
4
5
.0

4
2
4
2
.3

2
2
4
5
.5

6
1
1
9
.7

6
1
3
4
.3

肥
育

開
始

月
齢

　
（
平

均
値

）
ヵ
月

齢
2
6

9
.0

2
6

8
.8

6
9
.3

6
9
.4

1
9
.0

4
9
.4

2
9
.5

6
9
.0

6
9
.0

肥
育

開
始

体
重

（
平

均
値

）
kg

2
6

2
7
7
.7

2
6

2
8
3
.3

6
2
7
4
.8

6
2
8
1
.5

1
3
0
0
.0

4
2
8
1
.4

2
2
8
1
.8

6
2
9
9
.7

6
3
0
6
.2

出
荷

月
齢

　
（
平

均
値

）
ヵ
月

齢
2
6

2
8
.9

2
6

2
9
.2

6
2
8
.1

6
2
9
.1

1
2
9
.0

4
2
8
.7

2
2
9
.7

6
2
8
.8

6
2
9
.0

出
荷

生
体

重
　
（
平

均
値

）
kg

2
6

7
6
6
.8

2
6

7
8
0
.4

6
7
0
6
.2

6
7
2
5
.1

1
6
9
8
.4

4
7
0
1
.5

2
7
7
2
.4

6
8
3
2
.4

6
8
4
3
.8

肥
育

日
数

　
（
平

均
値

）
日

2
6

6
1
2
.0

2
6

6
1
8
.9

6
5
7
6
.0

6
5
9
7
.8

1
6
0
8
.0

4
5
8
9
.1

2
6
1
5
.0

6
6
0
4
.7

6
6
0
6
.8

１
日

当
た
り
増

体
重

　
（
平

均
値

）
※
肥
育
期
間
中
に
お
け
る

kg
/
日

2
6

0
.8
0

2
6

0
.8
0

6
0
.7
5

6
0
.7
4

1
0
.6
6

4
0
.7
1

2
0
.8
0

6
0
.8
8

6
0
.8
9

枝
肉

重
量

　
（
平

均
値

）
kg

2
5

4
9
2
.8

2
6

4
9
9
.8

6
4
4
8
.8

6
4
6
0
.2

1
4
3
3
.2

4
4
4
4
.8

2
4
9
0
.9

6
5
4
0
.5

6
5
4
0
.9

歩
留

等
級

A
率

％
2
4

9
2
.6

2
6

9
2
.1

5
9
5
.1

6
9
0
.3

1
9
9
.5

4
8
8
.3

2
9
4
.5

6
9
0
.7

6
9
3
.6

肉
質

等
級

４
・
５
率

％
2
4

8
2
.0

2
6

8
7
.1

5
5
8
.9

6
8
0
.1

1
7
0
.7

4
7
4
.6

2
9
1
.0

6
8
9
.4

6
8
9
.9

肥
育

開
始

月
齢

　
（
平

均
値

）
ヵ
月

齢
1
9

9
.1

2
0

9
.1

4
9
.6

5
9
.5

1
9
.0

3
9
.5

2
9
.4

2
9
.9

2
9
.9

肥
育

開
始

体
重

（
平

均
値

）
kg

1
9

2
5
6
.6

2
0

2
6
0
.4

4
2
6
6
.0

5
2
7
3
.5

1
3
0
0
.0

3
2
8
1
.6

2
2
6
1
.4

2
2
8
6
.4

2
2
7
8
.9

出
荷

月
齢

　
（
平

均
値

）
ヵ
月

齢
1
9

2
9
.5

2
0

2
9
.4

4
2
9
.0

5
2
9
.0

1
2
9
.0

3
2
8
.8

2
2
9
.3

2
2
9
.7

2
2
9
.7

出
荷

生
体

重
　
（
平

均
値

）
kg

1
9

6
9
9
.1

2
0

6
9
8
.1

4
6
8
9
.5

5
6
9
9
.7

1
6
7
0
.1

3
6
9
7
.6

2
7
0
2
.8

2
7
7
0
.2

2
7
0
6
.6

肥
育

日
数

　
（
平

均
値

）
日

1
9

6
1
5
.4

2
0

6
2
0
.1

4
5
9
0
.9

5
5
9
5
.4

1
6
0
8
.0

3
5
9
1
.6

2
6
0
1
.0

2
6
1
4
.5

2
6
0
0
.9

１
日

当
た
り
増

体
重

　
（
平

均
値

）
※
肥
育
期
間
中
に
お
け
る

kg
/
日

1
9

0
.7
2

2
0

0
.7
1

4
0
.7
2

5
0
.7
1

1
0
.6
1

3
0
.6
9

2
0
.7
3

2
0
.7
9

2
0
.7
1

枝
肉

重
量

　
（
平

均
値

）
kg

1
9

4
5
0
.3

2
0

4
4
9
.1

4
4
4
5
.9

5
4
4
8
.6

1
4
1
5
.5

3
4
4
6
.9

2
4
5
1
.2

2
5
0
2
.6

2
4
6
6
.0

歩
留

等
級

A
率

％
1
9

8
5
.4

2
0

8
6
.3

4
8
8
.5

5
9
1
.5

1
9
6
.4

3
9
1
.2

2
9
2
.0

2
8
7
.5

2
7
5
.0

肉
質

等
級

４
・
５
率

％
1
9

7
7
.7

2
0

8
1
.5

4
7
1
.4

5
7
6
.1

1
8
9
.3

3
7
4
.7

2
7
8
.4

2
6
2
.5

2
8
7
.5

％
3
0

1
.3

3
0

1
.5

6
1
.0

6
1
.6

1
1
.9

4
1
.2

2
2
.4

6
0
.6

6
0
.9

２
．
結
果
の
比
較
検
討
・
考
察

１
）

全
体

の
年

比
較

 
　

　
H
3
0
年

4
9
2
.
8
k
g
に

対
し

、
R
1
年

4
9
9
.
8
k
g
は

7
k
g
増

加
。

一
方

、
上

位
2
5
%
の

年
度

比
較

で
は

、
H
3
0
年

5
4
0
k
g
前

後
で

変
化

な
し

。
 ２

）
H
3
0
年

成
績

下
位

2
5
％

階
層

の
R
1
年

の
状

況
　

　
H
3
0
年

4
4
8
.
8
k
g
に

対
し

、
R
1
年

4
6
0
.
2
k
g
と

1
1
.
4
k
g
増

加
。

た
だ

し
、

H
3
0
年

と
R
1
年

い
ず

れ
も

成
績

下
位

2
5
%
の

階
層

（
対

象
デ

ー
タ

数
4
）

4
4
4
.
8
k
g
と

R
1
年

に
成

績
が

悪
化

し
た

も
の

（
対

象
　

　
デ

ー
タ

数
1
）

4
3
3
.
2
k
g
は

、
成

績
下

位
2
5
％

階
層

の
R
1
年

4
6
0
.
2
k
g
よ

り
も

、
1
5
.
4
k
g
以

上
低

く
、

R
1
年

全
体

平
均

4
9
9
.
8
k
g
よ

り
も

、
5
5
k
g
以

上
少

な
い

。

３
）

R
1
年

の
下

位
2
5
％

階
層

と
上

位
2
5
％

階
層

の
比

較
　

　
上

位
2
5
％

階
層

で
は

5
4
0
.
9
に

対
し

、
下

位
2
5
％

階
層

で
は

4
6
0
.
2
、

R
1
年

に
成

績
が

悪
化

し
た

も
の

（
対

象
デ

ー
タ

数
1
）

で
は

4
3
3
.
2
と

8
0
.
7
k
g
以

上
少

な
い

。

４
）

特
記

事
項

　
　

H
3
0
年

と
R
1
年

い
ず

れ
も

成
績

下
位

2
5
%
の

階
層

と
、

R
1
年

の
全

体
平

均
あ

る
い

は
上

位
2
5
%
の

階
層

の
R
1
年

を
比

較
し

た
場

合
、

肥
育

開
始

月
齢

が
0
.
4
～

0
.
6
か

月
遅

く
、

出
荷

月
齢

が
0
.
3
～

　
　

0
.
5
か

月
早

い
こ

と
で

、
肥

育
日

数
が

1
7
日

以
上

短
く

な
り

、
そ

の
結

果
、

出
荷

生
体

重
が

7
8
.
9
k
g
以

上
、

枝
肉

重
量

5
5
k
g
以

上
少

な
く

、
歩

留
等

級
A
率

3
.
8
％

以
上

、
肉

質
等

級
４

・
５

率
が

　
　

1
2
.
5
％

以
上

低
く

な
っ

て
い

る
こ

と
が

考
え

ら
れ

た
。

出
荷

頭
数

期
末

飼
養

頭
数

　
（
イ
）

前
年

比
　
（
期

末
÷

期
首

）
常

時
平

均
飼

養
頭

数
　
（
ア
＋
イ
）
/
２

肥 育 出 荷 成 績

去
勢 雌

事
故

率

飼 養 状 況

期
首

飼
養

頭
数

　
（
ア
）

外
部

導
入

頭
数

自
家

保
留

子
牛

の
繰

入
事

故
頭

数

項
目

単
位

全
体

平
成
3
0
年
の
去
勢
枝
肉
重
量
が

下
位
2
5
%
の
階
層

平
成
3
0
年
の
去
勢
枝
肉
重
量
が

上
位
2
5
%
の
階
層

H
3
0
年
成
績

R
1
年
成
績

H
3
0
年
成
績

R
1
年
成
績

R
1
年

に
成

績
が

悪
化
し
た
も
の

R
1
年
も
成
績
が
下

位
2
5
%
の
階
層

R
1
年
成
績
が
中
位

5
0
%
の
階
層

R
1
年
成
績
が
上
位

2
5
%
の
階
層

Ｈ
３
０
年
成
績

R
1
年
成
績
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１
．
歩

留
等

級
A
率

（
去

勢
肥

育
）
の

階
層

間
比

較

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

頭
3
0

1
4
3
.7

3
0

1
4
8
.2

6
1
3
7
.2

6
1
3
9
.2

1
1
3
5
.0

3
1
8
7
.0

2
6
9
.5

6
9
4
.2

6
1
0
3
.3

頭
3
0

9
1
.4

3
0

8
7
.0

6
8
9
.3

6
8
5
.3

1
8
8
.0

3
1
1
3
.0

2
4
2
.5

6
6
7
.7

6
7
4
.5

頭
3
0

0
.0

3
0

0
.4

6
0
.0

6
1
.8

1
0
.0

3
3
.3

2
0
.5

6
0
.0

6
0
.0

頭
3
0

1
.6

3
0

1
.7

6
1
.2

6
2
.0

1
2
.0

3
3
.0

2
0
.5

6
0
.8

6
1
.3

頭
3
0

8
6
.0

3
0

8
4
.8

6
8
6
.2

6
8
5
.2

1
8
2
.0

3
1
1
5
.0

2
4
2
.0

6
6
1
.7

6
6
1
.7

頭
3
0

1
4
7
.5

3
0

1
4
9
.0

6
1
3
9
.2

6
1
3
9
.2

1
1
3
9
.0

3
1
8
5
.3

2
7
0
.0

6
9
9
.3

6
1
1
4
.8

％
3
0

1
0
0
.5

3
0

9
9
.7

6
1
0
5
.3

6
1
0
3
.3

1
1
0
3
.0

3
9
9
.2

2
1
0
9
.5

6
9
8
.5

6
1
0
8
.7

頭
3
0

1
4
5
.6

3
0

1
4
8
.6

6
1
3
8
.2

6
1
3
9
.2

1
1
3
7
.0

3
1
8
6
.2

2
6
9
.8

6
9
6
.8

6
1
0
9
.1

肥
育
開
始
月
齢
　
（
平
均
値
）

ヵ
月
齢

2
6

9
.0

2
6

8
.8

6
9
.0

6
8
.8

1
8
.9

3
9
.0

2
8
.3

6
9
.7

6
9
.2

肥
育
開
始
体
重
（
平
均
値
）

kg
2
6

2
7
7
.7

2
6

2
8
3
.3

6
2
8
6
.7

6
2
8
1
.8

1
3
0
4
.0

3
2
8
9
.0

2
2
6
0
.1

6
2
9
0
.2

6
2
8
6
.6

出
荷
月
齢
　
（
平
均
値
）

ヵ
月
齢

2
6

2
8
.9

2
6

2
9
.2

6
2
8
.3

6
2
8
.7

1
2
8
.9

3
2
9
.0

2
2
8
.2

6
2
8
.7

6
2
9
.5

出
荷
生
体
重
　
（
平
均
値
）

kg
2
6

7
6
6
.8

2
6

7
8
0
.4

6
7
7
9
.3

6
7
8
5
.2

1
8
1
7
.8

3
7
7
8
.7

2
7
7
8
.6

6
7
8
5
.5

6
7
9
6
.1

肥
育
日
数
　
（
平
均
値
）

日
2
6

6
1
2
.0

2
6

6
1
8
.9

6
5
9
5
.4

6
6
0
7
.1

1
6
0
9
.0

3
6
0
8
.9

2
6
0
3
.6

6
5
8
5
.1

6
6
1
2
.2

１
日
当
た
り
増
体
重
　
（
平
均
値
）

※
肥
育
期
間
中
に
お
け
る

kg
/
日

2
6

0
.8
0

2
6

0
.8
0

6
0
.8
3

6
0
.8
3

1
0
.8
4

3
0
.8
0

2
0
.8
6

6
0
.8
3

6
0
.8
3

枝
肉
重
量
　
（
平
均
値
）

kg
2
5

4
9
2
.8

2
6

4
9
9
.8

6
4
9
9
.7

6
5
0
6
.8

1
5
2
8
.3

3
5
0
0
.1

2
5
0
5
.9

6
5
0
4
.1

6
5
1
0
.7

歩
留
等
級
A
率

％
2
4

9
2
.6

2
6

9
2
.1

6
8
5
.0

6
9
4
.9

1
8
9
.7

3
9
3
.2

2
1
0
0
.0

6
9
8
.7

6
8
4
.5

肉
質
等
級
４
・
５
率

％
2
4

8
2
.0

2
6

8
7
.1

6
8
4
.4

6
9
1
.2

1
8
8
.5

3
8
8
.2

2
9
7
.2

6
7
5
.2

6
8
4
.8

肥
育
開
始
月
齢
　
（
平
均
値
）

ヵ
月
齢

1
9

9
.1

2
0

9
.1

4
9
.8

4
9
.8

1
9
.8

1
9
.9

2
9
.7

3
9
.4

3
9
.5

肥
育
開
始
体
重
（
平
均
値
）

kg
1
9

2
5
6
.6

2
0

2
6
0
.4

4
2
7
9
.5

4
2
8
1
.4

1
2
6
9
.0

1
2
8
8
.0

2
2
8
4
.3

3
2
6
6
.5

3
2
6
5
.8

出
荷
月
齢
　
（
平
均
値
）

ヵ
月
齢

1
9

2
9
.5

2
0

2
9
.4

4
2
8
.9

4
2
9
.0

1
2
9
.7

1
2
8
.8

2
2
8
.8

3
2
9
.0

3
2
9
.0

出
荷
生
体
重
　
（
平
均
値
）

kg
1
9

6
9
9
.1

2
0

6
9
8
.1

4
7
1
7
.9

4
6
9
8
.4

1
6
5
1
.3

1
6
9
1
.4

2
7
2
5
.4

3
6
9
8
.7

3
7
1
4
.4

肥
育
日
数
　
（
平
均
値
）

日
1
9

6
1
5
.4

2
0

6
2
0
.1

4
5
8
5
.8

4
5
8
6
.2

1
6
0
5
.0

1
5
7
7
.0

2
5
8
1
.4

3
5
9
4
.5

3
5
9
5
.3

１
日
当
た
り
増
体
重
　
（
平
均
値
）

※
肥
育
期
間
中
に
お
け
る

kg
/
日

1
9

0
.7
2

2
0

0
.7
1

4
0
.7
5

4
0
.7
1

1
0
.6
3

1
0
.7
0

2
0
.7
6

3
0
.7
3

3
0
.7
4

枝
肉
重
量
　
（
平
均
値
）

kg
1
9

4
5
0
.3

2
0

4
4
9
.1

4
4
6
6
.3

4
4
5
6
.5

1
4
3
3
.8

1
4
4
9
.7

2
4
7
1
.2

3
4
5
0
.3

3
4
6
1
.1

歩
留
等
級
A
率

％
1
9

8
5
.4

2
0

8
6
.3

4
8
6
.9

4
8
4
.8

1
1
0
0
.0

1
9
2
.6

2
7
3
.3

3
8
7
.1

3
8
3
.6

肉
質
等
級
４
・
５
率

％
1
9

7
7
.7

2
0

8
1
.5

4
6
9
.9

4
8
7
.3

1
1
0
0
.0

1
8
0
.9

2
8
4
.1

3
7
4
.2

3
7
0
.9

％
3
0

1
.3

3
0

1
.5

6
0
.7

6
1
.4

1
1
.5

3
1
.7

2
0
.9

6
0
.6

6
1
.0

２
．
結

果
の

比
較

検
討

・
考

察
１

）
全

体
の

年
比

較
　

　
H
3
0
年

9
2
.
6
%
に

対
し

、
R
1
年

9
2
.
1
%
は

0
.
5
％

減
少

。
一

方
、

上
位

2
5
%
階

層
で

は
、

H
3
0
年

9
8
.
7
%
に

対
し

、
R
1
年

8
4
.
5
%
と

1
4
.
2
％

顕
著

に
減

少
。

２
）

H
3
0
年

成
績

下
位

2
5
％

階
層

の
R
1
年

の
状

況
　

　
H
3
0
年

8
5
.
0
%
に

対
し

、
R
1
年

9
4
.
9
%
と

9
.
9
％

増
加

。
H
3
0
年

と
R
1
年

い
ず

れ
も

成
績

下
位

2
5
%
の

階
層

（
対

象
デ

ー
タ

数
1
）

8
9
.
7
%
も

、
成

績
下

位
2
5
％

階
層

の
H
3
0
年

8
5
%
よ

り
4
.
7
％

高
い

。

３
）

R
1
年

の
下

位
2
5
％

階
層

と
上

位
2
5
％

階
層

の
比

較
　

　
上

位
2
5
％

階
層

8
4
.
5
%
に

対
し

、
下

位
2
5
％

階
層

で
は

9
4
.
9
%
と

1
0
.
4
%
低

く
な

っ
た

。

４
）

特
記

事
項

　
　

歩
留

等
級

A
率

が
1
0
0
と

最
も

高
い

平
成

3
0
年

の
雌

歩
留

が
下

位
2
5
%
の

階
層

か
つ

R
1
年

成
績

が
上

位
2
5
%
の

階
層

（
対

象
デ

ー
タ

数
2
）

を
、

R
1
年

全
体

平
均

と
比

較
し

た
場

合
、

肥
育

開
始

月
 
 
 
 
齢

が
0
.
5
か

月
早

く
、

出
荷

月
齢

も
1
か

月
早

く
、

肥
育

日
数

が
1
5
.
3
日

間
短

い
。

1
日

あ
た

り
の

増
体

重
は

0
.
0
6
k
g
/
日

と
高

い
一

方
、

出
荷

時
生

体
重

は
1
.
8
k
g
少

な
く

、
枝

肉
重

量
は

6
.
1
k
g

 
 
 
 
多

い
。

出
荷
頭
数

期
末
飼
養
頭
数
　
（
イ
）

前
年
比
　
（
期
末
÷
期
首
）

常
時
平
均
飼
養
頭
数
　
（
ア
＋
イ
）
/
２

肥 育 出 荷 成 績

去
勢

雌

事
故
率

※
事
故
出
荷
、
事
故
廃
用

飼 養 状 況

期
首
飼
養
頭
数
　
（
ア
）

外
部
導
入
頭
数

自
家
保
留
子
牛
の
繰
入

事
故
頭
数

項
目

単
位

全
体

平
成
3
0
年
の
去
勢
歩
留
が

下
位
2
5
%
の
階
層

平
成
3
0
年
の
去
勢
歩
留
が

上
位
2
5
%
の
階
層

H
3
0
年
成
績

R
1
年
成
績

H
3
0
年
成
績

R
1
年
成
績

R
1
年
に
成
績
が

悪
化
し
た
も
の

R
1
年
も
成
績
が
下

位
2
5
%
の
階
層

R
1
年
成
績
が
中
位

5
0
%
の
階
層

R
1
年
成
績
が
上
位

2
5
%
の
階
層

Ｈ
３
０
年
成
績

R
1
年
成
績
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１
．
肉
質
等
級
４
・
５
率
（
去
勢
肥
育
）
の
階
層
間
比
較

対
象

デ
ー
タ

数
平

均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平

均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平

均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平

均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平

均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平

均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平

均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平

均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平

均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平

均
値

頭
3
0

1
4
3
.7

3
0

1
4
8
.2

6
2
0
7
.8

6
2
1
5
.2

1
2
2
0
.0

3
2
3
8
.3

3
1
9
2
.0

6
8
1
.5

6
8
1
.0

頭
3
0

9
1
.4

3
0

8
7
.0

6
1
3
6
.2

6
1
3
6
.0

1
1
2
9
.0

3
1
5
3
.7

3
1
1
8
.3

6
5
4
.5

6
5
4
.2

頭
3
0

0
.0

3
0

0
.4

6
0
.0

6
0
.0

1
0
.0

3
0
.0

3
0
.0

6
0
.0

6
0
.0

頭
3
0

1
.6

3
0

1
.7

6
2
.3

6
2
.5

1
1
.0

3
3
.3

3
1
.7

6
0
.5

6
0
.5

頭
3
0

8
6
.0

3
0

8
4
.8

6
1
3
0
.5

6
1
2
4
.8

1
1
3
4
.0

3
1
3
8
.0

3
1
1
1
.7

6
5
4
.5

6
5
3
.5

頭
3
0

1
4
7
.5

3
0

1
4
9
.0

6
2
1
1
.2

6
2
2
3
.8

1
2
1
4
.0

3
2
5
0
.7

3
1
9
7
.0

6
8
1
.0

6
8
1
.2

％
3
0

1
0
0
.5

3
0

9
9
.7

6
1
0
2
.5

6
1
0
6
.5

1
9
7
.3

3
1
0
5
.4

3
1
0
7
.6

6
9
4
.0

6
9
9
.6

頭
3
0

1
4
5
.6

3
0

1
4
8
.6

6
2
0
9
.5

6
2
1
9
.5

1
2
1
7
.0

3
2
4
4
.5

3
1
9
4
.5

6
8
1
.3

6
8
1
.1

肥
育

開
始

月
齢

　
（
平

均
値

）
ヵ
月

齢
2
6

9
.0

2
6

8
.8

6
9
.3

6
9
.2

1
9
.3

3
9
.4

3
9
.1

6
9
.7

6
8
.9

肥
育

開
始

体
重

（
平

均
値

）
kg

2
6

2
7
7
.7

2
6

2
8
3
.3

6
2
8
1
.8

6
2
8
6
.3

1
2
8
4
.0

3
2
9
9
.4

3
2
7
3
.2

6
2
9
4
.7

6
2
8
1
.4

出
荷

月
齢

　
（
平

均
値

）
ヵ
月

齢
2
6

2
8
.9

2
6

2
9
.2

6
2
8
.2

6
2
9
.0

1
2
8
.3

3
2
8
.7

3
2
9
.2

6
2
9
.3

6
2
9
.3

出
荷

生
体

重
　
（
平

均
値

）
kg

2
6

7
6
6
.8

2
6

7
8
0
.4

6
7
5
7
.3

6
7
7
3
.4

1
7
0
7
.0

3
7
8
4
.9

3
7
6
2
.0

6
7
8
3
.6

6
7
8
6
.4

肥
育

日
数

　
（
平

均
値

）
日

2
6

6
1
2
.0

2
6

6
1
8
.9

6
5
7
8
.7

6
5
9
8
.4

1
5
7
9
.0

3
5
8
5
.0

3
6
1
1
.8

6
6
0
0
.2

6
6
1
8
.1

１
日

当
た
り
増

体
重

　
（
平

均
値

）
※
肥
育
期
間
中
に
お
け
る

kg
/
日

2
6

0
.8
0

2
6

0
.8
0

6
0
.8
2

6
0
.8
1

1
0
.7
3

3
0
.8
3

3
0
.8
0

6
0
.8
1

6
0
.8
2

枝
肉

重
量

　
（
平

均
値

）
kg

2
5

4
9
2
.8

2
6

4
9
9
.8

6
4
8
0
.9

6
4
9
3
.0

1
4
4
2
.7

3
4
9
9
.0

3
4
8
7
.1

6
5
0
1
.9

6
5
0
1
.6

歩
留

等
級

A
率

％
2
4

9
2
.6

2
6

9
2
.1

6
9
2
.6

6
8
8
.0

1
9
2
.5

3
9
4
.1

3
8
1
.8

6
9
3
.6

6
8
7
.2

肉
質

等
級

４
・
５
率

％
2
4

8
2
.0

2
6

8
7
.1

6
5
9
.7

6
8
0
.4

1
6
8
.0

3
7
4
.7

3
8
6
.0

6
9
7
.9

6
8
8
.0

肥
育

開
始

月
齢

　
（
平

均
値

）
ヵ
月

齢
1
9

9
.1

2
0

9
.1

3
9
.6

3
9
.5

1
9
.9

2
9
.4

3
9
.6

3
9
.4

肥
育

開
始

体
重

（
平

均
値

）
kg

1
9

2
5
6
.6

2
0

2
6
0
.4

3
2
6
6
.0

3
2
6
4
.5

1
2
8
8
.0

2
2
5
2
.8

3
2
6
4
.4

3
2
6
6
.7

出
荷

月
齢

　
（
平

均
値

）
ヵ
月

齢
1
9

2
9
.5

2
0

2
9
.4

3
2
8
.9

3
2
8
.8

1
2
8
.8

2
2
8
.9

3
2
9
.0

3
2
9
.0

出
荷

生
体

重
　
（
平

均
値

）
kg

1
9

6
9
9
.1

2
0

6
9
8
.1

3
6
9
4
.6

3
7
1
1
.8

1
6
9
1
.4

2
7
2
2
.0

3
6
8
5
.9

3
7
0
4
.9

肥
育

日
数

　
（
平

均
値

）
日

1
9

6
1
5
.4

2
0

6
2
0
.1

3
5
8
7
.5

3
5
9
0
.9

1
5
7
7
.0

2
5
9
7
.9

3
5
8
9
.7

3
5
9
4
.3

１
日

当
た
り
増

体
重

　
（
平

均
値

）
※
肥
育
期
間
中
に
お
け
る

kg
/
日

1
9

0
.7
2

2
0

0
.7
1

3
0
.7
3

3
0
.7
4

1
0
.7
0

2
0
.7
6

3
0
.7
2

3
0
.7
4

枝
肉

重
量

　
（
平

均
値

）
kg

1
9

4
5
0
.3

2
0

4
4
9
.1

3
4
5
1
.8

3
4
6
2
.0

1
4
4
9
.7

2
4
6
8
.1

3
4
4
8
.1

3
4
5
6
.1

歩
留

等
級

A
率

％
1
9

8
5
.4

2
0

8
6
.3

3
9
1
.3

3
9
0
.4

1
9
2
.6

2
8
9
.3

3
8
5
.9

3
8
6
.2

肉
質

等
級

４
・
５
率

％
1
9

7
7
.7

2
0

8
1
.5

3
7
4
.6

3
7
0
.5

1
8
0
.9

2
6
5
.3

3
9
0
.6

3
9
0
.7

％
3
0

1
.3

3
0

1
.5

6
1
.0

6
0
.9

1
0
.7

3
1
.3

3
0
.6

6
0
.5

6
0
.5

２
．
結
果
の
比
較
検
討
・
考
察

１
）
全
体
の
年
比
較

　
　
H
3
0
年
8
2
.
0
%
に
対
し
、
R
1
年
8
7
.
1
%
は
5
.
1
％
増
加
。
一
方
、
上
位
2
5
%
の
階
層
で
の
年
度
比
較
で
は
、
H
3
0
年
9
7
.
9
%
に
対
し
、
R
1
年
8
8
.
0
%
と
9
.
9
％
減
少
。

２
）
H
3
0
年
成
績
下
位
2
5
％
階
層
の
R
1
年
の
状
況

　
　
H
3
0
年
5
9
.
7
%
に
対
し
、
R
1
年
8
0
.
4
%
と
2
0
.
7
％
増
加
。
H
3
0
年
と
R
1
年
い
ず
れ
も
成
績
下
位
2
5
%
の
階
層
（
対
象
デ
ー
タ
数
3
）
7
4
.
7
%
も
、
R
1
年
に
成
績
が
悪
化
し
た
も
の
（
対
象
デ
ー
タ
数
1
）

　
　
6
8
.
0
%
も
、
H
3
0
年
の
5
9
.
7
%
よ
り
は
8
.
3
％
以
上
高
い
。

３
）
R
1
年
の
下
位
2
5
％
階
層
と
上
位
2
5
％
階
層
の
比
較

　
　
上
位
2
5
％
階
層
8
8
.
0
%
に
対
し
、
下
位
2
5
％
階
層
で
は
8
0
.
4
%
と
7
.
6
％
低
い
。

４
）
特
記
事
項

　
　
R
1
年
の
肉
質
等
級
４
・
５
率
が
8
8
.
0
%
と
最
も
高
か
っ
た
上
位
2
5
%
の
階
層
に
つ
い
て
、
R
1
年
も
成
績
が
下
位
2
5
%
の
階
層
7
4
.
7
%
あ
る
い
は
R
1
年
に
成
績
が
悪
化
し
た
も
の
6
8
.
0
%
と
比
較
し
た
場

　
　
合
、
肥
育
開
始
月
齢
が
0
.
4
か
月
以
上
低
い
、
肥
育
開
始
体
重
が
2
.
6
k
g
以
上
少
な
く
、
出
荷
月
齢
が
0
.
6
か
月
以
上
高
い
、
肥
育
日
数
が
3
3
.
1
日
間
以
上
長
い
、
歩
留
等
級
A
率
が
5
.
3
％
以
上
低

　
　
い
、
常
時
平
均
飼
養
頭
数
と
事
故
率
が
低
い
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。

出
荷

頭
数

期
末

飼
養

頭
数

　
（
イ
）

前
年

比
　
（
期

末
÷

期
首

）
常

時
平

均
飼

養
頭

数
　
（
ア
＋
イ
）
/
２

肥 育 出 荷 成 績

去
勢

雌

事
故

率
※
事
故
出
荷
、
事
故
廃
用

飼 養 状 況

期
首

飼
養

頭
数

　
（
ア
）

外
部

導
入

頭
数

自
家

保
留

子
牛

の
繰

入
事

故
頭

数

項
目

単
位

全
体

平
成

3
0
年

の
去

勢
肉

質
が

下
位

2
5
%
の

階
層

平
成

3
0
年

の
去

勢
肉

質
が

上
位

2
5
%
の

階
層

H
3
0
年

成
績

R
1
年

成
績

H
3
0
年

成
績

R
1
年

成
績

R
1
年

に
成

績
が

悪
化

し
た
も
の

R
1
年

も
成

績
が

下
位

2
5
%
の

階
層

R
1
年

成
績

が
中

位
5
0
%
の

階
層

R
1
年

成
績

が
上

位
2
5
%
の

階
層

Ｈ
３
０
年

成
績

R
1
年

成
績
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１
．
肥

育
開

始
月

齢
（
雌

肥
育

）
の

階
層

間
比

較

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

頭
3
0

1
4
3
.7

3
0

1
4
8
.2

4
1
0
8
.3

4
1
0
9
.5

1
2
3
.0

3
1
1
0
.7

1
1
0
6
.0

4
1
1
7
.3

4
1
2
4
.0

頭
3
0

9
1
.4

3
0

8
7
.0

4
7
1
.3

4
6
9
.0

1
1
2
.0

3
7
2
.0

1
6
0
.0

4
6
2
.3

4
6
2
.5

頭
3
0

0
.0

3
0

0
.4

4
0
.0

4
0
.3

1
0
.0

3
0
.3

1
0
.0

4
0
.0

4
0
.0

頭
3
0

1
.6

3
0

1
.7

4
1
.0

4
2
.3

1
0
.0

3
2
.3

1
2
.0

4
1
.8

4
0
.3

頭
3
0

8
6
.0

3
0

8
4
.8

4
6
9
.0

4
6
5
.5

1
1
0
.0

3
6
6
.0

1
6
4
.0

4
5
3
.8

4
5
7
.0

頭
3
0

1
4
7
.5

3
0

1
4
9
.0

4
1
0
9
.5

4
1
1
1
.0

1
2
5
.0

3
1
1
4
.7

1
1
0
0
.0

4
1
2
4
.0

4
1
2
9
.3

％
3
0

1
0
0
.5

3
0

9
9
.7

4
1
0
4
.2

4
1
0
8
.5

1
1
0
8
.7

3
1
1
3
.3

1
9
4
.3

4
9
9
.7

4
8
8
.5

頭
3
0

1
4
5
.6

3
0

1
4
8
.6

4
1
0
8
.9

4
1
1
0
.3

1
2
4
.0

3
1
1
2
.7

1
1
0
3
.0

4
1
2
0
.6

4
1
2
6
.6

肥
育
開
始
月
齢
　
（
平
均
値
）

ヵ
月
齢

2
6

9
.0

2
6

8
.8

3
9
.0

3
9
.2

2
9
.2

1
9
.2

3
8
.0

3
7
.0

肥
育
開
始
体
重
（
平
均
値
）

kg
2
6

2
7
7
.7

2
6

2
8
3
.3

3
2
7
5
.1

3
2
8
4
.7

2
2
9
0
.0

1
2
7
4
.1

3
2
3
9
.6

3
2
2
6
.9

出
荷
月
齢
　
（
平
均
値
）

ヵ
月
齢

2
6

2
8
.9

2
6

2
9
.2

3
2
8
.5

3
2
8
.7

2
2
8
.6

1
2
9
.0

3
2
9
.1

3
2
8
.7

出
荷
生
体
重
　
（
平
均
値
）

kg
2
6

7
6
6
.8

2
6

7
8
0
.4

3
7
5
6
.0

3
7
6
0
.6

2
7
6
8
.2

1
7
4
5
.3

3
7
8
2
.7

3
7
6
7
.9

肥
育
日
数
　
（
平
均
値
）

日
2
6

6
1
2
.0

2
6

6
1
8
.9

3
6
0
4
.0

3
5
9
3
.7

2
5
8
9
.6

1
6
0
2
.0

3
6
4
7
.7

3
6
5
6
.2

１
日
当
た
り
増
体
重
　
（
平
均
値
）

※
肥
育
期
間
中
に
お
け
る

kg
/
日

2
6

0
.8
0

2
6

0
.8
0

3
0
.8
0

3
0
.8
0

2
0
.8
1

1
0
.7
8

3
0
.8
1

3
0
.8
3

枝
肉
重
量
　
（
平
均
値
）

kg
2
5

4
9
2
.8

2
6

4
9
9
.8

3
4
9
0
.8

3
4
9
4
.7

2
5
0
0
.4

1
4
8
3
.2

3
5
0
6
.1

3
5
0
5
.5

歩
留
等
級
A
率

％
2
4

9
2
.6

2
6

9
2
.1

3
8
8
.8

3
9
4
.6

2
9
7
.2

1
8
9
.5

3
9
6
.0

3
8
0
.3

肉
質
等
級
４
・
５
率

％
2
4

8
2
.0

2
6

8
7
.1

3
8
7
.1

3
8
7
.9

2
8
5
.4

1
9
3
.0

3
8
7
.5

3
7
3
.7

肥
育
開
始
月
齢
　
（
平
均
値
）

ヵ
月
齢

1
9

9
.1

2
0

9
.1

4
9
.9

4
9
.8

1
9
.9

3
9
.9

1
9
.5

4
7
.3

4
7
.4

肥
育
開
始
体
重
（
平
均
値
）

kg
1
9

2
5
6
.6

2
0

2
6
0
.4

4
2
6
3
.7

4
2
6
8
.5

1
2
4
3
.6

3
2
7
3
.5

1
2
5
3
.7

4
2
2
4
.1

4
2
2
7
.1

出
荷
月
齢
　
（
平
均
値
）

ヵ
月
齢

1
9

2
9
.5

2
0

2
9
.4

4
2
9
.9

4
2
9
.4

1
2
9
.5

3
2
9
.3

1
2
9
.8

4
2
9
.0

4
2
8
.9

出
荷
生
体
重
　
（
平
均
値
）

kg
1
9

6
9
9
.1

2
0

6
9
8
.1

4
6
7
3
.7

4
6
9
5
.7

1
6
2
2
.8

3
6
9
2
.0

1
7
0
6
.7

4
7
3
3
.8

4
7
3
5
.9

肥
育
日
数
　
（
平
均
値
）

日
1
9

6
1
5
.4

2
0

6
2
0
.1

4
6
1
3
.5

4
5
9
7
.0

1
5
9
7
.0

3
5
9
0
.3

1
6
1
7
.0

4
6
3
6
.6

4
6
5
8
.7

１
日
当
た
り
増
体
重
　
（
平
均
値
）

※
肥
育
期
間
中
に
お
け
る

kg
/
日

1
9

0
.7
2

2
0

0
.7
1

4
0
.6
7

4
0
.7
2

1
0
.6
4

3
0
.7
1

1
0
.7
4

4
0
.8
1

4
0
.7
8

枝
肉
重
量
　
（
平
均
値
）

kg
1
9

4
5
0
.3

2
0

4
4
9
.1

4
4
3
7
.2

4
4
5
2
.0

1
4
0
2
.0

3
4
4
9
.9

1
4
5
8
.3

4
4
7
5
.4

4
4
7
2
.3

歩
留
等
級
A
率

％
1
9

8
5
.4

2
0

8
6
.3

4
8
7
.3

4
8
2
.1

1
1
0
0
.0

3
8
0
.9

1
8
5
.7

4
8
7
.3

4
8
3
.5

肉
質
等
級
４
・
５
率

％
1
9

7
7
.7

2
0

8
1
.5

4
8
6
.2

4
8
6
.5

1
9
0
.0

3
8
2
.0

1
1
0
0
.0

4
8
2
.5

4
7
9
.7

％
3
0

1
.3

3
0

1
.5

4
1
.4

4
1
.5

1
0
.0

3
1
.4

1
1
.9

4
3
.5

4
3
.6

２
．
結

果
の

比
較

検
討

・
考

察
１

）
全

体
の

年
比

較
　

　
H
3
0
年

お
よ

び
R
1
年

い
ず

れ
も

9
.
1
か

月
で

変
化

な
し

。
上

位
2
5
%
の

階
層

に
お

い
て

は
、

H
3
0
年

7
.
3
か

月
に

対
し

、
R
1
年

7
.
4
は

0
.
1
か

月
晩

期
化

傾
向

。

２
）

H
3
0
年

成
績

下
位

2
5
％

階
層

の
R
1
年

の
状

況
　

　
H
3
0
年

9
.
9
か

月
に

対
し

、
R
1
年

9
.
8
か

月
は

0
.
1
か

月
早

期
化

傾
向

（
各

対
象

デ
ー

タ
数

4
）

。
H
3
0
年

と
R
1
年

い
ず

れ
も

成
績

下
位

2
5
%
の

階
層

と
R
1
年

に
成

績
が

悪
化

し
た

も
の

（
併

せ
て

対
　

　
象

デ
ー

タ
数

4
）

9
.
9
か

月
で

H
3
0
年

と
変

わ
ら

な
い

一
方

、
R
1
年

成
績

が
中

位
5
0
%
の

階
層

（
対

象
デ

ー
タ

数
1
）

9
.
5
か

月
は

、
0
.
4
か

月
早

期
化

。

３
）

R
1
年

の
下

位
2
5
％

階
層

と
上

位
2
5
％

階
層

の
比

較
　

　
上

位
2
5
％

階
層

で
は

7
.
4
か

月
に

対
し

、
下

位
2
5
％

階
層

で
は

9
.
8
か

月
と

2
.
4
か

月
遅

い
。

４
）

特
記

事
項

　
　

全
体

で
の

雌
肥

育
開

始
月

齢
は

年
度

比
較

で
変

化
が

な
い

一
方

、
肥

育
開

始
体

重
は

3
.
8
k
g
増

加
傾

向
（

H
3
0
年

：
2
5
6
.
6
k
g
、

R
1
年

：
2
6
0
.
4
k
g
）

。

出
荷
頭
数

期
末
飼
養
頭
数
　
（
イ
）

前
年
比
　
（
期
末
÷
期
首
）

常
時
平
均
飼
養
頭
数
　
（
ア
＋
イ
）
/
２

肥 育 出 荷 成 績

去
勢

雌

事
故
率

※
事
故
出
荷
、
事
故
廃
用

飼 養 状 況

期
首
飼
養
頭
数
　
（
ア
）

外
部
導
入
頭
数

自
家
保
留
子
牛
の
繰
入

事
故
頭
数

項
目

単
位

全
体

平
成
3
0
年
の
雌
肥
育
開
始
月
齢
が

下
位
2
5
%
の
階
層

平
成
3
0
年
の
雌
肥
育
開
始
月
齢
が

上
位
2
5
%
の
階
層

H
3
0
年
成
績

R
1
年
成
績

H
3
0
年
成
績

R
1
年
成
績

R
1
年
に
成
績
が

悪
化
し
た
も
の

R
1
年
も
成
績
が
下

位
2
5
%
の
階
層

R
1
年
成
績
が
中
位

5
0
%
の
階
層

R
1
年
成
績
が
上
位

2
5
%
の
階
層

Ｈ
３
０
年
成
績

R
1
年
成
績
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１
．
肥
育
開
始
体
重
（
雌
肥
育
）
の
階
層
間
比
較

対
象

デ
ー
タ

数
平

均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平

均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平

均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平

均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平

均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平

均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平

均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平

均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平

均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平

均
値

頭
3
0

1
4
3
.7

3
0

1
4
8
.2

4
9
3
.3

4
9
6
.0

1
2
6
6
.0

3
1
2
4
.7

1
1
0
.0

4
1
1
3
.8

4
1
2
2
.3

頭
3
0

9
1
.4

3
0

8
7
.0

4
6
2
.5

4
6
1
.5

1
1
6
8
.0

3
8
1
.3

1
2
.0

4
6
0
.3

4
5
7
.8

頭
3
0

0
.0

3
0

0
.4

4
0
.0

4
0
.3

1
0
.0

3
0
.3

1
0
.0

4
0
.0

4
0
.0

頭
3
0

1
.6

3
0

1
.7

4
0
.8

4
2
.5

1
6
.0

3
3
.0

1
1
.0

4
1
.5

4
0
.0

頭
3
0

8
6
.0

3
0

8
4
.8

4
5
9
.0

4
5
7
.5

1
1
6
6
.0

3
7
4
.3

1
7
.0

4
5
0
.3

4
5
3
.8

頭
3
0

1
4
7
.5

3
0

1
4
9
.0

4
9
6
.0

4
9
7
.8

1
2
6
2
.0

3
1
2
9
.0

1
4
.0

4
1
2
2
.3

4
1
2
6
.3

％
3
0

1
0
0
.5

3
0

9
9
.7

4
1
0
6
.1

4
9
3
.9

1
9
8
.5

3
1
1
1
.9

1
4
0
.0

4
1
0
0
.6

4
1
0
2
.9

頭
3
0

1
4
5
.6

3
0

1
4
8
.6

4
9
4
.6

4
9
6
.9

1
2
6
4
.0

3
1
2
6
.8

1
7
.0

4
1
1
8
.0

4
1
2
4
.3

肥
育

開
始

月
齢

　
（
平

均
値

）
ヵ
月

齢
2
6

9
.0

2
6

8
.8

2
9
.0

2
9
.2

1
9
.6

2
9
.2

3
7
.0

2
5
.9

肥
育

開
始

体
重

（
平

均
値

）
kg

2
6

2
7
7
.7

2
6

2
8
3
.3

2
2
7
9
.2

2
2
9
0
.0

1
2
9
4
.8

2
2
9
0
.0

3
1
9
8
.9

2
2
1
4
.0

出
荷

月
齢

　
（
平

均
値

）
ヵ
月

齢
2
6

2
8
.9

2
6

2
9
.2

2
2
7
.9

2
2
8
.6

1
2
8
.5

2
2
8
.6

3
3
0
.1

2
2
8
.8

出
荷

生
体

重
　
（
平

均
値

）
kg

2
6

7
6
6
.8

2
6

7
8
0
.4

2
7
6
0
.7

2
7
6
8
.2

1
7
1
4
.6

2
7
6
8
.2

3
7
5
8
.9

2
7
6
1
.8

肥
育

日
数

　
（
平

均
値

）
日

2
6

6
1
2
.0

2
6

6
1
8
.9

2
5
8
9
.5

2
5
8
9
.6

1
5
7
6
.0

2
5
8
9
.6

3
7
0
8
.7

2
6
8
6
.7

１
日

当
た
り
増

体
重

　
（
平

均
値

）
※
肥
育
期
間
中
に
お
け
る

kg
/
日

2
6

0
.8
0

2
6

0
.8
0

2
0
.8
1

2
0
.8
1

1
0
.7
3

2
0
.8
1

3
0
.7
9

2
0
.7
9

枝
肉

重
量

　
（
平

均
値

）
kg

2
5

4
9
2
.8

2
6

4
9
9
.8

2
4
9
4
.9

2
5
0
0
.4

1
4
5
7
.0

2
5
0
0
.4

2
5
0
3
.9

2
5
0
2
.4

歩
留

等
級

A
率

％
2
4

9
2
.6

2
6

9
2
.1

2
8
6
.2

2
9
7
.2

1
9
4
.4

2
9
7
.2

2
9
4
.1

2
9
5
.4

肉
質

等
級

４
・
５
率

％
2
4

8
2
.0

2
6

8
7
.1

2
8
3
.6

2
8
5
.4

1
7
6
.4

2
8
5
.4

2
8
1
.3

2
8
5
.6

肥
育

開
始

月
齢

　
（
平

均
値

）
ヵ
月

齢
1
9

9
.1

2
0

9
.1

4
9
.7

4
9
.5

1
9
.9

3
9
.8

1
8
.8

4
7
.4

4
7
.6

肥
育

開
始

体
重

（
平

均
値

）
kg

1
9

2
5
6
.6

2
0

2
6
0
.4

4
2
8
9
.5

4
2
8
3
.9

1
2
8
8
.0

3
2
8
7
.0

1
2
7
4
.5

4
2
0
0
.3

4
2
1
5
.0

出
荷

月
齢

　
（
平

均
値

）
ヵ
月

齢
1
9

2
9
.5

2
0

2
9
.4

4
2
9
.0

4
2
9
.3

1
2
8
.8

3
2
9
.4

1
2
8
.9

4
3
0
.2

4
2
9
.8

出
荷

生
体

重
　
（
平

均
値

）
kg

1
9

6
9
9
.1

2
0

6
9
8
.1

4
7
4
2
.3

4
7
4
8
.8

1
6
9
1
.4

3
7
2
0
.2

1
8
3
4
.5

4
6
6
2
.0

4
6
6
1
.3

肥
育

日
数

　
（
平

均
値

）
日

1
9

6
1
5
.4

2
0

6
2
0
.1

4
5
9
2
.0

4
5
9
9
.0

1
5
7
7
.0

3
5
9
6
.3

1
6
0
7
.3

4
6
7
4
.1

4
6
8
1
.2

１
日

当
た
り
増

体
重

　
（
平

均
値

）
※
肥
育
期
間
中
に
お
け
る

kg
/
日

1
9

0
.7
2

2
0

0
.7
1

4
0
.7
7

4
0
.7
7

1
0
.7
0

3
0
.7
3

1
0
.9
2

4
0
.6
9

4
0
.6
5

枝
肉

重
量

　
（
平

均
値

）
kg

1
9

4
5
0
.3

2
0

4
4
9
.1

4
4
7
6
.9

4
4
7
8
.4

1
4
4
9
.7

3
4
6
5
.4

1
5
1
7
.4

4
4
2
4
.9

4
4
2
8
.3

歩
留

等
級

A
率

％
1
9

8
5
.4

2
0

8
6
.3

4
9
1
.3

4
7
8
.2

1
9
2
.6

3
7
5
.1

1
8
7
.5

4
7
7
.4

4
8
1
.8

肉
質

等
級

４
・
５
率

％
1
9

7
7
.7

2
0

8
1
.5

4
8
9
.2

4
8
1
.6

1
8
0
.9

3
7
9
.6

1
8
7
.5

4
7
1
.5

4
7
2
.2

％
3
0

1
.3

3
0

1
.5

4
2
.6

4
5
.3

1
2
.3

3
2
.4

1
1
4
.3

4
2
.0

4
0
.0

２
．
結
果
の
比
較
検
討
・
考
察

１
）
全
体
の
年
比
較

　
　
H
3
0
年
2
5
6
.
6
k
g
に
対
し
、
R
1
年
2
6
0
.
4
k
g
は
3
.
8
k
g
増
加
傾
向
。
上
位
2
5
%
の
階
層
に
お
い
て
も
、
H
3
0
年
2
0
0
.
3
k
g
に
対
し
、
R
1
年
2
1
5
.
0
k
g
は
1
4
.
7
k
g
増
加
。

２
）
H
3
0
年
成
績
下
位
2
5
％
階
層
の
R
1
年
の
状
況

　
　
H
3
0
年
2
8
9
.
5
k
g
に
対
し
、
R
1
年
2
8
3
.
9
k
g
と
5
.
6
k
g
減
少
傾
向
。
H
3
0
年
と
R
1
年
い
ず
れ
も
成
績
下
位
2
5
%
の
階
層
と
R
1
年
に
成
績
が
悪
化
し
た
も
の
2
8
7
.
0
～
2
8
8
.
0
k
g
は
、
H
3
0
年
の
数
値
と

　
　
ほ
ぼ
変
わ
ら
な
い
（
1
.
5
k
g
減
少
）
に
対
し
、
R
1
年
成
績
が
中
位
5
0
%
の
階
層
（
対
象
デ
ー
タ
数
1
）
2
7
4
.
5
k
g
は
、
1
5
k
g
少
な
い
。

３
）
R
1
年
の
下
位
2
5
％
階
層
と
上
位
2
5
％
階
層
の
比
較

　
　
上
位
2
5
％
階
層
で
は
2
1
5
.
0
k
g
に
対
し
、
下
位
2
5
％
階
層
で
は
2
8
3
.
9
k
g
と
6
8
.
9
k
g
多
い
。

４
）
特
記
事
項

　
　
平
成
3
0
年
と
R
1
年
い
ず
れ
も
成
績
下
位
2
5
%
の
階
層
の
雌
肥
育
開
始
体
重
2
8
7
.
0
k
g
は
、
R
1
年
全
体
平
均
2
6
0
.
4
k
g
よ
り
も
、
2
6
.
6
k
g
多
い
。
こ
の
差
は
、
成
績
下
位
2
5
%
の
階
層
の
肥
育
開
始
月

　
　
齢
が
0
.
7
か
月
遅
い
た
め
と
考
え
ら
れ
る
。
い
ず
れ
も
出
荷
月
齢
は
2
9
.
4
か
月
齢
と
変
わ
ら
な
い
の
に
対
し
、
成
績
下
位
2
5
%
の
階
層
の
出
荷
生
体
重
は
2
2
.
1
k
g
多
く
、
枝
肉
重
量
は
1
6
.
3
k
g
多

　
　
く
、
肥
育
日
数
は
2
3
.
8
日
短
く
、
１
日
当
た
り
増
体
重
は
0
.
0
2
k
g
/
日
高
い
。
た
だ
し
、
歩
留
等
級
A
率
は
1
1
.
2
％
低
く
、
肉
質
等
級
４
・
５
率
は
1
.
9
％
低
い
。

出
荷

頭
数

期
末

飼
養

頭
数

　
（
イ
）

前
年

比
　
（
期

末
÷

期
首

）
常

時
平

均
飼

養
頭

数
　
（
ア
＋
イ
）
/
２

肥 育 出 荷 成 績

去
勢

雌

事
故

率
※
事
故
出
荷
、
事
故
廃
用

飼 養 状 況

期
首

飼
養

頭
数

　
（
ア
）

外
部

導
入

頭
数

自
家

保
留

子
牛

の
繰

入
事

故
頭

数

項
目

単
位

全
体

平
成

3
0
年

の
雌

肥
育

開
始

体
重

が
下

位
2
5
%
の

階
層

平
成

3
0
年

の
雌

肥
育

開
始

体
重

が
上

位
2
5
%
の

階
層

H
3
0
年

成
績

R
1
年

成
績

H
3
0
年

成
績

R
1
年

成
績

R
1
年

に
成

績
が

悪
化

し
た
も
の

R
1
年

も
成

績
が

下
位

2
5
%
の

階
層

R
1
年

成
績

が
中

位
5
0
%
の

階
層

R
1
年

成
績

が
上

位
2
5
%
の

階
層

Ｈ
３
０
年

成
績

R
1
年

成
績
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１
．
出
荷
月
齢
（
雌
肥
育
）
の
階
層
間
比
較

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

頭
3
0

1
4
3
.7

3
0

1
4
8
.2

4
1
4
2
.5

4
1
4
8
.3

1
1
1
8
.0

3
1
0
9
.7

1
2
6
4
.0

4
6
1
.0

4
6
0
.5

頭
3
0

9
1
.4

3
0

8
7
.0

4
7
4
.3

4
6
5
.0

1
4
0
.0

3
5
2
.7

1
1
0
2
.0

4
3
7
.8

4
3
4
.3

頭
3
0

0
.0

3
0

0
.4

4
0
.0

4
0
.0

1
0
.0

3
0
.0

1
0
.0

4
0
.0

4
0
.0

頭
3
0

1
.6

3
0

1
.7

4
1
.3

4
1
.0

1
2
.0

3
1
.3

1
0
.0

4
1
.0

4
0
.3

頭
3
0

8
6
.0

3
0

8
4
.8

4
6
7
.3

4
6
9
.5

1
6
8
.0

3
6
4
.7

1
8
4
.0

4
3
7
.3

4
3
6
.8

頭
3
0

1
4
7
.5

3
0

1
4
9
.0

4
1
4
8
.3

4
1
4
2
.8

1
8
8
.0

3
9
6
.3

1
2
8
2
.0

4
6
0
.5

4
5
7
.8

％
3
0

1
0
0
.5

3
0

9
9
.7

4
1
0
0
.8

4
9
3
.0

1
7
4
.6

3
8
8
.4

1
1
0
6
.8

4
9
7
.9

4
8
6
.7

頭
3
0

1
4
5
.6

3
0

1
4
8
.6

4
1
4
5
.4

4
1
4
5
.5

1
1
0
3
.0

3
1
0
3
.0

1
2
7
3
.0

4
6
0
.8

4
5
9
.1

肥
育

開
始

月
齢

　
（
平

均
値

）
ヵ
月

齢
2
6

9
.0

2
6

8
.8

3
7
.2

3
7
.3

1
9
.0

2
9
.1

1
3
.6

3
9
.3

3
8
.6

肥
育

開
始

体
重

（
平

均
値

）
kg

2
6

2
7
7
.7

2
6

2
8
3
.3

3
1
9
3
.8

3
2
3
8
.5

1
2
9
6
.0

2
2
8
5
.1

1
1
4
5
.3

3
2
7
4
.3

3
2
5
4
.8

出
荷

月
齢

　
（
平

均
値

）
ヵ
月

齢
2
6

2
8
.9

2
6

2
9
.2

3
3
0
.6

3
3
0
.1

1
3
2
.3

2
3
0
.7

1
2
9
.1

3
2
7
.5

3
2
8
.4

出
荷

生
体

重
　
（
平

均
値

）
kg

2
6

7
6
6
.8

2
6

7
8
0
.4

3
7
5
3
.3

3
7
9
2
.2

1
8
7
4
.0

2
8
0
9
.7

1
7
5
7
.4

3
7
2
7
.2

3
7
2
9
.2

肥
育

日
数

　
（
平

均
値

）
日

2
6

6
1
2
.0

2
6

6
1
8
.9

3
7
1
3
.0

3
6
9
6
.1

1
7
1
1
.4

2
6
5
6
.7

1
7
7
5
.0

3
5
6
8
.0

3
5
9
8
.7

１
日

当
た
り
増

体
重

　
（
平

均
値

）
※
肥
育
期
間
中
に
お
け
る

kg
/
日

2
6

0
.8
0

2
6

0
.8
0

3
0
.7
8

3
0
.8
0

1
0
.8
2

2
0
.8
0

1
0
.7
9

3
0
.8
0

3
0
.7
9

枝
肉

重
量

　
（
平

均
値

）
kg

2
5

4
9
2
.8

2
6

4
9
9
.8

2
4
9
7
.1

3
5
1
0
.5

1
5
4
2
.0

2
5
1
2
.6

1
5
0
6
.4

3
4
6
6
.9

3
4
7
0
.9

歩
留

等
級

A
率

％
2
4

9
2
.6

2
6

9
2
.1

2
9
4
.0

3
9
3
.4

1
1
0
0
.0

2
9
4
.8

1
9
0
.8

3
9
1
.4

3
8
8
.9

肉
質

等
級

４
・
５
率

％
2
4

8
2
.0

2
6

8
7
.1

2
8
8
.9

3
8
9
.8

1
1
0
0
.0

2
9
6
.5

1
7
6
.3

3
5
9
.6

3
9
2
.7

肥
育

開
始

月
齢

　
（
平

均
値

）
ヵ
月

齢
1
9

9
.1

2
0

9
.1

4
8
.2

4
7
.9

1
9
.3

3
9
.4

1
3
.7

4
8
.7

4
8
.8

肥
育

開
始

体
重

（
平

均
値

）
kg

1
9

2
5
6
.6

2
0

2
6
0
.4

4
2
2
6
.4

4
2
2
7
.1

1
2
6
3
.2

3
2
5
5
.4

1
1
4
2
.4

4
2
5
6
.9

4
2
5
9
.0

出
荷

月
齢

　
（
平

均
値

）
ヵ
月

齢
1
9

2
9
.5

2
0

2
9
.4

4
3
1
.1

4
3
0
.7

1
3
1
.8

3
3
1
.3

1
2
8
.9

4
2
8
.2

4
2
8
.5

出
荷

生
体

重
　
（
平

均
値

）
kg

1
9

6
9
9
.1

2
0

6
9
8
.1

4
7
0
6
.7

4
7
0
0
.6

1
7
4
7
.0

3
6
9
5
.2

1
7
1
6
.8

4
7
1
2
.6

4
7
3
2
.0

肥
育

日
数

　
（
平

均
値

）
日

1
9

6
1
5
.4

2
0

6
2
0
.1

4
6
9
7
.0

4
6
9
8
.6

1
7
1
1
.4

3
6
7
6
.1

1
7
6
6
.0

4
5
6
9
.2

4
6
0
6
.2

１
日

当
た
り
増

体
重

　
（
平

均
値

）
※
肥
育
期
間
中
に
お
け
る

kg
/
日

1
9

0
.7
2

2
0

0
.7
1

4
0
.6
9

4
0
.6
9

1
0
.7
2

3
0
.6
7

1
0
.7
5

4
0
.8
0

4
0
.7
7

枝
肉

重
量

　
（
平

均
値

）
kg

1
9

4
5
0
.3

2
0

4
4
9
.1

4
4
5
4
.9

4
4
5
3
.9

1
4
8
4
.0

3
4
4
9
.2

1
4
6
7
.9

4
4
6
0
.4

4
4
6
8
.8

歩
留

等
級

A
率

％
1
9

8
5
.4

2
0

8
6
.3

4
7
6
.3

4
7
7
.6

1
9
2
.5

3
7
8
.4

1
7
5
.0

4
9
5
.0

4
9
0
.9

肉
質

等
級

４
・
５
率

％
1
9

7
7
.7

2
0

8
1
.5

4
7
6
.7

4
7
3
.9

1
8
6
.6

3
7
7
.7

1
6
2
.5

4
8
4
.6

4
8
1
.1

％
3
0

1
.3

3
0

1
.5

4
0
.8

4
1
.2

1
2
.9

3
1
.6

1
0
.0

4
3
.1

4
3
.6

２
．
結
果
の
比
較
検
討
・
考
察

１
）

全
体

の
年

比
較

　
　

H
3
0
年

2
9
.
5
か

月
に

対
し

、
R
1
年

2
9
.
4
は

0
.
1
か

月
早

期
化

傾
向

。
一

方
、

上
位

2
5
%
の

階
層

で
は

、
H
3
0
年

2
8
.
2
か

月
に

対
し

、
R
1
年

2
8
.
5
か

月
は

0
.
3
か

月
晩

期
化

。

２
）

H
3
0
年

成
績

下
位

2
5
％

階
層

の
R
1
年

の
状

況
　

　
H
3
0
年

3
1
.
1
か

月
に

対
し

、
R
1
年

3
0
.
7
か

月
と

0
.
4
か

月
早

期
化

。
一

方
、

H
3
0
年

と
R
1
年

い
ず

れ
も

成
績

下
位

2
5
%
の

階
層

（
対

象
デ

ー
タ

数
3
）

3
1
.
3
か

月
と

、
R
1
年

に
成

績
が

悪
化

し
た

も
の

 
 
 
（

対
象

デ
ー

タ
数

1
）

3
1
.
8
か

月
は

、
H
3
0
年

3
1
.
1
か

月
よ

り
も

0
.
2
か

月
以

上
遅

い
。

３
）

R
1
年

の
下

位
2
5
％

階
層

と
上

位
2
5
％

階
層

の
比

較
　

　
上

位
2
5
％

階
層

で
は

2
8
.
5
か

月
に

対
し

、
下

位
2
5
％

階
層

で
は

3
0
.
7
か

月
と

2
.
2
か

月
遅

い
。

４
）

特
記

事
項

　
　

R
1
年

の
雌

出
荷

月
齢

が
2
8
.
5
か

月
と

最
も

早
い

上
位

2
5
%
の

階
層

で
は

、
肥

育
開

始
体

重
は

全
体

平
均

と
ほ

ぼ
変

わ
ら

な
い

一
方

、
肥

育
開

始
月

齢
が
8
.
8
か

月
と

早
い

傾
向

が
あ

る
。

ま
た

１
 
 
 
 
日

当
た

り
増

体
重

が
0
.
7
7
k
g
/
日

と
高

い
た

め
、

肥
育

日
数

6
0
6
.
2
日

で
、

全
体

平
均

よ
り

出
荷

生
体

重
で

3
3
.
9
k
g
、

枝
肉

重
量

で
1
9
.
7
k
g
多

く
、

歩
留

等
級

A
率

で
4
.
6
%
高

く
な

っ
て

い
る

。
肥

 
 
 
 
育

開
始

月
齢

が
早

期
の

段
階

で
、

適
切

な
体

重
に

達
し

て
い

る
こ

と
が

重
要

と
解

釈
さ

れ
た

。

出
荷

頭
数

期
末

飼
養

頭
数

　
（
イ
）

前
年

比
　
（
期

末
÷

期
首

）
常

時
平

均
飼

養
頭

数
　
（
ア
＋
イ
）
/
２

肥 育 出 荷 成 績

去
勢 雌

事
故

率
※
事
故
出
荷
、
事
故
廃
用

飼 養 状 況

期
首

飼
養

頭
数

　
（
ア
）

外
部

導
入

頭
数

自
家

保
留

子
牛

の
繰

入
事

故
頭

数

項
目

単
位

全
体

平
成
3
0
年
の
雌
出
荷
月
齢
が

下
位
2
5
%
の
階
層

平
成
3
0
年
の
雌
出
荷
月
齢
が

上
位
2
5
%
の
階
層

H
3
0
年
成
績

R
1
年
成
績

H
3
0
年
成
績

R
1
年
成
績

R
1
年

に
成

績
が

悪
化
し
た
も
の

R
1
年
も
成
績
が
下

位
2
5
%
の
階
層

R
1
年
成
績
が
中
位

5
0
%
の
階
層

R
1
年
成
績
が
上
位

2
5
%
の
階
層

Ｈ
３
０
年
成
績

R
1
年
成
績
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１
．
出
荷
生
体
重
（
雌
肥
育
）
の
階
層
間
比
較

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

頭
3
0

1
4
3
.7

3
0

1
4
8
.2

4
1
5
3
.8

4
1
5
8
.5

1
1
8
4
.0

2
1
0
3
.5

2
2
1
3
.5

4
7
7
.8

4
7
6
.5

頭
3
0

9
1
.4

3
0

8
7
.0

4
1
0
4
.3

4
8
5
.3

1
9
4
.0

2
5
3
.0

2
1
1
7
.5

4
4
6
.0

4
4
1
.5

頭
3
0

0
.0

3
0

0
.4

4
0
.0

4
0
.0

1
0
.0

2
0
.0

2
0
.0

4
0
.0

4
0
.3

頭
3
0

1
.6

3
0

1
.7

4
2
.3

4
2
.5

1
2
.0

2
1
.0

2
4
.0

4
1
.0

4
1
.5

頭
3
0

8
6
.0

3
0

8
4
.8

4
9
7
.3

4
8
9
.3

1
1
0
1
.0

2
5
5
.5

2
1
2
3
.0

4
4
6
.3

4
4
4
.8

頭
3
0

1
4
7
.5

3
0

1
4
9
.0

4
1
5
8
.5

4
1
5
2
.0

1
1
7
5
.0

2
1
0
0
.0

2
2
0
4
.0

4
7
6
.5

4
7
2
.0

％
3
0

1
0
0
.5

3
0

9
9
.7

4
1
0
0
.2

4
9
7
.1

1
9
5
.1

2
1
0
1
.9

2
9
2
.3

4
1
0
2
.6

4
8
7
.5

頭
3
0

1
4
5
.6

3
0

1
4
8
.6

4
1
5
6
.1

4
1
5
5
.3

1
1
7
9
.5

2
1
0
1
.8

2
2
0
8
.8

4
7
7
.1

4
7
4
.3

肥
育

開
始

月
齢

　
（
平

均
値

）
ヵ
月

齢
2
6

9
.0

2
6

8
.8

3
9
.4

3
8
.6

1
8
.9

1
8
.9

2
8
.5

2
8
.7

3
8
.9

肥
育

開
始

体
重

（
平

均
値

）
kg

2
6

2
7
7
.7

2
6

2
8
3
.3

3
2
9
4
.3

3
2
7
5
.8

1
3
0
3
.0

1
3
0
3
.0

2
2
6
2
.3

2
2
8
1
.6

3
2
9
5
.1

出
荷

月
齢

　
（
平

均
値

）
ヵ
月

齢
2
6

2
8
.9

2
6

2
9
.2

3
2
8
.9

3
2
8
.6

1
2
8
.8

1
2
8
.8

2
2
8
.5

2
2
8
.2

3
2
9
.9

出
荷

生
体

重
　
（
平

均
値

）
kg

2
6

7
6
6
.8

2
6

7
8
0
.4

3
7
4
5
.3

3
7
4
2
.2

1
7
4
8
.6

1
7
4
8
.6

2
7
3
9
.1

2
8
0
9
.9

3
8
3
7
.9

肥
育

日
数

　
（
平

均
値

）
日

2
6

6
1
2
.0

2
6

6
1
8
.9

3
5
9
2
.3

3
6
0
7
.0

1
6
0
4
.0

1
6
0
4
.0

2
6
0
8
.5

2
6
0
7
.0

3
6
4
1
.2

１
日

当
た
り
増

体
重

　
（
平

均
値

）
※
肥
育
期
間
中
に
お
け
る

kg
/
日

2
6

0
.8
0

2
6

0
.8
0

3
0
.7
7

3
0
.7
7

1
0
.7
4

1
0
.7
4

2
0
.7
8

2
0
.8
7

3
0
.8
5

枝
肉

重
量

　
（
平

均
値

）
kg

2
5

4
9
2
.8

2
6

4
9
9
.8

3
4
7
3
.7

3
4
7
4
.9

1
4
8
1
.0

1
4
8
1
.0

2
4
7
1
.9

2
5
2
9
.6

3
5
3
8
.0

歩
留

等
級

A
率

％
2
4

9
2
.6

2
6

9
2
.1

3
8
9
.0

3
9
7
.9

1
9
5
.4

1
9
5
.4

2
9
9
.1

2
8
4
.3

3
9
6
.6

肉
質

等
級

４
・
５
率

％
2
4

8
2
.0

2
6

8
7
.1

3
8
8
.6

3
9
5
.4

1
9
6
.6

1
9
6
.6

2
9
4
.8

2
8
8
.8

3
9
4
.3

肥
育

開
始

月
齢

　
（
平

均
値

）
ヵ
月

齢
1
9

9
.1

2
0

9
.1

4
9
.7

4
9
.4

1
9
.4

2
9
.7

2
9
.2

4
9
.7

4
9
.5

肥
育

開
始

体
重

（
平

均
値

）
kg

1
9

2
5
6
.6

2
0

2
6
0
.4

4
2
5
4
.9

4
2
6
3
.0

1
2
6
4
.0

2
2
5
3
.8

2
2
7
2
.3

4
2
8
5
.2

4
2
7
3
.9

出
荷

月
齢

　
（
平

均
値

）
ヵ
月

齢
1
9

2
9
.5

2
0

2
9
.4

4
2
9
.2

4
2
8
.8

1
2
9
.2

2
2
9
.4

2
2
8
.3

4
2
9
.7

4
3
0
.0

出
荷

生
体

重
　
（
平

均
値

）
kg

1
9

6
9
9
.1

2
0

6
9
8
.1

4
6
3
4
.4

4
6
5
6
.3

1
6
4
1
.9

2
6
3
2
.4

2
6
8
0
.3

4
7
7
2
.7

4
7
4
8
.6

肥
育

日
数

　
（
平

均
値

）
日

1
9

6
1
5
.4

2
0

6
2
0
.1

4
5
9
2
.5

4
5
8
8
.8

1
6
0
2
.0

2
5
9
9
.5

2
5
7
8
.0

4
6
1
2
.8

4
6
3
0
.1

１
日

当
た
り
増

体
重

　
（
平

均
値

）
※
肥
育
期
間
中
に
お
け
る

kg
/
日

1
9

0
.7
2

2
0

0
.7
1

4
0
.6
4

4
0
.6
7

1
0
.6
3

2
0
.6
3

2
0
.7
1

4
0
.8
0

4
0
.7
7

枝
肉

重
量

　
（
平

均
値

）
kg

1
9

4
5
0
.3

2
0

4
4
9
.1

4
4
0
5
.8

4
4
2
1
.0

1
4
0
8
.6

2
4
0
5
.3

2
4
3
6
.7

4
4
9
5
.7

4
4
8
3
.3

歩
留

等
級

A
率

％
1
9

8
5
.4

2
0

8
6
.3

4
8
3
.9

4
9
2
.6

1
7
8
.6

2
8
9
.3

2
9
6
.0

4
8
8
.7

4
8
2
.5

肉
質

等
級

４
・
５
率

％
1
9

7
7
.7

2
0

8
1
.5

4
7
9
.2

4
8
7
.5

1
1
0
0
.0

2
9
5
.0

2
8
0
.1

4
7
5
.9

4
8
7
.3

％
3
0

1
.3

3
0

1
.5

4
1
.7

4
0
.9

1
1
.1

2
0
.6

2
1
.2

4
3
.0

4
5
.1

２
．
結
果
の
比
較
検
討
・
考
察

１
）

全
体

の
年

比
較

　
　

H
3
0
年

6
9
9
.
1
k
g
に

対
し

、
6
9
8
.
1
k
g
は

僅
か

に
(
1
k
g
)減

少
。

上
位

2
5
%
の

階
層

に
お

い
て

も
、

H
3
0
年

7
7
2
.
7
k
g
に

対
し

、
R
1
年

7
4
8
.
6
k
g
は

2
4
.
1
k
g
減

少
。

２
）

H
3
0
年

成
績

下
位

2
5
％

階
層

の
R
1
年

の
状

況
　

　
H
3
0
年

6
3
4
.
4
k
g
に

対
し

、
R
1
年

6
5
6
.
3
k
g
は

2
1
.
9
k
g
増

加
。

一
方

、
H
3
0
年

と
R
1
年

い
ず

れ
も

成
績

下
位

2
5
%
の

階
層

（
対

象
デ

ー
タ

数
2
）

6
3
2
.
4
k
g
と

R
1
年

に
成

績
が

悪
化

し
た

も
の

（
対

象
　

　
デ

ー
タ

数
1
）

6
4
1
.
9
k
g
は

、
R
1
年

6
5
6
.
3
k
g
よ

り
も

1
4
.
4
k
g
以

上
少

な
く

、
特

に
H
3
0
年

と
R
1
年

い
ず

れ
も

成
績

下
位

2
5
%
の

階
層

は
、

H
3
0
年

6
3
4
.
4
k
g
よ

り
も

2
k
g
低

い
。

３
）

R
1
年

の
下

位
2
5
％

階
層

と
上

位
2
5
％

階
層

の
比

較
　

　
上

位
2
5
％

階
層

7
4
8
.
6
k
g
に

対
し

、
下

位
2
5
％

階
層

6
5
6
.
3
k
g
は

、
9
2
.
3
k
g
少

な
い

。

４
）

特
記

事
項

　
　

R
1
年

の
出

荷
生

体
重

が
7
4
8
.
6
k
g
と

最
も

高
い

上
位

2
5
%
の

階
層

で
は

、
全

体
平

均
と

比
較

し
、

肥
育

開
始

月
齢

が
0
.
4
か

月
遅

く
、

肥
育

開
始

体
重

が
1
3
.
5
k
g
多

い
。

１
日

当
た

り
増

体
重

が
　

　
0
.
0
6
 
k
g
/
日

高
い

こ
と

に
加

え
、

出
荷

月
齢

が
0
.
6
か

月
遅

く
、

肥
育

日
数

も
1
0
日

間
長

い
。

歩
留

等
級

A
率

は
3
.
8
％

低
い

が
、

肉
質

等
級

４
・

５
率

は
5
.
8
％

高
い

。

出
荷

頭
数

期
末

飼
養

頭
数

　
（
イ
）

前
年

比
　
（
期

末
÷

期
首

）
常

時
平

均
飼

養
頭

数
　
（
ア
＋
イ
）
/
２

肥 育 出 荷 成 績

去
勢 雌

事
故

率
※
事
故
出
荷
、
事
故
廃
用

飼 養 状 況

期
首

飼
養

頭
数

　
（
ア
）

外
部

導
入

頭
数

自
家

保
留

子
牛

の
繰

入
事

故
頭

数

項
目

単
位

全
体

平
成
3
0
年
の
雌
出
荷
生
体
重
が

下
位
2
5
%
の
階
層

平
成
3
0
年
の
雌
出
荷
生
体
重
が

上
位
2
5
%
の
階
層

H
3
0
年
成
績

R
1
年
成
績

H
3
0
年
成
績

R
1
年
成
績

R
1
年

に
成

績
が

悪
化
し
た
も
の

R
1
年
も
成
績
が
下

位
2
5
%
の
階
層

R
1
年
成
績
が
中
位

5
0
%
の
階
層

R
1
年
成
績
が
上
位

2
5
%
の
階
層

Ｈ
３
０
年
成
績

R
1
年
成
績
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１
．
肥
育
日
数
（
雌
肥
育
）
の
階
層
間
比
較

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

頭
3
0

1
4
3
.7

3
0

1
4
8
.2

4
1
4
2
.5

4
1
4
8
.3

1
1
1
8
.0

4
1
4
8
.3

4
1
0
2
.8

4
1
0
2
.8

頭
3
0

9
1
.4

3
0

8
7
.0

4
7
4
.3

4
6
5
.0

1
4
0
.0

4
6
5
.0

4
6
5
.5

4
6
1
.5

頭
3
0

0
.0

3
0

0
.4

4
0
.0

4
0
.0

1
0
.0

4
0
.0

4
0
.0

4
0
.0

頭
3
0

1
.6

3
0

1
.7

4
1
.3

4
1
.0

1
2
.0

4
1
.0

4
0
.8

4
1
.8

頭
3
0

8
6
.0

3
0

8
4
.8

4
6
7
.3

4
6
9
.5

1
6
8
.0

4
6
9
.5

4
6
4
.8

4
6
3
.5

頭
3
0

1
4
7
.5

3
0

1
4
9
.0

4
1
4
8
.3

4
1
4
2
.8

1
8
8
.0

4
1
4
2
.8

4
1
0
2
.8

4
9
9
.0

％
3
0

1
0
0
.5

3
0

9
9
.7

4
1
0
0
.8

4
9
3
.0

1
7
4
.6

4
9
3
.0

4
9
8
.4

4
8
6
.4

頭
3
0

1
4
5
.6

3
0

1
4
8
.6

4
1
4
5
.4

4
1
4
5
.5

1
1
0
3
.0

4
1
4
5
.5

4
1
0
2
.8

4
1
0
0
.9

肥
育

開
始

月
齢

　
（
平

均
値

）
ヵ
月

齢
2
6

9
.0

2
6

8
.8

3
7
.2

3
7
.3

1
9
.0

3
7
.3

3
9
.7

3
9
.0

肥
育

開
始

体
重

（
平

均
値

）
kg

2
6

2
7
7
.7

2
6

2
8
3
.3

3
1
9
3
.8

3
2
3
8
.5

1
2
9
6
.0

3
2
3
8
.5

3
2
7
4
.7

3
2
5
8
.8

出
荷

月
齢

　
（
平

均
値

）
ヵ
月

齢
2
6

2
8
.9

2
6

2
9
.2

3
3
0
.6

3
3
0
.1

1
3
2
.3

3
3
0
.1

3
2
7
.5

3
2
8
.4

出
荷

生
体

重
　
（
平

均
値

）
kg

2
6

7
6
6
.8

2
6

7
8
0
.4

3
7
5
3
.3

3
7
9
2
.2

1
8
7
4
.0

3
7
9
2
.2

3
7
0
8
.2

3
7
1
2
.0

肥
育

日
数

　
（
平

均
値

）
日

2
6

6
1
2
.0

2
6

6
1
8
.9

3
7
1
3
.0

3
6
9
6
.1

1
7
1
1
.4

3
6
9
6
.1

3
5
5
1
.7

3
5
9
1
.2

１
日

当
た
り
増

体
重

　
（
平

均
値

）
※
肥
育
期
間
中
に
お
け
る

kg
/
日

2
6

0
.8
0

2
6

0
.8
0

3
0
.7
8

3
0
.8
0

1
0
.8
2

3
0
.8
0

3
0
.7
8

3
0
.7
6

枝
肉

重
量

　
（
平

均
値

）
kg

2
5

4
9
2
.8

2
6

4
9
9
.8

2
4
9
7
.1

3
5
1
0
.5

1
5
4
2
.0

3
5
1
0
.5

3
4
5
1
.9

3
4
5
7
.1

歩
留

等
級

A
率

％
2
4

9
2
.6

2
6

9
2
.1

2
9
4
.0

3
9
3
.4

1
1
0
0
.0

3
9
3
.4

3
9
0
.2

3
8
7
.0

肉
質

等
級

４
・
５
率

％
2
4

8
2
.0

2
6

8
7
.1

2
8
8
.9

3
8
9
.8

1
1
0
0
.0

3
8
9
.8

3
5
8
.7

3
8
6
.6

肥
育

開
始

月
齢

　
（
平

均
値

）
ヵ
月

齢
1
9

9
.1

2
0

9
.1

4
8
.2

4
7
.9

1
9
.3

4
7
.9

4
9
.5

4
9
.4

肥
育

開
始

体
重

（
平

均
値

）
kg

1
9

2
5
6
.6

2
0

2
6
0
.4

4
2
2
6
.4

4
2
2
7
.1

1
2
6
3
.2

4
2
2
7
.1

4
2
7
6
.9

4
2
7
4
.8

出
荷

月
齢

　
（
平

均
値

）
ヵ
月

齢
1
9

2
9
.5

2
0

2
9
.4

4
3
1
.1

4
3
0
.7

1
3
1
.8

4
3
0
.7

4
2
8
.3

4
2
8
.6

出
荷

生
体

重
　
（
平

均
値

）
kg

1
9

6
9
9
.1

2
0

6
9
8
.1

4
7
0
6
.7

4
7
0
0
.6

1
7
4
7
.0

4
7
0
0
.6

4
7
0
7
.8

4
7
3
6
.5

肥
育

日
数

　
（
平

均
値

）
日

1
9

6
1
5
.4

2
0

6
2
0
.1

4
6
9
7
.0

4
6
9
8
.6

1
7
1
1
.4

4
6
9
8
.6

4
5
6
6
.4

4
5
8
5
.0

１
日

当
た
り
増

体
重

　
（
平

均
値

）
※
肥
育
期
間
中
に
お
け
る

kg
/
日

1
9

0
.7
2

2
0

0
.7
1

4
0
.6
9

4
0
.6
9

1
0
.7
2

4
0
.6
9

4
0
.7
6

4
0
.7
8

枝
肉

重
量

　
（
平

均
値

）
kg

1
9

4
5
0
.3

2
0

4
4
9
.1

4
4
5
4
.9

4
4
5
3
.9

1
4
8
4
.0

4
4
5
3
.9

4
4
5
6
.9

4
4
7
1
.7

歩
留

等
級

A
率

％
1
9

8
5
.4

2
0

8
6
.3

4
7
6
.3

4
7
7
.6

1
9
2
.5

4
7
7
.6

4
9
2
.1

4
9
0
.3

肉
質

等
級

４
・
５
率

％
1
9

7
7
.7

2
0

8
1
.5

4
7
6
.7

4
7
3
.9

1
8
6
.6

4
7
3
.9

4
8
1
.4

4
7
8
.9

％
3
0

1
.3

3
0

1
.5

4
0
.8

4
1
.2

1
2
.9

4
1
.2

4
2
.6

4
4
.1

２
．
結
果
の
比
較
検
討
・
考
察

１
）

全
体

の
年

比
較

　
　

H
3
0
年

6
1
5
.
4
日

に
対

し
、

R
1
年

6
2
0
.
1
日

は
4
.
7
日

間
増

加
。

上
位

2
5
%
の

階
層

に
お

い
て

も
、

H
3
0
年

5
6
6
.
4
日

に
対

し
、

R
1
年

5
8
5
.
0
日

は
1
8
.
6
日

間
増

加
。

２
）

H
3
0
年

成
績

下
位

2
5
％

階
層

の
R
1
年

の
状

況
　

　
H
3
0
年

6
9
7
.
0
日

に
対

し
、

R
1
年

6
9
8
.
6
日

は
僅

か
に

（
1
.
6
日

間
）

増
加

。
こ

れ
ら

の
数

値
と

、
R
1
年

も
成

績
が

下
位

2
5
%
の

階
層

は
同

じ
だ

が
、

R
1
年

に
成

績
が

悪
化

し
た

も
の

（
対

象
デ

ー
タ

　
　

数
1
）

7
1
1
.
4
日

は
1
2
.
8
日

間
長

い
。

３
）

R
1
年

の
下

位
2
5
％

階
層

と
上

位
2
5
％

階
層

の
比

較
　

　
上

位
2
5
％

階
層

で
は

5
8
5
.
0
日

に
対

し
、

下
位

2
5
％

階
層

6
9
8
.
6
日

は
、

1
1
3
.
6
日

間
長

い
。

４
）

特
記

事
項

　
　

R
1
年

の
肥

育
日

数
が

5
8
5
.
0
日

と
最

も
短

い
上

位
2
5
%
の

階
層

で
は

、
R
1
年

の
全

体
平

均
あ

る
い

は
R
1
年

も
成

績
下

位
2
5
%
の

階
層

と
比

較
し

て
、

肥
育

開
始

月
齢

は
0
.
3
ヶ

月
以

上
遅

く
、

肥
育

　
　

開
始

体
重

は
1
4
.
4
k
g
以

上
多

い
。

１
日

当
た

り
増

体
重

が
0
.
0
7
k
g
/
日

以
上

高
い

た
め

、
出

荷
月

齢
は

0
.
8
か

月
以

上
早

く
、

出
荷

生
体

重
は

3
5
.
9
k
g
以

上
高

い
。

歩
留

等
級

A
率

や
肉

質
等

級
　

　
４

・
５

率
は

遜
色

な
い

。

出
荷

頭
数

期
末

飼
養

頭
数

　
（
イ
）

前
年

比
　
（
期

末
÷

期
首

）
常

時
平

均
飼

養
頭

数
　
（
ア
＋
イ
）
/
２

肥 育 出 荷 成 績

去
勢 雌

事
故

率
※
事
故
出
荷
、
事
故
廃
用

飼 養 状 況

期
首

飼
養

頭
数

　
（
ア
）

外
部

導
入

頭
数

自
家

保
留

子
牛

の
繰

入
事

故
頭

数

項
目

単
位

全
体

平
成
3
0
年
の
雌
肥
育
日
数
が

下
位
2
5
%
の
階
層

平
成
3
0
年
の
雌
肥
育
日
数
が

上
位
2
5
%
の
階
層

H
3
0
年
成
績

R
1
年
成
績

H
3
0
年
成
績

R
1
年
成
績

R
1
年

に
成

績
が

悪
化
し
た
も
の

R
1
年
も
成
績
が
下

位
2
5
%
の
階
層

R
1
年
成
績
が
中
位

5
0
%
の
階
層

R
1
年
成
績
が
上
位

2
5
%
の
階
層

Ｈ
３
０
年
成
績

R
1
年
成
績
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１
．
１
日

当
た
り
増

体
重

（
雌

肥
育

）
の

階
層

間
比

較

対
象

デ
ー
タ

数
平

均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平

均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平

均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平

均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平

均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平

均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平

均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平

均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平

均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平

均
値

頭
3
0

1
4
3
.7

3
0

1
4
8
.2

4
1
5
7
.0

4
1
6
0
.8

2
1
4
4
.5

3
1
0
4
.0

1
3
3
1
.0

4
6
9
.5

4
7
1
.3

頭
3
0

9
1
.4

3
0

8
7
.0

4
1
0
5
.0

4
8
7
.5

2
7
6
.0

3
5
4
.7

1
1
8
6
.0

4
4
4
.8

4
4
6
.3

頭
3
0

0
.0

3
0

0
.4

4
0
.0

4
0
.0

2
0
.0

3
0
.0

1
0
.0

4
0
.0

4
0
.3

頭
3
0

1
.6

3
0

1
.7

4
2
.3

4
2
.5

2
1
.0

3
0
.7

1
8
.0

4
1
.3

4
1
.0

頭
3
0

8
6
.0

3
0

8
4
.8

4
9
9
.0

4
8
9
.3

2
8
1
.5

3
5
7
.7

1
1
8
4
.0

4
4
1
.8

4
4
2
.5

頭
3
0

1
4
7
.5

3
0

1
4
9
.0

4
1
6
0
.8

4
1
5
6
.5

2
1
3
8
.0

3
1
0
0
.3

1
3
2
5
.0

4
7
1
.3

4
7
4
.3

％
3
0

1
0
0
.5

3
0

9
9
.7

4
9
9
.3

4
9
9
.5

2
9
5
.6

3
1
0
0
.0

1
9
8
.2

4
1
0
4
.8

4
9
3
.9

頭
3
0

1
4
5
.6

3
0

1
4
8
.6

4
1
5
8
.9

4
1
5
8
.6

2
1
4
1
.3

3
1
0
2
.2

1
3
2
8
.0

4
7
0
.4

4
7
2
.8

肥
育
開
始
月
齢
　
（
平
均
値
）

ヵ
月
齢

2
6

9
.0

2
6

8
.8

3
9
.2

2
9
.0

1
8
.9

1
8
.9

1
9
.1

3
8
.6

3
8
.6

肥
育
開
始
体
重
（
平
均
値
）

kg
2
6

2
7
7
.7

2
6

2
8
3
.3

3
2
5
6
.2

2
2
9
6
.3

1
3
0
3
.0

1
3
0
3
.0

1
2
8
9
.5

3
2
8
1
.8

3
2
9
0
.7

出
荷
月
齢
　
（
平
均
値
）

ヵ
月
齢

2
6

2
8
.9

2
6

2
9
.2

3
3
0
.3

2
2
9
.0

1
2
8
.8

1
2
8
.8

1
2
9
.2

3
2
8
.2

3
2
8
.6

出
荷
生
体
重
　
（
平
均
値
）

kg
2
6

7
6
6
.8

2
6

7
8
0
.4

3
7
3
8
.9

2
7
4
5
.7

1
7
4
8
.6

1
7
4
8
.6

1
7
4
2
.8

3
7
9
4
.4

3
8
0
1
.9

肥
育
日
数
　
（
平
均
値
）

日
2
6

6
1
2
.0

2
6

6
1
8
.9

3
6
4
1
.0

2
6
0
8
.5

1
6
0
4
.0

1
6
0
4
.0

1
6
1
3
.0

3
6
1
1
.3

3
6
0
3
.5

１
日
当
た
り
増
体
重
　
（
平
均
値
）

※
肥
育
期
間
中
に
お
け
る

kg
/
日

2
6

0
.8
0

2
6

0
.8
0

3
0
.7
5

2
0
.7
4

1
0
.7
4

1
0
.7
4

1
0
.7
4

3
0
.8
4

3
0
.8
4

枝
肉
重
量
　
（
平
均
値
）

kg
2
5

4
9
2
.8

2
6

4
9
9
.8

2
4
7
5
.6

2
4
7
8
.4

1
4
8
1
.0

1
4
8
1
.0

1
4
7
5
.8

3
5
1
8
.4

3
5
2
3
.5

歩
留
等
級
A
率

％
2
4

9
2
.6

2
6

9
2
.1

2
9
3
.5

2
9
6
.8

1
9
5
.4

1
9
5
.4

1
9
8
.2

3
8
7
.6

3
9
6
.6

肉
質
等
級
４
・
５
率

％
2
4

8
2
.0

2
6

8
7
.1

2
8
3
.0

2
9
3
.1

1
9
6
.6

1
9
6
.6

1
8
9
.5

3
8
5
.5

3
9
2
.6

肥
育
開
始
月
齢
　
（
平
均
値
）

ヵ
月
齢

1
9

9
.1

2
0

9
.1

4
9
.6

4
9
.4

2
9
.3

3
9
.5

1
9
.2

4
8
.9

4
9
.1

肥
育
開
始
体
重
（
平
均
値
）

kg
1
9

2
5
6
.6

2
0

2
6
0
.4

4
2
4
9
.6

4
2
5
5
.4

2
2
5
6
.6

3
2
5
2
.3

1
2
6
4
.7

4
2
6
7
.0

4
2
6
4
.3

出
荷
月
齢
　
（
平
均
値
）

ヵ
月
齢

1
9

2
9
.5

2
0

2
9
.4

4
3
0
.4

4
2
9
.9

2
3
0
.8

3
3
0
.3

1
2
8
.6

4
2
9
.0

4
2
9
.2

出
荷
生
体
重
　
（
平
均
値
）

kg
1
9

6
9
9
.1

2
0

6
9
8
.1

4
6
3
9
.2

4
6
4
2
.1

2
6
3
7
.0

3
6
3
2
.2

1
6
7
1
.6

4
7
5
7
.7

4
7
3
0
.2

肥
育
日
数
　
（
平
均
値
）

日
1
9

6
1
5
.4

2
0

6
2
0
.1

4
6
3
4
.0

4
6
2
2
.3

2
6
5
1
.0

3
6
3
3
.0

1
5
9
0
.0

4
5
9
6
.1

4
6
1
7
.7

１
日
当
た
り
増
体
重
　
（
平
均
値
）

※
肥
育
期
間
中
に
お
け
る

kg
/
日

1
9

0
.7
2

2
0

0
.7
1

4
0
.6
2

4
0
.6
3

2
0
.5
9

3
0
.6
0

1
0
.6
9

4
0
.8
3

4
0
.7
6

枝
肉
重
量
　
（
平
均
値
）

kg
1
9

4
5
0
.3

2
0

4
4
9
.1

4
4
0
6
.7

4
4
1
1
.3

2
4
0
7
.0

3
4
0
5
.3

1
4
2
9
.1

4
4
9
1
.5

4
4
7
1
.8

歩
留
等
級
A
率

％
1
9

8
5
.4

2
0

8
6
.3

4
8
1
.3

4
8
2
.8

2
6
7
.9

3
7
8
.6

1
9
5
.3

4
9
3
.8

4
8
3
.1

肉
質
等
級
４
・
５
率

％
1
9

7
7
.7

2
0

8
1
.5

4
7
7
.1

4
7
5
.8

2
7
3
.2

3
7
8
.8

1
6
6
.9

4
7
7
.7

4
8
8
.1

％
3
0

1
.3

3
0

1
.5

4
1
.7

4
0
.9

2
0
.6

3
0
.4

1
2
.4

4
3
.3

4
4
.4

２
．
結

果
の

比
較

検
討

・
考

察
１

）
全

体
の

年
比

較
　

　
H
3
0
年

0
.
7
2
k
g
/
日

に
対

し
、

R
1
年

0
.
7
1
は

k
g
/
日

僅
か

（
0
.
0
1
 
k
g
/
日

）
に

低
下

。
上

位
2
5
%
の

階
層

で
は

、
H
3
0
年

0
.
8
3
k
g
/
日

対
し

、
R
1
年

0
.
7
6
k
g
/
日

は
0
.
0
7
k
g
/
日

低
下

。

２
）

H
3
0
年

成
績

下
位

2
5
％

階
層

の
R
1
年

の
状

況
　

　
H
3
0
年

0
.
6
2
k
g
/
日

に
対

し
、

R
1
年

0
.
6
3
k
g
/
日

は
僅

か
（

0
.
0
1
 
k
g
/
日

）
に

増
加

。
一

方
、

H
3
0
年

と
R
1
年

い
ず

れ
も

成
績

下
位

2
5
%
の

階
層

（
対

象
デ

ー
タ

数
3
）

0
.
6
0
k
g
/
日

お
　

　
よ

び
R
1
年

に
成

績
が

悪
化

し
た

も
の

（
対

象
デ

ー
タ

数
2
）

0
.
5
9
k
g
/
日

は
、

H
3
0
年

0
.
6
2
k
g
/
日

よ
り

も
0
.
0
2
k
g
/
日

以
上

低
下

。

３
）

R
1
年

の
下

位
2
5
％

階
層

と
上

位
2
5
％

階
層

の
比

較
　

　
上

位
2
5
％

階
層

で
は

0
.
7
6
k
g
/
日

に
対

し
、

下
位

2
5
％

階
層

（
対

象
デ

ー
タ

数
3
）

0
.
6
3
k
g
/
日

、
R
1
年

に
成

績
が

悪
化

し
た

も
の

（
対

象
デ

ー
タ

数
1
）

0
.
5
9
k
g
/
日

は
、

0
.
1
3
k
g
/
日

以
上

低
い

。

４
）

特
記

事
項

　
・

R
1
年

の
増

体
量

が
0
.
7
6
k
g
/
日

と
最

も
高

い
上

位
2
5
%
の

階
層

で
は

、
全

体
平

均
や

他
層

と
比

較
し

、
出

荷
生

体
重

や
枝

肉
重

量
が

最
も

多
く

、
肉

質
等

級
４

・
５

率
も

最
も

高
　

　
く

、
出

荷
月

齢
や

肥
育

日
数

は
低

い
傾

向
。

　
・

R
1
年

も
成

績
下

位
2
5
%
の

階
層

で
は

、
全

体
平

均
と

比
較

し
、

肥
育

開
始

月
齢

が
0
.
4
か

月
、

出
荷

月
齢

が
0
.
9
か

月
遅

く
、

肥
育

日
数

は
1
2
.
9
日

間
長

い
。

一
方

、
肥

育
開

始
　

　
体

重
で

8
.
1
㎏

、
出

荷
生

体
重

で
6
5
.
9
k
g
、

枝
肉

重
量

で
4
3
.
8
k
g
少

な
く

、
歩

留
等

級
A
率

や
肉

質
等

級
４

・
５

率
も

そ
れ

ぞ
れ

低
い

。

出
荷
頭
数

期
末
飼
養
頭
数
　
（
イ
）

前
年
比
　
（
期
末
÷
期
首
）

常
時
平
均
飼
養
頭
数
　
（
ア
＋
イ
）
/
２

肥 育 出 荷 成 績

去
勢

雌

事
故
率

※
事
故
出
荷
、
事
故
廃
用

飼 養 状 況

期
首
飼
養
頭
数
　
（
ア
）

外
部
導
入
頭
数

自
家
保
留
子
牛
の
繰
入

事
故
頭
数

項
目

単
位

全
体

平
成

3
0
年

の
雌

増
体

重
が

下
位

2
5
%
の

階
層

平
成

3
0
年

の
雌

増
体

重
が

上
位

2
5
%
の

階
層

H
3
0
年

成
績

R
1
年

成
績

H
3
0
年

成
績

R
1
年

成
績

R
1
年

に
成

績
が

悪
化

し
た
も
の

R
1
年
も
成
績
が
下

位
2
5
%
の

階
層

R
1
年
成
績
が
中
位

5
0
%
の

階
層

R
1
年
成
績
が
上
位

2
5
%
の

階
層

Ｈ
３
０
年
成
績

R
1
年
成
績
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１
．
枝

肉
重

量
（
雌

肥
育

）
の

階
層

間
比

較

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

頭
3
0

1
4
3
.7

3
0

1
4
8
.2

4
1
3
9
.8

4
1
3
9
.5

2
1
7
7
.0

2
1
0
2
.0

4
1
0
0
.0

4
1
1
3
.0

頭
3
0

9
1
.4

3
0

8
7
.0

4
8
9
.8

4
7
8
.5

2
9
9
.0

2
5
8
.0

4
5
6
.8

4
5
7
.0

頭
3
0

0
.0

3
0

0
.4

4
0
.0

4
0
.0

2
0
.0

2
0
.0

4
0
.0

4
0
.3

頭
3
0

1
.6

3
0

1
.7

4
2
.3

4
3
.0

2
4
.0

2
2
.0

4
1
.0

4
1
.0

頭
3
0

8
6
.0

3
0

8
4
.8

4
8
7
.8

4
8
1
.3

2
9
7
.0

2
6
5
.5

4
4
2
.8

4
4
8
.8

頭
3
0

1
4
7
.5

3
0

1
4
9
.0

4
1
3
9
.5

4
1
3
3
.8

2
1
7
5
.0

2
9
2
.5

4
1
1
3
.0

4
1
2
0
.5

％
3
0

1
0
0
.5

3
0

9
9
.7

4
9
7
.1

4
9
6
.9

2
1
0
3
.4

2
9
0
.5

4
1
1
0
.2

4
9
5
.6

頭
3
0

1
4
5
.6

3
0

1
4
8
.6

4
1
3
9
.6

4
1
3
6
.6

2
1
7
6
.0

2
9
7
.3

4
1
0
6
.5

4
1
1
6
.8

肥
育
開
始
月
齢
　
（
平
均
値
）

ヵ
月
齢

2
6

9
.0

2
6

8
.8

3
9
.4

3
9
.0

1
9
.1

2
8
.9

3
6
.9

3
7
.1

肥
育
開
始
体
重
（
平
均
値
）

kg
2
6

2
7
7
.7

2
6

2
8
3
.3

3
2
8
8
.9

3
2
7
3
.2

1
2
8
9
.5

2
2
6
5
.1

3
2
3
3
.3

3
2
4
4
.8

出
荷
月
齢
　
（
平
均
値
）

ヵ
月
齢

2
6

2
8
.9

2
6

2
9
.2

3
2
8
.5

3
2
9
.0

1
2
9
.2

2
2
8
.9

3
2
8
.8

3
2
8
.9

出
荷
生
体
重
　
（
平
均
値
）

kg
2
6

7
6
6
.8

2
6

7
8
0
.4

3
7
3
7
.6

3
7
5
0
.5

1
7
4
2
.8

2
7
5
4
.3

3
8
0
0
.6

3
7
9
9
.0

肥
育
日
数
　
（
平
均
値
）

日
2
6

6
1
2
.0

2
6

6
1
8
.9

3
5
8
2
.0

3
6
1
0
.3

1
6
1
3
.0

2
6
0
9
.0

3
6
7
3
.6

3
6
6
2
.4

１
日
当
た
り
増
体
重
　
（
平
均
値
）

※
肥
育
期
間
中
に
お
け
る

kg
/
日

2
6

0
.8
0

2
6

0
.8
0

3
0
.7
7

3
0
.7
8

1
0
.7
4

2
0
.8
0

3
0
.8
5

3
0
.8
4

枝
肉
重
量
　
（
平
均
値
）

kg
2
5

4
9
2
.8

2
6

4
9
9
.8

3
4
6
8
.1

3
4
7
7
.8

1
4
7
5
.8

2
4
7
8
.8

3
5
2
3
.6

3
5
2
6
.2

歩
留
等
級
A
率

％
2
4

9
2
.6

2
6

9
2
.1

3
9
1
.8

3
9
9
.4

1
9
8
.2

2
1
0
0
.0

3
8
7
.5

3
9
3
.5

肉
質
等
級
４
・
５
率

％
2
4

8
2
.0

2
6

8
7
.1

3
8
5
.0

3
9
6
.5

1
8
9
.5

2
1
0
0
.0

3
8
7
.1

3
8
6
.4

肥
育
開
始
月
齢
　
（
平
均
値
）

ヵ
月
齢

1
9

9
.1

2
0

9
.1

4
9
.6

4
9
.5

2
9
.5

2
9
.5

4
8
.3

4
8
.1

肥
育
開
始
体
重
（
平
均
値
）

kg
1
9

2
5
6
.6

2
0

2
6
0
.4

4
2
5
5
.4

4
2
6
5
.6

2
2
5
4
.2

2
2
7
7
.0

4
2
5
0
.8

4
2
4
3
.7

出
荷
月
齢
　
（
平
均
値
）

ヵ
月
齢

1
9

2
9
.5

2
0

2
9
.4

4
2
9
.0

4
2
8
.9

2
2
9
.1

2
2
8
.7

4
2
9
.4

4
2
9
.3

出
荷
生
体
重
　
（
平
均
値
）

kg
1
9

6
9
9
.1

2
0

6
9
8
.1

4
6
3
5
.8

4
6
6
9
.1

2
6
4
7
.2

2
6
9
0
.9

4
7
6
5
.8

4
7
4
1
.1

肥
育
日
数
　
（
平
均
値
）

日
1
9

6
1
5
.4

2
0

6
2
0
.1

4
5
8
9
.0

4
5
8
7
.3

2
5
9
3
.5

2
5
8
1
.0

4
6
4
7
.3

4
6
4
3
.8

１
日
当
た
り
増
体
重
　
（
平
均
値
）

※
肥
育
期
間
中
に
お
け
る

kg
/
日

1
9

0
.7
2

2
0

0
.7
1

4
0
.6
5

4
0
.6
9

2
0
.6
6

2
0
.7
1

4
0
.8
0

4
0
.7
7

枝
肉
重
量
　
（
平
均
値
）

kg
1
9

4
5
0
.3

2
0

4
4
9
.1

4
4
0
5
.0

4
4
2
9
.3

2
4
1
5
.6

2
4
4
3
.0

4
4
9
7
.8

4
4
7
9
.3

歩
留
等
級
A
率

％
1
9

8
5
.4

2
0

8
6
.3

4
8
1
.3

4
9
5
.5

2
9
7
.7

2
9
3
.3

4
8
4
.7

4
7
8
.1

肉
質
等
級
４
・
５
率

％
1
9

7
7
.7

2
0

8
1
.5

4
7
0
.4

4
8
2
.5

2
7
8
.5

2
8
6
.6

4
6
9
.9

4
8
1
.3

％
3
0

1
.3

3
0

1
.5

4
1
.8

4
1
.6

2
1
.2

2
1
.9

4
2
.8

4
4
.4

２
．
結

果
の

比
較

検
討

・
考

察
１

）
全

体
の

年
比

較
　

　
H
3
0
年

4
5
0
.
3
k
g
に

対
し

、
R
1
年

4
4
9
.
1
k
g
は

1
.
2
k
g
減

少
。

上
位

2
5
%
階

層
で

は
、

H
3
0
年

4
9
7
.
8
k
g
に

対
し

、
R
1年

4
7
9
.
3
k
g
は

1
8
.
5
k
g
減

少
。

２
）

H
3
0
年

成
績

下
位

2
5
％

階
層

の
R
1
年

の
状

況
　

　
H
3
0
年

4
0
5
.
0
k
g
に

対
し

、
R
1
年

4
2
9
.
3
k
g
と

2
4
.
3
k
g
増

加
。

特
に

R
1
年

成
績

が
中

位
5
0
%
の

階
層

4
4
3
.
0
k
g
で

は
、

H
3
0
年

よ
り

、
3
8
k
g
増

加
。

３
）

R
1
年

の
下

位
2
5
％

階
層

と
上

位
2
5
％

階
層

の
比

較
　

　
上

位
2
5
％

階
層

4
7
9
.
3
k
g
に

対
し

、
下

位
2
5
％

階
層

4
2
9
.
3
k
g
は

5
0
.
0
k
g
少

な
い

。

４
）

特
記

事
項

　
　

H
3
0
年

と
R
1
年

い
ず

れ
も

成
績

下
位

2
5
%
の

階
層

は
、

全
体

平
均

あ
る

い
は

上
位

2
5
%
の

階
層

の
R
1
年

を
比

較
し

た
場

合
、

１
日

当
た

り
増

体
重

が
0
.
0
5
k
g
/
日

以
上

低
く

、
肥

育
日

数
も

2
6
.
6

　
　

日
以

上
短

い
た

め
に

、
出

荷
生

体
重

が
5
0
.
9
k
g
以

上
少

な
く

、
肉

質
等

級
４

・
５

率
が

3
％

以
上

低
く

な
っ

て
い

る
こ

と
が

考
え

ら
れ

た
。

出
荷
頭
数

期
末
飼
養
頭
数
　
（
イ
）

前
年
比
　
（
期
末
÷
期
首
）

常
時
平
均
飼
養
頭
数
　
（
ア
＋
イ
）
/
２

肥 育 出 荷 成 績

去
勢

雌

事
故
率

※
事
故
出
荷
、
事
故
廃
用

飼 養 状 況

期
首
飼
養
頭
数
　
（
ア
）

外
部
導
入
頭
数

自
家
保
留
子
牛
の
繰
入

事
故
頭
数

項
目

単
位

全
体

平
成
3
0
年
の
雌
枝
肉
重
量
が

下
位
2
5
%
の
階
層

平
成
3
0
年
の
雌
枝
肉
重
量
が

上
位
2
5
%
の
階
層

H
3
0
年
成
績

R
1
年
成
績

H
3
0
年
成
績

R
1
年
成
績

R
1
年
に
成
績
が

悪
化
し
た
も
の

R
1
年
も
成
績
が
下

位
2
5
%
の
階
層

R
1
年
成
績
が
中
位

5
0
%
の
階
層

R
1
年
成
績
が
上
位

2
5
%
の
階
層

Ｈ
３
０
年
成
績

R
1
年
成
績
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１
．
歩

留
等

級
A
率

（
雌

肥
育

）
の

階
層

間
比

較

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

頭
3
0

1
4
3
.7

3
0

1
4
8
.2

4
1
2
2
.8

4
1
3
1
.8

1
1
0
5
.0

2
1
8
4
.5

2
7
9
.0

4
4
5
.3

4
4
7
.3

頭
3
0

9
1
.4

3
0

8
7
.0

4
6
6
.0

4
6
5
.0

1
5
8
.0

2
8
0
.0

2
5
0
.0

4
3
1
.3

4
3
1
.0

頭
3
0

0
.0

3
0

0
.4

4
0
.0

4
0
.0

1
0
.0

2
0
.0

2
0
.0

4
0
.0

4
0
.3

頭
3
0

1
.6

3
0

1
.7

4
1
.0

4
0
.5

1
0
.0

2
0
.0

2
1
.0

4
1
.0

4
0
.5

頭
3
0

8
6
.0

3
0

8
4
.8

4
5
6
.0

4
5
9
.5

1
6
2
.0

2
7
3
.0

2
4
6
.0

4
2
8
.3

4
2
6
.8

頭
3
0

1
4
7
.5

3
0

1
4
9
.0

4
1
3
1
.8

4
1
3
6
.8

1
1
0
1
.0

2
1
9
1
.5

2
8
2
.0

4
4
7
.3

4
5
1
.3

％
3
0

1
0
0
.5

3
0

9
9
.7

4
1
0
1
.1

4
1
0
3
.7

1
9
6
.2

2
1
0
1
.5

2
1
0
5
.8

4
1
0
5
.5

4
9
8
.3

頭
3
0

1
4
5
.6

3
0

1
4
8
.6

4
1
2
7
.3

4
1
3
4
.3

1
1
0
3
.0

2
1
8
8
.0

2
8
0
.5

4
4
6
.3

4
4
9
.3

肥
育
開
始
月
齢
　
（
平
均
値
）

ヵ
月
齢

2
6

9
.0

2
6

8
.8

3
7
.1

2
6
.3

1
3
.6

1
8
.9

3
8
.9

3
8
.9

肥
育
開
始
体
重
（
平
均
値
）

kg
2
6

2
7
7
.7

2
6

2
8
3
.3

3
2
0
0
.9

2
2
2
4
.7

1
1
4
5
.3

1
3
0
4
.0

3
2
6
8
.6

3
2
7
1
.5

出
荷
月
齢
　
（
平
均
値
）

ヵ
月
齢

2
6

2
8
.9

2
6

2
9
.2

3
3
0
.3

2
2
9
.0

1
2
9
.1

1
2
8
.9

3
2
7
.3

3
2
8
.7

出
荷
生
体
重
　
（
平
均
値
）

kg
2
6

7
6
6
.8

2
6

7
8
0
.4

3
7
7
2
.6

2
7
8
7
.6

1
7
5
7
.4

1
8
1
7
.8

3
7
4
8
.8

3
7
5
8
.1

肥
育
日
数
　
（
平
均
値
）

日
2
6

6
1
2
.0

2
6

6
1
8
.9

3
7
0
4
.0

2
6
9
2
.0

1
7
7
5
.0

1
6
0
9
.0

3
5
8
6
.3

3
5
9
8
.4

１
日
当
た
り
増
体
重
　
（
平
均
値
）

※
肥
育
期
間
中
に
お
け
る

kg
/
日

2
6

0
.8
0

2
6

0
.8
0

3
0
.8
1

2
0
.8
2

1
0
.7
9

1
0
.8
4

3
0
.8
2

3
0
.8
1

枝
肉
重
量
　
（
平
均
値
）

kg
2
5

4
9
2
.8

2
6

4
9
9
.8

2
5
1
6
.2

2
5
1
7
.4

1
5
0
6
.4

1
5
2
8
.3

3
4
8
9
.7

3
4
9
6
.2

歩
留
等
級
A
率

％
2
4

9
2
.6

2
6

9
2
.1

2
9
0
.3

2
9
0
.3

1
9
0
.8

1
8
9
.7

3
9
2
.0

3
8
8
.9

肉
質
等
級
４
・
５
率

％
2
4

8
2
.0

2
6

8
7
.1

2
8
5
.2

2
8
2
.4

1
7
6
.3

1
8
8
.5

3
5
6
.6

3
9
0
.9

肥
育
開
始
月
齢
　
（
平
均
値
）

ヵ
月
齢

1
9

9
.1

2
0

9
.1

4
8
.2

4
8
.2

1
9
.3

2
6
.5

2
9
.8

4
8
.9

4
9
.0

肥
育
開
始
体
重
（
平
均
値
）

kg
1
9

2
5
6
.6

2
0

2
6
0
.4

4
2
2
0
.1

4
2
2
6
.1

1
2
4
9
.2

2
1
9
5
.8

2
2
5
6
.3

4
2
6
4
.0

4
2
6
1
.3

出
荷
月
齢
　
（
平
均
値
）

ヵ
月
齢

1
9

2
9
.5

2
0

2
9
.4

4
3
0
.4

4
3
0
.1

1
3
2
.3

2
3
0
.6

2
2
9
.6

4
2
8
.9

4
2
8
.9

出
荷
生
体
重
　
（
平
均
値
）

kg
1
9

6
9
9
.1

2
0

6
9
8
.1

4
6
7
6
.5

4
6
5
5
.7

1
6
3
2
.0

2
6
7
4
.4

2
6
3
7
.1

4
7
4
5
.6

4
7
5
0
.2

肥
育
日
数
　
（
平
均
値
）

日
1
9

6
1
5
.4

2
0

6
2
0
.1

4
6
7
6
.8

4
6
6
7
.0

1
7
0
0
.0

2
7
3
3
.0

2
6
0
1
.0

4
5
9
2
.5

4
6
1
3
.9

１
日
当
た
り
増
体
重
　
（
平
均
値
）

※
肥
育
期
間
中
に
お
け
る

kg
/
日

1
9

0
.7
2

2
0

0
.7
1

4
0
.6
7

4
0
.6
4

1
0
.5
5

2
0
.6
5

2
0
.6
4

4
0
.8
2

4
0
.7
9

枝
肉
重
量
　
（
平
均
値
）

kg
1
9

4
5
0
.3

2
0

4
4
9
.1

4
4
3
5
.3

4
4
2
7
.3

1
4
0
5
.3

2
4
3
6
.6

2
4
1
7
.9

4
4
8
2
.8

4
4
8
2
.3

歩
留
等
級
A
率

％
1
9

8
5
.4

2
0

8
6
.3

4
7
1
.1

4
8
3
.0

1
5
7
.1

2
6
6
.1

2
1
0
0
.0

4
9
9
.0

4
7
9
.3

肉
質
等
級
４
・
５
率

％
1
9

7
7
.7

2
0

8
1
.5

4
5
6
.4

4
7
4
.7

1
4
6
.4

2
5
4
.5

2
9
5
.0

4
8
9
.1

4
7
6
.6

％
3
0

1
.3

3
0

1
.5

4
1
.4

4
0
.4

1
0
.0

2
0
.0

2
0
.7

4
3
.1

4
4
.0

２
．
結

果
の

比
較

検
討

・
考

察
１

）
全

体
の

年
比

較
　

　
H
3
0
年

8
5
.
4
％

に
対

し
、

R
1
年

8
6
.
3
％

は
0
.
9
％

減
少

。
一

方
、

上
位

2
5
%
階

層
で

は
、

H
3
0
年

9
9
.
0
％

に
対

し
、

R
1
年

7
9
.
3
％

と
1
9
.
7
％

顕
著

に
減

少
。

２
）

H
3
0
年

成
績

下
位

2
5
％

階
層

の
R
1
年

の
状

況
　

　
H
3
0
年

7
1
.
1
％

に
対

し
、

R
1
年

8
3
.
0
％

は
1
1
.
9
％

増
加

。
一

方
、

H
3
0
年

と
R
1
年

い
ず

れ
も

成
績

下
位

2
5
%
の

階
層

（
対

象
デ

ー
タ

数
2
）

6
6
.
1
％

と
、

R
1
年

に
成

績
が

悪
化

し
た

も
の

（
対

象
　

　
デ

ー
タ

数
1
）

5
7
.
1
％

は
、

H
3
0
年

7
1
.
1
％

よ
り

5
.
0
％

以
上

低
い

。

３
）

R
1
年

の
下

位
2
5
％

階
層

と
上

位
2
5
％

階
層

の
比

較
　

　
上

位
2
5
％

階
層

7
9
.
3
％

に
対

し
、

下
位

2
5
％

階
層

（
対

象
デ

ー
タ

数
2
）

8
3
.
0
％

は
3
7
.
2
％

以
上

高
い

。

４
）

特
記

事
項

　
　

歩
留

等
級

A
率

が
最

も
高

い
平

成
3
0
年

の
雌

歩
留

が
下

位
2
5
%
の

階
層

か
つ

R
1
年

成
績

が
上

位
2
5
%
の

階
層

（
対

象
デ

ー
タ

数
2
）

1
0
0
％

を
、

全
体

平
均

と
比

較
し

た
場

合
、

肥
育

開
始

月
齢

が
　

　
0
.
7
か

月
遅

く
、

出
荷

月
齢

が
0
.
2
か

月
遅

く
、

肥
育

日
数

は
1
9
.
1
日

短
い

。
ま

た
1
日

当
た

り
の

増
体

重
は

0
.
0
7
k
g
/
日

低
く

、
出

荷
時

生
体

重
は

6
1
㎏

、
枝

肉
重

量
は

3
1
.
2
k
g
少

な
い

。

出
荷
頭
数

期
末
飼
養
頭
数
　
（
イ
）

前
年
比
　
（
期
末
÷
期
首
）

常
時
平
均
飼
養
頭
数
　
（
ア
＋
イ
）
/
２

肥 育 出 荷 成 績

去
勢

雌

事
故
率

※
事
故
出
荷
、
事
故
廃
用

飼 養 状 況

期
首
飼
養
頭
数
　
（
ア
）

外
部
導
入
頭
数

自
家
保
留
子
牛
の
繰
入

事
故
頭
数

項
目

単
位

全
体

平
成
3
0
年
の
雌
歩
留
が

下
位
2
5
%
の
階
層

平
成
3
0
年
の
雌
歩
留
が

上
位
2
5
%
の
階
層

H
3
0
年
成
績

R
1
年
成
績

H
3
0
年
成
績

R
1
年
成
績

R
1
年
に
成
績
が

悪
化
し
た
も
の

R
1
年
も
成
績
が
下

位
2
5
%
の
階
層

R
1
年
成
績
が
中
位

5
0
%
の
階
層

R
1
年
成
績
が
上
位

2
5
%
の
階
層

Ｈ
３
０
年
成
績

R
1
年
成
績
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１
．
肉
質
等
級
４
・
５
率
（
雌
肥
育
）
の
階
層
間
比

較

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

頭
3
0

1
4
3
.7

3
0

1
4
8
.2

4
1
9
8
.3

4
2
0
9
.5

2
2
9
7
.5

1
1
0
8
.0

1
1
3
5
.0

4
7
9
.3

4
8
5
.8

頭
3
0

9
1
.4

3
0

8
7
.0

4
1
1
7
.0

4
1
1
0
.8

2
1
4
4
.0

1
6
7
.0

1
8
8
.0

4
5
7
.8

4
4
8
.0

頭
3
0

0
.0

3
0

0
.4

4
0
.0

4
0
.0

2
0
.0

1
0
.0

1
0
.0

4
0
.0

4
0
.3

頭
3
0

1
.6

3
0

1
.7

4
2
.8

4
3
.5

2
4
.0

1
4
.0

1
2
.0

4
0
.8

4
1
.5

頭
3
0

8
6
.0

3
0

8
4
.8

4
1
0
3
.0

4
1
0
4
.8

2
1
3
4
.0

1
6
9
.0

1
8
2
.0

4
5
0
.5

4
4
8
.5

頭
3
0

1
4
7
.5

3
0

1
4
9
.0

4
2
0
9
.5

4
2
1
2
.0

2
3
0
3
.5

1
1
0
2
.0

1
1
3
9
.0

4
8
5
.8

4
8
4
.0

％
3
0

1
0
0
.5

3
0

9
9
.7

4
1
0
4
.9

4
1
0
0
.6

2
1
0
2
.5

1
9
4
.4

1
1
0
3
.0

4
1
0
7
.7

4
9
0
.5

頭
3
0

1
4
5
.6

3
0

1
4
8
.6

4
2
0
3
.9

4
2
1
0
.8

2
3
0
0
.5

1
1
0
5
.0

1
1
3
7
.0

4
8
2
.5

4
8
4
.9

肥
育

開
始

月
齢

　
（
平

均
値

）
ヵ
月

齢
2
6

9
.0

2
6

8
.8

4
7
.7

4
7
.9

2
6
.4

1
1
0
.0

1
8
.9

3
8
.8

3
8
.9

肥
育

開
始

体
重

（
平

均
値

）
kg

2
6

2
7
7
.7

2
6

2
8
3
.3

4
2
4
9
.8

4
2
5
8
.5

2
2
1
7
.4

1
2
9
5
.2

1
3
0
4
.0

3
2
7
9
.2

3
2
8
7
.4

出
荷

月
齢

　
（
平

均
値

）
ヵ
月

齢
2
6

2
8
.9

2
6

2
9
.2

4
2
9
.2

4
2
9
.3

2
2
9
.2

1
3
0
.1

1
2
8
.9

3
2
8
.9

3
2
8
.8

出
荷

生
体

重
　
（
平

均
値

）
kg

2
6

7
6
6
.8

2
6

7
8
0
.4

4
7
6
2
.4

4
7
7
2
.8

2
7
5
0
.1

1
7
7
3
.3

1
8
1
7
.8

3
7
6
8
.4

3
7
7
1
.9

肥
育

日
数

　
（
平

均
値

）
日

2
6

6
1
2
.0

2
6

6
1
8
.9

4
6
5
1
.5

4
6
5
2
.8

2
6
9
4
.0

1
6
1
4
.0

1
6
0
9
.0

3
6
1
8
.6

3
6
0
3
.0

１
日

当
た
り
増

体
重

　
（
平

均
値

）
※
肥
育
期
間
中
に
お
け
る

kg
/
日

2
6

0
.8
0

2
6

0
.8
0

4
0
.7
9

4
0
.7
9

2
0
.7
6

1
0
.7
8

1
0
.8
4

3
0
.7
9

3
0
.8
0

枝
肉

重
量

　
（
平

均
値

）
kg

2
5

4
9
2
.8

2
6

4
9
9
.8

4
4
9
1
.7

4
5
0
0
.0

2
4
9
1
.1

1
4
8
9
.5

1
5
2
8
.3

3
4
9
9
.7

3
5
0
2
.7

歩
留

等
級

A
率

％
2
4

9
2
.6

2
6

9
2
.1

4
9
4
.0

4
9
4
.7

2
9
4
.5

1
1
0
0
.0

1
8
9
.7

3
8
9
.1

3
9
5
.0

肉
質

等
級

４
・
５
率

％
2
4

8
2
.0

2
6

8
7
.1

4
8
1
.4

4
8
8
.6

2
8
2
.9

1
1
0
0
.0

1
8
8
.5

3
9
1
.2

3
9
4
.7

肥
育

開
始

月
齢

　
（
平

均
値

）
ヵ
月

齢
1
9

9
.1

2
0

9
.1

4
8
.2

4
8
.1

2
6
.4

1
9
.7

1
9
.8

4
9
.7

4
9
.4

肥
育

開
始

体
重

（
平

均
値

）
kg

1
9

2
5
6
.6

2
0

2
6
0
.4

4
2
3
4
.4

4
2
3
7
.6

2
2
0
3
.6

1
2
7
4
.1

1
2
6
9
.0

4
2
7
8
.8

4
2
7
0
.3

出
荷

月
齢

　
（
平

均
値

）
ヵ
月

齢
1
9

2
9
.5

2
0

2
9
.4

4
2
9
.6

4
2
9
.1

2
2
8
.8

1
2
9
.3

1
2
9
.7

4
2
9
.7

4
2
9
.4

出
荷

生
体

重
　
（
平

均
値

）
kg

1
9

6
9
9
.1

2
0

6
9
8
.1

4
6
9
9
.4

4
6
8
3
.1

2
6
9
4
.2

1
6
9
2
.8

1
6
5
1
.3

4
7
3
4
.1

4
7
3
6
.2

肥
育

日
数

　
（
平

均
値

）
日

1
9

6
1
5
.4

2
0

6
2
0
.1

4
6
5
0
.8

4
6
3
9
.3

2
6
7
8
.0

1
5
9
6
.0

1
6
0
5
.0

4
6
1
1
.5

4
6
0
5
.8

１
日

当
た
り
増

体
重

　
（
平

均
値

）
※
肥
育
期
間
中
に
お
け
る

kg
/
日

1
9

0
.7
2

2
0

0
.7
1

4
0
.7
1

4
0
.6
9

2
0
.7
2

1
0
.7
0

1
0
.6
3

4
0
.7
5

4
0
.7
7

枝
肉

重
量

　
（
平

均
値

）
kg

1
9

4
5
0
.3

2
0

4
4
9
.1

4
4
5
2
.5

4
4
4
3
.1

2
4
4
8
.5

1
4
4
1
.7

1
4
3
3
.8

4
4
7
7
.5

4
4
7
0
.6

歩
留

等
級

A
率

％
1
9

8
5
.4

2
0

8
6
.3

4
7
6
.9

4
9
0
.1

2
8
5
.2

1
9
0
.0

1
1
0
0
.0

4
9
4
.7

4
7
5
.5

肉
質

等
級

４
・
５
率

％
1
9

7
7
.7

2
0

8
1
.5

4
5
1
.8

4
7
7
.4

2
6
4
.7

1
8
0
.0

1
1
0
0
.0

4
9
9
.2

4
9
0
.6

％
3
0

1
.3

3
0

1
.5

4
1
.2

4
1
.9

2
1
.2

1
3
.8

1
1
.5

4
2
.8

4
4
.8

２
．
結

果
の

比
較

検
討

・
考

察
１

）
全

体
の

年
比

較
 
 
 
 
H
3
0
年

に
7
7
.
7
％

対
し

、
R
1
年

8
1
.
5
は

3
.
8
％

増
加

。
一
方

、
上

位
2
5
%
の

階
層

で
は

、
H
3
0
年

9
9
.
2
％

に
対

し
、

R
1
年

9
0
.
6
％

と
8
.
6
％

減
少

。

２
）

H
3
0
年

成
績

下
位

2
5
％

階
層

の
R
1
年

の
状

況
 
 
 
 
H
3
0
年

5
1
.
8
％

に
対

し
、

R
1
年

7
7
.
4
％

と
2
5
.
6
％

増
加
。

H
3
0
年

と
R
1
年

い
ず

れ
も

成
績

下
位

2
5
%
の

階
層

（
対

象
デ

ー
タ

数
2
）

6
4
.
7
％

も
、

H
3
0
年

の
5
1
.
8
％

よ
り

1
2
.
9
％

高
い

。

３
）

R
1
年

の
下

位
2
5
％

階
層

と
上

位
2
5
％

階
層

の
比

較
 
 
 
 
上

位
2
5
％

階
層

9
0
.
6
％

に
対

し
、

下
位

2
5
％

階
層

で
は
7
7
.
4
％

と
1
3
.
2
％

低
い

。

４
）

特
記

事
項

・
関

連
事

項
　

　
R
1
年

の
肉

質
等

級
４

・
５

率
が

9
0
.
6
％

と
最

も
高

か
っ
た

上
位

2
5
%
の

階
層

を
、

R
1
年

の
全

体
平

均
と

比
較

し
た

場
合

、
肥

育
開

始
月

齢
が

0
.
3
か

月
高

く
、

肥
育

開
始

体
重

が
9
.
9
k
g
多

い
。

　
　

1
日

当
た

り
の

増
体

重
は

0
.
0
6
k
g
/
日

高
く

、
肥

育
日

数
は

1
4
.
3
日

短
く

、
出

荷
時

生
体

重
で

3
8
.
1
㎏

、
枝

肉
重

量
で

2
1
.
5
k
g
多

い
。

一
方

、
歩

留
等

級
A
率

は
1
0
.
8
％

低
い

。
　

　
R
1
年

も
成

績
が

下
位

2
5
%
の

階
層

を
、

R
1
年

の
全

体
平
均

と
比

較
し

た
場

合
、

肥
育

開
始

月
齢

が
2
.
7
か

月
早

く
、

肥
育

開
始

体
重
が

5
6
.
8
k
g
少

な
い

。
1
日

当
た

り
の

増
体

重
、

出
荷

時
生

体
　

　
重

、
枝

肉
重

量
に

ほ
ぼ

差
は

な
い

が
、

肥
育

日
数

は
約
5
8
日

長
い

。

出
荷

頭
数

期
末

飼
養

頭
数

　
（
イ
）

前
年

比
　
（
期

末
÷

期
首

）
常

時
平

均
飼

養
頭

数
　
（
ア
＋
イ
）
/
２

肥 育 出 荷 成 績

去
勢 雌

事
故

率
※
事
故
出
荷
、
事
故
廃
用

飼 養 状 況

期
首

飼
養

頭
数

　
（
ア
）

外
部

導
入

頭
数

自
家

保
留

子
牛

の
繰

入
事

故
頭

数

項
目

単
位

全
体

平
成
3
0
年
の
雌
肉
質
が

下
位
2
5
%
の
階
層

平
成
3
0
年
の
雌
肉
質
が

上
位
2
5
%
の
階
層

H
3
0
年
成
績

R
1
年
成
績

H
3
0
年
成
績

R
1
年
成
績

R
1
年

に
成

績
が

悪
化

し
た
も
の

R
1
年
も
成
績
が
下

位
2
5
%
の
階
層

R
1
年
成
績
が
中
位

5
0
%
の
階
層

R
1
年
成
績
が
上
位

2
5
%
の
階
層

Ｈ
３
０
年
成
績

R
1
年
成
績
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１
．
事

故
率

の
階

層
間

比
較

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

頭
3
0

1
4
3
.7

3
0

1
4
8
.2

7
1
6
0
.7

7
1
6
6
.9

2
1
7
0
.5

2
1
7
0
.5

2
3
0
2
.0

3
7
4
.3

7
5
5
.0

7
5
5
.7

頭
3
0

9
1
.4

3
0

8
7
.0

7
1
0
7
.0

7
9
6
.7

2
9
4
.0

2
9
4
.0

2
1
7
8
.0

3
4
4
.3

7
3
4
.9

7
3
4
.1

頭
3
0

0
.0

3
0

0
.4

7
0
.0

7
0
.0

2
0
.0

2
0
.0

2
0
.0

3
0
.0

7
0
.0

7
0
.1

頭
3
0

1
.6

3
0

1
.7

7
3
.3

7
2
.1

2
4
.5

2
4
.5

2
3
.0

3
0
.0

7
0
.0

7
0
.4

頭
3
0

8
6
.0

3
0

8
4
.8

7
9
7
.6

7
9
7
.1

2
9
5
.5

2
9
5
.5

2
1
7
9
.5

3
4
3
.3

7
3
4
.1

7
3
2
.7

頭
3
0

1
4
7
.5

3
0

1
4
9
.0

7
1
6
6
.9

7
1
6
4
.3

2
1
6
4
.5

2
1
6
4
.5

2
2
9
7
.5

3
7
5
.3

7
5
5
.7

7
5
6
.9

％
3
0

1
0
0
.5

3
0

9
9
.7

7
9
8
.4

7
9
2
.3

2
6
9
.1

2
6
9
.1

2
9
9
.2

3
1
0
3
.2

7
9
8
.9

7
1
0
5
.8

頭
3
0

1
4
5
.6

3
0

1
4
8
.6

7
1
6
3
.8

7
1
6
5
.6

2
1
6
7
.5

2
1
6
7
.5

2
2
9
9
.8

3
7
4
.8

7
5
5
.4

7
5
6
.3

肥
育

開
始

月
齢

　
（
平

均
値

）
ヵ
月

齢
2
6

9
.0

2
6

8
.8

5
8
.9

5
8
.9

1
9
.1

1
9
.1

2
8
.9

2
8
.7

6
9
.2

5
8
.9

肥
育

開
始

体
重

（
平

均
値

）
kg

2
6

2
7
7
.7

2
6

2
8
3
.3

5
2
9
6
.4

5
2
9
6
.2

1
2
8
9
.5

1
2
8
9
.5

2
3
0
2
.3

2
2
9
3
.4

6
2
6
4
.3

5
2
7
5
.6

出
荷

月
齢

　
（
平

均
値

）
ヵ
月

齢
2
6

2
8
.9

2
6

2
9
.2

5
2
8
.8

5
2
8
.9

1
2
9
.2

1
2
9
.2

2
2
9
.2

2
2
8
.6

6
2
9
.1

5
2
9
.5

出
荷

生
体

重
　
（
平

均
値

）
kg

2
6

7
6
6
.8

2
6

7
8
0
.4

5
7
5
4
.6

5
7
6
0
.0

1
7
4
2
.8

1
7
4
2
.8

2
7
6
3
.4

2
7
6
5
.1

6
7
5
7
.7

5
7
7
7
.3

肥
育

日
数

　
（
平

均
値

）
日

2
6

6
1
2
.0

2
6

6
1
8
.9

5
6
0
7
.8

5
6
0
8
.1

1
6
1
3
.0

1
6
1
3
.0

2
6
1
7
.0

2
5
9
6
.7

6
6
1
8
.5

5
6
2
6
.4

１
日

当
た
り
増

体
重

　
（
平

均
値

）
※
肥
育
期
間
中
に
お
け
る

kg
/
日

2
6

0
.8
0

2
6

0
.8
0

5
0
.7
5

5
0
.7
6

1
0
.7
4

1
0
.7
4

2
0
.7
5

2
0
.7
9

6
0
.8
0

5
0
.8
0

枝
肉

重
量

　
（
平

均
値

）
kg

2
5

4
9
2
.8

2
6

4
9
9
.8

5
4
7
7
.0

5
4
8
3
.0

1
4
7
5
.8

1
4
7
5
.8

2
4
7
8
.0

2
4
9
1
.7

5
4
9
2
.5

5
4
9
7
.4

歩
留

等
級

A
率

％
2
4

9
2
.6

2
6

9
2
.1

4
9
1
.8

5
9
6
.2

1
9
8
.2

1
9
8
.2

2
9
4
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２．課題と解決のための助言・指導 
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１．肉用牛肥育の指導内容と割合（全体）

２．考察

　肥育経営に特徴的な指導内容は、「もと牛選択の改善」で全体の2番目14%を占めてい
る。もと牛の選択は、収益性を左右する増体や肉質といった産肉能力に関連しており、ま
た近年、もと牛の市場価格が高騰したことにより物材費の約2/3を占めるに至っているた
め、肥育経営の収益性に最も影響を与える項目となっている。
　また、最も多い指導内容は、「栄養管理の改善」で、全体の26%を占める。栄養管理は、
もと牛価格と並ぶ費用項目である飼料費に係わり、また、指導内容全体の14%である「枝肉
重量増加の促進」とも関連することから、これら2つに肥育成績のバラツキの原因となる
「群編成の改善」を合わせて１つの項目として次ページ以降に取りまとめた。
　販売価格を決定する「肉質歩留等級」8%と「出荷牛の選定」8%については、収入に関わ
る項目として関連が深いため指導内容を１つに取りまとめた。肥育経営では、自己の経営
で目指すべき肥育牛のイメージを明確にし、そこに向かう道筋として、自己の経営に適し
たもと牛を選択し、飼養管理プログラムを確立することが重要となる。
　「事故防止の行動観察の改善」12%と「獣医師との連携」2%も関連が深い指導内容として
1つに取りまとめ、その他に「施設・設備等の環境の改善」14%についても取り上げた。
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１）技術改善のポイント
　肥育もと牛の選択については、子牛価格が最高値の時期より低下したとはいえ過去数年
にわたり続いていた市場価格の高止まりの状況の下で、肥育経営の安定性を左右する大き
なポイントである。

　一般に、発育の良い（1日当たり増体重が多い）もと牛ほど、枝肉重量が多く、ロース芯
も大きい傾向があり、反対に増体が悪いもと牛は脂肪交雑が低くなる傾向があるといわれ
ている。肥育牛の産肉性は血統に左右され、近年は特定血統の交配により、肥育もと牛の
大型化が進む一方で、育種価の評価によって高能力な種雄牛も多く誕生している。

　しかし、増体の良いもと牛は当然市場価格が高く、系統によっては肉質や増体が異なる
他に、飼い易さの面でも差がみられることから、自分の経営や技術にあったもと牛を選定
することが重要である。もと牛は増体系、肉質系を見極めたうえで、導入牛の資質を揃え
ることで、バラツキがなく、さらに安定した肥育成績と飼料給与など統一的な管理が可能
となる。

　また、子牛価格に関連して、頭数合わせのために安価という値段のみの理由で導入しな
いよう、また病畜の疑いがある牛を導入しないように努めることも重要である。

２）指導現場での具体的な指導内容

　肥育もと牛を導入する際に、単価も重要だが、自分の農場に適した牛（増体系、肉質
系）やセリ市場での健康状態などを十分に留意することが重要。導入後には、まずもと牛
を良く観察して飼料給与量などにフィードバックし、牛の状態に応じて管理を見直してい
くこと、また値段が高い低いでなく、肥育もと牛の状態を揃えることが必要。

　増体系の肥育もと牛を導入しているが、現在の対尻式つなぎ牛舎では牛床面積が不足す
ることが考えられる。直近の肥育成績をみると、肉質が良くなり１日増価額も良好である
一方で、増体は今一歩で飼料給与量についても肥育期間全体を通して量が少ない傾向。こ
のため、増体系ではなく、肉質系の肥育もと牛を導入した方が良い。

　増体をメインにおいた管理ができており、重量面ではその成果が出てきているが、導入
価格の平均が96万円と高く、1日増価額は700円を切るなど経営面では厳しいものとなって
いる。一般的な経費として導入価格以外に飼料費を中心として50万円程度かかるので、導
入価格＋50万円を損益分岐点の販売価格として意識して管理する。現在は、導入価格85万
円を上限に導入されているので、引き続き、上限価格を意識した導入を実施する。

指導内容１．もと牛選択の改善
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１）技術改善のポイント

　指導に当たっては、肥育前期の飼養方法について、現場での見極めが重要性となる。

　一般的に、肥育牛の栄養管理では、肥育期間を前期・後期の2期もしくは前期・中期・後
期の3期に分けて飼養管理する。肥育前期は、いわゆる「腹づくり」の期間であり、タンパ
ク質含量の高い良質の粗飼料を多給し（例えばチモシー乾草を9～12か月まで日量4kg程
度）、中期以降濃厚飼料の割合を増やすとともに、ビタミンAコントロールがし易い稲わら
や小麦ストローなどに切り替える。
　
　肥育前期では、増体をコントロールすることも重要であり、導入から9か月（約16か月
齢）までの間に増体をよくした場合（日増体1kg程度）、後半の増体は鈍化し、過食となっ
て飼料効率も悪くなる。一方で、この期間の日増体量を0.5kg程度に抑えた場合には、その
後に増体量を高めても脂肪交雑が劣り、皮下脂肪も厚くなる。肥育前期の日増体量を
0.75kg程度にコントロールして、その後に増体を高めることによって、飼料効率の面から
も肉質の面からも良い結果が得られている。
　
　現場では、腹づくりができていない牛に対して、急激に濃厚飼料を月1kg以上増給しする
ことにより、肝機能の低下が早くから生じ、事故も多くなる事例もみられる。一方で、腹
づくりを意識するあまりに、肥育前期の濃厚飼料給与量を制限しすぎ、後の期間で挽回で
きなかったり、濃厚飼料過多により牛の事故につながったりする場合もみられる。肥育前
期の粗飼料多給は必要であるが、各県等が作成しているマニュアル等を参考に計画的に肥
育飼料を給与する必要がある。

  加えて、飼養管理面から、枝肉重量のバラツキについては、１頭当たりの牛床面積や飼
槽の長さ、十分な飲水を確保することも重要である。群飼する際の1頭当たり牛床面積は5
㎡以上とし、肥育中期ごろまでは6～8頭の群編成でお互いに競わせることで採食意欲を高
める。その際に、群を構成するもと牛に月齢や素質（増体系や肉質系）にバラつきがある
と成長に差が出たり、事故につながったり飼養管理が困難となる。また、食い負けする個
体が出ないように、飼槽の幅は可能ならば90cm～100cmを確保する。一方、肥育後期には、
健康状態の観察や肥育の程度が観察しやすい2～4頭の小群とするが、近年、肥育牛の大型
化もあり、1房2頭での飼養を推奨する例が増えている。一般に新たに群を編成したり、個
体を入れ替えた際に、牛群内での闘争行動が増加するため、事故や瑕疵につながるケガに
注意が必要であり、弱位の個体に対しては別飼いを考慮する必要もある。

２）指導現場での具体的な指導内容

　飼料内容を頻繁に変更しているが記録はしておらず、感覚に頼った飼料給与、飼料内容
の変更になっている。結果を検証するためにも、現在の飼料内容を記録するとともに、給
与時には計量する。また、残飼を把握し、牛がどれだけ食い込んでいるか把握すること。

　枝肉は肉質が良く、単価も高いが、枝肉重量が県平均より20kg程度小さくなっている。
最近導入した肥育もと牛は日齢体重が1.1kg、体重が300kg程度と小さくはなく、増体能力
についても改良が進んでいることから、県が作成した飼料給与プログラムに沿って確実に
実施できれば枝重500kgは実現可能。

　出荷牛の成績を見てみると皮下脂肪が多い傾向があり、肥育前期の改善（食い込ませ
る）が必要である。瑕疵の状況等も加味し、適正ビタミンレベルにも注意して肥育前期の
牛に対する飼料を変更（オールインワン給与）した。今後、前期の食い込みの改善効果を
確認すること。

指導内容２．栄養管理・枝肉重量の増加・群編成の改善
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　育成期の粗飼料は、イタリアンラップサイレージ、大麦WCS、稲WCSとヘイキューブを組
み合わせてバランス良く給与している。育成期の発育には問題がないので、この給与体系
を継続すること。大麦WCS、稲WCSは、ビタミンA（βカロテン）の含有量が変動する可能性
があるので、年に1回は分析する。

　枝肉重量で見ると462㎏→490㎏と向上しているが、出荷月齢も伸びており、1日増体量は
0.7㎏→0.72で、去勢の1日増体量としては物足りない。もと牛の導入時日齢体重は1.05㎏
→1.12㎏となっており、発育能力の高いもと牛を導入しているが、その能力を十分に生か
していない。内臓・筋肉の成長が期待できる肥育前期に良質な粗飼料を十分与え、同時に
大豆粕等を給与量の1割程度を目安に配合し、筋肉の増加と丈夫な内臓を作る。

　同一期に導入したもと牛で、出荷体重で108.8kg、枝肉重量で75.3kgの差があり、個体差
が非常に大きい。仕上げ舎が１群３頭では狭く、夏場に飲水量の確保が難しいという状況
があり、その影響が肥育牛の個体差に反映している。対策としては、１群の肥育牛頭数を
減らすことが最も効果的。
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１）技術改善のポイント
　肉質等級4･5率の改善については、すでにビタミンAコントロールの技術が確立してい
る。特に肥育中期以降のビタミンAを肥育牛の状態をよく観察しながら、各県等で出されて
いる給与マニュアル等に従って、ビタミンAの投与もあわせて適切に調整することが重要で
ある。

　歩留の改善については、肥育前期に濃厚飼料を設計通りに食い込めているかをチェック
する。導入時から他の牛と比べて虚弱なもと牛を群飼いする場合、食い負けて適正な濃厚
飼料の摂取ができない場合がある。肥育前期の濃厚飼料の制限はその後に回復させようと
しても、皮下脂肪や筋間脂肪を厚くするだけで、肉質の改善にはつながらず、歩留を低下
させる原因となる。

　出荷時体重を確保するために、増体が悪く肉質を期待できない牛を長く飼育し、増体が
良く肉質や１日増価額が期待できる牛を早く出荷する事例が見られるが、１日当たりの増
価額を低下させ、収益性が低下するので注意が必要。また、肥育もと牛の導入の項でふれ
たように多様な系統や導入時月齢・体重がバラついたもと牛を群飼いし、同じ飼料設計で
飼養管理することによっても、肉質や歩留まりがバラつく原因となる。

　特に雌牛肥育では、肥育期間の長期化によって、かえって肉質等級や歩留等級A率が低下
し、枝肉単価を下げている事例や去勢牛と同様な肥育方法で飼養することにより、枝肉重
量が小さく余剰脂肪の多い枝肉になってしまう事例などが見られるので注意が必要である。

２）指導現場での具体的な指導内容

　飼料を喰い込ませ、１日増体量がアップしたが、皮下脂肪が厚くなり、Ｂ等級の発生が
多くなっている。現在は、肥育後期に濃厚飼料を喰い込ませているので、肥育中期の濃厚
飼料のピークを少し多くし、給与量を増加させる。なお、濃厚飼料を増加させるために、
嗜好性の良い粗飼料も増量する。

　肋張や枝肉の品質向上に繋げる目的で実施してきた腹づくりの対策として、導入後3か月
間とうもろこしサイレージ給与していたが、飼料給与の立ち上げが遅いと思われる。前期
の濃厚飼料給与量は導入後３か月まで月1㎏ずつ増やし、その後7か月まで牛個体を確認
し、ゆっくりと8㎏、8カ月目から9～9.5㎏にもっていくこと。それにより、質の向上を目
指し、BMSナンバー2桁を目指す。

　発育（1日増体量）の良い牛を早期（25～26か月齢）に出荷し、枝肉重量は良く取れてい
るものの、枝肉単価が安く、増価額が十分出ていない牛がみられる。傾向としては、体重
を見て出荷しているようで、発育の良い牛は早期出荷し、発育の悪い牛は長く飼う傾向に
なっていることから、牛の採食状況を見ながら個々に出荷時期を見極め1日増価額が最大限
取れるよう目指すこと。このためにも、飼料給与方法を見直して、自分のプログラムを作
成し、そのプログラムを確実に実行する。

　出荷牛を選ぶ場合には、牛の仕上がりや飼料の喰い込み状況をみて、喰い込みが良い牛
は、増体し肉質も期待できるので、少し長く飼育する。

指導内容３．肉質・歩留等級の改善・出荷牛の選定
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１）技術改善のポイント
　事故の防止には、日ごろからの個体ごとの確実な観察が重要であることから飼料給与時
や就寝する前など意識的に牛を観察するように指導する。

　もと牛の選定に当たっては疾病のリスクに注意し、導入後の観察、衛生対策に努めるこ
と。その際に、牛名板を設置し、牛の個体ごとの管理等を意識する。また、牛の管理記録、
衛生記録などを記帳し、疾病やその他事故につながるリスクの早期発見・早期対応に努め
ることが重要である。

　飼料給与との関連では、肥育前期の増給ペースが速すぎたり、肥育中期の給与量が多い
こと等の濃厚飼料過多により、肥育牛の喰い止まりやルーメンアシドーシスになりやすい
状態になるので、嗜好性の良い粗飼料の増給、ミネラル剤の追加補給などを検討する。特
に、尿石症の発生が多い場合には、鉱塩や水の供給に問題はないか確認し、ミネラルバラ
ンスに注意することが必要である。

　肥育経営において、1頭の死亡事故は導入時のもと牛価格やそれまでの飼料費でかかった
100万円以上が０になることであり、獣医師等と連携し、事故率の低下に努める重要性は大
きい。

　特に、導入期における呼吸器病や下痢など感染性の疾病が予測される場合には臨床的な
治療のみならず、適切なワクチンプログラムを相談する。加えて、肥育中・後期における
尿石症の早期発見・治療など、獣医師との連携は不可欠である。また、なんらかの疾病が
疑われる肥育中・後期の牛については、治療すべきか、早期出荷すべきかについて十分に
相談できるかかりつけの獣医師の存在は大変貴重である。　一方で、日ごろから牛の管理
記録や衛生管理・治療履歴等の記帳を行い、情報をかかりつけの獣医師等と共有しつつ、
最終的には自らが経営者として判断することが重要である。

　牛の管理記録や衛生管理・治療履歴等の記帳や日常の異状観察については、近年身近と
なってきたICTやIoT関連機器やスマートフォンを活用したサービスなどの導入も検討する。

２）指導現場での具体的な指導内容

　肥育牛の死亡事故（９頭）を見ると、肥育中期から後期の牛の発生が多く、急性鼓張症
（４頭）、肝炎（１頭）、腸炎（１頭）、肺炎（１頭）が発生している。病気というより
も濃厚飼料過多（急激な増減）、粗飼料不足またはビタミンA不足の牛が一部発生している
ようなので、飼料の喰い込みの悪い牛には嗜好性の良い粗飼料を増量する。

　当期に１頭、直近で２頭事故。牛舎にいる時間を長くし、個体観察の時間と回数を増や
すこと。肥育中期から後期の事故が多いので、ビタミン欠乏の症状などを注意深く観察
し、異常牛の早期発見・早期治療に努めること。

　死亡事故が多発しているが、死亡事故の原因を十分に把握していない。共済組合等から
情報を取得することと飼養管理記録の記帳の徹底が必要。　また、肥育牛の観察、異常牛
の早期発見、早期対応を徹底すること。

　出荷２頭のうち１頭が導入時から喰い込みが悪く、と畜時に肝廃棄となった。気になる
時は、早期に血液検査（肝機能）を実施する。

指導内容４．事故防止の行動観察の改善・獣医師との連携
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１）技術改善のポイント

　現在は、群管理が主流であり、1頭当たりのスペースは約5m2として、飼槽の幅も食い負
けしない個体を出さないために1頭当たり90～100cmを確保する。また、十分な敷料でよく
乾燥した牛床を準備するために、ショベルローダーでのぼろ出し等の作業性も考慮する。
一方で、近年の育種改良で大型化が進んでいるので、つなぎ飼いの場合は牛床が小さく
なっていないか、確認が必要である。いずれの場合も、採食後に肥育牛がゆったりと反芻
できる環境を整えることが大切である。

　また、暑熱対策も兼ねて牛舎に大型の換気扇（送風機）を設置することや、常に新鮮で
衛生的な水を自由に飲める環境の提供も望まれる。牛は暑さに弱い動物なので、暑熱対策
の有無は、採食量にも大きく影響する。牛舎内に温湿度計を設置するなど天候に応じた畜
舎内温度管理を心掛ける。換気扇にタイマーを設置すれば、効率的な管理も可能となる。
敷料の汚れや換気扇がなく臭気が籠っているところ、牛舎周辺の地形や竹林などの植生の
ために、風通しが悪くなり暑熱対策ができないところなど、疾病の発生のみならず増体・
肉質などの肥育成績の低下につながる。

　飲水について、牛は１日に30リットル以上水を飲み、飲水量が少ないと、肥育成績が低
下したり、疾病につながることから、衛生的な飲水の確保は重要である。実際の牛舎で
は、牛が飼料で飲口が汚れたまま給水器を利用すること等による飲水の汚染が見られる。
牛舎構造上、飼槽と給水器の位置関係の修正が難しい場合は、飼料が給水器に入り込みに
くくするために、飼槽と給水器の間に縦に仕切り棒を設置するなどの工夫が必要である。
また、群で飼養する場合は、個体ごとの飲水量の確保は飼料の食い込みに大きく影響する
ことからも、飲水器の増設や拡張などの配慮が必要である。
　
　加えて、近年その重要性が増している防疫対策に関連して、外からの病気の侵入が無い
ように、農場の飼養衛生管理区域の入り口に踏込消毒槽や看板の設置、農場入口への石灰
散布や車両消毒など人に関わる防疫体制の確立や野生鳥獣・衛生害虫防除など、疾病侵入
防止対策を徹底することも重要である。

２）指導現場での具体的な指導内容

　気温が高くなり、牛への暑熱ストレスがかかるので、細霧装置の設置や、寒冷紗等の対
策を考える。費用面等もあり難しい場合は、飼料給与回数を通常より増加し、第一胃内が
急激に発酵しないように努めたり、飼料給与時間を涼しい時間帯に変更するなど、飼養管
理面での工夫を実施する。

　牛床の管理と通気の徹底により、ストレスの軽減及び肺炎などの呼吸器系の疾病をなく
す。また、給水施設の修繕により、飲水量を確保し、エサの食い込みを促進する。

　肥育前期の群飼房はウォーターカップが6頭で1個と少ないため、飲みたい時に飲める環
境づくりが必要。飲水量と採食量は大きく関係するので、手作りの簡易水槽などを設置
し、ストレスなく飲水できる環境を作ることが重要。また、既存のウォーターカップは毎
日清掃すること。

　日常的にカラスが牛舎内に侵入し、肥育牛が10頭ほど背中を突かれる被害が発生してお
り、肥育成績の瑕疵につながっている。天井部から側面まで１棟全てネットで覆した牛舎
では一切被害がなかったので、被害の多い牛舎を隙間なくネットで覆う（ネット等の資材
費は20万円程度）。

　外部からの疾病の持ち込みを防ぐため、踏み込み消毒槽や立ち入り禁止の看板を設置す
るなどの対応を実施すること。また、ハエが多く見られたが、ハエは牛白血病の媒介等主
要な衛生害虫であり、牛のストレスの原因ともなる。ハエ取りシート等設置の他に、ハエ
の幼虫対策として脱皮阻害剤（ネポレックス、シロマジンなど）の活用を検討する。

指導内容５．施設・環境の改善
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Ⅴ．指導用情報 
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１．飼養衛生管理基準の改正について 
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――  牛牛のの飼飼養養衛衛生生管管理理基基準準がが新新ししくくななりりままししたた  ――  

  
家畜伝染病予防法が改正され、飼養衛生管理基準の遵守に係る是正措置等の拡充

がされました。それに伴い全畜種の飼養衛生管理基準が大幅に改正（R2.10.1 施行）

されました。 
 
 

家家畜畜伝伝染染病病予予防防法法のの改改正正にによよるる  

飼飼養養衛衛生生管管理理基基準準のの遵遵守守にに係係るる是是正正措措置置等等のの拡拡充充  
（R2.10.1 から施行・義務づけ）  

 
① 衛生管理区域に入る者にのみ、又は汚染された畜舎・倉庫から出る者にのみ課

せられている消毒義務を、出入りする者すべてに課すよう措置。 
 
② 家畜の所有者は、衛生管理区域ごとに、飼養衛生管理に係る責任者を選任する

制度を創設。 
 
③ まん延防止措置として、都道府県知事は、家畜の所有者に対し、飼養衛生管理

基準の遵守について、指導・助言を経ないで緊急に勧告・命令できるよう措置。 
 
④ 都道府県知事は、飼養衛生管理基準の遵守に係る命令違反者を公表できるよう

措置するとともに、国は、都道府県における飼養衛生管理の状況等について、積

極的に公表できるよう措置。 
 
⑤ 飼養管理に関する罰則を強化。 

（遵守命令に従わなかったとき、100 万円以下の罰金） 
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牛牛のの飼飼養養衛衛生生管管理理基基準準のの構構成成  
 牛の飼養衛生管理基準は、これまでより強化・拡充されました。取り組みの目的

ごとに、次のようにⅠ～Ⅳに体系化され、またそれぞれの体系について、防除対象

とする感染源の種類（（人人、、物物品品、、野野生生動動物物、、飼飼養養環環境境、、家家畜畜））ごとに項目が分類さ

れました。 

牛牛のの飼飼養養衛衛生生管管理理基基準準のの構構成成  
      〈家畜の所有者の責務や本基準を現場で徹底するルールなど〉 

ⅠⅠ  家家畜畜防防疫疫にに関関すするる基基本本的的事事項項  
       【【項項目目 11～～1122】】 人人    飼飼養養環環境境  家家畜畜 
 
   〈具体的な防疫措置の内容〉 
          ⅡⅡ  衛衛生生管管理理区区域域へへのの病病原原体体のの侵侵入入防防止止  
          【【項項目目 1133～～2222】】人人  物物品品  家家畜畜  
  
          ⅢⅢ  衛衛生生管管理理区区域域内内ににおおけけるる病病原原体体にによよるる汚汚染染拡拡大大防防止止  
       【【項項目目 2233～～3322】】人人  物物品品  野野生生動動物物  飼飼養養環環境境  
  
          ⅣⅣ  衛衛生生管管理理区区域域外外へへのの病病原原体体のの拡拡散散防防止止  
       【【項項目目 3333～～3388】】人人  物物品品  家家畜畜  
  
「飼養衛生管理基準」本文は、下記の農林水産省 HP に掲載されています。 
https://www.maff.go.jp/j/syouan/douei/katiku_yobo/k_shiyou/attach/pdf/index-
91.pdf 
 
 

改改正正ののポポイインントト 
項項目目１１ 家畜の所有者の責務 
 家畜の所有者は、飼養する家畜について、家畜の伝染病疾病の発生の予防及び 
まん延の防止に対する責任を有する。 

・関係法令を遵守すること 
・関係者と協力して衛生管理の意識を高め、衛生管理を行うこと。 
・飼養衛生管理者を決め、この項の取組について確実に管理者に実施させること。 
（飼養衛生管理者を選任（家畜所有者の兼任可）し、飼養衛生管理基準の遵守状
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況を定期点検する必要がある。） 
・管理者が所有者と異なる場合にあっては、常時連絡がとれる体制を確保すること。 
 
項項目目２２ 飼養衛生管理マニュアルの作成及び従事者等への周知徹底（R4,2.1 施行） 
・必要事項を規定した飼養管理マニュアルを作成すること。 
・マニュアルの作成にあたっては獣医師等の専門家の意見を反映させること。 
・従事者及び外部事業者が当該マニュアルを遵守するよう、当該マニュアルを印字

した冊子の配布、看板の設置その他必要な措置を講じること。 
・家畜の伝染性疾病の発生の予防及びまん延の防止に関する情報を、従事者及び外

部事業者に周知徹底すること。 
 
 農場ごとに作成するこの「マニュアル」については、ひな形が農林水産省の 
 ウェブサイトに掲載されています。 

https://www.maff.go.jp/j/syouan/douei/katiku_yobo/k_shiyou/index.html 
 
 
項項目目６６ 獣医師等の健康管理指導 
（概略）：管理獣医師や家畜保健衛生所による指導内容は記録したうえで、1 年以 

上保管しておく必要がある。 
 
項項目目７７ 家畜伝染病の発生リスクの高まりに対する準備 
・大臣指定地域（注）において講じなければならない措置（＊参照：項目 14、21）
の内容を習熟していること。 

＊参照 項目 14 他の畜産関係施設に立ち入った者等が衛生管理区域に立ち入る

際の措置 
項目 21 安全な資材の利用 

       大臣指定地域において収穫された農産物等を自ら飼料、敷料に利

用する場合は、家畜保健衛生所に助言を求め、指導に従うこと。 
（注）大臣指定地域とは・・・家畜伝染病の発生リスクが高まっているものと 

して農林水産大臣が指定する地域。 
 

項項目目８８ 衛生管理区域の設定  
（概略）：衛生管理区域の考え方を明確化した。衛生管理区域には、飼料タンク、 

飼料倉庫や堆肥舎など、農場作業に関連する農場内全施設が網羅される

必要がある。 
 

- 102 -



項項目目９９ 放牧制限の準備（R3.10.1 施行） 
・放牧の停止または制限があった場合に備え、家畜を収容できる避難用の設備の確

保又は、出荷・移動の準備をしておくこと。 
 
項項目目 1111 愛玩動物の飼育禁止 
・衛生管理区域内で、犬・猫等の愛玩動物の持ち込みや飼育をしないこと。 
 
項項目目 1166 衛生管理区域専用の衣服及び靴の設置並びに使用 
・衛生管理区域専用の衣服及び靴を設置し、立ち入る者にこれらを着用させること。 
・病原体侵入を防ぐため、着脱前後の衣服及び靴を、すのこ・分離版等で場所を離

して保管すること。また、更衣前後の経路が交差しないよう、一方通行とするな

ど必要な措置を講じること。 
 
項項目目 1177 衛生管理区域に立ち入る車両の消毒 
・車両の消毒はもちろん、衛生管理区域に車両を入れる者に対し、当該農場専用の

フロアマットの使用あるいはマットの消毒その他の方法により、車内における交

差汚染を防止するための措置を講じること。 
 
項項目目 2244 畜舎の入口における靴の交換又は消毒 
・畜舎ごとの専用の靴を設置し、畜舎に入る者に対し、これを着実に着用させる、

また靴の消毒をさせること。 
・靴に排せつ物・汚泥等が付着した場合には、洗浄及び消毒を行うこと。 
 
項項目目 2299 ねずみ及び害虫の駆除 
・ねずみ、ハエ等の害虫の駆除を行うために殺鼠剤及び殺虫剤の散布、粘着シート

の設置その他の必要な措置を講じること。 
 
項項目目 3300 衛生管理区域内の整理整頓及び消毒 
・衛生管理区域内は、ねずみ等の野生動物の隠れられる場所をなくす。 
・病原体が残存しないよう、不要な資材等の処分、除草等を行うとともに、資材、

機材等を整理整頓し、敷地を定期的に消毒すること。 
 
項項目目 3333 衛生管理区域から退出する者の手指消毒等 
項項目目 3344 衛生管理区域から退出する車両の消毒 
項項目目 3355 衛生管理区域から搬出する物品の消毒等 
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２．労働負担軽減機械装置リストについて 
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機械装置名 商品名 製造元 代表的な取扱会社
ガイドブック

項

デイリーフィードJ　スマート フォースターテクニック オリオン機械（株） p81

オリオン機械（株） p79

全農畜産サービス（株）

カーフフィーダーVARIO+ フォースターテクニック 全農畜産サービス（株）

カームカーフフィーダー LELY （株）コーンズ・エージー p80

カーフフィーダー フォースターテクニック デラバル（株） p79

バリオ フォースターテクニック （株）土谷特殊農機具製作所 p82

カーフフィーダー フォースターテクニック （株）本多製作所

哺乳ロボット（ストランゴ） フォースターテクニック （株）ピュアライン

カーフフィーダーVARIO+ フォースターテクニック エム・エス・ケー農業機械（株）

ID-TEK BRITMILK 東邦貿易（株）

H&L１００ Holm &　Laue （株）野澤組

カーフレール フォースターテクニック

ほ乳ロボット

労働負担軽減機械装置リスト１

　　　　　　　　　　 　― 労働負担軽減機械装置リストについて ―

　指導現場では「繁殖記録・発情発見方法の見直し」、「栄養管理の改善」及び「行動観察
方法の改善」に関する指導が多かった。併せて、「労働力不足への対応」や「作業体系の見
直し」など労働力の確保や作業を効率的に行うための指導がなされていた。
　そこで、労働負担を軽減し、家畜飼養管理作業を効率化するための機械装置を労働負担軽
減機械装置リスト１～３としてとりまとめたので、参考として活用いただきたい。

　なお、リストは、令和２年度畜産経営体生産性向上対策事業（畜産ICT事業）及び令和2年
度酪農労働省力化推進施設等緊急整備対策事業（楽酪GO事業）の労働負担軽減リスト（令和
2年4月8日時点）を基に作成している。
　機械装置の詳細については、代表的な取扱会社等にご相談いただくか、公益社団法人中央
畜産会の「畜産施設機械ガイドブック2021」（本体3,800円＋税）に掲載している機械装置
もあるので併せて参考にしていただきたい（畜産施設機械ガイドブック2021に掲載している
機械はリスト中のガイドブック項にページ番号を記載）。
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機械装置名 商品名 製造元 代表的な取扱会社
ガイドブック

項

カウスカウト GEA オリオン機械（株）

牛歩 （株）コムテック オリオン機械（株） p323

牛歩サーバータイプ （株）コムテック 全農畜産サービス（株）

牛歩Lite （株）コムテック 全農畜産サービス（株）

（株）チュウチク　（株）丹波屋

（株）サン・ダイコー

発情探知・反芻モニター SCR （株）コーンズ・エージー

飼養管理システム

（発情探知健康管理）

飼養管理システム Afimilk (株)コーンズ・エージー

飼養管理システムデータフローⅡ

（発情探知健康管理）

デルプロ飼養管理システム デラバル（株） p317

ハードナビゲーター デラバル（株） デラバル（株）

アフィファーム飼養管理システム Afimilk デラバル（株）

Afimilk Silent Herdsman Afimilk デラバル（株）

Semex ai24 ネダップ社 （株）野澤組 p317

ボーマチック　ヒートシーカーⅡ ボーマチック （株）野澤組

モ～タム24 （株）P.A.テクノロジー （株）野澤組

MDS Unitrack SAC （株）本多製作所

クリスタル フルウッド （株）トーチク

アクトメーター

（発情発見システム）

リアルタイム発情発見システム ストランゴ （株）ピュアライン

（株）ファームノート

全農畜産サービス（株）

UHF ぺドメーター ミルクライトインタープラス ラクトシステム（株）

スマートネック ネダップ社 （株）土谷特殊農機具製作所 p320

p319

p322

p316

労働負担軽減機械装置リスト２

U-motion デザミス（株）

Afimilk （株）コーンズ・エージー

発情発見機

SCR、ミルクライン (株)コーンズ・エージー

ストランゴ （株）ピュアライン

ファームノートカラー （株）ファームノート

- 107 -



機械装置名 商品名 製造元 代表的な取扱会社
ガイドブック

項

オリオン機械（株）　デラバル（株）

全農畜産サービス（株）

（株）チュウチク　（株）丹波屋

（株）サン・ダイコー

オリオン機械（株）　

全農畜産サービス（株）

監視カメラ キャノン（株） 全農畜産サービス（株）

監視カメラ ソリッド

監視カメラ デラバル（株） デラバル（株）

オリオン機械（株）　

パナソニック環境エンジニアリング

監視カメラ ティーピーアイ

監視カメラ ユニモテクノロジー

監視カメラ （有）ユアーズ

監視カメラ （株）NSS

監視カメラ アベテック（株）

暗視カメラ（赤外線） （株）NSS

（株）チュウチク　（株）丹波屋

（株）サン・ダイコー

うしらせ （株）ファームノート （株）ファームノート p315

p319

p319

パナソニック

分娩監視装置

行動監視装置
デザミス（株）U-motion

U-motion デザミス（株）

監視カメラ

労働負担軽減機械装置リスト3

牛温恵 （株）リモート

養牛カメラ LELY
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Ⅵ．表中の生産技術項目の内容  
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１．酪農 

項 目 名 記 入 要 領 

期首経産牛飼養頭数 期首（1 月 1 日）時点での経産牛飼養頭数 

外部導入頭数 当期に外部導入した経産牛の頭数 

事故廃用頭数 当期に廃用となった経産牛の頭数 

未経産牛からの繰入 外部導入した未経産牛および自家保留の未経産牛・育

成牛のうち当期に初産分娩をして経産牛になった頭数 

期末経産牛飼養頭数 期末（12 月 31 日）時点での経産牛飼養頭数 

常時平均飼養頭数 （期首飼養頭数+期末飼養頭数）÷２により算出した経

産牛の頭数 

受胎に要した種付回数

（平均値） 

当期に受胎した牛の受胎に要した種付回数の平均値 

分娩頭数 当期に分娩された子牛の頭数 

分娩間隔（平均値） 当期に正常分娩した経産牛の分娩間隔の平均値 

供用年数（平均値） 当期に廃用となった経産牛のうち、未経産牛の外部導

入および自家保留であった牛の更新年数の平均値 

産次（平均値）※期中分娩

牛 

当期に分娩した牛のうち、未経産牛の外部導入および

自家保留であった牛の産次の平均値 

初産月齢（平均値）※導入

牛（経産牛）は除く 

外部導入した未経産牛および自家保留の未経産牛・育

成牛のうち当期に初産分娩をした牛の初産月齢の平均

値 

子牛事故率※流産・奇形、

死産 

当期に分娩した牛のうち死産・流産・奇形分娩であっ

た牛の割合 

 
２．肉用牛繁殖 

項 目 名 記 入 要 領 

期首飼養頭数 期首（1 月 1 日）時点での成雌牛飼養頭数 

外部導入頭数 当期に外部導入した経産牛の頭数 

事故廃用頭数 当期に廃用となった成雌牛の頭数 

育成牛からの繰入 外部導入した未経産牛および自家保留の未経産牛・育成

牛のうち当期に初回種付をして成雌牛になった頭数 

期末飼養頭数 期末（12 月 31 日）時点での成雌牛飼養頭数 

常時平均飼養頭数 （期首飼養頭数+期末飼養頭数）÷２により算出した成

雌牛の頭数 

受胎に要した種付回数

（平均値） 

当期に受胎した牛の受胎に要した種付回数の平均値 

分娩頭数 当期に分娩された子牛の頭数 

分娩間隔（平均値） 当期に正常分娩した成雌牛の分娩間隔の平均値 

供用年数（平均値） 当期に廃用となった牛のうち、未経産牛の外部導入およ

び自家保留であった牛の更新年数の平均値 

産次（平均値）※期中分

娩牛 

当期に分娩した牛のうち、未経産牛の外部導入および自

家保留であった牛の産次の平均値 

初産月齢（平均値）※導

入牛（経産牛）は除く 

外部導入した未経産牛および自家保留の未経産牛・育成

牛のうち当期に初産分娩をした牛の初産月齢の平均値 

子牛事故率 当期に分娩した牛のうち死産・流産・奇形分娩であった

牛の割合 

出荷頭数 当期に出荷された子牛（去勢、雌）の頭数 
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項 目 名 記 入 要 領 

出荷日齢（平均値） 当期に正常出荷された子牛（去勢、雌）の出荷日齢の平

均値 

出荷体重（平均値） 当期に正常出荷された子牛（去勢、雌）の出荷体重の平

均値 

出荷日齢体重（平均値） 当期に正常出荷された子牛（去勢、雌）の出荷日齢体重

の平均値 

 

３．肉用牛肥育 
項 目 名 記 入 要 領 

期首飼養頭数 期首（1 月 1 日）時点での肥育牛飼養頭数 

外部導入頭数 当期に外部導入された肥育牛の頭数 

自家保留子牛の繰入れ 当期に自家保留子牛から肥育牛に仕向けた頭数 

事故頭数 当期に事故出荷・事故廃用になった肥育牛の頭数 

出荷頭数 当期に正常出荷された肥育牛の頭数 

期末飼養頭数 期末（12 月 31 日）時点での肥育牛飼養頭数 

常時平均飼養頭数 
（期首飼養頭数+期末飼養頭数）÷２により算出した肥

育牛の頭数 

肥育開始月齢（平均値） 
当期に導入された肥育牛（去勢、雌）の肥育開始時月齢

の平均値 

肥育開始体重（平均値） 
当期に導入された肥育牛（去勢、雌）の肥育開始時体重

の平均値 

出荷月齢（平均値） 
当期に正常出荷された肥育牛（去勢、雌）の出荷月齢の

平均値 

出荷生体重（平均値） 
当期に正常出荷された肥育牛（去勢、雌）の出荷生体重

の平均値 

肥育日数（平均値） 
当期に正常出荷された肥育牛（去勢、雌）の肥育日数の

平均値 

１日当たり増体重（平均

値）※肥育期間における 

当期に正常出荷された肥育牛（去勢、雌）の１日当たり

増体重の平均値 

枝肉重量（平均値） 
当期に正常出荷された肥育牛（去勢、雌）の枝肉重量の

平均値 

歩留等級 A 率 
当期に出荷された肥育牛（去勢、雌）のうち歩留等級が

A の牛の割合 

肉質等級４・５率 
当期に出荷された肥育牛（去勢、雌）のうち肉質等級が

４以上の牛の割合 

事故率 
ここでは事故頭数/常時平均飼養頭数×100 により算出

した値を事故率としている 
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